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出席議員（１３人） 
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     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

    事 務 局 長  福 島 良 一     主      事  岸   美 穂 
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開会・開議 

          午前９時３０分開会・開議 

議  長（岩﨑信幸君） ただいまの出席議員数は１３名です。定足数に達していますので、令和４

年第３回吉岡町議会定例会を開会します。 

      これから本日の会議を開きます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

町長挨拶 

議  長（岩﨑信幸君） 町長より発言の申入れがありましたので、これを許可します。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 皆さん、おはようございます。 

      令和４年第３回吉岡町議会定例会の開会に当たりまして、一言ご挨拶させていただきま

す。 

      本日、９月定例議会が議員各位の出席の下、開会できますことに心から感謝と御礼を申

し上げます。 

      短かった梅雨が明けると一転、全国各地で最高気温の記録更新のニュースが報じられ、

大変な暑い夏となりました。ここ数年続いた各地での局地的な豪雨による被害の報告は幾

分減ったようにも思われますが、太平洋上に巨大台風の発生による暴風や大雨警戒の報道

もあり、防災対策には一層気を引き締めたいと考えております。 

      さて、本定例会では、令和３年度の一般会計並びに特別会計、企業会計の決算認定をは

じめとする議案１４件、報告１件、認定８件、同意２件を上程させていただきました。何

とぞ慎重審議の上、いずれも原案のとおり認定、可決、同意及び答申くださいますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

      本日は大変お世話になります。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

諸般の報告 

議  長（岩﨑信幸君） これより諸般の報告をいたします。 

      お手元に配付してある書面のとおりです。それをもって諸般の報告といたします。 

      それでは、議事日程（第１号）により会議を進めます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

      会議録署名議員は、吉岡町議会会議規則第１１９条の規定により、議長において１２番
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山畑祐男議員、１３番小池春雄議員を指名します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２ 会期の決定について 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

      会期については、議会運営委員会に付託してありますので、山畑委員長より委員長報告

を求めます。 

      山畑委員長。 

              〔議会運営委員長 山畑祐男君登壇〕 

議会運営委員長（山畑祐男君） １２番山畑です。 

      議会運営委員会からの報告を行います。 

      令和４年８月２５日木曜日、午前９時半から全員協議会室において、委員全員、議長、

副議長、執行側からは町長、副町長、関係課長、局長の出席の下、議会運営委員会を開催

し、令和４年第３回定例会の会期及び会期日程について協議をいたしました。 

      本定例会の会期は、本日９月１日木曜日から９月１４日水曜日までの１４日間です。 

      一般質問は、９月２日金曜日と９月５日月曜日の２日間です。 

      なお、会期日程の詳細につきましては、お手元に配付したとおりでございます。 

      以上、報告といたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 委員長報告が終わりました。 

      お諮りします。 

      ただいまの委員長報告のとおり、会期を９月１日から１４日までの１４日間といたした

いと思います。これにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 異議なしと認めます。 

      山畑委員長、自席にお戻りください。 

      よって、会期は９月１日から１４日までの１４日間と決しました。 

      なお、日程はお手元に配付したとおりであります。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第３ 報告第７号 健全化判断比率及び資金不足比率報告について 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第３、報告第７号 健全化判断比率及び資金不足比率報告についてを

議題とします。 

      柴﨑町長に提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 
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町  長（柴﨑德一郎君） 報告第７号 健全化判断比率及び資金不足比率報告についてご説明を申

し上げます。 

      町では、令和３年度の決算に基づき、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比

率、将来負担比率及び公営企業ごとの資金不足比率を算定し、８月１日に監査委員の審査

を受けましたので、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により議会に報告す

るものでございます。 

      実質赤字比率、連結実質赤字比率は、赤字が発生していないため比率なしとなっており

ます。実質公債費比率は７．６％で、前年度比０．３％のマイナス、将来負担比率は６．

３％で、前年度比皆増となりました。 

      また、資金不足比率につきましては、資金不足額がないため比率なしとなっております。 

      なお、詳細につきましては企画財政課長に説明をさせます。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 

企画財政課長（米沢弘幸君） 健全化判断比率及び資金不足比率報告については、地方公共団体の財

政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、監査委員の意見

をつけて議会に報告するものであり、いずれも令和３年度の決算に基づき算定した数値と

なります。 

      なお、健全化判断比率とは、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来

負担比率の４つの指標のことをいいます。 

      初めに、実質赤字比率ですが、これは一般会計、学校給食事業特別会計、住宅新築資金

等貸付事業特別会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率となります。令和

３年度実質赤字額はありませんでしたので、実質赤字比率については比率なしとなってお

ります。 

      次に、連結実質赤字比率ですが、これは一般会計、特別会計及び水道事業会計など、町

の全ての会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率となります。令和３年度

は全ての会計において赤字額はなかったため、連結実質赤字比率についても比率なしとい

うことになっております。 

      次に、実質公債費比率ですが、こちらは地方債の元利償還金と、これに準ずる一部事務

組合や公営企業会計の地方債の償還に対する負担金等の準元利償還金などが標準財政規模

のうちどのくらいの割合を占めるかを指標化したものとなります。 

      吉岡町の実質公債費比率は７．６％で、前年度比０．３％のマイナスとなりました。０．

３ポイント、率が改善した要因としては、実質公債費比率の計算式において、分子の構成

要因の１つである元利償還金は令和２年度と比較して増となりましたが、分母の構成要因
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である町税や普通交付税の増などから標準財政規模が増加したことにより、令和３年度の

単年度における比率が減少し、その結果、過去３か年の平均値を取る実質公債費比率が昨

年度に引き続き改善されました。 

      なお、早期健全化基準は２５％であり、吉岡町は基準以下となっています。 

      次に、将来負担比率ですが、将来負担比率は一般会計などの借入金や一部事務組合へ支

払っていくべき負担金など、現時点において、将来町が負担すべき残高の程度を指標化し

ているものです。早期健全化基準は３５０％となっています。吉岡町の将来負担比率は６．

３％で、前年度比皆増となっています。これは、充当可能財源等を将来負担額が上回った

ため比率が発生しています。主な要因としては、令和３年度に地方債現在高の増に伴う将

来負担額の増が発生したものとなります。 

      次に、資金不足比率ですが、水道事業会計及び下水道事業会計、いずれも資金の不足は

なく、資金不足比率につきましては比率なしとなっています。 

      なお、監査委員から令和４年８月１日に審査を実施し、令和４年８月１５日付で審査結

果報告をいただいており、審査した結果、財政健全化に関する４指標については適正に算

定されており、健全であるとのご意見をいただきました。 

      吉岡町の比率については、いずれの比率も早期健全化基準等を下回っておりますが、近

年の大型事業実施に伴う起債の増などにより、来年度以降は実質公債費比率や将来負担比

率など数値の悪化も懸念されます。今後必要な事業を着実に実施していくためにも、各事

業の精査、自主財源の確保、また、国や県補助金及び交付税措置がある起債など特定財源

の有効活用を図ることにより、より一層財政の健全化に取り組んでまいります。以上とな

ります。 

議  長（岩﨑信幸君） 報告が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      本件は報告でございますので、これにて終結いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第４ 議案第４６号 吉岡町特別職の職員の給与の特例に関する条例の一部を改正

する条例 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第４、議案第４６号 吉岡町特別職の職員の給与の特例に関する条例

の一部を改正する条例を議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 
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              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第４６号 吉岡町特別職の職員の給与の特例に関する条例の一部を

改正する条例について、提案理由の説明を申し上げます。 

      本条例は、退職手当を算出する場合の給料月額を特例による減額後の給料月額とするた

めには、率ではなく額で規定する必要があるため、所要の改正を行うものであります。 

      その他、詳細につきましては総務課長に説明させますので、よろしくご審議の上、可決

いただきますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。 

      本条例は、山口教育長の任期が令和４年９月３０日であり、当該任期満了時に退職手当

が支給されることに伴い、退職手当の支給事務を共同処理する群馬県市町村総合事務組合

より、退職手当の額を算出する場合の給料月額については、群馬県市町村総合事務組合退

職手当支給条例第４条で「職員が休職、停職、減給その他の事由によりその給料の一部又

は全部を支給されない場合においては、これらの事由がないと仮定した場合におけるその

者の受けるべき給料の月額とする」とされており、率による減額は、この一部を支給され

ない場合に該当し、特例減額前の給料月額で退職手当が計算されると解されるとの指摘を

受けたため、特例減額後の給料月額で退職手当が支給されるよう、所要の改正を行うもの

でございます。 

      それでは、新旧対照表をご覧ください。 

      第２条の改正は、特別職の給料月額について、町長にあっては給料月額の１００分の２

０、副町長及び教育長にあっては給料月額の１００分の１０を減ずるとする率による規定

を、別表で定める額を給料月額とする額による規定に改めるものでございます。 

      次に、第３条の改正は、第２条の改正及び別表の追加に伴う技術的改正を行うものでご

ざいます。 

      次に、第４条の削除は、第２条の改正により、退職手当の額を算出する場合の給料月額

が改正前の本条の規定によらずに特例減額後の給料月額と解されることとなるため、規定

を削除するものでございます。 

      次に、別表の新設は、第２条の改正に伴い追加するものでございます。 

      議案書にお戻りください。 

      中段の附則をご覧ください。本条例の施行日を公布の日とするものでございます。 

      以上、町長の補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 
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      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第４６号は、総務産業常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第５ 議案第４７号 吉岡町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第５、議案第４７号 吉岡町職員の育児休業等に関する条例の一部を

改正する条例を議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第４７号 吉岡町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例について、提案理由の説明を申し上げます。 

      本条例は、国家公務員に倣い、育児休業の取得回数制限及び非常勤職員の産後パパ育休

の取得要件を緩和し、並びに非常勤職員の子の１歳以降の育児休業の取得を柔軟化するた

め、所要の改正を行うものであります。 

      その他、詳細につきましては総務課長に説明させますので、よろしくご審議の上、可決

いただきますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。 

      妊娠、出産、育児等と仕事の両立支援につきましては、令和３年８月１０日に人事院が

行った公務員人事管理に関する報告及び国家公務員の育児休業等に関する法律の改正につ

いての意見の申出の中で、国家公務員に係る妊娠・出産・育児等と仕事の両立支援のため

に講ずる措置が明らかにされております。 

      当該措置のうち育児休業の取得回数制限の緩和、育児参加のための休暇の対象期間の拡

大等に係る事項については、令和４年１０月１日施行予定とされているため、町において

も国家公務員に倣い、同様の措置を講じるため、当該措置のうち条例事項について、所要

の改正を行うものでございます。 

      それでは、新旧対照表の１ページをご覧ください。 

      １ページ上段の第２条第４号本文の改正は、文言の整理を行うものでございます。 

      次に、１ページ中段の第２条第４号ア（ア）の改正は、非常勤職員の産後パパ育休の取

得要件の緩和をするもので、産後パパ育休、子の出生日から５７日以内にする育児休業の
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ことなんですけれども、の取得要件のうち、当該非常勤職員の任期の継続要件を「子が１

歳６か月になる日まで」から「子の出生日から５７日目より６月を経過する日まで」に緩

和するものでございます。 

      次に、１ページ下段から２ページの中段にかけてですけれども、第２条第４号のイの改

正は、非常勤職員の子が１歳以上の期間における育児休業の取得要件の確認に係る規定の

整理を行うもので、非常勤職員の子が１歳以上１歳６か月未満の期間における育児休業に

ついて、第２条の３第３号の改正により当該育児休業期間の初日が子の１歳到達日の翌日

に限定されなくなることに伴い、当該育児休業期間の初日が子の１歳到達日の翌日である

場合に限り、現行と同様に、所得要件の確認を不要とするよう、規定の整理を行うととも

に、号の細分の整理を行うものでございます。 

      新旧対照表３ページをご覧ください。 

      ３ページ上段の第２条の３第２号の改正は、字句の整理を行うものでございます。 

      次に、３ページ中段から４ページ上段の第２条の３第３号本文の改正は、非常勤職員の

子が１歳以上１歳６か月未満の期間における育児休業について、特別な事情がある場合の

柔軟な取得を可能とするもので、他の子の育児休業を承認するため育児休業を取り消した

後、当該他の子が死亡した等の規則で定める特別の事情がある場合には、保育所に入所で

きない等の改正後の第２条の３第３号ウの規則で定める場合に該当すれば、子が１歳６か

月になる日まで育児休業をできるものとするものでございます。 

      次に、４ページ及び５ページをご覧ください。 

      ４ページの中段の第２号の３第３号ア及び５ページ中段の同号エの追加は、非常勤職員

の子が１歳以上１歳６か月未満の期間における育児休業について、夫婦交代での取得を可

能とするもので、非常勤職員の子の１歳到達日の翌日を育児休業の初日としなければなら

ない要件を当該非常勤職員の配偶者が当該子の１歳到達日の翌日以降に育児休業をする場

合には、当該配偶者の育児休業期間の末日の翌日以前の日を初日とできるよう緩和すると

ともに、取得回数を１回までとするものでございます。 

      次に、４ページ下段から５ページ上段の旧第２条の３第３号ア及び同号イの改正は、同

号アの追加に伴う技術的改正及び文言の整理を行うものでございます。 

      ５ページをご覧ください。 

      ５ページの下段から６ページ上段の第２条の４本文の改正は、非常勤職員の子が１歳６

か月以上２歳未満の期間における育児休業について、特別な事情がある場合の柔軟な取得

を可能とするもので、他の子の育児休業を承認するため育児休業を取り消した後、当該他

の子が死亡した等の規則で定める特別の事情がある場合には、保育所に入所できない等の

改正後の第２条の４第３号の規則で定める場合に該当すれば、子が２歳になる日までの育
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児休業をできることとするものでございます。 

      次に、６ページ中段の第２条の４第１号及び同条第４号の追加は、非常勤職員の子が１

歳６か月以上２歳未満の期間における育児休業について、夫婦交代での取得を可能とする

ものでございます。当該配偶者の育児休業期間の末日の翌日以前の日を初日とできるよう

に緩和するとともに、取得回数を１回までとするものでございます。 

      次に、６ページ中段の旧段２条の４第１号及び第２号の改正は、同条第１号の追加に伴

う技術的改正を行うものでございます。 

      次に、６ページ下段の第２条の５の削除は、育児休業法第２条の改正に伴う技術的改正

です。 

      次に、６ページ下段から７ページ上段の第３条第５号の削除は、育児休業法の改正によ

り、育児休業の取得回数が原則１回から２回までに緩和されるため、育児休業の承認申請

の際に養育計画を育児休業等計画書により申し出て、当該育児休業の終了後３月以上の期

間を経過すれば再度の育児休業を取得することができる現行の仕組みを削除するものでご

ざいます。 

      ７ページをご覧ください。 

      ７ページ上段の旧第３条第６号及び第７号の改正は、同条第５号及び第２条の５の削除

に伴う技術的改正です。 

      次に、７ページ中段の旧第３条第８号の改正は、非常勤職員以外の任期付職員について

も、非常勤職員同様に、任期の末日を育児休業期間の末日とする育児休業をしている場合

について、任期の更新または引き続いての採用に伴い、更新前の任期の末日の翌日または

引き続いての採用の日の育児休業期間の初日として再度の育児休業をすることができるこ

ととするとともに、文言の整理を行うものでございます。 

      次に、７ページ下段の第３条の２の追加は、育児休業法第２条の改正に伴う技術的改正

改正でございます。 

      ８ページをご覧ください。 

      第１０条第６号の改正は、第３条第５号の削除による育児休業等計画書の仕組みの削除

後も当該計画書により申し出た場合の再度の育児短時間勤務の取得の仕組みは存置するた

め、育児休業等計画書を育児短時間勤務計画書に改めるものでございます。 

      議案書の３ページをご覧ください。 

      附則をご覧ください。本条例の施行日は、令和４年１０月１日とするものでございます。 

      以上、町長の補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 
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              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第４７号は、総務産業常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第６ 議案第４８号 吉岡町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及

び吉岡町職員の互助団体に関する条例の一部を改正する条例 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第６、議案第４８号 吉岡町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に

関する条例及び吉岡町職員の互助団体に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第４８号 吉岡町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条

例及び吉岡町職員の互助団体に関する条例の一部を改正する条例について、提案理由の説

明を申し上げます。 

      本条例は、年金制度の機能強化のための国民年金法等の一部を改正する法律の施行に伴

い、所要の改正を行うものであります。 

      その他、詳細につきましては総務課長に説明させますので、よろしくご審議の上、可決

いただきますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。 

      本条例は、年金制度の機能強化のための国民年金法等の一部を改正する法律、以下改正

法と申し上げます。の施行により、令和４年１０月１日から社会保険に加入しているパー

トタイムの再任用職員及び会計年度任用職員が地方公務員等共済組合法の規定に基づく共

済組合、具体的には群馬県市町村職員共済組合の組合員に移行することに伴い、所要の改

正を行うものでございます。 

      それでは、吉岡町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例新旧対照表（第１

条による改正）をご覧ください。 

      第６条の２の改正は、社会保険に加入しているパートタイムの会計年度任用職員が群馬

県市町村職員共済組合の組合員となり、当該組合が行う積立金等の福祉事業等が適用され

ることとなるため、常勤職員と同様にこれらの積立金等を給与の支払いの際に控除できる

ように改正するものでございます。 

      続いて、吉岡町職員の互助団体に関する条例新旧対照表（第２条による改正）、１ペー
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ジはぐっていただいてご覧ください。 

      第２条第２項の改正は、社会保険に加入しているパートタイム再任用職員及び会計年度

任用職員が群馬県市町村職員共済組合員に移行するため、互助団体を組織できる職員が現

行と同様に常勤職員及び再任用短時間勤務職員となるよう、所要の改正を行うものでござ

います。 

      議案書にお戻りいただいて、中段の附則をご覧ください。 

      本条例の施行日を改正法の施行日である令和４年１０月１日とするものであります。 

      以上、町長の補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第４８号は、総務産業常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第７ 議案第４９号 吉岡町議会議員及び吉岡町長の選挙における選挙運動の公費

負担に関する条例の一部を改正する条例 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第７、議案第４９号 吉岡町議会議員及び吉岡町長の選挙における選

挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第４９号 吉岡町議会議員及び吉岡町長の選挙における選挙運動の

公費負担に関する条例の一部を改正する条例について、提案理由の説明を申し上げます。 

      本条例は、公職選挙法施行令の一部が改正されることに伴い、公費負担の対象となって

いる吉岡町議会議員及び吉岡町長の選挙の公費負担に関し、所要の改正を行うものです。 

      その他、詳細につきましては総務課長に説明させますので、よろしくご審議の上、可決

いただきますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。 

      町の選挙における公費負担については、令和２年６月１２日に公布された公職選挙法の

一部を改正する法律の施行に伴い、吉岡町議会議員及び吉岡町長の選挙における選挙運動

の公費負担に関する条例が制定され、選挙運動用自動車の使用、選挙運動用ビラ作成及び
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選挙運動用ポスター作成の費用について公費負担とすることが可能となりました。 

      本議案は、令和４年４月６日に施行された公職選挙法施行令の一部を改正する政令によ

り、最近における物価の変動等に鑑み、衆議院議員及び参議院議員の選挙における選挙運

動の公営に要する経費に係る限度額の引上げが行われたことを受け、本町における選挙公

営についても国の選挙公営に準じて行うこととするため、所要の改正を行おうとするもの

でございます。 

      それでは、新旧対照表をご覧ください。 

      第４条は、選挙運動用自動車の使用の公費負担の額及び支払い手続について規定するも

のでございます。第２号は、一般乗用旅客自動車運送事業者との運送契約する方式でない

場合、いわゆる個別契約方式である場合の公費負担の限度額について定めるものですが、

自動車の借入れについて「１日１万５，８００円」、燃料代につきまして「１日７，５６

０円」であったものを自動車の借入れについて、「１日１万６，１００円」、燃料代につ

いては「１日７，７００円」を上限に改めるものでございます。なお、運転手の雇用につ

いては、１日につき１万２，５００円の上限から変更ございません。 

      続いて、２ページをご覧ください。 

      第６条は、選挙運動用ビラの作成に関する公費負担について定めるものでございます。

公費負担の限度額について、１枚当たりの限度額「７円５１銭」を「７円７３銭」に改め

るものでございます。 

      第８条は、選挙運動用ビラの作成の公費負担の額及び支払い手続について規定するもの

であります。 

      こちらに関しても、公費負担の限度額の算定に要する単価を改正し、選挙運動用ビラの

作成の有償契約を締結した候補者が町選挙管理委員会へ届け出た当該契約に基づき作成さ

れたビラの１枚当たりの単価と７円７３銭のいずれか小さい額に当該契約に基づいて作成

されたビラの枚数と公職選挙法第１４２条第１項第７号に規定する枚数のいずれか少ない

枚数を乗じて得た金額とするため改正を行うものでございます。 

      ３ページをご覧ください。 

      第１１条は、選挙運動用ポスターの作成の公費負担の額及び支払い手続について規定す

るものでございます。 

      こちらに関しても、公費負担の限度額の算定に要する単価を改正し、選挙運動用ポスタ

ーの作成の有償契約を締結した候補者が町選挙管理委員会に届け出た当該契約に基づき作

成されたポスター１枚当たりの単価と５４１円３１銭に当該選挙におけるポスター掲示場

の数を乗じて得た金額に３１万６，２５０円を加えた金額を当該選挙におけるポスター掲

示場の数で除して得た金額のいずれか小さい金額に当該契約に基づいて作成されたポスタ
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ーの枚数と当該選挙におけるポスター掲示場の数に１．１を乗じて得た数のいずれか少な

い数を乗じて得た金額とするため、改正を行うものでございます。 

      続きまして、議案書をご覧ください。 

      下段の附則第１項施行期日につきましては、公布の日としたものでありまして、第２項

については、施行日前に告示された選挙には適用しない旨を規定したものでございます。 

      以上、町長の補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第４９号は、総務産業常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第８ 議案第５０号 吉岡町福祉医療費支給に関する条例等の一部を改正する条例 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第８、議案第５０号 吉岡町福祉医療費支給に関する条例等の一部を

改正する条例を議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第５０号 吉岡町福祉医療費支給に関する条例等の一部を改正する

条例について、提案理由の説明を申し上げます。 

      今回の改正は、福祉医療費の支給対象者を見直し、１８歳に達する日以後の最初の３月

３１日までの間を対象とするため、所要の改正を行うものです。 

      その他、詳細につきましては住民課長に説明させますので、よろしくご審議の上、可決

いただきますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。 

      本条例改正は、２条立ての改正になります。 

      第１条が福祉医療費の支給対象年齢を「１５歳に達する日以後の最初の３月３１日まで

の間にある者」を「１８歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある者」に改正

するもの、第２条が第１条の改正に伴い、条文に号ずれが生じたために改正するものにな

ります。 

      第１条による改正の新旧対照表の１ページをご覧ください。 
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      右側が旧で改正前、左側が新で改正後になります。 

      まず、第２条第３項の改正ですが、福祉医療費の支給対象者の見直しに伴い、第３条第

１項第２号を削除したために生じた号ずれに対応するものとなります。 

      ２ページをご覧ください。 

      第３条第１項の改正ですが、まず、第１号につきましては、支給対象年齢を「１５歳に

達する日以後の最初の３月３１日まで」から「１８歳に達する日以後の最初の３月３１日

まで」に改正するものとなります。 

      続いて、第２号につきましては、１８歳に達する日以後の最初の３月３１日まで、入院

費について支給対象とする規定でしたが、第１号に含まれることになるため、本号を削除

するものとなります。 

      第３号以下につきましては、第２号を削除したことに伴い、それぞれの号を繰り上げる

ものとなります。 

      ３ページをご覧ください。 

      第４条第２項につきましては、先ほどの第３条第１項第２号を削除したことに伴う号ず

れに対応するものとなります。 

      第３項につきましては、１８歳までの入院費の支給に関するものでありましたが、今回

の改正に伴い、１８歳まで福祉医療受給者証を交付することとなりますので、本規定を削

除するものとなります。 

      ４ページをご覧ください。 

      第６条につきましては、第３条の改正に伴う号ずれに対応するものとなります。 

      第７条については、同じく第３条の改正に伴う号ずれと、対象年齢を１８歳までに拡大

することに伴う改正となります。 

      ５ページをご覧ください。 

      第９条及び第１３条につきましては、同じく対象年齢を１８歳までに拡大することに伴

う改正となります。 

      次に、第２条による改正の新旧対照表１ページをご覧ください。右側が旧で改正前、左

側が新で改正後になります。 

      こちらの規定は、群馬県福祉医療費補助金交付要綱の重度心身障害者医療費の見直しに

伴い、特別児童扶養手当等の支給に関する法律施行令で定める特別障害者手当の所得制限

額に準じた所得制限を設ける規定であり、令和２年第４回定例会で議決されたものとなり

ますが、第１条の改正による号ずれが生じたために改正するものとなります。 

      議案書に戻っていただきまして、附則として、第１条が施行期日になります。 

      第１号は、第１条の規定及び次条の規定を令和５年４月１日から施行させるものとなり
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ます。 

      第２号は、第２条による改正の規定については公布の日となります。 

      第２条は経過措置となります。 

      第１条の規定による施行の日以後に行われる医療に係る福祉医療費の支給について適用

し、同日前に行われた医療に係る福祉医療費の支給については、なお従前の例によるとす

るものとなります。 

      以上、町長の補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第５０号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第９ 議案第５１号 吉岡町自然環境、景観等と太陽光発電設備設置事業との調和

に関する条例 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第９、議案第５１号 吉岡町自然環境、景観等と太陽光発電設備設置

事業との調和に関する条例を議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第５１号 吉岡町自然環境、景観等と太陽光発電設備設置事業との

調和に関する条例について、提案理由の説明を申し上げます。 

      自然環境、景観等と調和の取れた太陽光発電事業について必要な事項を定め、美しい自

然環境及び魅力ある景観の維持を図り、もって吉岡町民の生活環境の保全に寄与するため、

本条例を上程するものです。 

      詳細につきましては建設課長に説明させますので、よろしくご審議の上、可決いただき

ますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。 

      太陽光発電設備につきましては、国の太陽光発電による固定価格買取制度が２０１２年

から始まり、町内でも多くの場所で大小様々なものが設置をされております。設置された

場所によっては、造成工事に伴う伐採等により土砂流出など、近隣住環境への悪影響も危
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惧されるところでございます。 

      本条例は、太陽光発電設備が自然環境、景観及び近隣住環境に対して悪影響を与えぬよ

う、設備の設置や維持管理及び廃止などについて制限を設けるものでございます。 

      条例は、第１章総則から第４章雑則まで、章立て構成をしております。 

      主な内容について説明させていただきます。 

      第１条は、本条例の目的を規定したもので、町長申し上げた提案理由のとおりでござい

ます。 

      第２条は、本条例の基本理念を定めたものです。 

      第３条は、本条例で使われる用語について定義をしておりますが、１号から７号まで、

記載のとおりとなっております。 

      ２ページをお願いします。 

      第４条及び第５条については、町及び町民の責務について、第２条の基本理念に基づき

定めさせていただいております。 

      第６条は、土地所有者等の責務に関するもので、事業が行われる土地の適正な管理につ

いて、第７条は、事業者の責務に関するもので、関係法令及び条例を遵守し、自然環境、

景観の保全等への配慮と近隣住民及び自治会との良好な関係の保持について定めておりま

す。 

      第８条は、保全地区について、自然環境、景観等と太陽光発電設備の設置との調和が必

要な区域の指定について定めております。 

      第９条第１項については、保全地区を具体的に定めたもので、１号は、都市計画法第１

２条の４第１項の規定により定めました良好な商業集積地形成を目指す区域、具体的には、

本町では近隣商業地域の用途が張られた区域で、大久保地区のジョイフル本田出店予定地

の辺りから南、カインズ前橋吉岡店周辺までの間となっております。 

      ２号は、土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域で、主に上野原地区の河川や沢の

周辺となっております。 

      ３号は、特に自然環境を保全することが必要となる区域、災害の危険性が高い区域に該

当するもので、町長が指定をした区域となります。 

      第１０条は、保全地区の変更及び解除についての規定、第１１条は、事業者が許可申請

または変更許可の申請をしようとする場合のあらかじめの事業計画の届出を規定、第１２

条は、事業者に対する事業計画の事前協議の手続を定めており、第２項では、近隣住民等

に対する事業計画の説明会開催の義務づけ、第３項については、前項の説明会に関わる住

民意見の申出、第４項は、前項の意見申出に対する当該事業者と近隣住民等との協議を定

めたものとなっております。 
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      第１３条は、事業計画の許可の規定になりますが、保全地区内で行う事業、また事業区

域の面積が５００平米を超える事業を行う場合の許可手続について定め、第２項では、事

業計画に定めるべき内容を１号から１３号に掲げております。 

      ４ページをお願いします。 

      第１４条は、許可の基準を規定しており、第１項で許可の要件を１号から１０号で定め

ており、第２項では許可ができない場合、第３項では吉岡町土地開発事業審議会に対する

許可決定前の意見聴取を規定しております。 

      第１５条は、事業計画の許可を受けた事業者の事業内容を変更する場合の規定、第１６

条は、許可事業者に対する事業内容の標識の掲示義務、第１７条は、許可事業者に対する

太陽光発電設備の搬入車両である旨の表示義務、第１８条は、許可事業者に対する着手す

るときの届出、第１９条は、許可事業者の工事完了後の届出及び町の検査及び検査結果に

伴う措置等を定めたものとなります。 

      第２０条は、太陽光発電事業の廃止の届出について、廃止届出とともに、解体、撤去、

廃棄の措置も定めております。 

      第２１条は、許可事業者の事業区域内の維持管理の規定。 

      ６ページをお願いします。 

      第２２条は、関係書類の保存及び閲覧についての規定、第２３条は、事業計画の許可取

消しの規定で、１号から７号まで定めております。 

      第２４条は措置命令で、第１項では許可事業者の不適切な工事などの行為に対して、２

項では、許可を得ていない、または許可取消しを受けた事業者が行う工事等の行為に対し

て工事停止や原状回復などの是正に必要な措置を定めたものです。 

      第２５条は、本条例に基づく命令、許可の取消しを行ったときの違反事実の公表を定め

たもので、事業者の氏名及び住所、取消内容の公表についての規定となっております。 

      第２６条は、事業者等に対する報告または資料の提出規定、第２７条は、町職員の事業

者等への立入検査等についての規定、第２８条は、許可申請及び変更許可申請の手数料を

定めたもので、１号では新規の許可申請３万円、２号で変更許可の申請が２万円でござい

ます。 

      第２９条については、条例の施行に関し必要な事項は規則で定めるとしたものでござい

ます。 

      最後に、附則となりますが、第１条、この条例は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該

各号に定める日から施行するもので、１号、第１章及び第２章並びに第２９条の規定は、

令和４年１０月１日から施行、２号、第３章及び第４章（第２９条を除く）並びに各条の

規定は、令和５年４月１日から施行するものでございます。 
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      第２条は、経過措置で、前条第２号の規定による施行の適用除外について規定をしたも

のでございます。 

      以上、補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第５１号は、総務産業常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１０ 議案第５２号 吉岡町いじめ防止等のための組織に関する条例 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１０、議案第５２号 吉岡町いじめ防止等のための組織に関する条

例を議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第５２号 吉岡町いじめ防止等のための組織に関する条例について、

提案理由の説明を申し上げます。 

      本条例は、吉岡町におけるいじめ防止等のための取組の一層の充実を図るため、いじめ

防止対策推進法の規定に基づき、吉岡町いじめ問題対策連絡協議会、吉岡町いじめ問題対

策専門委員会及び吉岡町いじめ問題再調査委員会の設置に関しまして、必要な事項を定め

るものとなります。 

      なお、詳細につきましては教育委員会事務局長に説明させますので、よろしくご審議の

上、可決いただきますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。 

      議案書の１ページをご覧ください。 

      本条例は、目次にあるとおり、第１章から第４章で構成されております。 

      まず、第１章総則の第１条は、本条例の趣旨について規定するものであり、先ほど町長

が提案説明で述べたとおりでございます。 

      次に、第２章は、学校や教育委員会、地域の関係機関等と吉岡町のいじめ問題の対応に

係る連携を確保するために設置する吉岡町いじめ問題対策連絡協議会に関しまして、必要

な事項を定めるものでございます。 
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      まず、第２条は、連絡協議会の設置について規定するものでございます。 

      第３条では、連絡協議会の所掌事務について規定するものでございます。 

      第４条は、連絡協議会の組織について規定するものでございます。 

      第５条は、連絡協議会の委員の任期につきまして規定するものでございます。 

      第６条は、連絡協議会の会長及び副会長について規定するものでございます。 

      第７条は、連絡協議会の会議について規定するものでございます。 

      ２ページをご覧ください。 

      第８条は、委員の守秘義務について規定するものでございます。 

      第９条は、委任規定となりまして、この章に定めるほか、連絡協議会に対して必要な事

項は教育委員会が別に定めると規定するものでございます。 

      続きまして、第３章では吉岡町いじめ問題対策専門委員会に関しまして、必要な事項を

定めるものでございます。 

      まず、第１０条は、専門委員会の設置について規定するものでございます。 

      第１１条は、専門委員会の所掌事務について規定するものでございます。こちらにつき

ましては、第１号いじめ防止対策推進法の第１４条第３項に規定するいじめ防止等のため

の対策に関することでは、さきにご説明した連絡協議会との円滑な連携の下、いじめ防止

対策をより実効的に行う必要があるとき、また、その下、第２号の、こちらもいじめ防止

対策推進法第２８条第１項の各号に規定する重大事態に関すること、こちらの内容につき

ましては、第２８条では児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると

認めるとき、また、いじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席する

ことを余儀なくされている疑いがあると認められるとき、教育委員会の諮問に応じまして、

本委員会において調査審議するものでございます。 

      第１２条は、専門委員会の組織について規定するものでございます。 

      第１３条は、専門委員会の臨時委員について規定するものでございます。 

      第１４条は、専門委員会の会議について規定するものでございます。 

      第１５条は、委任規定となりまして、この章に定めるほか、専門委員会に関し必要な事

項は教育委員会が別に定めると規定するものでございます。 

      第１６条は、準用規定となり、専門委員の任期や守秘義務などにつきまして、さきにご

説明した第２章のほうの連絡協議会の規定を準用するものとなります。 

      続きまして、第４章では、吉岡町いじめ問題再調査委員会に関しまして、必要な事項を

定めるものでございます。 

      ３ページをご覧ください。 

      まず、第１７条は、再調査委員会の設置について規定するものでございます。 
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      第１８条は、再調査委員会の所掌事務について規定するものでございます。こちらは、

学校や教育委員会、また前章の専門委員会が実施した重大事態の調査結果について、再度

調査を行う必要があると町長が判断した場合に、町長の諮問に応じて本委員会において調

査審議するものでございます。 

      第１９条は、再調査委員会の委員の任期について規定するものでございます。 

      第２０条は、委任規定となり、この章に定めるもののほか、再調査委員会の運営に関し

必要な事項は、町長が別に定めると規定するものでございます。 

      第２１条は、準用規定となりまして、守秘義務や組織などにつき、さきにご説明いたし

ました連絡協議会や専門委員会の規定を準用するものとなります。 

      最後、附則といたしまして、第１項は施行日で、この条例は公布の日から施行するもの

です。 

      第２項は、吉岡町の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

するものです。 

      別紙新旧対照表附則第２項による改正をご覧ください。 

      本条例において新たに委員を組織したいため、役職名が吉岡町いじめ問題対策連絡協議

会委員から吉岡町いじめ問題再調査委員会臨時委員の報酬、日額８，８００円を追加させ

ていただくものでございます。 

      このように、本条例につきましては、吉岡町におけるいじめ防止等のための取組を一層

の充実を図るためであり、重大事態が起きてから急遽このような附属機関を立ち上げるこ

とは困難である点からも、平時から連絡協議会をはじめとする組織を設置しておくもので

あります。 

      以上、町長の補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第５２号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

      ここで監査委員を入場させますので、暫時休憩とします。 

      再開を１０時５０分といたします。 

          午前１０時２９分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午前１０時５０分再開 

議  長（岩﨑信幸君） 会議を再開します。 
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     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１１ 認定第１号 令和３年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１１、認定第１号 令和３年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定に

ついてを議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 認定第１号 令和３年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定についての提

案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和３年度吉岡町一般会計歳入歳出決算を

別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。 

      以下、詳細につきましては税務会計課長に説明させますので、よろしくご審議の上、認

定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 中澤税務会計課長。 

              〔税務会計課長 中澤礼子君発言〕 

税務会計課長（中澤礼子君） それでは、説明申し上げます。 

      本決算書は、１ページから３８４ページまでとなっておりまして、別冊として１ページ

から１８８ページまでの主要施策の成果説明書及びＡ４判でクリップ留めの令和３年度決

算参考資料を添付しております。 

      別冊の主要施策の成果説明書は、一般会計から各特別会計の主要な施策の成果等につい

て、課、局ごとに記載しております。 

      Ａ４判クリップ留めの令和３年度決算参考資料につきましては、資料番号１として、一

般会計主要事業決算状況一覧表、資料番号２として、一般会計歳入年次推移（収入済額）、

資料番号３として、渋川地区広域市町村圏振興整備組合負担金の推移、資料番号４として、

自治会関係支出金一覧表、資料番号５として、町債年度末現在高、資料番号６として、不

納欠損額の年次推移、資料番号７として、一般会計繰越明許費繰越計算書、資料番号８と

して、引上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる社会保障４経費

（年金、医療、介護、子育て）その他社会保障施策に要する経費（令和３年度決算）、資

料番号９として、用語解説を掲載しております。参考にご覧いただければと思います。 

      それでは、決算書の説明をいたします。 

      初めに、３ページをお願いします。 

      一般会計歳入歳出決算書の実質収支に関する調書で、歳入総額は９５億６，８９２万６，

４１２円、歳出総額は９２億４，６９４万３、３８４円、歳入歳出差引額は３億２，１９
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８万３，０２８円、翌年度へ繰り越すべき財源、繰越明許費繰越額は８，１８５万１，０

００円、実質収支額は２億４，０１３万２，０２８円でした。 

      前年度と比較しますと、歳入総額について９億６，１２３万６，６５４円の減、増減率

では９．１％の減でした。歳出総額については１１億５，８３９万６，７５３円の減、１

１．１％の減でした。 

      実質収支額のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はございません。 

      続いて、４ページから７ページは一般会計歳入歳出決算書の歳入、８ページから１１ペ

ージは、その歳出となっております。 

      １２ページ、１３ページは、歳入歳出事項別明細書の総括で、歳入の部となっておりま

す。 

      １４ページ、１５ページからの事項別明細書で説明いたします。 

      初めに、１款町税の収入済額合計は２６億４，２２４万５，４０６円で、前年度と比較

しますと１，１１６万５，９５８円の増、増減率では０．４％の増となっております。収

納率は９７．５％で、前年度と比較しますと０．４％の増でした。 

      １款１項の町民税の収入済額は１２億６，４３４万３，１８２円、不納欠損額は１５０

万８，４１３円、収入未済額は２，８４８万１，０８５円でした。不納欠損の該当者は、

個人６人、法人８社、収入未済の該当者は、個人１１６人、法人４９社でした。 

      ２項固定資産税は、収入済額１１億２，２８６万８，１６６円、不納欠損額は７１３万

３，２６６円、収入未済額は２，９６０万１，３１７円でした。不納欠損の該当者は個人

１５人、法人１１社、収入未済の該当者は１９７人でした。 

      ３項軽自動車税は、収入済額８，４２４万５，１８４円、不納欠損額は２万４，３００

円、収入未済額は１，０６０万３，３２６円でした。不納欠損の該当者は個人１人、法人

１社、収入未済の該当者は９８人でした。 

      ４項町たばこ税は、収入済額１億６，３７６万６，０５４円。 

      ５項入湯税は、収入済額７０２万２，８２０円でした。 

      町税の収入状況等は、別冊の主要施策の成果説明書の４２ページをご覧ください。 

      町民税個人、法人、固定資産税、軽自動車税、たばこ税、入湯税の収入状況を記載して

おります。 

      また、不納欠損額については、別添の決算参考資料、資料番号６、不納欠損額の年次推

移に記載しております。参考にご覧いただければと思います。 

      決算書１４ページ、１５ページに戻っていただきまして、２款地方譲与税は、収入済額

９，１３９万６，０００円、前年度比１６６万６，０００円の増、１．９％の増でした。 

      １６ページ、１７ページに移りまして、３款利子割交付金は、収入済額２００万６，０
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００円、前年度比３９万９，０００円の減、１６．６％の減でした。 

      ４款配当割交付金は、収入済額１，６３４万９，０００円、前年度比５，０９８万７，

０００円の増、５７．８％の増でした。 

      ５款株式等譲渡所得割交付金は、収入済額１，８１６万円、前年度比５４８万６，００

０円の増、４３．３％の増でした。 

      ６款法人事業税交付金は、収入済額２，２１５万７，０００円、前年度比１，３１３万

９，０００円の増、１４５．７％の増でした。 

      ７款地方消費税交付金は、収入済額４億８，１２９万５，０００円、前年度比４，５６

４万１，０００円の増、１０．５％の増でした。 

      ８款ゴルフ場利用税交付金は、収入済額１５２万４，７７９円、前年度比２３万４，５

４８円の増、１８．２％の増でした。 

      ９款環境性能割交付金は、収入済額９８５万５，０００円、前年度比１４０万２，００

０円の増、１６．６％の増でした。 

      １８ページ、１９ページに移りまして、１０款地方特例交付金は、収入済額７，０９９

万８，０００円、前年度比２，７７８万７，０００円の増、６４．３％の増でした。 

      １１款地方交付税は、収入済額１４億４，０９４万６，０００円、前年度比３億２８１

万３，０００円の増、２６．６％の増でした。 

      １２款交通安全対策特別交付金は、収入済額３７２万３，０００円、前年度比４７万１，

０００円の減、１１．２％の減でした。 

      別添の決算参考資料、資料番号９、用語解説の４ページから７ページには地方譲与税か

ら交通安全対策特別交付金の解説を記載しております。参考にご覧いただければと思いま

す。 

      決算書１８ページ、１９ページに戻りまして、下段、１３款分担金及び負担金は、収入

済額３，５３２万７，５９１円、前年度比６７６万２，０３１円の増、２３．７％の増で

した。 

      次ページに移りまして、主な内訳は、１項負担金１目民生費負担金２節児童福祉費負担

金の中の保育運営費保護者負担金においては不納欠損額４３万５，０００円、収入未済額

２３５万１，７５０円となっております。不納欠損の該当者は２人、収入未済の該当者は

１０人でした。 

      １４款使用料及び手数料は、収入済額３，０５８万４，４７５円、前年度比１６万７，

８６６円の増、０．６％の増でした。 

      主な内訳は、２目土木使用料で、収入済額１，３８２万６，３８２円、２節住宅使用料

は、収入済額１，０８９万９，４００円、収入未済は３５８万６，７８０円で、収入未済
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の該当者は６人でした。 

      ２４ページ、２５ページに移りまして、上段、１５款国庫支出金は、収入済額２６億１，

２７１万５，０６６円、前年度比１４億９，７０２万４，１９０円の減、３６．４％の減

でした。国庫支出金の主なものは、１項１目１節児童運営費国庫負担金で、収入済額４億

３，４１１万１，２３１円、中段、２項１目１節総務費国庫補助金の中で、新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金１億１，３０９万８，０００円、２６ページ、２７

ページ、上段、２項２目１節住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業費補助

金１億１，２５０万円、中段より少し下にいきまして、２項２目３節児童福祉費国庫補助

金の中で、子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費補助金で４億２，０００万円、２８

ページ、２９ページ、中段、５目土木費国庫補助金の中で、地域連携道路事業費補助金

（駒寄スマートＩＣ）３億８５５万円、少し下に行きまして、地域連携道路事業費補助金

（駒寄スマートＩＣ）繰越明許で１億１，３０２万５，２９７円などでした。 

      ３０ページ、３１ページに移りまして、下段、１６款県支出金は、収入済額７億８５０

万２，７７０円、前年度比５９４万６，１０９円の増、０．８％の増でした。 

      県支出金の主なものは、１項１目１節児童運営費県負担金、収入済額１億８，５２３万

１，１７５円、２節障害者福祉費県負担金、収入済額１億２，３１７万３，５６３円でし

た。 

      ３８ページ、３９ページに移りまして、下段、１７款財産収入は、収入済額１，２３８

万３２５円、前年度比６７４万３，７７３円の増、１１９．６％の増でした。 

      ４０ページ、４１ページに移りまして、下段、１８款寄附金は、収入済額２，１１８万

１，０００円、前年度比５２８万９，４５０円の増、３３．３％の増でした。 

      次に、１９款繰入金は、収入済額２，８２６万３，６１７円、前年度比１，３２９万２，

３５１円の減、３２．０％の減でした。 

      ４２ページ、４３ページに移りまして、下段、２０款繰越金は、収入済額１億２，４８

２万２，９２９円、前年度比４，３２９万１，９８７円の減、２５．８％の減でした。 

      ２１款諸収入は、収入済額３億４，０９９万３，４５４円、前年度比１億８，８２１万

１，１３９円の増、１２３．２％の増でした。 

      諸収入の主なものは、１項１目１節の延滞金で、収入済額６７４万５，３２４円、該当

は１，４３５件でした。 

      次に、４８ページ、４９ページ下段、駒寄スマートＩＣ大型車対応化事業に係る前橋市

負担金１億８，９７７万６２５円、５０ページ、５１ページに移りまして、中段、同じく

駒寄スマートＩＣ大型車対応化事業に係る前橋市負担金（繰越明許）で６，９９８万９，

８４４円などでした。 
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      次に、２２款町債は、収入済額８億５，３５０万円、前年度比３，５２０万円の減、４．

０％の減でした。 

      別添の決算参考資料、資料番号５、町債令和３年度末現在高をご覧ください。 

      一般会計から水道事業会計の全会計では、８５億２，４３９万８，３８１円で、前年度

の合計と比較しますと２億５，００９万５，３２６円の増、３．０％の増となっておりま

す。 

      決算書に戻っていただきまして、５２ページ、５３ページ、一番下の行で、歳入合計は、

収入済額９５億６，８９２万６，４１２円、不納欠損額は９１０万９７９円、収入未済額

は６，８９６万７，４３８円でした。 

      次に、歳出の説明をいたします。 

      決算書５４ページ、５５ページは、歳出の総括となります。 

      ５６ページ、５７ページからの事項別明細書で説明いたします。 

      初めに、１款議会費です。支出済額８，３６９万７，０６０円、前年度と比較しますと

８０万７，８１０円の減、１．０％の減でした。 

      ５８ページ、５９ページに移りまして、２款総務費、支出済額７億９，５７７万６，２

８４円、前年度と比較しますと２２億４，７３９万３，４８３円の減、７３．９％の減で

した。主な支出は、６０ページ、６１ページ中段より少し下、１項１目１２節委託料の中

で、自治会事務委託料４，０７６万６，４００円、６２ページ、６３ページに移りまして、

１８節負担金、補助及び交付金の中で、自治会振興助成金３９０万円、公益財団法人群馬

県市町村振興協会魅力あるコミュニティ助成事業助成金２００万円などでした。 

      事業内容については、決算参考資料、資料番号１、一般会計主要事業決算状況一覧表を

ご覧ください。 

      表紙をめくっていただきますと、款、項、目、事業名、決算額、予算額、決算額内訳と

財源内訳、決算書の掲載ページ、事業内容及び実績、所管する課、局、室名等が記載され

ております。令和３年度実施事業の中の主要な事業を掲載しており、全部で３５ページの

資料となっております。 

      また、３年度につきましては、その後ろに、主要事業の中からコロナ関連だけを抜粋し

た資料を添付いたしました。全部で６ページとなっております。 

      各自治会の内訳などについては、別添の決算参考資料、資料番号４、令和３年度自治会

関係支出金一覧表を参考にご覧いただければと思います。 

      なお、事業内容については、資料番号１の１ページの１番目、自治会事務委託は２番目、

自治会活動支援事業に詳しい内容が記載されておりますので、参考にご覧いただければと

思います。 
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      決算書に戻っていただきまして、６６ページ、６７ページ中段で、５目財産管理費の中

の１４節工事請負費で、役場庁舎エレベーター更新工事２，２０６万１，６００円を支出

しております。事業内容は、建設時に設置されたエレベーターの老朽化に伴い、保守部品

の供給停止により、故障時の復旧が困難になることや、現行の建築基準法施行令に対応す

るため、更新工事を行いました。 

      次に、６目企画費の中で、ふるさと納税推進事業は、資料番号１の２ページ下段に記載

しております。１０節需用費から１３節使用料及び賃借料まで総事業費は合計で６１５万

９，８９２円支出しております。ふるさと納税につては、寄附件数、個人１，０１７件で

寄附額は１，４５３万８，０００円、企業版ふるさと納税は４件、寄附額６００万円でし

た。 

      次に、７２ページ、７３ページ下段、１２目電子計算費、支出済額１億２，４７５万１，

９２７円、主な支出は、１２節委託料の中で、一括処理委託料１，４３１万９，８００円、

１３節使用料及び賃借料の中で、ハードウエアリース料２，０６３万６，３１４円、次ペ

ージに移りまして、施設使用料１，９８０万円、システム使用料２，４３０万２，３００

円などでした。 

      次に、決算書８２ページ、８３ページに移りまして、下段３款民生費は、支出済額３７

億４，５３４万２，１５２円、前年度と比較しますと８億７，７１１万７，１２０円の増、

３０．６％の増となっております。 

      主な支出は、８６ページ、８７ページ中段より少し上、１項１目１９節扶助費、住民税

非課税世帯等に対する臨時特別給付金１億１，２５０万円、該当者は１，１２５件でした。

新型コロナウイルス感染症の影響により厳しい状況にある方々の生活や暮らしの支援とし

て、令和３年度分の町民税均等割が非課税である世帯及び令和３年１月以降の家計急変世

帯に臨時特別給付金として、１世帯当たり１０万円を支給しました。 

      決算参考資料、資料番号１では６ページに記載しております。 

      決算書に戻っていただきまして、９６ページ、９７ページ中段より少し下で、２項１目

児童福祉総務費１９節扶助費、支出済額４億３，８６０万円。子育て世帯への臨時特別給

付金、内容は、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、その影響が様々な人々に及

ぶ中、子育て世帯については力強く支援し、未来を拓く観点から、ゼロ歳から高校３年生

までの児童を養育している者に対し、児童１人当たり１０万円を給付しました。 

      次に、２項２目児童手当費、支出済額４億５３５万８，９１２円、主な支出は、９８ペ

ージ、９９ページ上段、１９節扶助費４億２４３万５，０００円を支出しております。内

容は、児童手当３億９，４８３万５，０００円、低所得の子育て世帯に対する子育て世帯

生活支援特別給付金７６０万円となっております。 
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      次に、３目児童保育費、支出済額１０億８，３９２万２，０４７円で、主な支出は、決

算参考資料、資料番号１の１３ページ下段に記載しております。子どものための教育・保

育給付事業で、１２節委託料で保育所運営委託料７億３１８万２，９３０円、１８節負担

金、補助及び交付金で施設型給付費は２億６，２９５万７，３８９円支出しております。 

      決算書に戻りまして、１００ページ、１０１ページ下段、５目学童保育事業費、支出済

額２億５，９７３万４，０８６円、主な支出は、次ページに移りまして、上段、１４節工

事請負費、支出済額２億１，７７５万６，０００円、明治第２学童クラブ建設工事で、共

働き世帯の増加による学童クラブのニーズの高まりを受けて、明治小学校区の待機児童対

策として新たな学童保育施設の建設を２か年で計画しました。令和２年度に用地買収を行

い、３年度は、定員１６０名の学童クラブ施設を建設しました。決算参考資料、資料番号

１では１６ページに記載しております。 

      決算書１０２ページ、１０３ページ中段で、４款衛生費、支出済額８億５，９４６万３，

７３６円、前年度と比較しますと１億９，８９４万２，０４７円の増、３０．１％の増で

した。主な支出は、１０６ページ、１０７ページ中段より少し下、１項１目保健衛生費２

目予防費１２節委託料で、２億７，１９４万８，９８２円支出しております。うち、コロ

ナ予防接種関係の内容については、決算参考資料、資料番号１の１８ページに記載してお

ります。 

      決算書に戻りまして、１１２ページ、１１３ページ中段、２項清掃費で主な支出は、１

目し尿処理費１８節負担金、補助及び交付金の渋川広域負担金（し尿運営等）３，３０２

万４，０００円、２目塵芥処理費１２節委託料の中で一般ごみ収集委託料４，３１４万２，

０００円、１８節負担金、補助及び交付金で渋川広域負担金（ごみ運営等）で１億１，１

０９万８，０００円などでした。 

      次に、５款労働費は、支出済額１，２４９万６，２３０円、前年度と比較しますと５１

万９，０１８円の減、４．０％の減でした。 

      次ページに移りまして、６款農林水産業費は、支出済額３億２，５７１万７，２０７円、

前年度と比較しますと１，６２２万２，２３４円の増、５．２％の増でした。主な支出は、

決算書１２０ページ、１２１ページ、５目農地費１８節負担金、補助及び交付金の中で、

群馬用水施設緊急改築事業償還負担金１，２８９万８，５５２円、下段にいきまして、６

目地籍調査費１２節委託料の中で、地籍調査業務委託料１，０１２万円、復元測量等業務

委託料６２６万２，３００円などでした。事業内容については、決算参考資料、資料番号

１の２４ページ上段に記載しております。 

      決算書に戻りまして、１２２ページ、１２３ページ上段、８目農業集落排水事業費２７

節繰出金で、下水道事業会計への繰出金が１億３，６１２万３，０００円でした。 
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      次に、１２４ページ、１２５ページに移りまして、中段、７款商工費は、支出済額１億

６，６８２万５，３８８円、前年度と比較しますと９１２万７，２８４円の増、５．８％

の増でした。主な支出は、１２６ページ、１２７ページ上段、１項１目１８節負担金、補

助及び交付金の中で、元気応援券（コロナ関連）６，２０６万６，０００円、内容として

は、新型コロナウイルス感染症の影響により冷え込んだ地域経済を活性化するため、町民

１人当たりに３，０００円の商品券を配布し、町内の小規模事業者及び町民の支援を行い

ました。決算参考資料、資料番号１では２５ページに記載しております。 

      決算書１２６ページ、１２７ページに戻っていただきまして、２目観光費１４節工事請

負費２，８２９万２，０００円、温泉施設改修工事、内容としては、よしおか温泉リバー

トピア吉岡男女サウナ室改修工事で１，８４８万円、よしおか温泉リバートピア吉岡源泉

ポンプ入替工事５３３万５，０００円、よしおか温泉リバートピア吉岡ロビー系統空調機

更新工事で４４７万７，０００円支出いたしました。 

      続いて、８款土木費は、支出済額１３億６，４７２万２，８２９円、前年度と比較しま

すと４億９，５６２万５，４８１円の増、５７．０％の増でした。主な支出は、決算書１

３０ページ、１３１ページ中段で、２項２目道路維持費１２節委託料の中で、道路台帳電

子化・公開型ＧＩＳ導入業務委託（コロナ関連）１，１５５万円。コロナ禍において町民

や事業者が窓口に訪れることなく、オンライン上での道路台帳図の閲覧を可能にし、利用

者の利便性の向上と人と人との接触機会を減らすことによる感染リスクの低減を目的に、

道路台帳電子化及び公開型ＧＩＳの導入を行いました。 

      次に、下段、３目道路新設改良費で１億５，０９１万３，３７１円、主な支出は、次ペ

ージにいきまして、中段、１４節工事請負費で６，７１２万８，０００円、内容としては、

町道改良工事（単独）で２，２４５万３，０００円、こちらは町道金竹西・吉開戸線ほか

１路線と町道十二地区２号線ほか１路線改良工事、その下、道路改良工事（単独）（繰越

明許）２，２４４万円は、町道三宮・駒寄線道路改良工事、その下、道路改良工事（補

助）１，６８２万６，０００円、町道熊野・吉開戸線ほか１路線道路改良工事、その下、

道路改良工事（補助）（繰越明許）５４０万９，０００円も町道熊野・吉開戸線ほか１路

線道路改良工事となっております。町道熊野・吉開戸線については、駒寄スマートＩＣの

東側に位置し、大型商業施設の出店が予定されている地域に接続する路線で、将来の交通

混雑を防止するために拡幅改良工事を実施しました。 

      続いて、１３４ページ、１３５ページ中段、４項都市計画費、支出済額９億９，０９４

万１，４６２円、主な支出としては、１３６ページ、１３７ページに移りまして、下段、

２目都市施設費１２節委託料の中で、駒寄スマートＩＣ大型車対応化事業で５億５，５４

２万３，０００円、すぐ下、駒寄スマートＩＣ大型車対応化事業（繰越明許）で１億９，
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７０８万８，５８９円などとなっております。 

      駒寄スマートＩＣ大型車対応化事業については、前橋市、吉岡町及びネクスコ東日本が

連携し事業を実施し、令和３年７月より供用開始となりました。内容については、決算参

考資料、資料番号１の２９ページに記載しております。 

      決算書に戻りまして、１３８ページ、１３９ページ中段、３目下水道費２７節繰出金で、

下水道事業会計繰出金（公共下水道事業）で１億６，８００万円支出しております。 

      下段にいきまして、９款消防費は、支出済額４億５，２４４万３，２２１円、前年度と

比較しますと１億４，０８１万２，７７２円の減、２３．７％の減でした。主な支出は、

決算書１４０ページ、１４１ページ中段より少し下で、２目消防施設費１８節負担金、補

助及び交付金の中で、渋川広域負担金（消防救急等）で３億１，０３８万４，０００円支

出しました。 

      次ページに移りまして、下段、１０款教育費、支出済額９億３，７５６万６，４４５円、

前年度と比較しますと３億７，５０６万２，３８５円の減、２８．６％の減でした。主な

支出は、決算書１４６ページ、１４７ページ中段より少し下、１項２目１３節使用料及び

賃借料の中で、電算機器借上料１，４７５万３，６４０円、国のＧＩＧＡスクール構想に

基づき小中学校に導入した全児童生徒用情報端末等のリース料です。 

      次に、１４８ページ、１４９ページ上段、１項２目２７節繰出金５００万円、学校給食

事業特別会計繰出金（食材費助成分）、食材費を助成することで、学校給食の充実を図り

ました。 

      次に、１５６ページ、１５７ページ中段より少し下で、２項２目２７節繰出金で、駒小

学校給食事業特別会計繰出金（給食費補助分）８２２万８，９００円、同じく、明小学校

給食事業特別会計繰出金（給食費補助分）６６４万７，１５０円、児童の保護者が負担す

る給食費に対して、児童１人当たり１万４５０円を補助することを目的として、学校給食

事業特別会計へ繰り出しを行いました。 

      続いて、その下、３目学校建設費で、主な支出は、１４節工事請負費の中で、明小照明

設備更新工事３，９７４万６，８５０円、こちらは、照明設備の老朽化に伴い、省エネ対

応の器具に更新しました。すぐ下、駒小エレベーター改修工事（繰越明許）８２５万円、

こちらは、地震時等の安全対策が現在の建築基準法施行令を満たしていなかった既存のエ

レベーターを修繕工事することにより安全性の向上を図りました。 

      決算書１６２ページ、１６３ページに移りまして、中段、３項３目学校建設費１４節工

事請負費の中で、トイレ改修及び給水設備更新工事（繰越明許）１億６，０６６万６，０

００円、内容としては、トイレの洋式化、乾式への改修を行うと同時に、老朽化した給水

設備の更新を行いました。 
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      すぐ下、１６節公有財産購入費１，０００万円、２１節補償、補塡及び賠償金５，３０

０万円、こちらは、生徒数の増加や校舎の増築により校庭が手狭になってきたため校庭の

拡張整備を行うため、令和３年度に契約を行った校庭に隣接する民地の買収費のうちの前

払い金となっております。 

      次に、１７０ページ、１７１ページ中段、４項社会教育費４目文化センター費１４節工

事請負費の中で、舞台機構ワイヤーロープ及びマニラロープ交換工事９１６万８，５００

円、舞台機構の安全運転を第一に、開館以来おおむね８年ごとに改修工事を行い、今回３

度目の工事となりました。 

      １７６ページ、１７７ページに移りまして、下段、６項１目給食センター費１２節委託

料の中で、調理業務等委託料５，２３５万７，８００円支出しております。 

      １７８ページ、１７９ページに移りまして、１１款災害復旧費の支出はございませんで

した。 

      次ページに行きまして、１２款公債費は、支出済額５億２８９万８３２円、前年度と比

較しますと９１７万５４９円の増、１．９％の増でした。 

      １３款諸支出金は、支出済額２，０００円、前年度と比較しまして６，０００円の減、

７５．０％の減でした。 

      次ページに移りまして、１４款予備費の支出はございませんでした。 

      一番下の行、歳出の総額は９２億４，６９４万３，３８４円、翌年度繰越額は３億３，

４０１万１，０００円、不用額は５億６，８７６万４，６１６円でした。 

      以上で一般会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      石関代表監査委員。 

              〔代表監査委員 石関秀一君登壇〕 

代表監査委員（石関秀一君） ご報告申し上げます。 

      令和３年度吉岡町一般会計歳入歳出決算につきまして、令和４年８月３日、監査委員坂

田一広さんと共に監査をいたしましたので、ご報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された一般会計の歳入歳出決算書、

歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書、関係諸伝票及び

関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数

的には正確であることを認めました。 

      なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料をご覧ください。以上です。 
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議  長（岩﨑信幸君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第１号は、予算決算特別委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１２ 認定第２号 令和３年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定に 

            ついて 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１２、認定第２号 令和３年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 認定第２号 令和３年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定

についての提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和３年度吉岡町学校給食事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。 

      以下、詳細につきましては税務会計課長に説明させますので、よろしくご審議の上、認

定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 中澤税務会計課長。 

              〔税務会計課長 中澤礼子君発言〕 

税務会計課長（中澤礼子君） それでは、決算書の１８７ページをお願いします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は１億２，２７０万７，１４１円、歳出総額は１億

２，２５８万４，８４７円、歳入歳出差引き額は１２万２，２９４円、実質収支額も同額

の１２万２，２９４円でした。前年度と比較しますと、歳入総額については１，４００万

１，８８４円の増、増減率では１２．９％の増でした。歳出総額については１，３９３万

２，２６５円の増、増減率では１２．８％の増でした。 

      次に、１８８ページ、１８９ページをお願いします。 

      令和３年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっております。 

      １９０ページ、１９１ページは、その歳出です。 

      １９２ぺージ、１９３ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。 

      １９４ページ、１９５ページの事項別明細書で説明いたします。 

      １款給食費納入金は、収入済額９，５７６万４，７２６円、収入未済額は２３５万７，
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０２４円でした。 

      １項１目給食費納入金１節現年度分で９，４５６万４，２５６円、内訳として、教職員

給食費８４０万６，９７０円、給食センター職員等給食費９５万４，０００円、児童生徒

給食費８，５２０万３，２８６円、２節過年度分は１２０万４７０円となっております。 

      別添の主要施策の成果説明書の１６６ページをご覧ください。 

      下段の（３）に給食費の収納状況を記載しております。未納額内訳で、現年度分１０１

万７，３３４円は、４７人、３５戸、過年度分は、１３３万９，６９０円で６３人、５７

戸でした。 

      決算書１９４ページ、１９５ページに戻りまして、中段、２款繰入金は、収入済額２，

６８６万３，３００円で、内訳としまして、給食費補助分繰入金として、明小、駒小、吉

中３校合わせまして２，１８６万３，３００円、食材費助成分繰入金として５００万円を

繰り入れました。 

      ３款繰越金は、収入済額５万２，６７５円、前年度からの繰越金です。 

      ４款諸収入は、収入済額２万６，４４０円は給食費の試食代等によるものです。 

      一番下の行に行きまして、歳入合計は、収入済額１億２，２７０万７，１４１円、収入

未済額は２３５万７，０２４円でした。 

      次に、歳出の説明をいたします。 

      １９６ページ、１９７ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      １９８ページ、１９９ページの事項別明細書で説明いたします。 

      １款学校給食費は、支出済額１億２，２５８万４，８４７円で、内容は１項１目学校給

食費１５節原材料費で、給食用食材料費として１億２，２５４万５，９４７円と、２６節

公課費、消費税分として３万８，９００円支出いたしました。 

      一番下の行へ行きまして、歳出の総額は、支出済額１億２，２５８万４，８４７円、不

用額は６４万３，１５３円でした。 

      以上で学校給食事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。どうぞよろし

くお願いします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      石関代表監査委員。 

              〔代表監査委員 石関秀一君登壇〕 

代表監査委員（石関秀一君） ご報告申し上げます。 

      令和３年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算につきまして、令和４年８月５日、

監査委員坂田一広さんと共に監査をいたしましたので、ご報告いたします。 
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      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された学校給食事業特別会計の歳

入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び関係

書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的に

は正確であることを認めました。 

      なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料をご覧ください。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第２号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１３ 認定第３号 令和３年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認 

            定について 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１３認定第３号 令和３年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 認定第３号 令和３年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定についての提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和３年度吉岡町国民健康保険事業特別会

計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものです。 

      以下、詳細につきましては税務会計課長に説明させますので、よろしくご審議の上、認

定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 中澤税務会計課長。 

              〔税務会計課長 中澤礼子君発言〕 

税務会計課長（中澤礼子君） それでは、決算書の２０３ページをお願いします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は１９億１，３９０万６，２５５円、歳出総額は１

８億６，７７４万８７９円、歳入歳出差引き額は４，６１６万５，３７６円、実質収支額

も同額の４，６１６万５，３７６円でした。前年度と比較しますと、歳入総額につきまし

ては４，６８１万５，２２１円の増、増減率では２．５％の増でした。歳出総額について

は１，４９４万８，３７９円の増、０．８％の増でした。 

      次に、２０４ページ、２０５ページをお願いします。 
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      令和３年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっております。 

      ２０６ページ、２０７ページは、その歳出です。 

      ２０８ページ、２０９ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。 

      ２１０ページ、２１１ページからの事項別明細書で説明いたします。 

      １款１項国民健康保険税は、収入済額４億２，２０５万７，７９０円、不納欠損額３９

７万７，７４０円、収入未済額７，８３６万５，０７４円でした。不納欠損の該当者は１

１人、収入未済の該当者は３２４人でした。 

      国民健康保険税は、医療給付費分、後期高齢者支援金分、介護納付金分とに分かれ、そ

の現年課税分と滞納繰越分となっております。 

      別冊の主要施策の成果説明書１６７ページをご覧ください。 

      国保加入世帯数及び被保険者数が年度ごとに記載されております。参考にご覧いただけ

ればと思います。 

      決算書２１０ページ、２１１ページに戻りまして、２款一部負担金は収入済額はござい

ませんでした。 

      次ページに移りまして、３款使用料及び手数料は収入済額９，４４９円、４款国庫支出

金は収入済額１４７万６，０００円、５款県支出金は収入済額１３億３，０４５万５，１

０５円、６款財産収入は収入済額１万９，１８６円で、国保基金利子です。 

      次ページに移りまして、７款繰入金は、収入済額１億２，２６４万３，７０９円でし

た。内訳は、１項１目１節保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）６，５１７万５，３３０

円、２節保険基盤安定繰入金（保険者支援分）３，５９４万８３６円、３節職員給与費等

繰入金８５４万６，２８３円、４節出産育児一時金等繰入金３２５万７，４００円、５節

財政安定化支援事業繰入金４，５１１万円、６節その他一般会計繰入金で５２１万２，８

６０円は、福祉医療実施に伴う国庫負担金削減分繰入金となっております。 

      次に、８款繰越金は、収入済額１，４２９万８，５３４円でした。 

      続いて、９款諸収入は、収入済額２，２９４万６，４８２円でした。主なものは、２１

６ページ、２１７ページに移りまして、３項雑入、収入済額１，４０７万３，６６２円で

した。 

      次ページ、一番下の行に行きまして、歳入合計は、収入済額１９億１，３９０万６，２

５５円、不納欠損額３９７万７，７４０円、収入未済額７，８３６万５，０７４円でし

た。 

      次に、歳出の説明をいたします。 

      決算書２２０ページ、２２１ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      ２２２ページ、２２３ページからの事項明明細書で説明いたします。 
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      １款総務費は、支出済額９２０万４，２８３円。 

      次ページに移りまして、２款保険給付費は、支出済額１２億９，６５６万４，６２２円、

主な支出は、１項の療養諸費で、支出済額１１億２，７４９万４，３１９円、中段より少

し下の２項の高額療養費で、支出済額１億６，２８６万８，２３９円。 

      次ページ、２２６ページ、２２７ページに移りまして、中段の４項出産育児諸費４８８

万８，４１０円のうち、１目出産育児一時金１８節負担金、補助及び交付金は、支出済額

４８８万６，１００円で、該当者は１２人でした。 

      ５項１目葬祭費は、支出済額１１５万円、該当者は２３人でした。 

      別冊の主要施策の成果説明書の１７０ページ、１７１ページをご覧ください。 

      療養給付費の年度別の支出額や内訳等を記載しております。 

      １７２ページには、出産育児一時金、葬祭費、高額療養費支給額の年度別の件数や支給

額等を記載しております。参考にご確認いただければと思います。 

      決算書に戻っていただきまして、２２６ページ、２２７ページ下段で、３款国民健康保

険事業費納付金、支出済額５億１，１４４万３，３３６円で、内訳として、１項医療給付

費分は支出済額３億３，８７６万５，５３５円。 

      ２２８ページ、２２９ページに移りまして、２項後期高齢者支援金等分、支出済額１億

２，８８１万６，４７７円。 

      ３項介護納付金分、支出済額４，３８６万１，３２４円となっております。 

      続いて、４款共同事業拠出金は、支出済額３３円でした。 

      ５款保健事業費は、支出済額１，９４７万７，４２９円、内訳として、２３０ページ、

２３１ページに移りまして、１項特定健康診査等事業費で、支出済額１，０９４万８，７

２１円、２項保健事業費は、支出済額８５２万８，７０８円、２目疾病予防費１２節委託

料の中で、糖尿病重症化予防委託料は３６８万５，０００円、１８節負担金、補助及び交

付金で、人間ドック補助金２６８万円、該当者は１３４人でした。 

      ６款基金積立金は、支出済額１，８８０万円でした。 

      次ページに移りまして、７款公債費、支出はございませんでした。 

      ８款諸支出金、支出済額１，２２５万１，１７６円。 

      ９款予備費の支出はございませんでした。 

      一番下の行に行きまして、歳出の総額は、支出済額１８億６，７７４万８７９円、不用

額は３，６１４万５，１２１円でした。 

      以上で国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。どうぞよ

ろしくお願いします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 
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      ここで、監査委員報告を求めます。 

      石関代表監査委員。 

              〔代表監査委員 石関秀一君登壇〕 

代表監査委員（石関秀一君） ご報告申し上げます。 

      令和３年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算につきまして、令和４年８月

５日、監査委員坂田一広さんと共に監査をいたしましたので、報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された国民健康保険事業特別会計

の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び

関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数

的には正確であることを認めました。 

      なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料をご覧ください。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第３号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

      これより休憩を取ります。再開を午後１時といたします。 

          午前１１時５５分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後 １時００分再開 

議  長（岩﨑信幸君） 会議を再開します。 

      中澤税務会計課長。 

              〔税務会計課長 中澤礼子君発言〕 

税務会計課長（中澤礼子君） 先ほど認定第３号で提案させていただいた中で、決算書２１４ページ、

２１５ページ中段の７款繰入金５節財政安定化支援事業繰入金の金額を誤って申し上げて

しまいました。「４，５１１万円」と申し上げましたが、正しくは「４５１万１，０００

円」でしたので、訂正をお願いします。大変申し訳ございません。 

議  長（岩﨑信幸君） 今中澤課長より訂正の申出がありましたけれども、それでよろしいですね。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１４ 認定第４号 令和３年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出 

            決算認定について 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１４、認定第４号 令和３年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別
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会計歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 認定第４号 令和３年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳

出決算認定についての提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和３年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業

特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものです。 

      以下、詳細につきましては税務会計課長に説明させますので、よろしくご審議の上、認

定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 中澤税務会計課長。 

              〔税務会計課長 中澤礼子君発言〕 

税務会計課長（中澤礼子君） それでは、決算書の２３７ページをお願いします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は４０２万２，９２５円、歳出総額も同額の４０２

万２，９２５円ということで、歳入歳出差引き額、実質収支額ともにゼロ円です。前年度

と比較しますと、歳入総額については６１万４，３９８円の増、増減率では１８．０％の

増でした。歳出総額についても６１万４，３９８円の増、１８．０％の増でした。 

      続いて、２３８ページ、２３９ページをお願いいたします。 

      令和３年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっており

ます。 

      ２４０ページ、２４１ページは、その歳出です。 

      ２４２ページ、２４３ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。 

      ２４４ページ、２４５ページの事項別明細書で説明いたします。 

      １款貸付事業収入は、収入済額３９５万６，９２５円、収入未済額は１億２１４万７２

８円、内訳としまして、１項１目貸付事業収入１節貸付金元金回収金過年度分は、収入済

額３５１万７，０２４円、収入未済額８，４５０万７，３８４円、収入未済の該当者は２

２人でした。２節貸付金利子回収金過年度分は、収入済額４３万９，９０１円、収入未済

額は１，７６３万３，３４４円、収入未済の該当者は２２人でした。 

      別冊の主要施策の成果説明書１７５ページから１８０ページまでは、貸付金及び貸付金

財源等年度別調書となっております。 

      １８０ページ下段は、令和３年度資金別調定額及び回収額調書となっております。ご確

認いただければと思います。 

      決算書２４４ページ、２４５ページに戻りまして、２款県支出金は、収入済額６万６，
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０００円でした。 

      一番下の行に行きまして、歳入合計は、収入済額４０２万２，９２５円、収入未済額１

億２１４万７２８円でした。 

      次に、歳出の説明をいたします。 

      決算書２４６ページ、２４７ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      ２４８ページ、２４９ページの事項別明細書で説明いたします。 

      １款１項総務管理費は、支出済額８万９，６７０円。 

      ２款１項繰出金は、３９３万３，２５５円で、一般会計への繰出金です。 

      ３款１項予備費の支出はございませんでした。 

      一番下の行へ行きまして、歳出の総額は、支出済額４０２万２，９２５円、不用額は１

９万５，０７５円でした。 

      以上で住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。ど

うぞよろしくお願いします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      石関代表監査委員。 

              〔代表監査委員 石関秀一君登壇〕 

代表監査委員（石関秀一君） ご報告申し上げます。 

      令和３年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算につきまして、令和４

年８月５日、監査委員坂田一広さんと共に監査をいたしましたので、報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された住宅新築資金等貸付事業特

別会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝

票及び関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結

果、計数的には正確であることを認めました。 

      なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料をご覧ください。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） ただいま提案理由の説明と監査委員報告がありました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第４号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１５ 認定第５号 令和３年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定に 

            ついて 
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議  長（岩﨑信幸君） 日程第１５、認定第５号 令和３年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 認定第５号 令和３年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定

についての提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和３年度吉岡町介護保険事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものです。 

      以下、詳細につきましては税務会計課長に説明させますので、よろしくご審議の上、認

定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 中澤税務会計課長。 

              〔税務会計課長 中澤礼子君発言〕 

税務会計課長（中澤礼子君） それでは、決算書の２５３ページをお願いします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は１４億８，９１０万７，５２９円、歳出総額は１

４億６，１４５万５２２円、歳入歳出差引き額は２，７６５万７，００７円、実質収支額

も同額の２，７６５万７，００７円でした。前年度と比較しますと、歳入総額については

１，２２９万８，１２５円の増、増減率では０．８％の増でした。歳出総額については３，

２４１万８，６９８円の増、２．３％の増でした。 

      次に、２５４ページ、２５５ページをお願いします。 

      令和３年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっております。 

      ２５６ページ、２５７ページは、その歳出です。 

      ２５８ページ、２５９ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。 

      ２６０ページ、２６１ページからの事項別明細書で説明いたします。 

      １款保険料は、収入済額３億７，５２６万９３２円、不納欠損額８４万８，３００円、

収入未済額３０８万１，０６８円でした。不納欠損の該当者は３１人、収入未済の該当者

は４９人でした。 

      １項１目第１号被保険者保険料１節現年度分特別徴収保険料、収入済額３億４，５２４

万５，４００円、収入未済額のマイナス８万２，８００円は、死亡等による払戻し分です。

２節現年度分普通徴収保険料は、収入済額２，８１４万６，５０７円、収入未済額は１３

７万８，７９３円、３節滞納繰越分普通徴収保険料は、収入済額１８６万９，０２５円、

不納欠損額８４万８，３００円、収入未済額は１７８万５，０７５円でした。 

      別冊の主要施策の成果説明書１８２ページをご覧ください。 
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      年度ごとの第１号被保険者数、徴収額等を記載しております。参考にご確認いただけれ

ばと思います。 

      決算書２６０ページ、２６１ページに戻りまして、中段の２款国庫支出金は、収入済額

２億８，２１１万７，７４４円で、主なものは、１項国庫負担金で、収入済額２億４，２

６６万３，２０４円で、現年度分介護給付費負担金です。 

      ２６２ページ、２６３ページに移りまして、３款支払基金交付金は、収入済額３億７，

１００万９，０００円、４款県支出金は、収入済額２億４２７万２，８０９円で、主なも

のは、１項県負担金で、収入済額１億９，５４１万７，８０９円でした。 

      ２６４ページ、２６５ページに移りまして、５款財産収入は、収入済額１，２４５円。 

      ６款繰入金は、収入済額２億７８２万７，５９０円でした。 

      ７款繰越金は、前年度からの繰越金で４，７７７万７，５８０円でした。 

      ２６６ページ、２６７ページに移りまして、８款諸収入は、収入済額８４万６２９円で

した。 

      一番下の行に行きまして、歳入合計は、収入済額１４億８，９１０万７，５２９円、不

納欠損額８４万８，３００円、収入未済額９３４万５，４８２円でした。 

      次に、歳出の説明をいたします。 

      決算書２６８ページ、２６９ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      ２７０ページ、２７１ページの事項別明細書で説明いたします。 

      １款総務費は、支出済額１，７４２万９，９７６円。 

      ２７２ページ、２７３ページに移りまして、２款保険給付費は、支出済額１３億４，２

５２万９，３５５円、主な支出は、１項介護サービス等諸費、支出済額１２億４，２７１

万９，０１７円。 

      次ページに移りまして、中段より少し下、２項介護予防サービス等諸費、支出済額２，

８４０万９，４７１円。 

      次ページに移りまして、下段、４項高額介護サービス等費、支出済額２，９６５万４，

８６６円。 

      次ページに移りまして、下段、６項特定入所者介護サービス等費、支出済額３，７１７

万９，７８３円でした。 

      ２８０ページ、２８１ページに移りまして、３款財政安定化基金拠出金は支出ございま

せんでした。 

      ４款地域支援事業費、支出済額５，６１４万３，１０６円。主な支出は、１項包括的支

援事業・任意事業費、支出済額２，５０２万８，７４２円。 

      次ページに移りまして、中段、２項介護予防・生活支援サービス事業費、支出済額３，
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０６３万４，１３０円でした。 

      ２８４ページ、２８５ページに移りまして、５款諸支出金、支出済額２，４０７万５，

０８５円。主な支出は、１項償還金及び還付金で、支出済額２，３３０万７，０８５円で

した。 

      別冊の主要施策の成果説明書１８３ページ中段から１８５ページをご覧ください。 

      給付状況が記載してあります。参考にご確認いただければと思います。 

      決算書２８４ページ、２８５ページに戻っていただきまして、６款予備費の支出はござ

いませんでした。 

      次ページに移りまして、７款基金積立金、支出済額２，１２７万３，０００円。 

      一番下の行へに行きまして、歳出の総額は、支出済額１４億６，１４５万５２２円、翌

年度繰越額３，３６０万円、不用額は３，７９４万２，４７８円でした。 

      以上で介護保険事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。どうぞよろし

くお願いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      石関代表監査委員。 

              〔代表監査委員 石関秀一君登壇〕 

代表監査委員（石関秀一君） ご報告申し上げます。 

      令和３年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算につきまして、令和４年８月５日、

監査委員坂田一広さんと共に監査をいたしましたので、報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された介護保険事業特別会計の歳

入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び関係

書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的に

は正確であることを認めました。 

      なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料をご覧ください。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第５号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１６ 認定第６号 令和３年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算 

            認定について 
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議  長（岩﨑信幸君） 日程第１６、認定第６号 令和３年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 認定第６号 令和３年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決

算認定についての提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和３年度吉岡町後期高齢者医療事業特別

会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものです。 

      以下、詳細につきましては税務会計課長に説明させますので、よろしくご審議の上、認

定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 中澤税務会計課長。 

              〔税務会計課長 中澤礼子君発言〕 

税務会計課長（中澤礼子君） それでは、決算書の２９１ページをお願いします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は２億１，４８７万６，２１８円、歳出総額は２億

１，０７０万３，６１８円、歳入歳出差引き額は４１７万２，６００円、実質収支額も同

額の４１７万２，６００円です。前年度と比較しますと、歳入総額については６７８万

１，７１５円の増、増減率では３．３％の増でした。歳出総額については６８９万７１５

円の増、３．４％の増でした。 

      次に、２９２ページ、２９３ページをお願いします。 

      令和３年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっております。 

      ２９４ページ、２９５ページは、その歳出です。 

      ２９６ページ、２９７ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。 

      ２９８ページ、２９９ページからの事項別明細書で説明いたします。 

      １款後期高齢者医療保険料、収入済額１億５，６９９万４，７００円、収入未済額３０

万９，８００円、収入未済の該当者は１３人でした。内訳としては、１項１目特別徴収保

険料１節現年度分特別徴収保険料は、収入済額９，９８０万６，８００円、収入未済額の

マイナス１０万６，６００円は死亡等による払戻し分です。 

      ２目普通徴収保険料１節現年度分普通徴収保険料は、収入済額５，７０７万１，９００

円、収入未済額は４０万１，３００円、２節滞納繰越分普通徴収保険料は、収入済額１１

万６，０００円、収入未済額は１万５，１００円でした。 

      ２款繰入金、収入済額４，５５９万５，０４２円、内訳として、１項１目事務費繰入金

９１０万６，９７５円、２目保険基盤安定繰入金は３，６４８万８，０６７円でした。 
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      ３款繰越金は、収入済額４２８万１，６００円、前年度からの繰越金です。 

      ４款諸収入、収入済額８００万４，８７６円、主な収入は、次ページに移りまして、上

段、４項受託事業収入で６２８万１，８１４円は、後期高齢者医療広域連合受託事業収入

です。 

      一番下の行に行きまして、歳入合計は、収入済額２億１，４８７万６，２１８円、収入

未済額は３０万９，８００円でした。 

      次に、歳出の説明をいたします。 

      ３０２ページ、３０３ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      ３０４ページ、３０５ページからの事項別明細書で説明いたします。 

      １款総務費は、支出済額９２２万２，５５４円、主な支出は、１項１目一般管理費１２

節委託料で、支出済額７４５万５，５１４円、内訳としまして、事務業務委託料１１７万

３，７００円、健康診査委託料６２８万１，８１４円でした。 

      続いて、２款後期高齢者医療広域連合納付金は、支出済額２億７０万５，３０２円、内

訳としては、１項１目１８節負担金、補助及び交付金で、広域連合事務費等負担金７１０

万６，２３５円、保険料等負担金１億５，７１１万１，０００円、保険基盤安定負担金３，

６４８万８，０６７円でした。 

      続いて、３款諸支出金、支出済額７７万５，７６２円。 

      ３０６ページ、３０７ページに移りまして、４款予備費の支出はございませんでした。 

      一番下の行へ行きまして、歳出の総額は、支出済額２億１，０７０万３，６１８円、不

用額は４８９万７，３８２円でした。 

      以上で後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      石関代表監査委員。 

              〔代表監査委員 石関秀一君登壇〕 

代表監査委員（石関秀一君） ご報告申し上げます。 

      令和３年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算につきまして、令和４年８

月５日、監査委員坂田一広さんと共に監査をいたしましたので、報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された後期高齢者医療事業特別会

計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及

び関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計

数的には正確であることを認めました。 
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      なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料をご覧ください。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第６号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１７ 認定第７号 令和３年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定につ 

            いて 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１７、認定第７号 令和３年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び

決算認定についてを議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 認定第７号 令和３年度吉岡町下水道事業会計利益の処分及び決算認定

について、提案理由を申し上げます。 

      地方公営企業法第３２条第２項の規定により、別紙の令和３年度吉岡町下水道事業余剰

金処分計算書（案）のとおり、利益剰余金を処分し、併せて、同法第３０条第４項の規定

により、令和３年度吉岡町水道事業会計決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に

付するものです。 

      詳細につきましては、上下水道課長に説明させますので、ご審議の上、可決及び認定く

ださいますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 大澤上下水道課長。 

              〔上下水道課長 大澤正弘君発言〕 

上下水道課長（大澤正弘君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。 

      決算書３１１ページをお願いいたします。 

      目次となります。１の決算書類と２の決算附属書類に分類されております。 

      ３１２、３１３ページをお願いいたします。 

      令和３年度吉岡町水道事業決算報告書をご覧ください。 

      款、項、決算額の順で説明をいたします。 

      初めに、１収益的収入及び支出、水道事業の経営活動に伴い発生する収支、決算でござ

います。 

      収入では、第１款水道事業収益、右ページ上段、決算額４億５，１６０万５，０９５円、
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内訳として、第１項営業収益４億１，０１３万２，８３９円。主な収益は、水道使用料及

び住宅建設に伴う水道の新規加入金です。なお、詳細につきましては、３２８ページ以降

に水道事業会計・収益費用明細書を添付しておりますので、参考にご覧いただければと思

います。 

      戻りまして、第２項営業外収益、決算額４，１４７万２，２５６円。主に、長期前受金

戻入と下水道事業からの検針に関わる負担金です。 

      第３項特別利益、決算額ゼロ円。 

      次に、支出です。 

      第１款水道事業費用、決算額４億１，７０４万４，１２３円。内訳として、第１項営業

費用３億８，５５８万４，４９３円、水道事業運営における維持管理費で、配水給水費や

総係費などの事務経費や水道資産の目減り分である減価償却費も含まれております。 

      続いて、第２項営業外費用３，１４５万９，６３０円。企業債の利子償還金と消費税で

す。 

      第３項特別損失、ゼロ円。 

      第４項予備費、ゼロ円。 

      次に、３１４ページ、３１５ページをお願いいたします。 

      ２資本的収入及び支出。水道施設の整備に関する収支、決算でございます。 

      収入では、第１款資本的収入、右ページ上段、決算額４，２２１万７８１円。内訳とし

て、第１項出資金２，０００万円、町からの出資金でございます。出資目的は、老朽化し

た施設の更新など、経営基盤を強化することを目的に一般会計から繰り出されているもの

でございます。 

      第２項工事費１，９９０万７８１円、内容は、消火栓設置工事費負担金や下水道工事に

伴い支障となる物件の移転補償金となります。消火栓設置負担金は、６基分で４８０万円、

移転補償金は１，５１０万７８１円です。 

      第３項補助金２３１万円、上ノ原浄水場改修工事の設計業務に関わる防衛省からの補助

金でございます。 

      次に、支出です。 

      第１款資本的支出、決算額２億１９８万３，４８３円、内訳として、第１項建設改良費

１億２，５９６万２，１９７円、第２項企業債償還金７，４７７万７，７３６円、全て企

業債の元金償還分です。 

      第４項工事負担金返還金１２４万３，５５０円、令和２年度に施工したジョイフル本田

の受託工事の精算に伴う負担金の返還金でございます。 

      下段の記載事項は、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額の補塡財源を記載
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したものでございます。資本的収入から資本的支出を差し引いた不足額１億５，９７７万

２，７０２円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４４万２，４５０円と、

過年度分損益勘定留保資金１億５，９３３万２５２円で補塡をしたものでございます。 

      なお、３１２ページから３１５ページまでの収支決算報告書は、全て消費税額込みとな

っております。 

      続いて、３１６、３１７ページをお願いいたします。 

      令和３年度吉岡町水道事業損益計算書をご覧ください。 

      この損益計算書は、水道事業１年間の経営活動、経営成績を示したものでございます。 

      ３１６ページ、１の営業収益と２の営業費用、そして、３の営業外収益と４の営業外費

用とに大別されております。 

      なお、金額については、先ほど説明した決算額より預り金であります消費税を差し引い

た税抜きで記載されております。 

      １の営業収益は、（１）給水収益と（２）その他営業収益を足した額で、右ページの３

億７，３０３万３，０１３円。 

      ２の営業費用は、（１）配水及び給水費から（５）その他営業費用を足した額、右ペー

ジの３億６，９２１万１，３６３円。 

      営業収支は、１の営業収益から２の営業費用を差し引いた額、右ページ中段の３８２万

１，６５０円の営業利益となります。 

      ３の営業外収益は、（１）長期前受金戻入と（２）雑収益を足した額４，１１９万４，

２９０円。（１）の長期前受金戻入は、繰延収益より工事などで得た補助金等の令和３年

度の収益化額で、長期前受金の戻入分として計上しております。（２）の雑収益は、下水

道料金算出に伴う下水道事業会計からの検針負担金などでございます。 

      ４の営業外費用は、（１）支払い利息の額１，９４３万１，０３０円を計上しており、

営業外収支は、３と４の収支差引きで、右ページの中段下の２，１７６万３，２６０円。 

      令和３年度における経常収支は、営業利益３８２万１，６５０円と営業外収支２，１７

６万３，２６０円を足した額２，５５８万４，９１０円が当年度の経常利益で、当年度純

利益となります。結果として、黒字決算でございます。 

      また、この純利益２，５５８万４，９１０円は、当年度における未処分利益剰余金とな

ります。 

      次のページをご覧ください。 

      令和３年度の水道事業剰余金計算書となります。先ほどの損益計算書で説明した当年度

未処分利益剰余金２，５５８万４，９１０円の処分（案）となります。 

      上段の表は、令和３年度水道事業剰余金計算書で、期首、期末の積立状況を示したもの
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でございます。 

      表の左側、資本金で、当年度変動額は、町からの出資金２，０００万円の増です。 

      当年度末残高は、表の下、１１億１，５９５万２，１８２円。 

      ３１９ページ、表の右側、利益剰余金の合計では、当年度純利益２，５５８万４，９１

０円が増加し、当年度末残高は８億４，４８３万７，８１３円となっております。 

      資本合計の当年度末残高は４，５５８万４，９１０円増の１９億６，０７８万９，９９

５円となります。 

      次に、下の表をご覧ください。 

      当年度発生した未処分利益剰余金処分計算書（案）になります。地方公営企業法第３２

条第２項の規定により議会の議決により剰余金の処分をお願いする内容でございます。 

      ３１９ページ、表の右側、未処分利益剰余金、当年度末残高２，５５８万４，９１０円

全額について、表の中ほどの建設改良積立金に積立処分し、建設改良積立金の残高を１億

３，９７２万１，９８４円から１億６，５３０万６，８９７円に増額するものでございま

す。そして、表の右端、未処分利益剰余金の繰越残高をゼロ円とするものです。よろしく

お願いいたします。 

      次に、３２０、３２１ページをお願いいたします。 

      令和３年度吉岡町水道事業貸借対照表になります。水道事業の財政状況を明らかにした

もので、決算時における保有する全ての資産と負債及び資本を示したものでございます。

表は、資産の部と負債及び資本の部に分かれております。 

      ３２０ページ、資産の部、１の固定資産（１）の有形固定資産イの土地からチの建設仮

勘定まで、有形固定資産の合計３６億３，８０９万６，７０６円。 

      ２の流動資産は、現金や比較的短期間のうちに回収される債権、売却によって現金に換

えることができる資産で、（１）現金預金から（３）貯蔵品の合計３億６，７１２万２，

５８５円。 

      資産の合計は、固定資産と流動資産の合計で、表の下段、４０億５２１万９，２９１円

となります。 

      次に、３２１ページの負債の部です。３の固定負債７億７，２９８万３，７３７円。令

和５年度以降に償還期限が到来する企業債元金の償還残高となります。 

      ４の流動負債は、（１）企業債から（５）引当金までの合計で、ページ中ほどの右端、

１億５，５００万５，５５７円。 

      ５の繰延収益は、（１）長期前受金と（２）長期前受金収益化累計額の差引き額で１１

億１，６４４万２円。 

      負債の合計は、中段、右端の２０億４，４４２万９，２９６円となります。 
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      続いて、資本の部です。６の資本金は１１億１，５９５万２，１８２円、７の剰余金は

８億４，４８３万７，８１３円。 

      （１）利益剰余金については、これまでの事業活動において生み出した利益、それぞれ

の積立額となります。イの減債積立金からニの当年度未処分利益剰余金の合計額です。 

      資本の合計は、資本金と剰余金を足した額、１９億６，０７８万９，９９５円、また、

３から５の負債の部に、６と７の資本の部を足した合計で４０億５２１万９，２９１円は、

左ページ下段の資産合計と同額となります。 

      次の３２２ページからは、決算附属資料となる水道事業報告書でございます。 

      （１）総括、（２）経営指標に関する事項、（３）予算等の議会議決事項、３２３ペー

ジには建設工事の概況が記載されております。令和３年度は、１０本の工事を実施してお

ります。 

      ３２５ページをご覧ください。 

      ３の業務（１）業務量でございます。上段、年度末給水人口は、当年度２万２，０７８

人、前年度比１０１．５％の微増、年度末給水戸数は、当年度８，５９９戸、前年度比１

０２．６％の微増、また、中段の年間配水量は、当年度２９６万２，１８０立方メートル、

１日当たりの平均配水量は８，１１５立方メートルです。有収水量については、当年度２

５１万４，２７４立方メートル、有収率は８４．９％、前年度比９８．２％、僅かですが

下がっております。これは、令和２年度に比して令和３年度は、管路布設替え工事が多か

ったことが要因と推察でき、工事に伴い管路を洗浄しているためと考えられます。 

      次に、３２６ページ、（３）の事業費に関する事項では、表の下、①の供給単価は１３

０円７７銭、②の給水原価は１３６円８２銭です。販売する単価が給水原価を下回る状況

です。 

      続いて、４の会計（２）の企業債の概況です。本年度末時点の償還残高は、８億４，７

０４万５，６４９円です。 

      企業債の詳細については、３３４、３３５ページに添付してございます。 

      続いて、３２７ページをお願いします。 

      水道事業キャッシュ・フロー計算書です。令和３年度の事業活動によりどれだけの資金

が増減したかを示す計算書になります。１の業務活動によるキャッシュ・フローでは、業

務活動による１億４，１２１万８，６５０円の資金が増加しており、２の投資活動におけ

るキャッシュ・フローでは９，２８５万１，４４５円の資金が減少、３の財務活動におけ

るキャッシュ・フローでも５，４７７万７，７３６円の資金が減少し、令和３年度におい

ては、１の業務活動、２の投資活動、３の財務活動によるキャッシュ・フローの合計で６

４１万５３１円の資金、現金預金が減少しております。 
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      結果、令和３年３月期首時点の資金残高は、３億６９６万３，６８１円から６４１万５

３１円の資金が減少し、令和４年３月３１日期末時点では、下段の３億５５万３，１５０

円の資金残高となっております。 

      こちらは、戻りまして、３２０ページ、貸借対照表の２流動資産の（１）現金預金の金

額と一致しております。 

      ３２８ページ以降には、収支明細及び固定資産、企業債明細書等の附属書類をそれぞれ

添付しております。参考にご覧いただければと思います。 

      以上で認定第７号の補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      石関代表監査委員。 

              〔代表監査委員 石関秀一君登壇〕 

代表監査委員（石関秀一君） ご報告申し上げます。 

      令和３年度吉岡町水道事業会計決算につきまして、令和４年８月５日、監査委員坂田一

広さんと共に監査をいたしましたので、報告いたします。 

      地方公営企業法第３０条第２項の規定により、審査に付された水道事業会計の決算報告

書について、予算額及び収益的収支、資本的収支並びに日計伝票、歳入歳出伝票、振替伝

票により出納書類を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的には

正確であることを認めました。 

      なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料をご覧ください。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第７号は、総務産業常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１８ 認定第８号 令和３年度吉岡町下水道事業会計利益の処分及び決算認定に 

            ついて 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１８、認定第８号 令和３年度吉岡町下水道事業会計利益の処分及

び決算認定についてを議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 
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町  長（柴﨑德一郎君） 認定第８号 令和３年度吉岡町下水道事業会計利益の処分及び決算認定

について、提案理由を申し上げます。 

      地方公営企業法第３２条第２項の規定により、別紙の令和３年度吉岡町下水道事業剰余

金処分計算書（案）のとおり、利益剰余金を処分し、併せて、同法第３０条第４項の規定

により、令和３年度吉岡町下水道事業会計決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定

に付するものです。 

      詳細につきましては上下水道課長に説明させますので、ご審議の上、可決、認定くださ

いますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 大澤上下水道課長。 

              〔上下水道課長 大澤正弘君発言〕 

上下水道課長（大澤正弘君） それでは、決算書３４３ページをお願いいたします。 

      目次となります。１の決算書類と２の決算附属書類に分類されております。 

      下水道事業につきましては、令和２年度より、これまでの特別会計から企業会計に移行

しております。 

      ３４４ページ、３４５ページをお願いいたします。 

      令和３年度吉岡町下水道事業決算報告書をご覧ください。 

      款、項、決算額の順で説明いたします。 

      初めに、１収益的収入及び支出。下水道事業の経営活動に伴い発生する収支、決算でご

ざいます。 

      収入では、第１款公共下水道事業収益、右ページ上段の決算額２億８，８６０万３，２

４５円。内訳として、第１項営業収益１億２，０９４万２，６８０円、収益は全て下水道

使用料です。 

      なお、詳細につきましては、３６０ページ以降に下水道事業収益費用明細書を添付して

おりますので、参考にご覧いただければと思います。 

      戻りまして、第２項営業外収益、決算額１億６，５８８万２，６５５円、主に、一般会

計補助金、長期前受金戻入や排水設備指定工事店申請料です。 

      第３項特別利益、決算額１７７万７，９１０円。令和２年度下水道事業県補助金の収益

的収入分への修正額で、過年度の損益修正益となります。 

      次に、第２款農業集落排水事業収益、決算額１億９，９６０万８，６９１円、内訳とし

て、第１項営業収益、決算額３，１９３万８，０１０円、全て農業集落排水の使用料です。 

      第２項営業外収益、決算額１億６，７６７万６８１円、主に、一般会計補助金と長期前

受金戻入になります。 

      なお、第１款、第２款、収入の決算額の合計は、税込みで４億８，８２１万１，９３６
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円となります。 

      続いて支出です。 

      第１款公共下水道事業費用、決算額２億７，０４９万６，８１７円。内訳として、第１

項営業費用２億４，１２５万４，３３１円。公共下水道の維持管理のための管渠費などの

事務経費や下水道資産の目減り分の減価償却費も含まれております。 

      第２項営業外費用、決算額２，９２４万２，５０６円、企業債の利子償還金と消費税で

す。 

      次に、第２款農業集落排水事業費用、決算額１億９，４４２万８，６１２円。内訳とし

て、第１項営業費用、決算額１億７，２５６万５，９６３円、農業集落排水事業運営に関

わる維持管理のための管渠費や総係費で、資産の目減り分の減価償却費も含まれておりま

す。 

      第２項営業外費用２，１８６万２，６４９円、企業債の利子償還金と消費税です。 

      なお、第１款、第２款、費用の決算額の合計は、税込みで４億６，４９２万５，４２９

円となります。 

      次に、３４６、３４７ページをお願いいたします。 

      ２資本的収入及び支出。下水道施設の整備に関する収支、決算となります。 

      第１款公共下水道事業資本的収入、右ページ上段で、決算額２億９，４４１万１，３６

０円。内訳として、第１項企業債、決算額１億３，８７０万円。建設改良、公共下水道管

渠工事に関わる企業債です。 

      第２項負担金等、決算額１，４５６万７，３６０円。受益者負担金で、農地転用に伴う

開発などの一括納付や、新たに下水道の供用開始した大久保地区の負担金の納付となりま

す。 

      第３項補助金、決算額８，６１１万９，０００円。国庫補助の社会資本整備総合交付金

８，４３１万９，０００円と県費補助金１８０万円になります。 

      第４項一般会計補助金５，５０２万５，０００円。公共下水道施設整備に関わる補助金

です。 

      続いて、第２款農業集落排水事業資本的収入、決算額５，４９９万３，０００円。内訳

として、第１項負担金等、決算額５８万円。受益者分担金で一括納付の２件分です。 

      第２項一般会計補助金、決算額５，４４１万３，０００円。農業集落排水事業に関わる

補助金です。 

      なお、第１款、２款の収入の決算額の合計は、税込みで３億４，９４０万４，３６０円

となります。 

      続いて、支出です。第１款公共下水道事業資本的支出。決算額３億１９７万５，７７３
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円。 

      第１項建設改良費、決算額１億８，５８０万９，２０２円。施設整備に関わる人件費や

工事費などになります。当年度も大久保地区の一部供用開始に向けた整備を行いました。 

      なお、国庫補助金交付の兼ね合いから、令和２年度からの繰越事業で実施しております。 

      第２項企業債償還金１億１，６１６万６，５７１円。全て企業債の元金償還分です。 

      次に、第２款農業集落排水事業資本的支出、決算額７，６０５万２，３１５円。内訳と

して、第１項企業債償還金、同額で、７，６０５万２，３１５円。全て企業債の元金償還

分です。 

      なお、第１款、第２款、支出の決算額の合計は、税込みで３億７，８０２万８，０８８

円となります。 

      表の下段にある記載事項は、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額に対する

補塡財源を記したものでございます。資本的決算額から資本的支出決算額を差し引いた不

足額８，８３２万７，７２８円は、当年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額と過年

度分損益勘定留保資金と当年度分損益勘定留保資金で補塡をするものです。 

      なお、３４４ページから３４７ページまでの収支決算報告書は、全て消費税額込みとな

っております。 

      続いて、３４８、３４９ページをお願いいたします。 

      令和３年度吉岡町下水道事業損益計算書をご覧ください。この損益計算書は、下水道事

業１年間の経営活動、経営成績を示したものでございます。 

      ３４８ページ、１の営業収益と２の営業費用、そして、３の営業外収益と４の営業外費

用に大別されます。 

      なお、金額は、預り金であります消費税分を差し引いた税抜きで記載されております。 

      １営業収益（１）下水道使用料は、３４９ページ上段の１億３，８９８万２，４５５円。 

      なお、使用料は、公共、農集合算となります。内訳は、３６０ページからの収益費用明

細書でご覧いただければと思います。 

      ２の営業費用（１）管渠費から（４）減価償却費を足した額、右ページで、４億５１９

万５，０７８円。 

      営業収支は、１の営業収益から２の営業費用を差し引いた額、右ページ中段右側で、２

億６，６２１万２，６２３円の営業損失となります。 

      次に、３の営業外収益は、（１）維持管理負担金から（４）雑収益を足した額、右ペー

ジ、３億３，３５５万３，５５０円です。 

      ４の営業外費用は、（１）支払い利息の額と（２）雑支出を足した額５，２８２万９，

１２２円。 
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      営業外収支は、３の営業外収益と４の営業外費用の収支差引きで、右ページ中段下の２

億８，０７２万４，４２８円。 

      経常収支は、営業損失２億６，６２１万２，６２３円と営業外収支２億８，０７２万４，

４２８円の差引きで、１，４５１万１，８０５円の経常利益を計上しております。 

      ５の特別利益（１）過年度損益修正益１７７万７，９１０円と経常利益を加えた額、右

ページ下段の１，６２８万９，７１５円が当年度純利益で、黒字決算となります。また、

この純利益１，６２８万９，７１５円は、当年度の未処分利益剰余金となります。 

      続いて、３５０、３５１ページをお願いします。 

      令和３年度分の下水道事業剰余金計算書になります。先ほどの損益計算書で説明した当

年度未処分利益剰余金１，６２８万９，７１５円の処分（案）となります。 

      上段の表は、令和３年度下水道事業剰余金の期首、期末での積立状況を示したものでご

ざいます。 

      表の中ほど、当年度の変動額は、負担金、分担金で５８万円の増、一般会計補助金は５，

４４１万３，０００円の増、資本剰余金の合計残高は５，６１５万３，０００円。 

      右ページ、利益剰余金の合計は１，６２８万９，７１５円の増となり、残高２，３９２

万８０円。当年度末資本合計は、表の右下、１７億１，６６０万１，５５４円となります。 

      下の表をご覧ください。当年度発生した剰余金処分計算書（案）になります。地方公営

企業法第３２条第２項の規定により、議会の議決により剰余金の処分をお願いする内容で

ございます。 

      ３５１ページ、表の右端、未処分利益剰余金、当年度末残高１，６２８万９，７１５円、

全額を減債積立金に積立処分をし、減債積立金の残高を７６３万６，３６５円から２，３

９２万６，０８０円に増額するものです。そして、表の右端、未処分利益剰余金の繰越残

高をゼロ円にしたいものです。 

      また、資本剰余金の処分案は、農業集落排水事業における一般会計補助金及び受益者負

担金について、法改正による正しい仕訳に振り替えるため、５，６１５万３，０００円を

繰延収益に振り替えて、処分後の残高をゼロ円とするものです。よろしくお願いいたしま

す。 

      次に、３５２、３５３ページをお願いいたします。 

      令和３年度の吉岡町下水道事業貸借対照表になります。下水道事業の財政状況を明らか

にしたもので、決算時における保有する全ての資産と負債及び資本を示したものとなりま

す。 

      表は、資産の部と負債及び資本の部に分かれております。 

      ３５２ページ、資産の部。１固定資産（１）の有形固定資産、イの土地からヘの建設仮
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勘定まで、有形固定資産の合計６７億４，６７９万３，００７円。（２）の無形固定資産、

イの地上権からハのソフトウエアまで、無形固定資産の合計３，２９３万８，３６９円、

合わせて固定資産の合計６７億７，９７３万１，３７６円。 

      ２流動資産（１）現金預金から（３）前払金の合計１億９，９６８万３，２２９円。 

      資産の部合計は、１の固定資産と２の流動資産の合計、３５２ページ下段、６９億７，

９４１万４，６０５円となります。 

      次に、３５３ページの負債の部です。３固定負債は、（１）企業債合計と同額で、２０

億５，８７２万６，１８５円。令和５年度以降に償還期限が到来する企業債元金の償還残

高です。 

      ４の流動負債は、（１）企業債から（３）引当金までの合計、２億３，７１５万７６４

円。 

      ５繰延収益は、（１）長期前受金と（２）長期前受金収益化累計額の差引きで２９億６，

６９３万６，１０２円。 

      負債の合計は、３の固定負債と４の流動負債と５の繰延収益の合計、５２億６，２８１

万３，０５１円となります。 

      続いて、資本の部です。 

      ６資本金は１６億３，６５２万２，４７４円。 

      ７剰余金合計は８，００７万９，０８０円。 

      資本の部の合計は、６の資本金と７の剰余金を足した額、合計１７億１，６６０万１，

５５４円。３から５の負債の部、合計５２億６，２８１万３，０５１円に６と７の資本の

部合計を足した額、６９億７，９４１万４，６０５円となります。左ページ下段の資産合

計と同額になります。 

      次に、３５４ページからは、決算附属資料の事業報告書で、総括や予算等の議決事項、

認可事項などを記載しております。 

      ３５５ページは、建設工事の概況報告です。建設工事の国庫補助について、繰越しを含

め、全て大久保地区の供用開始に伴う管渠工事で、１２件、総額１億３，８３２万６，８

７０円となります。 

      ３５６ページをお願いします。 

      県費補助の工事は５件、総額１，８０１万８，０００円の管渠工事を行っており、町単

独工事を含めた合計は、１９件で、総額１億３，８３２万６，８７０円となります。 

      続いて、３の業務です。（１）業務量では、公共下水道では、年度末水洗化人口１万１，

１０８人、前年度比で１０３．７％の微増、年度末戸数は３，５７８戸、前年度比１０

４％の微増となっております。 
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      また、年間処理水量は、９７万３，６０２立方メートル。年間有収水量が同量で、有収

率は１００％です。これは、水道使用量を汚水使用量と認定し、処理水量及び有収水量と

しているためです。 

      次に、３５７ページ、業務量の農業集落排水事業では、年度末水洗化人口３，０７４人、

前年度比で１００．８％の微増、年度末戸数は１，１１２戸、前年度比で１００．７％の

微増となっております。また、年間処理水量は、２７万２，１９８立方メートル、年間有

収水量が２６万１，８１６立方メートルで、有収率は９６．２％です。 

      続いて、（３）事業費に関する事項。公共下水道事業の①の使用料単価は１１２円９３

銭、②の汚水処理原価は１４８円８９銭です。使用料単価が下水処理単価を下回る状況で

す。 

      農業集落排水事業では、①の使用料単価は１１０円８９銭、②の汚水処理原価は１７６

円４０銭です。 

      次に、３５８ページの４の会計で（１）に主要契約の要旨、下段、（２）企業債の概況

では、借入状況と、合計欄に未償還金残高を記載しております。本年度末残高は、２２億

５，１３０万５，３５０円です。 

      詳細については、３７０から３７６ページに企業債明細書を添付しております。 

      ３５９ページは、キャッシュ・フロー計算書です。事業活動により令和３年度において

どれだけ資金が増減したかを示す計算書になります。１の業務活動によるキャッシュ・フ

ローは、中ほどで、１億３５９万６，９２１円の資金が増えた結果となっており、２の投

資活動におけるキャッシュ・フローでは３，４３９万９，０２２円の資金の増、３の財務

活動によるキャッシュ・フローでは５，３５１万８，８８６円の資金が減少した結果とな

ります。 

      令和３年度においては、１の業務活動、２の投資活動、３の財務活動によるキャッシ

ュ・フローの合計で、下段、８，４４７万７，０５７円の資金の増となっております。 

      結果として、令和３年度期首時点の資金残高４，４６９万３７円から８，４４７万７，

０５７円の資金が増加し、令和４年３月３１日期末時点では、最下段の１億２，９１６万

７，０９４円の資金残高となります。 

      この額は、戻りまして、３５２ページ、下段、貸借対照表の流動資産の現金預金と同額

となります。 

      ３６０ページ以降は、収支費用明細書、固定資産明細書、企業債借入明細書等の附属資

料を添付しておりますので、参考にご覧いただければと思います。 

      以上で認定第８号の補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 
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      ここで、監査委員報告を求めます。 

      石関代表監査委員。 

              〔代表監査委員 石関秀一君登壇〕 

代表監査委員（石関秀一君） ご報告申し上げます。 

      令和３年度吉岡町下水道事業会計決算につきまして、令和４年８月５日、監査委員坂田

一広さんと共に監査をいたしましたので、報告いたします。 

      地方公営企業法第３０条第２項の規定により、審査に付された下水道事業会計の決算報

告書について、予算額及び収益的収支、資本的収支並びに日計伝票、歳入歳出伝票、振替

伝票により出納書類を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的に

は正確であることを認めました。 

      なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料をご覧ください。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第８号は、総務産業常任委員会に付託します。 

      本日の日程のうち、以上をもって令和３年度決算認定に関する議題が終了いたしました。 

      石関代表監査委員、監査報告お疲れさまでした。 

      ここで監査委員が退場しますので、暫時休憩とします。再開を１４時３５分とします。 

          午後２時１５分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後２時３５分再開 

議  長（岩﨑信幸君） 会議を再開します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１９ 議案第５４号 令和４年度吉岡町一般会計補正予算（第４号） 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１９、議案第５４号 令和４年度吉岡町一般会計補正予算（第４

号）を議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第５４号 令和４年度吉岡町一般会計補正予算（第４号）について、

提案理由の説明を申し上げます。 

      本補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億２，５７４万７，０００円を追
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加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８６億１９万９，０００円とするもので

す。 

      今回の補正の主な内容ですが、歳入では、本年度の普通交付税が確定したことによる増

額や事業費の変更などに伴い、各種町債の見直しを行い、計上しております。 

      歳出の主なものとしては、全般的事項として、昨今の資源高に伴う電気料、燃料費の増

額のほか、３款民生費の障害者福祉費で令和３年度の事業確定に伴い、国や県への返還金

を計上しています。 

      また、８款土木費では、大久保地内水路補修工事に伴う工事費を計上しております。 

      その他、詳細につきましては企画財政課長に説明させますので、よろしくご審議の上、

可決いただきますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 

企画財政課長（米沢弘幸君） 議案第５４号 令和４年度吉岡町一般会計補正予算（第４号）。議案

書１ページをご覧ください。 

      第１条第１項の歳入歳出予算の補正額は、町長が提案理由で申し上げたとおりです。 

      第２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表・歳入歳出予算補正」によるということで、内容については、

補正の款項の区分等を含め、後ほど事項別明細書で説明します。 

      第２条の地方債の補正については、「第２表・地方債補正」によるということで、議案

書の７ページをご覧ください。 

      １段目、臨時財政対策債ですが、臨時財政対策債の発行可能額が確定したことによるも

ので、補正前の限度額１億１，１００万円を１，１７０万円減額し、９，９３０万円とす

るものとなります。 

      次に、２段目、公共事業等債（橋梁長寿命化事業）、３段目、公共施設等適正管理推進

事業債（道路長寿命化事業）の限度額の各補正については、それぞれ事業額や国庫補助金

等の増減に伴うものとなります。 

      補正の内容のほうに入りたいと思います。 

      初めに、歳入の主なものとなります。 

      １１ページをご覧ください。 

      １０款１項１目１節地方特例交付金、個人住民税減収補塡特例交付金２，１７５万４，

０００円は、住宅借入金等特別控除による減収分の交付決定に伴うものです。 

      １１款１項１目地方交付税１節普通交付税は、算定の結果交付額が確定したことによる

もので、１億４，４７５万５，０００円の増となります。 
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      次に、１４ページをご覧ください。 

      １８款１項寄附金２目ふるさと納税１節企業版ふるさと納税２５０万円の増は、企業版

ふるさと納税を受けたためとなります。 

      １９款繰入金２項基金繰入金１目１節財政調整基金繰入金は、７，７７６万６，０００

円の減額です。これにより、補正後の財政調整基金からの繰入額は８億６，１０４万９，

０００円となります。 

      次に、１５ページ上段の２０款１項１目１節の繰越金は、令和３年度の決算実質収支額

の確定により２億３，１０４万７，０００円増の２億４，０１３万２，０００円となりま

す。 

      歳入の最後になります。２２款町債につきましては、先ほど地方債の補正にて説明させ

ていただきましたので、省略させていただきます。 

      次に、歳出の主なものになります。 

      まず、歳出のうち、給料、職員手当、共済組合負担金、退職手当組合負担金は、全款項

目を通じて人事異動等に伴う増減となっていますので、個別の説明は省略させていただき

ます。 

      また、町長答弁にあったとおり、各款項目を通じて、燃料費、電気料等は、昨今の資源

高に伴う使用料等の高騰に伴うものとなります。 

      １８ページをご覧ください。 

      ２款総務費１項総務管理費５目財産管理費１４節工事請負費、庁舎等整備工事５９６万

円の増は、庁舎の空調設備補修工事に伴うものとなります。 

      ９目基金費２４節積立金、財政調整基金１億１，５５２万３，０００円の増及び減債基

金１億１９６万円の増は、令和３年度の決算により実質収支が確定したことによる積立金

の増となります。 

      ２３ページをご覧ください。 

      ３款民生費１項社会福祉費５目障害者福祉費２２節償還金、利子及び割引料、返還金２，

７９２万６，０００円の増は、令和３年度の事業の精算に伴い、国と県に返還するものと

なります。 

      ２４ページをご覧ください。 

      ２項児童福祉費３目児童保育費１８節負担金、補助及び交付金、私立保育所等施設整備

補助金３３５万２，０００円の増は、基準額の見直しに伴うものとなります。 

      次に、ページを飛びまして、３１ページをご覧ください。 

      ８款土木費２項道路橋梁費２目道路維持費１２節委託料、道路排水実施設計及び河川占

用許可申請書作成業務委託料５９０万円の増は、町道辻下１１号水路施設管理検討業務委
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託、町道北窪１号線河川占用・横断水路設計業務委託などになります。 

      １４節工事請負費、道路維持補修工事（単独）１，６３０万円の増は、大久保地内水路

補修工事、町道夫婦石１０号線側溝布設替え工事などになります。道路長寿命化補修工事

（単独）９００万円の増は、大久保・山子田線舗装補修工事などの工事となります。 

      ３２ページをご覧ください。 

      ４項都市計画費２目都市施設費１４節工事請負費、遊具設置工事（上野田ふれあい公

園）５００万円の増は、ワークショップの結果を一定程度組み入れるため、施設整備によ

るものとなります。 

      ここまでが歳入歳出補正予算の主な増減内容となります。 

      また、４１ページから４５ページまで、給与費明細書となっております。 

      最終の４６ページは、地方債の令和２年度末及び令和３年度末における現在高並びに令

和４年度末における現在高の見込みに関する調書となります。今回の補正予算で臨時財政

対策債等、起債の借入限度額を変更いたしましたので、本調書を添付させていただきまし

た。 

      また、参考資料として、本補正予算の説明資料となりますが、Ａ４判で２０ページの別

冊を添付させていただきました。 

      以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第５４号は、総務産業常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２０ 議案第５５号 令和４年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第２号） 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第２０、議案第５５号 令和４年度吉岡町学校給食事業特別会計補正

予算（第２号）を議題します。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第５５号 令和４年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第２

号）について、提案理由を申し上げます。 

      本補正につきましては、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７万８，０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億４，００９万６，０００円とするも
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のであります。 

      補正の内容につきましては、令和３年度決算の確定による繰越金の減額によるものでご

ざいます。 

      なお、詳細につきましては教育委員会事務局長に説明させますので、ご審議の上、可決

いただきますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） それでは、議案第５５号 令和４年度吉岡町学校給食事業特別

会計補正予算（第２号）につきまして、町長の補足説明をさせていただきます。 

      本補正の内容といたしましては、先ほど町長が申し上げましたとおり、令和３年度の決

算が確定いたしまして、実質収支額が１２万２，２９４円となりました。これに伴い、令

和３年度の繰越金を補正し、併せて歳出も同額を補正させていただくものとなります。 

      それでは、議案書の６ページをご覧ください。 

      歳入となりますが、３款１項１目繰越金は、当初２０万円を見込んでおりました。令和

３年度決算額の確定に伴いまして、７万８，０００円を減額し、１２万２，０００円とす

るものでございます。 

      ７ページの歳出につきましても、１目学校給食費１５節原材料費の給食用食材料費を歳

入と同額の７万８，０００円減額させていただくものでございます。 

      以上、町長の補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第５５号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２１ 議案第５６号 令和４年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

               １号） 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第２１、議案第５６号 令和４年度吉岡町国民健康保険事業特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第５６号 令和４年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算
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（第１号）について、提案理由の説明を申し上げます。 

      歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，４０２万８，０００円を追加し、歳入歳出

それぞれ１８億６，３０１万４，０００円とするものであります。 

      補正の内容につきましては、主に令和３年度の決算の確定による繰越金の増額になりま

す。 

      なお、詳細につきましては住民課長をして説明させますので、ご審議の上、可決いただ

きますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。 

      歳入歳出予算事項別明細書にて、主な補正内容を説明させていただきます。 

      ７ページをご覧ください。 

      歳入の部、７款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金の３５万８，０００円は、

国保事業に係る職員給与費等繰入金の増によるものとなります。 

      同じく、７款繰入金２項基金繰入金１目国民健康保険基金繰入金の１，２４９万５，０

００円の減は、令和３年度の決算が確定したことにより、８款１項繰越金２目その他繰越

金において、前年度繰越金４，６１６万５，０００円の増に伴い、基金からの繰入金が減

額になるものとなります。 

      続いて、８ページをご覧ください。 

      歳出の部、１款総務費１項総務管理費１目一般管理費が各種システム改修に係る委託料

として５２万３，０００円の増、５款保健事業費１項１目特定健康診査等事業費が９，０

００円の減となっております。 

      ６款１項基金積立金１目国民健康保険基金積立金は、前年度繰越金の増額により３，３

５１万４，０００円を増額するものとなります。 

      補足説明は以上になります。よろしくお願いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第５６号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２２ 議案第５７号 令和４年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１ 

             号） 
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議  長（岩﨑信幸君） 日程第２２、議案第５７号 令和４年度吉岡町介護保険事業特別会計補正

予算（第１号）を議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第５７号 令和４年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１

号）についての提案理由を申し上げます。 

      歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，２９５万９，０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億２，９１３万２，０００円とするものであります。 

      補正の内容につきましては、主に令和３年度の決算による繰越金の額の確定や、保険者

に対する機能強化及び努力支援交付金交付額の内示等に伴うものでございます。 

      なお、詳細につきましては介護福祉課長に説明させますので、よろしくご審議の上、可

決いただきますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 永井介護福祉課長。 

              〔介護福祉課長 永井勇一郎君発言〕 

介護福祉課長（永井勇一郎君） それでは、補正予算説明をさせていただきます。 

      歳入歳出予算事項別明細書で歳入からご説明いたします。 

      ７ページをご覧ください。 

      ２款国庫支出金です。３目の地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以

外の地域支援事業）は、９ページの４款地域支援事業費１項１目包括的支援事業費の変更

に伴う減額となります。 

      続いて、４目保険者機能強化推進交付金、７目保険者努力支援交付金、こちらにつきま

しては、高齢者の自立支援、重症化予防等に向けた保険者の取組に対して、財政的インセ

ンティブとして交付されるもので、今年度の内示額を受けての補正でございます。 

      続きまして、４款の県支出金です。２目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援

総合事業以外の地域支援事業）及び８ページの６款繰入金の３目地域支援事業繰入金（介

護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業）についても、先ほど説明した国庫支

出金の扱いと同様に、包括的支援事業費の変更に伴う減額となります。 

      ５目その他一般会計繰入金につきましては、９ページの１款総務費３項１目の認定調査

費及び４項１目の趣旨普及費の増減に応じた減額となります。 

      ８ページに戻りまして、７款１項１目繰越金の２，７６５万６，０００円は、令和３年

度の決算により繰越金が確定したことに伴う補正となります。 

      続いて、歳出に移ります。 
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      ９ページをご覧ください。 

      １款３項１目の認定調査費は、認定調査員の交代による報酬、共済費、通勤手当の変更

です。 

      続く１款４項１目趣旨普及費については、介護保険ハンドブックの追加購入に係る補正

です。 

      続いて、４款の地域支援事業費です。１項１目包括的支援事業費は、給与規定の改正に

よる包括支援センターの人件費分の減額となります。 

      １０ページの２項１目介護予防・生活支援サービス事業費（第１号訪問事業、第１号通

所事業、第１号生活支援事業）は、財源変更のみの補正となります。 

      ５款の基金積立金につきましては、歳入の各公費負担額から歳出の償還金及び事業費等

を差し引いた額を基金へ積み立てるものです。 

      最後に、１１ページの７款１項２目の償還金は、令和３年度の給付費確定に伴う国庫支

出金等への返還金となります。 

      以上、町長の補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第５７号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２３ 議案第５８号 令和４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算 

             （第１号） 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第２３、議案第５８号 令和４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第５８号 令和４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（第１号）について、提案理由の説明を申し上げます。 

      歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４２７万２，０００円を追加し、歳入歳出それ

ぞれ２億３，９６５万３，０００円とするものであります。 

      補正の内容につきましては、主に令和３年度の決算の確定による繰越金の増額になりま

す。 
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      なお、詳細につきましては住民課長をして説明させますので、ご審議の上、可決いただ

きますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。 

      歳入歳出予算事項別明細書にて説明をさせていただきます。 

      ６ページをご覧ください。 

      歳入、３款１項１目繰越金４１７万２，０００円の増は、令和３年度決算が確定したこ

とによるものとなります。 

      次に、４款諸収入２項償還金及び還付加算金１目保険料還付金１０万円の増は、後期高

齢者医療広域連合から還付される過年度分の還付金の増となります。 

      ７ページの歳出をご覧ください。 

      歳出、２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金４１７万２，０００円の増は、保険

料等負担金を増額するものとなります。 

      次に、３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険料還付金１０万円の増は、歳入

と同様、後期高齢者医療広域連合から還付される過年度分の還付金の増によるものとなり

ます。 

      補足説明は以上になります。よろしくお願いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第５８号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２４ 議案第５９号 令和４年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号） 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第２４、議案第５９号 令和４年度吉岡町水道事業会計補正予算（第

１号）を議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第５９号 令和４年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）につ

いて提案理由を申し上げます。 

      収益的収入及び支出においては、支出、第１款水道事業費用で１１５万６，０００円の
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減額補正とするものです。 

      資本的収入及び支出第３条においては、収入、第１款資本的収入で１億６，０７０万円

の増額補正、支出、第１款資本的支出で１８万６，０００円の減額補正とし、資本的収入

額が支出額に不足する額の補塡財源についても改めさせていただくものです。 

      また、企業債においては、限度額を２億２，０７０万円に改めさせていただくものです。 

      詳細につきましては上下水道課長に説明させますので、ご審議の上、可決いただきます

ようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 大澤上下水道課長。 

              〔上下水道課長 大澤正弘君発言〕 

上下水道課長（大澤正弘君） それでは、町長の補足説明をさせていただきます。 

      水道事業会計補正予算明細書により説明をさせていただきます。 

      １３ページをお願いいたします。 

      収益的収入及び支出の支出では、１款１項営業費１目配水及び給水費１４９万円の減額

及び２目総係費３３万４，０００円の増額は、共に人事異動に伴う給料、手当、法定福利

費など、給与費の補正となります。 

      なお、配水及び給水費の動力費は、水道施設に関わる電気料金の増額でございます。 

      次に、１４ページをお願いいたします。 

      資本的収入及び支出です。収入、１款１項企業債１目企業債１億６，０７０万円の増額

は、上ノ原浄水場改修工事に伴い、当初は１年目の工事出来高分だけ借り入れることがで

きると考えておりましたが、県との協議の結果、工事の前払い相当額まで企業債を借りる

同意が得られたため、増額をするものでございます。 

      続いて、支出です。 

      １款１項１目配水設備工事費１８万６，０００円の減額は、主に給与費関係の補正とな

ります。 

      なお、戻りまして、５ページ以降には、キャッシュ・フロー計算書及び給与費明細書等

を添付しておりますので、参考にご覧いただければと思います。 

      以上、補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第５９号は、総務産業常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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日程第２５ 議案第６０号 令和４年度吉岡町下水道事業会計補正予算（第１号） 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第２５、議案第６０号 令和４年度吉岡町下水道事業会計補正予算

（第１号）を議題とします。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 議案第６０号 令和４年度吉岡町下水道事業会計補正予算（第１号）に

ついて、提案理由を申し上げます。 

      収益的収入及び支出第２条において、支出、第１款公共下水道事業費用で３５万円の減

額補正、第２款農業集落排水事業費用で２６２万１，０００円の減額補正とするものです。 

      次に、資本的収入及び支出第３条においては、支出、第１款公共下水道事業資本的支出

で７２万９，０００円の増額補正とし、資本的収入額が支出額に不足する額の補塡財源に

ついても改めさせていただくものです。 

      詳細につきましては上下水道課長に説明させますので、ご審議の上、可決いただきます

ようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 大澤上下水道課長。 

              〔上下水道課長 大澤正弘君発言〕 

上下水道課長（大澤正弘君） それでは、補足説明をさせていただきます。 

      下水道事業会計補正予算明細書により説明をさせていただきます。 

      １２ページをお願いいたします。 

      収益的収入及び支出の支出では、１款公共下水道事業費用１項２目総係費３５万円の減

額は、給料、手当、法定福利費などの給与費の補正です。 

      ２款農業集落排水事業費１項２目総係費２６４万８，０００円の減額で、主に給与費の

補正をするものです。 

      次に、１３ページをお願いいたします。 

      資本的収入及び支出の支出では、１款公共下水道事業資本的支出１項１目管渠建設改良

費７２万９，０００円の増額です。主に、人事異動に伴う給与費の補正とするものです。 

      なお、戻りまして、４ページ以降にはキャッシュ・フロー計算書及び給与費明細書等を

添付しておりますので、参考にご覧いただければと思います。 

      以上で補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 
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議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第６０号は、総務産業常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２６ 同意第１号 吉岡町教育委員会教育長の任命について 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第２６、同意第１号 吉岡町教育委員会教育長の任命についてを議題

とします。 

      この議題は、山口教育長の一身上に関わることですので、山口和良教育長を除斥といた

します。 

      山口教育長には無事終了するまで退席をお願いします。 

      それでは、暫時休憩します。 

          午後３時０７分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後３時０７分再開 

議  長（岩﨑信幸君） 会議を再開します。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 同意第１号 吉岡町教育委員会教育長の任命について、提案理由の説明

を申し上げます。 

      本案は、吉岡町教育委員会の教育長が本年９月３０日をもって任期満了となるため、次

の者を任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定に

より、議会の同意をお願いするものであります。 

      同意を求めたい教育長候補者は、現職の山口和良氏でございます。生年月日及び住所は

議案書に記載のとおりでございます。 

      同氏は、令和元年６月５日に議会の同意をいただき、同日付で教育長に任命されて以来、

その手腕を大いに発揮し、吉岡町の教育の充実、発展に貢献されており、引き続き町教育

行政の推進のためにご尽力いただきたいと考えております。 

      なお、任期は令和４年１０月１日から令和７年９月３０日までの３年となります。 

      何とぞご同意をいただきますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 
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      お諮りします。 

      ただいま議題となっております同意第１号は、吉岡町議会会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 異議なしと認めます。よって、そのとおりに決します。 

      これより討論を行います。 

      討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      同意第１号 吉岡町教育委員会教育長の任命についてを原案のとおり同意することに賛

成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（岩﨑信幸君） 起立多数です。 

      よって、同意第１号は原案のとおり同意されました。 

      山口教育長の除斥を解きます。 

      暫時休憩します。 

          午後３時１０分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後３時１０分再開 

議  長（岩﨑信幸君） 会議を再開します。 

      山口教育長に申し上げます。 

      先ほど同意第１号は、同意と決定されましたので、報告いたします。 

      ここで、山口教育長から発言の申出がありますので、これを許可します。 

      山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君登壇〕 

教 育 長（山口和良君） 町長からの任命に当たって、議員の皆様から同意をいただいたことにつき

まして、一言挨拶を申し上げます。 

      今改めてその責任の重さに身の引き締まる思いであります。 

      第６次総合計画にも「学びのまち・吉岡」ということで、教育の一層の推進を掲げてお

ります。 

      そのことに邁進をするために、日々精いっぱい頑張っていきたいと思います。 

      議員の皆様とも議論を重ね、よりよい教育行政を担っていきたいと思いますので、どう
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ぞご指導、ご鞭撻をよろしくお願いいたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２７ 同意第２号 吉岡町教育委員会委員の任命について 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第２７、同意第２号 吉岡町教育委員会委員の任命についてを議題と

します。 

      柴﨑町長より提案理由の説明を求めます。 

      柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 同意第２号 吉岡町教育委員会委員の任命について、提案理由の説明を

申し上げます。 

      本案は、吉岡町教育委員会の委員１名が令和４年９月３０日をもって任期満了となるた

め、次の者を委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第

２項の規定により、議会の同意をお願いするものであります。 

      同意を求めたい委員候補者は、萩原奈津季氏でございます。生年月日及び住所は、議案

書に記載のとおりです。 

      同氏は、高崎市の出身で、地元の小中学校を卒業後、高崎東高等学校に進学し、卒業後

は、結婚を機に家庭に入られました。その後育児をしながら販売職として従事された後、

現在は病院で受付として勤務されております。 

      また、２人目のお子さんの出産を機に吉岡町に住まわれてからは、地元でも信頼も厚く、

平成２８年度及び２９年度に駒寄自治会の地区代表と会計を務められたほか、令和２年度

には駒寄小学校２年生の学年部長を務められるなど、地域活動にも積極的に取り組まれて

おります。 

      さらに、同氏は、人格が高潔であるとともに、高校生、中学生、小学生の３人の子供を

持つ母親として教育にも熱心で、教育及び文化に関し識見を有する方であり、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律第４条第５項の規定も満たしております。 

      なお、任期は、令和４年１０月１日から令和８年９月３０日までの４年となります。 

      何とぞご同意をいただきますようお願い申し上げます。 

議  長（岩﨑信幸君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      お諮りします。 

      ただいま議題となっております同意第２号は、吉岡町議会会議規則第３７条第３項の規
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定により、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 異議なしと認めます。よって、そのとおりに決します。 

      これより討論を行います。 

      討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      同意第２号 吉岡町教育委員会委員の任命についてを原案のとおり同意することに賛成

の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（岩﨑信幸君） 起立多数です。 

      よって、同意第２号は原案のとおり同意されました。 

      以上で本日の日程が全て終了しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

散  会 

議  長（岩﨑信幸君） 本日はこれにて散会といたします。 

          午後３時１４分散会 



 - 73 -

    令和４年第３回吉岡町議会定例会会議録第２号     

令和４年９月２日（金曜日） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議事日程 第２号 

   令和４年９月２日（金曜日）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問（別紙質問表による №１～№４） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 
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出席議員（１３人） 

  １番 小 林 静 弥 君    ２番 冨 岡 栄 一 君 

  ３番 飯 塚 憲 治 君    ４番  嶋   隆 君 

  ５番 富 岡 大 志 君    ６番 金 谷 康 弘 君 

  ８番 村 越 哲 夫 君    ９番 坂 田 一 広 君 

 １０番 飯 島   衛 君   １１番 平 形   薫 君 

 １２番 山 畑 祐 男 君   １３番 小 池 春 雄 君 

 １４番 岩 﨑 信 幸 君     

欠席議員 なし 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

町 長 柴 﨑 德一郎 君  副 町 長 野 村 幸 孝 君 

教 育 長 山 口 和 良 君  総 務 課 長 髙 田 栄 二 君 

企 画 財 政 課 長 米 沢 弘 幸 君  住 民 課 長 小 林 康 弘 君 

健康子育て課長 中 島   繁 君  介 護 福 祉 課 長 永 井 勇一郎 君 

産 業 観 光 課 長 岸   一 憲 君  建 設 課 長 笹 沢 邦 男 君 

税 務 会 計 課 長 中 澤 礼 子 君  上 下 水 道 課 長 大 澤 正 弘 君 

教育委員会事務局長 髙 𣘺 淳 巳 君    

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

    事 務 局 長  福 島 良 一     主      事  岸   美 穂 
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開  議 

          午前９時３０分開議 

議  長（岩﨑信幸君） 皆さん、おはようございます。 

      ただいまの出席議員は１３名です。定足数に達していますので、本日の会議を開きます。 

      本日と月曜日の両日、一般質問を行います。 

      本日は、通告のあった７人のうち、４人の通告者の一般質問を行います。 

      ここで説明しておきます。質問と答弁を含めて、議員の持ち時間の範囲内で終了できる

ようにしてください。なお、持ち時間の残り時間が５分になったときにブザーが鳴ります。

さらに、残り時間がなくなったときにマイクの電源が切れますので、ご承知おきください。

その時点で途中であっても質問者及び答弁者は発言を打ち切るよう協力お願いします。 

      それでは、お手元に配付してあります議事日程（第２号）により会議を進めます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１ 一般質問 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１、一般質問を行います。 

      ５番富岡大志議員を指名します。富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君登壇〕 

５  番（富岡大志君） それでは、議長への通告に従い一般質問を行います。 

      まずは、地域通貨に関してです。群馬県内でも、電子地域通貨の導入を進める自治体が

増えています。その地域通貨に関してお尋ねします。 

      今、群馬県だと、みなかみ町とか邑楽町、沼田市で、導入予定だと高崎市とか太田市と

か桐生市というところで今検討が進んでいるのではないかと思いますけれども、この電子

地域通貨の先進地での取組については、資料でもお配りしましたけれども、総務産業常任

委員会が７月に西伊豆町の視察を行っています。また、内容については、昨日、視察報告

書が皆さんのお手元に行ったと思いますので、読みながらでもお聞ききいただければと思

っております。 

      この地域電子通貨に関しては、自治体が進めたいと思っている施策である、例えば地域

内消費の促進であるとか、マイナンバーカードの取得率向上、キャッシュレス決済の定着

というのは、これは町がぜひ進めたいと思っている事業だと思うんです。これを、電子地

域通貨を導入することによって、電子地域通貨という一つの事業で進めることができると

いう大変すばらしいものであると。 

      また、導入自治体では、コロナ禍での生活支援や福祉関係にも活用されているものであ

るというところで、吉岡町でもぜひ導入していただきたい。どうしたら導入できるかとい

うのをしっかり検討していただきたいと思うわけなんですけれども、そこでお尋ねします。 
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      まず、町は導入に関してどのように考えているのか、そして現在までどのような調査、

検討をしたのか。先進事例の研究はしたのかとか、例えば既に事業者が営業に来たのでは

ないかと思うんですけれども、そういう事業者からの提案の内容はどうなっているのかと

か、導入した場合の費用はどのくらいになるのかとか、そういう部分についてお答えいた

だきたいと思います。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 皆様、おはようございます。 

      今日と月曜日の２日間、７名の議員方より質問をいただきました。しっかりと答弁をさ

せていただきます。 

      トップバッター、富岡議員より、地域通貨に関してというテーマでいただきました。 

      地域通貨については、現在、県外はもとより県内市町村でも独自の地域通貨を導入して

おります。また、特定の地域やコミュニティー内でも、物やサービスとの交換のために使

用できる地域通貨は、１９９０年代後半から２０００年代前半にかけて、多くの自治体が

地域の活性化のために導入を行ってきました。 

      地域通貨は、ある目的や地域のコミュニティー内などで、法定通貨と同等の価値あるい

は全く異なる価値があるものとして発行され使用される貨幣です。発行元としては、商店

街、自治体、企業、金融機関などであります。 

      この地域通貨の導入については、以前より庁内でも議論を交わしてきた経緯があります。

県内の導入済み市町村の状況はもちろん、費用対効果、導入における地域の基盤整備の必

要性、それら全てを踏まえた上で、可能性など先進事例も含めて検討を行ってきておりま

す。 

      事業者からの提案も受けていますが、イニシャル及びランニングコストなどを勘案して、

現在、導入を見送っている状況です。 

      なお、概算費用については、企画財政課長より答弁をさせます。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 

企画財政課長（米沢弘幸君） それでは、費用面についてお答えします。 

      地域通貨を導入した場合、システムの概算費用ということで、まず初期費用として約４

００万円程度、また年間のランニングコストになりますが、こちらがおおむね４６０万円

ぐらい。それと、決済手続、手段にもよりますけれども、こちらに対しては決済金額に対

して数％程度の手数料、そのほかに地域通貨を導入するに当たってインセンティブ等を設

ける場合が多いかと思いますが、そうなるとそのインセンティブ分というようなことにな
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ります。 

      また、事業者からの提案についてですが、提案については具体的な提案というようなこ

とではなくて、導入するのであればお手伝いできますよとか、まだそういったような段階

ということになっております。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 費用対効果とか、いろいろあると思うんですけれども、例えば初期費用４

００万円というのは、年４６０万円といっても、例えばこの間、元気応援券をやったと思

うんですけれども、元気応援券の本体が１，０００万円近くかかっているわけだから、そ

ういう部分を考えたらできるのではないかという部分も思っています。 

      あと、例えば、ちょっと話が違うかもしれないけれども、じゃあ入れたとしたらどんな

メリットがあるのか。費用対効果とか、そういう面でどんなメリットがあるかについては、

まだ調査というのは行っていないんですか。例えば、指名していいですか、介護福祉課長。

介護福祉課で、例えば入れたらどうなるかということは検討したことはないんですか。例

えば、こういうことをしたらうまいこといくとか、そういうのはなかったですか。 

議  長（岩﨑信幸君） 永井介護福祉課長。 

              〔介護福祉課長 永井勇一郎君発言〕 

介護福祉課長（永井勇一郎君） 今、ご質問いただきましたので、お答えします。 

      私ども介護福祉課のほうでは、地域通貨ではありませんが、現在、町や社会福祉協議会、

それから商工会などで実施しているポイント事業、こちらをデジタル化できないかという

ことで調査研究を今年度行っております。 

      現在行っているポイント事業が、カードを配付して、そこに職員がスタンプを押すとい

う方式でやっているんですけれども、こちらをデジタル化することによって、事務局で

データの一元管理ができると。また、ＩＣカードとかスマホのアプリを活用することも可

能になります。ＩＣカードとかスマホを活用する一番のメリットは、ポイントの発行がス

ムーズに行えることだと思います。窓口まで行かなくてもポイントを加算してもらうこと

ができますし、それからスマホがあればカード自体持ち歩く必要もありません。 

      また、ほかにもポイント事業の情報発信ですとか、あと事業に参加するための予約、そ

れから参加された方の事業に参加してどうでしたかというようなアンケート、そういった

機能を併せ持つシステムなんかも現在開発されております。 

      私どものほうでは、いろいろなそういったシステムを持っている業者さんに今話を聞い

ている段階なんですけれども、富岡議員がおっしゃるように、ＩＣカードに電子マネーの

機能をつければ、地域通貨のようにカードに現金をチャージして町内の加盟店で買物をす
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るということも可能になります。地域消費が喚起されますし、落ち込んだ消費の回復です

とか、地域経済の活性化にもつながるのではないかというふうには考えております。 

      現時点ではそういった形で事業提案を受けている段階なんですが、もしこのシステムが

全ての人にとって使いやすい、また低コストで導入できるものであれば、事業化に向けて

私ども介護福祉課だけでなく、全庁的な取組の検討を進めていきたいというふうに考えて

おります。 

議  長（岩﨑信幸君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 例えば町の健康づくり事業とか、ボランティア活動とか、自治体で実施す

るその他の分野への取組への参加のインセンティブです。今のお話はそうだと思うんです

けれども、そういうものとして活用することで、自治体の事業への住民参加と地域内消費

の循環を促す環境づくりに、これを電子通貨にしたら寄与できるのではないかと、課長の

答弁に対して私は思うわけなんです。 

      やはり今回、新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金、これが結構出ている

ので、こういうのを充当して活用していくというのも考えていただきたいと思うところで

す。 

      次、行きます。 

      導入における問題点です。先ほど、費用対効果とか、いろいろ出てきましたけれども、

それをもうちょっと詳しくお聞かせいただきたいと思います。どういうものが考えられて

いくのでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 

企画財政課長（米沢弘幸君） 現在想定される問題点ですが、地域通貨の発展を阻害する原因にもな

ってくるのが、導入を行った経営母体に対する負担で、地域通貨を発行し適切に管理運営

するには相応の手間とコストがかかります。以前も多くの団体が導入を行いましたが、

ブームを過ぎると使う人が減ったことで通貨の価値が下がり、負担だけが残るというよう

な事例が少なくありませんでした。そのため、導入には慎重かつ念入りな事業計画が必要

だと考えております。 

      地域通貨の導入とともに、通貨を使用できる商店等の存在があります。この点について

は、町全体が地域通貨の恩恵を受けられる基盤整備も必要不可欠であり、合意形成が重要

な課題となってくると考えております。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 
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５  番（富岡大志君） そういう問題点があるということですね。例えば合意形成とか、そういう

ところですけれども、例えば地域通貨にすることによって中小企業への補助はどうなるの

かという部分は、これまた住民の利便性と考えたら別問題なのかと思いますし、あとぜひ

その問題点についてほかではどう解決しているのか。例えば、西伊豆町に行ったら、この

資料の中でも難しい状況も書いていますけれども、それを回避させるためにいろいろな取

組が行われているので、そういうところもきちんと調査した上で、今後どうしていくかと

いうのを進めて考えていただければと思うんです。 

      それと、マイナポイントとさっき言いましたけれども、今回もう少し早く情報を仕入れ

て、今マイナポイント第２弾というのが行われているわけですけれども、これを利用して

いけば、これでキャンペーンを打てば、マイナンバーカードの交付率というのが期待でき

たのではないかと思うんです。今からでも間に合うと思いますし、先ほど自治体母体の負

担というのもありますけれども、いろいろな補助金も活用しながら、そういうものも可能

なのではないだろうかと思うところなので、ぜひこのチャンスを逃すことなく進めていた

だきたいと考えているところですけれども、町としてはどのようにお考えでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 

企画財政課長（米沢弘幸君） 議員おっしゃるとおり、マイナポイントの第２弾に合わせて、マイナ

ンバーカードの取得率向上と地域通貨の利用促進を並行して行っている市町村があります。

例えば、とある町では、マイナポイントに地域通貨分を上乗せして交付して、マイナン

バーカードの取得率の向上を図ったり、かつ地域通貨が配られるわけですから地域経済の

発展、そういったところに活用しているところもあるということになります。 

      今回のマイナポイントの第２弾については、期間的なものがありまして、町がこれから

地域通貨を導入しても間に合わないようなことになりますので、この辺については今後、

国のほうも何か施策をするかどうかちょっと分かりませんけれども、こういった中で、そ

のとき町の状況がどうなっているか分かりませんけれども、そのときに使えるようなツー

ルであれば、そういった議員ご指摘のようなことも考えられるかなというふうには思いま

す。 

議  長（岩﨑信幸君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） ちょっと厳しいことを言わせていただきますけれども、これは私が提案す

る以前に、もう既にこういう情報は出回っているはずだし、多分そういう事業者から、あ

りますけれどもどうですかと来ていると思うんですよね。そういう中で、検討が進んでい

ない中で、今から始めてもやはり第２弾にも間に合いそうもないと。そうすると、以前、
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私たちは悔しい思いをしている事業が幾つかあると思うんですけれども、特にふるさと納

税、これも大幅に出遅れて、今一生懸命取り戻してはいるけれども、近隣の町村とかを見

てくださいよ。全然比べ物にならない。例えば、地方創生加速化交付金、ご存じですよね。

小倉乾燥芋でやったけれども、これも最初やらなかった。それで、議会等で批判されてや

り始めた。 

      このように、他の自治体で取組が進んできてから、もうすごく出遅れ感が強い中で、こ

う言ったら失礼かもしれないですけれども、仕方なく始めてしまったんじゃないかなとい

う印象が強く残る中で、今回のこれも始めていくのではなく、例えば県内で、高崎市も、

太田市も、桐生市も考えているわけですよ。そのうちどんどんほかでは、前橋市が考えま

す、渋川市が考えます、榛東村が考えます、しようがないから吉岡町もやるかと言っても、

そのときになったら出遅れ感どころじゃないわけですよ。そういうふうじゃなくて、早期

に導入して、その中でどのようなメリットを得ていけるのかというのをやはりここでは真

剣に考えていただきたい。これから検討する上でもしっかりそういう部分を考えていただ

きたいと思うんですけれども、町長いかがでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 今、富岡議員のご指摘、もっともなところでございます。しっかりと調

査研究の下、乗り遅れることなく取り組めるよう前向きに検討していきたいと思います。 

議  長（岩﨑信幸君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 町長も議員のとき同じところで不満があったと思うんです。ふるさと納税

の話も、地方創生交付金の申請の出遅れのときに。それで、今回もあのときやっておけば

よかったと思われないように、再び思われることがないように、そういう面で町民ががっ

かりすることがないようにしていただきたいと思います。 

      次、行かせていただきます。 

      教育関係の課題というところで、いじめ防止に関してお尋ねしていきます。 

      一つ一つ事例を挙げませんけれども、全国的にいじめに関する報道が絶えません。群馬

県内でも大きな問題になっているのは皆さんもご存じのことと思います。学校内でのいじ

めが、これが完全になくなるというのは、残念ながら非常に難しいかもしれないんですけ

れども、いじめの予防とか、早期発見とか、適切な事案対処によって、いじめによる被害

は抑えられるんじゃないかと思います。 

      そこで重要なのは、いじめ防止推進法と、それを基にした国の基本方針についての学校

現場への理解が浸透し、そこで義務づけられた具体的措置が適正に行われることであり、
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町の小中学校においては、この法や国の基本方針を基に町の基本方針を策定し、その理解

の浸透を進めることが効果的であると考えています。 

      そこでお尋ねするんですけれども、まず吉岡町としてのいじめ防止基本方針はどのよう

な内容であるのか。その方針について、教職員への理解の浸透はどのように考えているの

か。また、どうしてこういうような、あるのかないのかみたいな質問をしたかというと、

各小中学校の基本方針というのはインターネット上で調べて見つけることができたわけで

す。ですけれども、町の基本方針に関しては、いろいろ探しても見つからなかった、公表

されていなかったみたいなんです。それで、小中学生の保護者として、自分の子供がいじ

めに遭わないように町がどのように取り組んでいるのか、いじめに遭ったときに町がどう

対応することになっているのかと、そういった町の方針が全然分からないのはやっぱりよ

くないと思うんです。 

      児童生徒の保護者としても、分かりやすい形で公表していただきたいと考えるわけです

けれども、この３つに関して教育長はどのようにお考えなのか、併せてお答えを求めたい

と思います。 

議  長（岩﨑信幸君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君登壇〕 

教 育 長（山口和良君） ただいま富岡議員から、吉岡町のいじめ防止基本方針についてのご質問を

いただきました。 

      いじめ防止対策推進法の第１２条では、国のいじめ防止基本方針を参酌し、地域の実情

に応じ、地方公共団体、ここでは吉岡町ということになりますが、地方公共団体における

いじめ防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進するための基本的な方針を定めるよ

う努めるものとするとあります。いわゆる努力義務となっておりますが、吉岡町教育委員

会では、平成２７年６月に吉岡町いじめ防止基本方針を定めており、その内容はいじめ防

止等のための対策の基本的方向に関すること、またいじめ防止等のための対策の内容に関

することなどから成っており、文部科学省及び群馬県教育委員会の当時のいじめ防止基本

方針を参酌して作成されたものと捉えております。 

      教職員への理解の浸透についてですが、教職員は自校のいじめ防止基本方針を念頭に、

いじめの予防、認知、対応に当たっております。町の方針については、学校のいじめ防止

基本方針を策定したり、見直したりする際に参照することで、理解していると考えており

ます。 

      町のいじめ防止基本方針については、議員ご指摘のとおり一般に公開しておりませんで

した。理解の促進は十分かということになれば、不十分であるということであり、町の方

針が分からないというご指摘は真摯に受け止めたいと考えます。 
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      今定例議会において、いじめ防止等のための組織に関する条例を上程させていただいて

おります。本条例が可決されましたところで、教育委員会において関連規則の制定を行い、

その後、町のいじめ防止基本方針の見直し作業を適切に行い、教育委員会ホームページに

て公開し、町民や保護者の皆様への理解の浸透を図っていきたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 今、各校の基本方針ということなんですけれども、これを見てみると、駒

小が２ページ、明小が４ページ、Ａ４判、吉中だと１２ページで、差があって、ちょっと

統一感がない、ばらばらなんじゃないかと。例えば、発達障害を含む障害のある生徒に関

わるいじめというのは、これはすごく配慮していただきたいと思うところですけれども、

これは吉中でしか出てきていないんです。とすると、町の基本方針を基に作成しています

とか言いながら、では網羅しているのか、そういう形で対応できるのかと考えたら、どう

かと思うんです。なので、こういう部分を統一して、より詳細に定めたほうがいいんじゃ

ないかと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） 議員ご指摘のとおり、学校の基本方針の記述量等に差異があることは承知

しております。学校で実際に行われているいじめ防止や発生時の対応について、学校ごと

の違いはないと認識しておりますが、ご指摘のとおり記載内容やページ数に差異があると

いうことは、３校しかない吉岡町の小中学校の取組がばらばらなのではないかという危惧

を抱くことにつながる可能性があるということについては否定できません。 

      先ほども申し上げました町のいじめ防止基本方針の見直しを行った後、各学校のいじめ

防止基本方針についても教育委員会職員が助言し、町立学校としていじめ防止等に同一歩

調で取り組んでいることが分かるものになるよう、今年度中に改定するよう学校と共に取

り組んでいきたいと考えます。 

議  長（岩﨑信幸君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 先ほど教育長のおっしゃることは、もちろんそうしていただきたいと思う

んですけれども、例えば今まで方針ができていた、今まで浸透していたというはずの学校

とかで、いじめが起き、先生が抱え込みをし、うちの教育委員会ではないと信じています

けれども、学校や教育委員会が隠蔽するように見える、もしくはしていたのではないかと

疑われる事案がたくさん出ているわけです。そんな中で、やはりきちんと統一したものを

整備していっていただきたい。 
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      今、進めていただけるということでいいんですけれども、私が保護者として見ると、町

の基本方針が非公表で、先ほどおっしゃいましたとおり基本方針がばらばらだと、これで

吉岡町の学校現場に法や国の基本方針への理解が浸透していくのかと。例えば、現場がい

じめ対策推進に適正に向き合っていけるのかとか、そういう住民からの疑問を持たれるこ

とになりかねないと。そうならないためにも、今回改定作業を進められるということで、

しっかりガイドラインの見直し、バージョンアップ、そして公表となるように進めていた

だければと思います。 

      次に、今お話しされた、今回本定例会で吉岡町いじめ防止等のための組織に関する条例

というのが提案されているわけですけれども、こちらに関連して２つほどお尋ねしたいと

思います。 

      いじめ防止対策推進法では、いじめにより被害児童が不登校になる場合も重大事態であ

るということになっています。ですけれども、これは一見いじめが原因と見られない不登

校のケース、不登校の児童生徒が出てくる中で、一見いじめが原因と見られない中でも、

実は学校以外のところがアンケートを取ってみたりすると、不登校となった理由がいじめ

であったという話も聞いています。なので、そういう可能性が少なくないと考えられるわ

けなんです。 

      そういうところから、児童生徒及び保護者に対しては、不登校の原因がいじめだったの

ではないかという可能性を踏まえた対応を行うことが必要なのではないかというふうに考

えますけれども、こちらに関してはどのようにお考えでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 各学校におきましては、不登校の児童生徒につきまして、その

児童生徒及び保護者の気持ちに寄り添い適切に対応しているものと考えております。その

中で、人間関係が要因で学校に気持ちが向かなくなる児童生徒がいることも想定されます。

人間関係を要因とした不登校の中で、いじめが本人の不登校の主たる要因であるかどうか

は、該当する児童生徒、保護者との関わりの中で、丁寧かつ慎重に聞き取りを行って、必

要によっては重大事態として報告・調査を行っていくことが必要かと、その辺の判断もし

ていきたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 分かりました。 

      では、次です。不登校の児童生徒、これは３０日以上の欠席の場合不登校であると。い

じめが原因の場合は重大事態になるというところなんですけれども、いじめ対策推進法第
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２８条の相当な期間なんですけれども、そういうふうな目安にはされていますけれども、

いじめを原因として児童生徒が一定期間連続して欠席しているような場合には、この目安

にかかわらず、やはり丁寧に調査していただきたいと思うわけですけれども、こちらにつ

いてはいかがでしょう。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 議員おっしゃるとおり、いじめによる不登校重大事態の定義は、

欠席日数が年間３０日以上であることが目安とされておりますが、児童生徒、保護者から

のいじめにより重大事態に至ったという申立てがあった場合や、状況を鑑みて深刻な事態

となるおそれがある場合には、その日数にかかわらず重大事態として捉え、まずは学校、

教育委員会、その対応によっては専門委員会の調査が必要と考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 分かりました。ぜひ丁寧に慎重に進めていただければと思います。 

      次、教育のＩＣＴ化に関して、ＨｉＢＡＬＩプランに関しての質問になってきます。 

      昨日、全員協議会があって、その中で少し話が出たと思います。若干重複するかもしれ

ませんけれども、改めてそこの部分をお答えいただきたいと思いますが、現在ＨｉＢＡＬ

Ｉプラン２．１、町の独自のＩＣＴの導入プラン、活用プランということで進んでいると

ころです。ＩＣＴを活用した学びの改革に、現在さらなるブラッシュアップが行われてお

り、群馬県知事とか、群馬県議会、文教警察常任委員会の視察があるほど、県内でも吉岡

町の取組が注目されているところであります。今後も、県内だけでなく、全国に誇れるよ

うな先進事例、そして学びのまち・吉岡になっていただけますよう取組を進めていってい

ただきたいと思います。 

      そこでお尋ねしますが、まず現在、同プラン２．１を進めるに当たり、どのような課題

が現在出ているのか、こちらについてお聞かせいただきたいとともに、今後のバージョン

アップ３．０という構想が、ホームページ上でも３．０というものが出ているんですけれ

ども、実際どのような構想をお持ちなのかについて、説明いただきたいと思います。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 現在、ＨｉＢＡＬＩプラン２．１を進めるに当たり、課題は次

のようなことが挙げられます。 

      １つ目は、貸与している端末の恒久的供給についてでございます。今後、端末の経年劣

化が進み、児童生徒に持続可能な方法で端末を切れ目なく利用できるようにしなければな
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らないと考えております。 

      ２つ目は、ＩＣＴ支援に係る人材の確保についてです。各校のＩＣＴ活用が進む中、担

当者の負担も増えているのが現状でございます。町で採用している支援員１人体制では、

授業支援に十分に手が回らない状況も見られます。今後のバージョンアップの構想ですが、

県教育委員会が目指す教育イノベーションが示すように、ＩＣＴを活用した個別最適な学

びと協働的な学びをより効果的に実践するため、まずは教育ビッグデータの活用環境を整

えたいと考えております。学習ログやライフログを活用した児童生徒の自立的な学習や心

身の健康管理を支援できるような仕組みづくりを構築してまいりたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） ビッグデータの利用という、かなりすごく大がかりなものになってくると

思いますが、ぜひ子供たちの学びの助けになればいいなというふうに思っているところで

す。 

      あと、端末です。端末は、ぜひ町長もよろしく県のほうに要望を続けていただいて、結

局のところは更新時期になったら、これは全部の予算がまたかかってくる、それをどうし

ようという部分が一番の問題になってくるのかと思うので、そこは要望をいろいろ続けて

いただきたいと思います。 

      １．０、２．０、２．１という形で、このプランがバージョンアップされてきているん

ですけれども、今度は３．０になっていくということなんですけれども、ということは、

それまでのプランの目標がある程度達成されているのではないかということなんですが、

そういうことでよろしいんですか。 

      それと、例えば学習支援ソフトの家庭学習での利用が、私も家庭で見ているとかなり進

んでいるようなんですけれども、その学習支援ソフトの１人当たりの利用時間がどのくら

いで、全国平均と比べてどうなのかとか、こういうデータ的な部分というのは進めていく

上で得られているのか。あとは、例えばこれはシステム会社からソフトをレンタルして使

っていると思うんですけれども、そういうシステム会社から、このデータに対してどのよ

うな評価をいただいているのか、そういう部分について説明いただきたいと思います。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） まず、目的が達成できたというところでございますが、全児童

生徒にとって全て目的が達成できたということは難しい現状でございます。今後も各児童

生徒にフォローアップ体制が取れることが、このＩＣＴ活用の利点の一つであるとも考え

られますので、組織的かつ継続的に推進していく中で、新たな構想にも取り組んでまいり



 - 86 -

たいと考えております。 

      次に、学習支援ソフトの活用状況でございますが、個人情報保護の観点から情報が限ら

れておりますが、あるアプリの月の使用率を全国比で見てみますと、５月から７月の平均

値で、全国は４６．３％、吉岡町は７８．９％となり、高い水準で全国を上回る使用率と

なっております。 

      また、別の学習支援アプリでは、５月、６月、７月、３か月で任意の１週間を抽出した

児童生徒の使用率は、全国１６．４４％、吉岡町３８．４４％と、こちらも全国を上回る

結果となっております。 

      また、ご質問のシステム会社がどのような評価をしているのかということについてです

が、今月末に当該システム会社と群馬県が共催し、教員指導力向上プロジェクトのウェブ

セミナーが県内教員や指導主事の希望者対象に実施され、その研修において、アプリの活

用が進んでいる吉岡町の小学校教員２名が講師として登壇し、学校における活用事例を紹

介してほしいとの依頼が来ております。この事実は、システム会社の吉岡町に対する評価

の一つと見てとれると考えております。 

      今後も、会社提供の情報等も参考にしながら、ＨｉＢＡＬＩプランを推進していければ

と考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 結構な利用率になって、ここはかなり教育長、目的としたところが達成さ

れているのかなと。家庭学習で広めていって、子供の学力向上、あとはテキスト、問題集

とかを買わなくても済むような形で進めていきたいというお考えがあったと思いますけれ

ども、これは随分進んでいるのではないかと思います。 

      次、行きます。 

      小中学校で、文科省の通知もあり、置き勉というのが認められるようになっていますけ

れども、今回端末が加わったことにより、さらになんですけれども、その一方で重さが増

えて、現在、量ってみたら中学生の持ち物、１年生とか、かなり大きいリュックみたいな

ものを背負っているわけですが、これは水筒を入れずに１０キログラム近くあるんです。

登下校時の安全面ではもちろん、子供の体への負担にも配慮した改善をぜひ進めていただ

きたいと考えます。 

      特に、ある程度以上は荷物は減らないと。でも、端末は絶対持ち帰って家庭で使わなき

ゃいけないと。そういう中でやっぱり考えていただきたいのは、デジタル教材です。教科

書の導入というのをぜひ積極的に進めていただきたい。そういう部分で、先進的な取組を

進めていただきたいと考えるんですけれども、こちらについて教育長はどのようなお考え
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をお持ちですか。 

議  長（岩﨑信幸君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） 子供たちの荷物の重さについては、定例の教育委員会の中でも議論をされ

ておりまして、引き続き課題解決のためにいろいろ考えていきたいと思います。 

      デジタル教科書についてということでご質問をいただきましたけれども、先月末に中央

教育審議会の作業部会が、小中学校ともまずは英語でデジタル教科書の導入を進めるとい

う提言がなされたという報道がありました。 

      吉岡町におきましては、学習者用デジタル教科書に関しましては、既に導入を始めてい

る教科もあり、各学校で活用を進めながら、長所短所、この辺を見極めているところでご

ざいます。子供たちにとって、主体的、対話的で深い学びにつながるのか、課題と成果を

しっかり見極めるとともに、国や県の動向も注視しながら、学習者用のデジタル教科書の

導入を着実に進めていきたいと考えているところです。 

議  長（岩﨑信幸君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 積極的かつ速やかに進めていただければと思うところであります。 

      次、この間、６月２６日、２７日頃に、ニュースや新聞で取り上げられたのでご存じの

方も多いと思います。生徒指導提要が１２年ぶりに改訂されていくというところで、これ

は何かというと、現在ブラック校則というのが社会問題になっていて、積極的な見直しへ

の取組が求められ、進められている中で、こういう形で改訂も行われていくわけなんです

けれども、この校則見直しに関しては、経済産業省で未来の教室の実証事業として採択さ

れているルールメイキングという取組があります。 

      吉岡中学校においては、ＨｉＢＡＬＩプランを進める中で、ＩＣＴを活用しながら、こ

の取組が実践されるよう支援していただきたいと考えるわけですけれども、こちらについ

て教育委員会としてどのような見解にあるんでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 校則の見直しにつきましては、各校の校則や決まりがつくられ

た時代と今の時代との社会情勢や求められる教育、また考え方も変化していると考えてお

ります。 

      また、文部科学省は、先ほど議員おっしゃいましたとおり、有識者会議が取りまとめた

学校の生徒指導の手引となる生徒指導提要の改訂案を示しました。この生徒指導提要は、

全国の小中高などの学校が生徒指導を進める上での基本となる指針として重要なものであ
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ります。 

      今回の改訂作業では、理不尽な校則は学校が見直す努力が必要との委員の指摘等から、

児童や生徒が校則の見直しに参加することに教育的意義があるとしております。 

      議員おっしゃる経済産業省の「未来の教室」実証実験のように、ＩＣＴを活用して多様

な意見に触れることは、子供たちの視野を広げる学びの場であると捉えております。また、

県内のＮＰＯ法人でも同様の場づくりを学校に働きかけ、子供たち主体の学校づくり、あ

るいはルールづくりを支援している団体もあります。 

      校則の内容の見直しは、最終的には校長の権限ですが、今後、他機関との連携も視野に

多様な考え方で子供たちの自立を促すような支援をどのように行っていけるのか、教育委

員会としても検討していきたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 細かいところまで言わないんですけれども、吉岡中学校でも、ちょっと合

理性がないのかな、ブラック校則なのかと思われるものが存在していると私は思っていま

す。このようなものが在籍する生徒の意見で変わっていくこと、そこでＩＣＴが利用され

ていく中で変わっていくことを期待したいと思っております。 

      あともう一つ、ちょうど１年前に同趣旨の質問をしております。ＨｉＢＡＬＩプランの

現在２．１で一部は実践されることになっているはずなんですけれども、端末によるＧラ

イフログでの自己診断とか、あとそれ以外にいじめに関するアンケートの実施、またヤン

グケアラーとか、教職員の行き過ぎた指導などに関するアンケート調査も実施していただ

きたいというふうに考えるわけなんですけれども、こちらに関する現在の取組と今後の方

針について説明を求めます。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 端末による心の自己診断やいじめに関するアンケートの実施状

況についてでございますが、心の自己診断は、町内児童生徒が毎日、そのときの心の状態

や健康状態を視覚的に分かりやすいように端末で答えられるようにしております。いじめ

に関するアンケートにつきましては、各校の内容や発達段階を鑑み、紙面による実施と端

末による実施をしております。 

      ヤングケアラーに関するアンケートにつきましては、６月に社会福祉士及び精神保健福

祉士の資格を持つ専門家から、児童生徒にヤングケアラーについて説明した後にアンケー

トを実施いたしました。アンケートの結果から、今後の対応や教職員の児童生徒に対しま

して、多角的、多面的な視野で指導支援ができるように、教育委員会としても各校との共
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通理解を図ってまいりたいと考えております。 

      なお、教師の行き過ぎた指導についてですが、まずは現在実施しているアンケート、そ

ちらの記述などから、児童生徒の心の自己診断やいじめに関する悩み事などと併せまして

丁寧に観察していきたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 一番最後の答弁なんですけれども、全国的に今問題になっているのは皆さ

んご存じだと思うんです。こういう児童と教師間で起こる問題というのは、教職員が優位

な立場になりやすいのではないかと思います。なので、なかなか表面化しにくいのではな

いかと思いますので、十分な配慮をいただきたい。それで、児童生徒がこういうところの

悩み事について、抵抗することなく申し出ることができるように配慮していただくよう強

く求めたいと思います。 

      教育関係は以上にしまして、次に交通安全対策なんですけれども、皆さんご存じのとお

り商業進出が続く中で、大松交差点付近に新たな開発案件が出ているんですけれども、出

店後には交通量も時間帯より大幅に増えると考えられ、子供たちへの交通安全対策が求め

られるわけです。 

      そこでお尋ねしますが、まず下校時に自動車が大量に進入してくると予想される通学路

とか、人身事故が起こって安全面で問題視されている交差点への対策に対して、町はどの

ように考えているのか。そして、これらに関して県や警察の協議をどのように進めている

のか、説明いただきたいと思います。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 児童への交通安全対策について、現在、大久保大松交差点付近では、県

道前橋伊香保線吉岡バイパス西側で、上毛新聞ＴＲ住宅展示場が開業しており、株式会社

ツルヤ、株式会社ジョイフル本田、ヤマダ電機株式会社などの大規模店の出店が、今年の

秋から来年春にかけて予定されております。 

      また、吉岡バイパス東側においても、株式会社カワチ薬品やネッツトヨタ群馬株式会社

が大幅な店舗等の拡大を計画しており、周辺地域では車両増加による交通環境の激変が予

想されており、生活道路や通学路の安全性の確保が急務となっております。 

      安全対策の考え方及び並びに関係機関との協議については、建設課長に答弁をさせます。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 大型商業施設進出により、大久保地区では交通量の増加によります周辺環



 - 90 -

境の激変が懸念されております。特に、大久保、寺下・寺上地区の多くの児童が利用しま

す県道南新井前橋線、大松交差点の東付近、さくら歯科医院手前、大久保１４４９の４番

地交差点は、左折車両に起因する事故が度々発生しておるところでございます。 

      令和４年３月１８日に、渋川警察署交通課や吉岡町交番、教育委員会学校部局と意見交

換会を実施しておりますが、交差点を南北に走ります町道金竹西・田端線は、当時の数字

にはなりますけれども、学童１０２名余りが利用する通学路でございます。 

      大型商業施設の集積により、渋滞時には幹線道路の抜け道として今後も交通量の増加が

予想され、中央分離帯を設置して車両進入の抑制をすることが望ましいとの見解をいただ

いております。 

      町では、関係機関でございます土地利用対策委員会や土地開発審議会との協議を行い、

歯科医院手前交差点での右折車両進入を抑制するため、中央分離帯の設置について、要望

書を令和４年４月１９日付で渋川土木事務所長及び渋川警察署長宛てに提出をしておりま

す。要望書の提出につきましては、関係機関等のご意見を基に、児童の安全確保を優先す

るため町の判断で提出しておりますけれども、当該交差点の中央分離帯設置を含めました

周辺道路の安全対策につきましては、今後、地元の皆様と協議を設け進めてまいりたいと

考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） それともう一つ気になっているところ、人身事故が起こっている部分につ

いては、ないんですか。なさそうですね。では、次に行きます。 

      駒寄小学校付近の安全対策という部分についてお聞きしますが、進んでいるはずなんで

すが、確認のため、現在の進行状況を説明していただくとともに、ここが大事なんですけ

れども、大型車の交通量調査や県警との協議はどうなっているのかについて、説明いただ

きたいと思います。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 駒寄小学校付近の交通安全対策でございますけれども、今年度につきまし

ては、交差点ガードパイプの設置を行っております。 

      大型車の交通量調査に関しましては、大久保地内の交差点３か所の交通量調査を実施し、

本年度、現状把握を行っております。 

      調査地点につきましては、漆原総社線の起点となります漆原の原田橋交差点から漆原桑

原整形外科西の丁字路、大久保吉岡バイパス中島交差点を結ぶ３か所で交通量調査を行っ

ております。調査経路は、町道宮田大藪線から駒寄小学校交差点を経由し、町道駒小半田



 - 91 -

線を通過するルートになります。 

      調査日は、令和４年５月１９日午前７時から午後７時までの１２時間実施しております

ので、調査結果について申し上げます。まず、１７号バイパス等から駒寄小学校前を通過

します車両２，１９１台、うち大型車につきましては１８７台。次に、駒寄小学校前から

１７号バイパス等へ向かう車両２，１５５台、うち大型車につきましては１８７台で、大

型車の混入率は８．６１％でございました。 

      この交通量調査の結果につきましては、都市計画道路漆原総社線の交通量を予測し、道

路整備の設計や効果等の検証をするための資料で、工事の設計仕様や詳細設計に生かすた

めに実施したものでございます。検証結果からは、漆原総社線の整備により、駒寄小学校

周辺の車両進入は、大型車を含め減少し、交通環境は改善されるものと推測されます。 

      また、集計しました結果につきましては、今後実施します合同点検などでの危険箇所の

改善策にも活用してまいりたいと考えております。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） いろいろな方の意見とか、いろいろなやり方があるかもしれないですけれ

ども、子供の命が最優先であるという形で進めていただきたいと思います。どのような安

全策を取るかというのは、その中でいろいろ考えて、どれが一番いいのかという部分につ

いて、費用対効果、いろいろあると思いますので、そういうところを検討しながら進めて

いただければと思っております。 

      次、最後に自治体間連携、交流に関してお尋ねしていきます。 

      ＩＣＴの進化とか、高速道路とかの整備により、近隣県内市町村だけでなく、遠隔地と

の提携・交流が容易になってきています。それぞれの持っている情報や取組を共有し、そ

れぞれの関係人口を創出、拡大し、地域の活性化や地域の課題解決につなげていくことが

できる自治体間連携、交流に関しては、もちろん大樹町との関係の強化をしっかり進めて

いただくとともに、その拡大に向けて、今後さらに積極的に取り組んでいただきたいと考

え、お尋ねするものであります。 

      まず最初に、現在唯一の友好都市であり、友好都市連携協定１０周年を迎えた大樹町に

関しては、今申し上げましたとおり、より深く幅広い交流、連携となるよう、関係構築の

強化に努めていただきたいと考えますが、町長及び教育長はどのような見解にあるのか。 

      そして、友好都市提携は、できれば複数自治体間と進めていただきたいと思います。現

在これについてはどのように取り組んでいるのか。また、今後どのように進めていくのか。 

      最後に３つ目、これは以前にもお尋ねしていますが、友好都市連携と併せて災害時相互

応援協定、災害があったときに助けに行きますよという協定です。お互いに自分の自治体
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が災害に遭ったときに支援をし合いましょうという協定なんですけれども、これに関して

も、もっと積極的に進めたらどうかと。 

      以上、以前にお尋ねしたものについては改めてということになりますけれども、併せて

お答えを求めます。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 平成２３年に北海道の大樹町と友好都市になって、早いもので１０年が

過ぎました。今年８月、町長として初めて清流まつりを訪問したときに、改めて１０周年

記念行事としてイベントを開催させていただきました。ここに至るまでの過程には、ここ

にいらっしゃいます議員皆様をはじめ、多くの関係者による並々ならぬご苦労とご協力が

あってのことと深く感謝しております。 

      大樹町とは、この１０年間という長い年月で培ってきたものを大事にしつつ、今後も揺

るぎない信頼関係の下、両町にとって意義のある事業を引き続き推進していきたいと考え

ております。 

      現在の友好都市は、北海道ということもあり、議員ご指摘のとおり、住民の方々が交流

を深めるにはなかなか難しい状況であることは否めません。その反面、平成２５年度から

行われている吉岡町・大樹町子ども交流事業では、子供たちが北海道の大自然の中で、日

常では味わえない多くの感動を経験しております。これは、裏を返せば容易に伺うことが

できない場所を訪れるということによる効果も少なからずあると同時に、遠い北海道とい

う場所で同学年の友達が共に頑張っていることに気づかされる貴重な体験でもあると推察

できます。 

      そのため、大樹町との親交は今後もさらに深めつつ、２つ目の友好都市について、住民

の方々が関係性を持てる地理的な条件も含めて検討していくべきでありますが、相手あっ

ての友好都市でもありますので、その点を踏まえつつ進めていければと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） 町長からの答弁とちょっと重複する部分がございますけれども、平成２５

年度から実施しております大樹町子ども交流事業ですが、残念ながらこの３年間、新型コ

ロナウイルスの影響により中止となってしまいました。 

      しかし、令和元年度までの間に２００人以上の吉岡町の子供たちが、北海道という大自

然と触れ合い、大樹町の子供たちとの交流を深めてまいりました。 

      そんな折、先月の８月７日に柴﨑町長が、友好都市連携協定１０周年記念で大樹町を訪

れた際、大樹町の町長、教育長とＩＣＴを活用した教員同士の交流や事業等の交流をする
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ことについて、こちらから提案を持ちかけ合意に至りました。 

      今後は、現在の子ども交流事業に加え、ＩＣＴを活用し、大樹町と吉岡町でグーグル

ワークスペースを連携させて、教員同士の教材の共有、また学校同士のリモート交流を

日々の授業で実施できるように進め、さらなる関係構築の強化とともに、子供の学力、ひ

いては生きる力の育成に努めていきたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 災害時応援協定の関係ですけれども、大樹町との関係につきましては、協

定締結前の東日本大震災時に遡ることができます。地震発生直後、大樹町からの依頼によ

る連携先である相馬市のほうへの食料援助を実施いたしました。それ以降、災害時におい

ては互いに連絡を取りながら支援等を行ってきました。 

      議員ご質問の友好都市連携協定と併せて災害時の応援協定を積極的に進めてはどうかと

いう点でございますが、ご指摘のとおり、今までの経過も踏まえながら、より幅広い分野

での関係構築に努めながら、災害協定の締結についても検討をしていきたいと考えており

ます。 

議  長（岩﨑信幸君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 幾つか質問したかったんですが、時間が足りないのではしょっていきたい

と思いますが、友好都市もそうなんですけれども、災害時相互応援協定についても、でき

るだけ多くの市町村と提携していただきたいというふうに思いますけれどもいかがでしょ

うか。 

      あと、あわせて友好都市の災害応援協定もそれぞれの候補地を、これからできれば増や

していただきたいと考えるわけですけれども、例えば今回、総務産業常任会で、７月に西

伊豆町、松崎町に、西伊豆町は先ほどお話に出てきたところですけれども、視察に行った

んですけれども、例えばそのような何らかのきっかけを基にスタートしていくのも一つの

方法ではないかと。今、いろいろ大樹町との交流を基に進めている部分もあると思うんだ

けれども、そういういろんなきっかけを大事にして、ぜひ最初は連絡協議会みたいなもの

を、まずお互いの職員間交流から始めていくとか、いろいろ考えていけるんじゃないかと

思うんですけれども、いかがでしょうか。 

      また、今回、チャレンジデーで鹿角市と交流があったと思うんですけれども、これも一

つ大きなチャンスだと思うんです。こういうきっかけを通じて交流を広めていただければ

と思うんですけれども、こちらについてはどのようにお考えでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙田総務課長。 
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              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 他市町村との災害時の応援協定の締結についてでございますが、県外ので

きるだけ多くの市町村との連携を行うことができれば、有事の際の大きな助けになると考

えております。また、そういったところで研修等を積めればよいのかなということも考え

ておるところでございます。 

      しかしながら、現状としては、県内の前橋市のみが災害時応援協定の締結先となってお

りますので、議員ご指摘のとおり、まずは日頃の交流を持つことを第一に考えながら候補

地を探ってまいりたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 

企画財政課長（米沢弘幸君） 議員ご提案のとおり、新たな友好都市提携に向けての足がかりはいろ

いろな方面から考えていく事案だとも認識しております。自治体として関係性を保ち、お

互いが将来に向けて同じ方向を向いていることはもちろん、連携していくことで町民にと

って有意義なものになることが重要だと考えております。 

      また、現在、友好都市はご承知のとおり大樹町だけなのですが、町長が大樹町や他市町

村等、訪問の際に、参加自治体の関係者と意見交換等をしておりますので、そういったと

ころも足がかりにできればというふうに考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） そういうところで、ぜひ町長のトップセールスに期待したいと思っていま

す。 

      もう一つ、子ども交流事業で、今、大樹町にお世話になって、今回中止になって非常に

残念なんですけれども、この大樹町以外にも子ども交流事業で連携自治体を複数持つべき

ではないかと。もしくは、学校の宿泊研修先として提携して、宿泊研修での提携を通じた

交流というのもぜひ検討していただきたいと考えるところですけれども、どのようにお考

えでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 子ども交流事業の連携自治体の拡大についてでございますが、

子供たちの安全・安心を確保する上で、引率者の手配と予算面だけではなく、人的面でも

考慮していかなければならないなどの課題もあり、現状では現在実施している大樹町との

子ども交流事業の充実を図ってまいりたいと考えております。 

      また、学校行事としての宿泊研修も、現在実施している修学旅行などとし、教育課程の
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編成上、現状におきましては新たな連携等は難しいと現在のところ考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 富岡議員。 

              〔５番 富岡大志君発言〕 

５  番（富岡大志君） 何かしょっぱい答弁だねというのが一つ感想なんですけれども、町長も、

子ども交流事業をもっと増やすべきじゃないかと議員のときに言っているはずなんですよ。

そう思っていたはずなんです。ところが、費用の問題とか、人材の問題とかで難しいとい

うのは、ちょっといかがなものかなと。例えば教育委員会で子供のことをやるんだからじ

ゃなくて、その部署だけじゃなくて、自治体間の住民交流ということで、役場全体で取り

組んでもいいんじゃないですか。人が足りないのなら、職員何人要るんですか。 

      そう考えていくと、そういう部分で町全体の取組として手伝ってもらう。例えば、臨海

学校とか、そういうので企画してやっていくのもいいんじゃないかと思うわけなんです。

そういう面で、役場全体でぜひしっかり考えていっていただければと思います。 

      １分近く残しましたけれども、富岡大志の一般質問をこれにて終了いたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 以上をもちまして、５番富岡大志議員の一般質問が終わりました。 

      ここで休憩を取ります。再開を１０時５０分とします。 

          午前１０時３２分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午前１０時５０分再開 

議  長（岩﨑信幸君） 会議を再開します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（岩﨑信幸君） ４番嶋 隆議員を指名します。嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君登壇〕 

４  番（嶋 隆君） 議長への通告に基づき一般質問をいたします。 

      議長への通告に基づき、一般質問をいたします。 

      １、渋川地区広域市町村圏振興整備組合の最終処分場候補地選定について。 

      （１）第５回最終処分場候補地選定委員会が７月２６日、第６回が８月５日に開催され、

同日、町長に答申書が提出されました。答申書の内容について伺います。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 令和２年１１月の第１回選定委員会から、今年８月の第６回選定委員会

までのおよそ１年９か月の間、吉岡町地内における渋川地区広域市町村圏振興整備組合最

終処分場候補地選定委員会では、現在稼働中のエコ小野上処分場の視察も含め、様々な視

点や見地からご審議いただいておりましたが、去る８月５日、委員長より、最終処分場の
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候補地を上野原地区②とする旨の答申をいただきました。 

      詳細については、住民課長に説明をさせます。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） この答申については、令和２年１１月２５日付で諮問した件につきまして、

最終処分場候補地選定委員会委員長より、吉岡町長に対して提出されたものとなります。 

      内容としましては、吉岡町地内における渋川地区広域市町村圏振興整備組合最終処分場

候補地の選定について、立地基準等により抽出した建設可能区域に対し、１次評価の面積

評価で絞り込まれた３か所の建設候補地に対する２次評価として比較評価及び審議を行っ

た結果、吉岡町地内における渋川地区広域市町村圏振興整備組合最終処分場候補地として、

上野原地区②の区域を選定したことを答申するものとなっています。 

      この上野原地区②の区域につきましては、県道水沢足門線の東側で、吉岡町道２０１号

線から２００メートル以上北側に位置する地区となります。候補地面積は３８．４７ヘク

タールで、対象地は西から東へ傾斜している山林が大部分を占め、地区内には舗装されて

いない道路が存在しております。農業用水管等の地下埋設物や近隣市町村への影響がなく、

周辺整備の可能性が高いなどの理由により、評価項目全体にわたって比較的高い点数とな

り、３か所の候補地の中では最も高い総合評価となりました。 

      なお、一部の地域では県のレッドデータリストに掲載されている植物の発見報告がされ

ていることから、十分な対応が必要としています。 

      また、比較評価の中には、候補地外周からの距離等が項目となっているものもあります

が、当該地区は３か所の候補地の中では最も面積が広く、今後検討される選定場所によっ

ては評価についての見解が変わることがあるということを申し添えるとするものとなって

おります。 

      なお、附帯意見としまして、候補地の形状が複雑なことから、具体的な区域の選定等に

ついては十分考慮することや、周辺住民への配慮についても十分考慮をとする要望が付記

されております。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） １次評価については、関係法令、規制等により、除外地域を避けて設定さ

れたわけです。そして、今回、立地基準と２次評価で３８．４７ヘクタールの場所が候補

地として決定したわけですが、ここの３８．４７ヘクタールが候補地として決定された理

由は何なんですか。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 
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              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） この候補地が決定された理由につきましては、選定委員会による評価の中

で、２０項目の評価項目を設定しまして、それぞれに対する内容をまず把握しまして、そ

れを評価に該当させた結果、そこから点数が導き出されました。その点数の大きい少ない

によって、評価項目、評価の基準、評価の順位を決定して、②番の地区が最も高くなった

というようなことでご理解いただければと思います。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 今のお話ですと、評価項目２０項目、これは誰がどのような基準でこの２

０項目を抽出したのか、伺います。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） ２次評価の中で使用された比較表の案につきましては、事務局が県の立地

基準や他市町村での資料等を参考に、専門家の意見等を聞きながら、たたき台としてまず

作成させていただきました。比較評価表案の中の評価項目や評価基準、評価内容につきま

しては、選定委員会の中で議論され決定されたものとなりますので、最終的には選定委員

会が評価したものであると捉えていただきたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） この２０項目に対して、Ａ、Ｂ、Ｃの３段階の評価が行われたわけです。

この３段階の評価そのものは誰が評価したのでしょうか、伺います。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） ３段階の評価、まず基準を設定しまして、基準についての確認を取った上

で、内容の把握と評価基準と照らし合わせた結果、その地区の評価がＡであるとか、Ｂで

あるとか、Ｃであるとか、そういったところを審査委員会の中で議論をして決められたと

いうふうに捉えていただければと思います。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 議論した結果、Ａ、Ｂ、Ｃの評価がされたのか、それとも事務局が事前に

Ａ、Ｂ、Ｃの評価をしたのか、どちらですか。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 
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住民課長（小林康弘君） 選定委員会の役員に対して提示した評価案ということの資料については、

その中には、この項目についてはこの地区はＡではないか、Ｃではないか、Ｂではないか

というようなたたき台として事務局のほうでまず入れさせたものを提示させていただいて

おります。それを選定委員会の中で議論されて、これでいいだろうということで決まった

ものというふうにご理解いただければと思います。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） そうしますと、２次評価の２０項目及びＡ、Ｂ、Ｃ３段階の評価は、事前

に事務局がつくったということでよろしいんですか。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） 事務局がたたき台としてつくって、それを審議していただいたということ

になります。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） この中で、例えば災害の危険性についてという評価項目があります。この

災害の危険性については、Ａ評価５点、Ｂ評価３点、Ｃ評価１点の中で、災害の危険性、

Ａ評価低い、Ｂ評価中ぐらい、Ｃ評価高い。災害の危険性において評価するのに、低いと

か、高いとか、ましてや中ぐらいなんて、どういうことで中ぐらいが出てきたんですか、

説明を求めます。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） 災害の危険性という項目について説明させていただきます。 

      まず、選定委員会では、これまでの立地基準などを参考に洗い出しを進めてまいりまし

たが、その中でもう既に土砂災害警戒区域等が含まれていたことから、選定委員会のほう

で最終的に洗い出した区域の中には、住民の生命や身体に危害が生じるような危険箇所は

存在していないという認識でまずおります。 

      しかし、土砂災害警戒区域に該当していないとはいえ、何らかの災害が発生する危険性

というのは残されているということでありますので、ここでは洗い出しのときよりももう

少し広く災害の危険性を評価するために、まず２次評価の中に項目を設けさせていただき

ました。 

      その際に、災害の危険性に関する評価基準をＡ、Ｂ、Ｃ、Ａを低い、Ｂを中ぐらい、Ｃ

が高いと３段階に設定したわけでございますが、ここでは災害発生の危険性が高いものを
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まずＣ、そして災害発生の危険性が低いものをＡ、災害発生の危険性が高いとも低いとも

言えないというものをＢと設定させていただきまして、これらの基準についても選定委員

会の委員のご意見を聞きながら決定したものとなっています。 

      なお、今回Ｂ、中ぐらいとされた評価場所につきましては、上野原地区②の区域であり

ましたが、ここでは災害発生の危険性は否定できないということで、中ぐらいであるとい

う評価基準に当てはめたものであり、このことにつきましても選定委員会として検討した

結果のものでありますので、ご理解いただければと考えています。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 災害発生に関して、低いとか高いとかではなく、災害の可能性があるか、

災害の可能性がないかで判断しなければおかしいと思うんです。そもそも、このたたき台

を基に委員の方々に意見を聞いたわけですが、こういう細かいことは事前にもできた中で

皆さん検討しているわけですよ。これは町が誘導しているとしか思いようがないんです。 

      今言ったように、この項目一つに関しても、低い高いではなく、危険性が少しでもあれ

ば危険性あり、なければなし、中ぐらいなんていう考えはあり得ないんです。そういう考

えを取り入れたこの２次評価は、少し偏っていると思います。 

      そして、このエリアの中に自害沢が２か所通っている場所があるんです。川が流れてい

るところをなぜ候補地に選んだのか、お伺いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） 今回、洗い出しを行った候補地として線で囲まれた区域につきましては、

この間、その選定委員会の中で、県の立地基準とか、いろんな状況を把握し、それを重ね

合わせる中で、法的な制限とか、そういったものがかかっていない場所ということで洗い

出しを行っておりました。 

      そして、自害沢は、実際に勾配を見ますと沢が生じているんですが、それについては今

回の立地基準の制約には該当しなかったということで、このたびこの囲まれた区域の中に

は、実際に自害沢の青い線が入っていますが、そちらについてはその立地基準等によって

絞り込まれた際には該当しなかったということでご理解いただければと思います。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 少なくとも川があれば危険が伴います。ましてや、地図上で見れば、自害

沢川がかかっているところは除外しても全く問題ない場所です。なぜ事前に事務局等がそ

こを除外できなかったのか。普通、エリアの中に川があれば、川は除外しますでしょう。
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いかがですか。川は除外しますか、しませんか、お伺いします。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） 川を除外するか除外しないかというご質問をいただいたのですが、今回、

ちょっと重ねて言うようですが、第３回の選定委員会まで、この評価が、吉岡町のほうで

建設可能区域ということを決めるために様々な協議を行って、例えば公共施設から何メー

トルとか、浸水区域に入っているかとか、居住区域に入っているか、そういったものによ

って建設が可能でない区域を洗い出した結果、残ったものがここの区域になっているとい

うことになっておりますので、この建設可能区域の中に、ここには沢という緑の青い線が

入っていますが、こちらについてはその対象とならなかったというふうに私は捉えており

ます。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 私は沢について質問しているんじゃないんです。自害沢川が２か所引っか

かっているわけです。それも、そこを削除しても、このエリアにとっては全く問題のない

ところです。なぜそれが初めから除外できなかったのか、それを聞いているんです。本来

おかしいと思えば、どんどん除外していくべきですよ。地図を見ると全く問題ないところ

です。それを削除しても問題ないですよ。もともと面積が、これは３８．４７ヘクタール

で大きいんですから。広域が求めているのは、全然小さいですよね。だからそういうこと

がなぜできなかったのか。１次評価とか、２次評価のものに取り過ぎて、そしてこういう

細かいことをちゃんと心得ていれば、事前にこれを除外できるわけなんですよ。ここに、

この取組の問題があると思うんです。町はこれ、真剣に取り組んでいないですよ。地図を

皆さん見たって分かると思うんです。あんなちょっと出っ張ったところに自害沢が流れて

いて、あえてそこまでエリアに入れて、それで３８．４７ヘクタールですなんて言ってい

るのではおかしいですよ。なぜそれが当初から除外できなかったのか。それは、やる気の

なさですよ。これに対する町の姿勢です。姿勢が全然できていないんです。できていれば、

当然これを除外できるわけですから。 

      今の課長がこれを決めたわけじゃない。もう質問はここで終わりますけれども、次に候

補地の土地所有者の数について伺います。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） 今回、選定委員会から吉岡町地内における渋川地区広域市町村圏振興整備

組合最終処分場の候補地として、上野原地区②の区域を選定したといただいております。
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この選定された３８．４７ヘクタールという区域に関係する地権者の状況でありますが、

この区域に関係する地権者は約１５０名、筆数にして約３３０筆となっております。 

      ただ、現段階におきましては、非常に広い面積が候補地となっているんですが、この数

字はあくまでも現時点において候補地として囲まれている区域を対象とした、町がつかん

でいる数字であります。今後、広域組合との協議の中で行われるさらなる絞り込みによっ

て、地権者数、筆数とも大幅に少なくなるということでご了解いただければと思います。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） この８月５日に答申書が出されましたが、今朝ここへ来る前に、吉岡町の

ホームページを見ました。答申書に関する記事がホームページに載っておりません。これ

は８月５日で、おおよそ２５日経過しているわけです。これは、載せるのに遅いんじゃな

いんですか、いかがですか。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） 議員ご指摘のとおり、今回８月に答申を受けまして、手続が今進んでおり

ます。私たち町としましても、この答申内容、それからその後の経過等について、なるべ

く早めにホームページに掲載しようというふうに取組を進めていたんですが、答申書を出

すに至るまでの選定委員会が２回行われていまして、そちらのほうの議事録とか、あるい

は地域の説明会の状況、そしてそういったものの精査に手間取っておりまして、現在の段

階では上げられておりません。 

      ただ、これにつきましては、もうほぼ事務手続が最終盤に入っていまして、近日中には

ホームページに上げられるような段取りになっております。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 完全な形で載せなくても、第一報的に、８月５日に答申書が出されました

と、詳細についてはまた後ほど掲載しますとか、そういう出し方もあるので、その辺は検

討して情報を早く開示するようにしてください。 

      それから、今まで質問したり、お話を伺っている中で、いま一つ候補地が決定するまで

の流れがよく分かりません。最終処分場候補地の選定の手順について、分かりやすく説明

を求めます。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） これからの具体的なスケジュールということなんですが、町では選定委員



 - 102 - 

会の答申を受けまして、８月９日付で渋川地区広域市町村圏振興整備組合に対しまして、

さらなる絞り込みの依頼を行っております。 

      現在は、実際に施工する立場から、渋川広域のほうで詳細な検討が進められているとこ

ろでありまして、９月中には、広域組合が考える、より具体的な建設候補地案が町に示さ

れる予定となっております。 

      町ではその報告を踏まえまして、最終的に町が適地と考える候補地案を決定して、その

後、速やかに上野原地区における住民説明会を開催していきたいと考えております。そし

て、１１月までの約２か月間の中で、地域の皆様からの要望書の提出とか、それに対する

町からの回答といったやり取りを行い、地域からの同意がいただければ町として最終処分

場の建設候補地を最終決定して、町議会に報告するとともに、渋川地区広域市町村圏振興

整備組合に対し正式に決定報告を町からすることになると考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 初めからいきますと、処分場候補地選定委員会ができて、そこで練られて、

選定委員会の答申書が町に出されて、そして町は広域に、ここですと出すわけですね。そ

して今度、広域は、そのエリアの中でここですと、返事が返ってくるわけですね。だから、

そういう流れが今まで分かっていないんですよ。これは、候補地選定委員会の方にもこう

いう流れの説明をされていたんですか。全くどういう手順でどういうふうに決まっていく

かということが見えていないんです。だから地元の人だって心配して、自分たちの意見も

いっぱいあるわけですよ。そういうことが、初めからこういう段取りで、こうなって、こ

うで、そしてここで皆さんの意見を伺ってそれを反映してという、そういう流れが今まで

私は分からなかったんです。 

      ところが、今までのこの流れを、今のお話も伺って、こうなのかなというふうに多少は

理解できたんですが、そこで今、一つ問題になっているのは搬入ルート。例えば、この３

８．４７ヘクタールへの候補地まで焼却場からどういうルートでここへ来るのか、それを

お伺いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） 搬入ルートにつきましては、２次評価に使用するために、渋川市の五輪平

にある渋川地区広域市町村圏振興整備組合の清掃センターからの距離や、住民生活にあま

り影響を及ぼさないルートを検討して設定しました。そのルートについては、五輪平の清

掃センターの北側の道を水沢方面に向かいまして、水沢足門線との丁字路を左折して道な

りに進み、水沢足門線からそれぞれの候補地に直接アクセスするというルートを検討しま
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した。 

      なお、現段階において候補地としている上野原地区②という区域の面積はちょっと広く、

その地域のどの辺りに最終処分場が整備されるかということについては、先ほど答弁させ

ていただいたとおり、現在、渋川広域市町村圏振興整備組合で協議をしているところでご

ざいます。 

      今後、渋川広域市町村圏振興整備組合が考える、より具体的な候補地案が町に示され、

その場所によっては、その距離や規模も変わってくる場合があるほか、候補地が決定した

後につくられてくる基本設計とか、あるいは実施設計の中で、搬入ルート等もより具体化

してくると思われます。ただ、現時点においては、先ほど説明させていただいた搬入ルー

トということで想定しているということをご理解いただければと思います。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 次に、このエリアが、一番近い家からはどれぐらいの距離にあるのか、伺

います。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） 選定委員会では、周辺地域の生活環境にできるだけ影響を及ぼさないよう、

今回の建設候補地の建設可能区域の選定の中で、県の立地基準等に基づきまして、住宅か

らの距離が１００メートル以上あることなどを条件として抽出していることから、上野原

地区②の区域につきましても、一番近い住居からの距離としては約１００メートルという

ことになっております。 

      ただ、先ほどもちょっと話させていただいたんですが、今回の候補地は区域の面積が結

構広く、今後さらに絞り込まれる場所によっては、さらに住居からの距離は離れることも

十分想定されます。 

      また、この１００メートルという距離については、建設候補地の外周線からのものであ

りますので、仮に候補地の中心部に具体的な候補地が設定されるようであれば、その分、

住宅からの距離というものは遠くなるということでご理解いただければと思います。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） ２の今後のスケジュールについては、先ほど説明いただきましたので、こ

れは省略いたします。 

      続いて、２番、林道粟籠井堤線について。 

      （１）林道の管理者はどこなのか、伺います。 
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議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 林道粟籠井堤線に関しまして、林道の管理者はとのご質問をいただきま

した。現在、町内には２つの支線を含めて６つの林道が存在しておりますが、いずれの路

線も町が管理を行っております。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 林道粟籠井堤線についての林道の土地の所有者は、全て吉岡町なのか、伺

います。 

議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） ご質問の林道の土地の所有者は誰なのかということでございますけれ

ども、林道の部分につきましては、基本的に山林部分に存在する林道については民有林の

所有者の方がそのまま所有しているという状況になっております。それ以外の地目につい

ては町のほうで買収しておりますので、土地の所有者は町ということになっております。

以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 町有林の所有者が土地の所有者と。これは何名いらっしゃるんですか。 

議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 基本的には、民有林の方は本当に数名、ちょっと人数はここで申し上

げられないんですけれども、ごく僅かの人数の方の民有林という部分になっております。

そのほかの農地等、買収した部分については、やはり複数名の土地の所有者がいらっしゃ

るという記憶はございます。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） そうしますと、この林道については、土地を買収した人、買収した土地、

それからこれは寄贈した方はいらっしゃるんですか、これについて。いかがですか。 

議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 買収したところ以外の部分について、町に寄附するという所有者の方

は１人もいらっしゃらないです。あくまで民有林の所有者がそのまま所有しているという
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状況になっております。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） そうすると、寄贈者がいないということは、町が買い取ったということで

よろしいんですね。 

議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 地目が山林以外の部分については、町が全て買収を行っております。

以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） この林道の管理方法について伺います。 

議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 林道の管理につきましては、定期的な巡回、そういうものによりまし

て、林道機能の保全の状況、あるいは進入防止用のゲートの点検等を行っている状況でご

ざいます。 

      また、台風あるいは雷雨など、悪天候後の状況などにつきましては、その都度点検を実

施している状況でございます。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） この定期的な巡回については、およそ何か月に一遍とかというのはあるん

ですか。 

議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 必ず定期にというよりも、季節によって周辺の雑草、そういう状況も

変わってきますので、その時期に応じて毎月数回行かなければならない状況もあると思い

ますし、そんなに頻繁に行かなくても状況が変わることはないかなという状況もあります

ので、ある程度の季節によって定期巡回するようにということにはなっております。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） この林道付近の木が伐採されていて、林道に放置されているのを私は確認

したことがあるんですが、町のほうはこれを確認しているかどうか、伺います。 
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議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 町でも巡回によりまして、その点検の際、林道粟籠井堤線の終端の部

分について、林道の北側の民有林の一部に倒木等が見られました。その周辺の木を伐採し

たという形跡は見られたと承知しております。 

      また、伐採により発生した枝の十数本程度が林道の脇に置かれているというような状況

についても確認をしております。 

      そのことが直ちに林道の機能維持に支障があるというような状況にはないかと思ってお

りますけれども、民有林の所有者への確認等の対応をしたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 林道の敷地内だか敷地外だか、ちょっと確認は取れていませんが、オリエ

ンテーリングで使われている誘導板のようなものを私は確認しているんです。これは町の

ほうもそういうものがあることを確認しているか、また確認しているのだったらそれはど

のようなものなのか、今後の対応について伺います。 

議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） ご質問いただいた場所については、林道の終端部、南側のことでよろ

しいのかと思いますけれども、林道粟籠井堤線の山林部分につきましては、先ほど申し上

げたとおり、町が買収、買上げを行っておりませんので、林道部分の土地についても民有

林の所有者のままとなっております。 

      現在、現地の東側、県道前橋伊香保線沿いに、はりはらの郷と名づけられましたアウト

ドアやサバイバル体験ができる場所を整備している事業者の方がおられます。林道終端部

南側の民有林の一部に若干空いたスペースがございます。木の切り株等を椅子の代わりに

配置して、森の中の空間を感じてもらえる場所としてご案内をしていることがあると、そ

のようなことも聞いております。そのスペースを示す案内板でありますというようなこと

で、お話のほうは伺っております。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 万が一、林道の中で、たき火というか、キャンプファイアというか、火を

使われたりなんかすると困るので、今後については、またその辺はよろしく確認をしてい

ただきたいと思います。 

      最後になりますが、今後の林道の方向性について、町長の見解を伺います。 
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議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 今後の方向性ということでございますけれども、今年３月、第１回定

例会でお答えをさせていただいたことと一部重複すると思いますけれども、林道粟籠井堤

線の延伸につきましては、今現在、お答えできるような実現可能な具体的な方法というの

はございません。 

      整備済みの林道につきましては、林道の機能を維持するための点検や補修整備を行いま

して、森林の保全管理に役立てられるよう継続して管理に努めていきたいというふうに考

えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 次に、３番、自治会からの要望について。 

      自治会からの要望書は、それぞれの担当課に提出してきましたが、平成２８年度に当時

の町民生活課が窓口となり、提出先が一本化になりました。現在、状況が書かれた自治会

要望一覧が数か月に１度配付されております。 

      そこで、（１）平成２８年度から令和４年３月末まで、令和３年度まで提出された要望

書の件数について、年度ごとに何件か、伺います。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 要望書の年度ごとの件数、議員がおっしゃるとおり、自治会からの要望

事項について、自治会連合会を所管する所属において取りまとめ等を行い、整理をする体

制を平成２８年度から始めさせていただきました。以降、要望事項の確認及び整理は一括

して行ってまいりましたが、道路愛護等に係るご要望を承るに当たって、担当課等へ直接

要望され相談するケース等もあると伺っております。 

      今回のご質問の件数に関しましては、調書の整理の都合上、総務課において把握してお

ります件数とさせていただきます。 

      令和４年３月末、いわゆる令和３年度までの自治会からの要望の件数でございますが、

平成２８年度が１４５件、平成２９年度が１７１件、平成３０年度が１１８件、令和元年

度が９８件、令和２年度が６９件、令和３年度は９７件となっております。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 年々、これは少なくなっているのかな。平成２８年は１４５件、平成２９

年が１７１件で、だんだん減ってきています。この年度ごとの件数のうち、未決件数につ
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いて伺います。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） ご要望の中の未解決の件数でございますが、令和３年度末時点で、平成２

８年度は３０件、平成２９年度は５４件、平成３０年度が３１件、令和元年度は３２件、

令和２年度は３９件、令和３年度が７４件となっております。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） ありがとうございます。 

      防犯灯設置や道路反射鏡設置要望等は早く解決するわけですが、未解決案件の要望内容

はどのようなものが多いか、伺います。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 未解決事案の内容でございますが、総務課のほうの部局で担当しておりま

す交通の分野においては、横断歩道や一時停止の設置など、警察に対しての上申案件が挙

げられます。この理由といたしましては、横断歩道や一時停止は公安委員会の判断で設置

されるものであるため、あくまでも町としては設置をお願いするのみの対応でございます

ので、解決までに時間を要しているところでございます。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 今のお話ですと、未解決案件については、平成２８年度は３０件。そうし

ますと、地域の要望としてこれを把握していますというのが備考欄に書いてあるんですけ

れども、６年間も続いている案件があるわけです。つまり６年間放置されているわけです。

放置という言葉はちょっとひどいかもしれませんが、解決されていないわけです。 

      こういう長い間解決されていないことに関して、町はどのように捉えておりますか。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） こちらに関しましては、建設課のほうより答弁をいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 自治会要望の関係でございますけれども、総務課で把握している部分、そ

れから道路関係につきましては、直接、建設課に持ち込まれている案件もございます。 

      この中で少し確認ということで整理をさせていただきたいと思うんですけれども、まず
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建設課関係で把握している件数につきましては、未決案件は平成２８年度が１６件、平成

２９年度につきましては３５件、平成３０年度が２３件、令和元年度２３件、令和２年度

２７件、令和３年度４０件ということでございます。 

      建設関係の要望につきましては、当然、道路関係の修繕、整備を中心に多種多様、数多

くの要望をいただいておるところでございます。具体的な要望につきましては、道路の拡

幅、それから舗装、改良整備などの比較的大きな予算を伴う要望と舗装の穴埋め、それか

ら道路側溝の部分補修や消えた外側線等の劣化補修など、小規模な修繕等、様々な要望が

寄せられております。都度、担当職員による現地調査を行っておりますけれども、未解決

案件につきまして、やはり比較的大きな予算を伴うものがどうしても多くなっております。 

      また、その中に緊急性を要しないものにつきましても、どうしても早期の対応というの

は難しい状況でございますけれども、未決案件につきましては、決して放置はしておりま

せん。現地確認の結果と照らし合わせまして、事業実施の公益性、それから財源を考慮し

た上で、地域の要望箇所として把握し、継続の検討案件としてこちらのほうで把握をして

おるところです。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） この要望書の優先順位というのがあるのかどうか、どのような基準で要望

に応えているのか、伺います。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） まず、道路、交通安全施設についてですけれども、繰り返しになるのです

けれども、要望箇所の現地を確認させていただきまして、緊急度の高さ、公益性の高さ等

を考慮した上での優先順位の決定ということでのお答えになります。具体的には、やはり

現場の判断となっております。 

      建設課については、また課長のほうからお答えします。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 建設課におきます優先基準ということですけれども、まず道路等の損傷、

不具合により、危険が確認できる箇所、それから実際に被害が発生している箇所の対応に

ついて、最優先ということでさせていただいております。 

      また、道路、それから水路、この機能維持に必要な雑草、それから側溝の土砂上げ、ま

たグレーチングなどの破損などにつきましては、予算規模にもよりますけれども、安全対

策を趣旨とするものですので、同様に早期に対処をしておるところでございます。 
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      それから、優先順位の考え方でございますけれども、比較的大きな予算を伴う要望内容

につきましては、現地の状況と、それから吉岡町の道路長寿命化計画と照らし合わせなが

ら、公益性を踏まえて事業化を検討させていただいております。この判断基準につきまし

ては、道路関係では舗装修繕の判断基準ということで、まずひび割れだとか、わだち量だ

とか、路面の状態を総合的に勘案しまして進めておるところでございます。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 次に、吉岡中学校の休日部活動の段階的な地域移行について。 

      部活動を地域に移行していくための課題を議論してきたスポーツ庁の有識者会議は、今

年５月３１日、指導者の確保策や大会の在り方などを盛り込んだ提言を取りまとめました。

提言案では、部活動の受皿として、地域のスポーツクラブや民間事業者のほか、保護者会

などを想定し、指導者の確保に向けては、資格取得や研修の実施を促し、企業やクラブ

チーム、大学と連携している例を参考にするべきだとしています。 

      また、スポーツ団などに支払う会費が保護者の大きな負担になると参加をためらうおそ

れがあり、地元企業からの寄附や経済的に困窮する家庭に対する自治体からの補助のほか、

国による支援策の実現に向け検討する必要があるとしています。 

      そして、今後の部活動の在り方については、全国大会の仕組みが、練習の長時間化や過

熱化の一因になっているとして、開催回数を適正にすべきだとしているほか、学校で教員

が指導することが前提でなくなる一方で、部活動の成績が高校入試のアピール材料になっ

ている現状を踏まえ、生徒の個性や能力を自己評価の資料などで多面的に評価することが

望ましいとしています。 

      ８月１５日付の地元紙によりますと、吉岡町教育委員会は、既存の町スポーツ少年団を

中核に移行を進めるため、検討委員会を立ち上げ、委員長に町のスポーツ協会長を選出し

たとあります。 

      運動部活動の地域移行に関する課題として、（１）休日部活動の受皿となる地域団体が

吉岡町では確保できるのか、伺います。 

議  長（岩﨑信幸君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君登壇〕 

教 育 長（山口和良君） 現在、町には吉岡中学校の部活動と同じ競技のスポーツ少年団が８団体あ

り、まずはそれらスポーツ少年団が部活動の受皿となる地域団体の候補、核となっていく

と考えています。 

      既に、吉中柔道部員は全員がスポーツ少年団の柔道団に加入しており、スムーズに地域

移行ができると考え、他の部活動に先駆けて今年度から試験的に移行を進めております。
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その他のスポーツ少年団についても、来年度からの地域移行に向けて相談を始めていると

ころです。 

      また、スポーツ少年団がない部活動につきましては、今後、町スポーツ協会専門部や登

録団体、民間事業者等と連携し、受皿を整えていければというふうに考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） スポーツ少年団というのは１２団体あるわけで、この中で８団体、もしく

は柔道部などはもうそこへ所属して活動していると。非常に進んでいる部分もありますけ

れども、例えば陸上部とか、ソフトボールというのは、事業団、スポーツ少年団にはない

わけですよね。そして、駅伝部については、吉中の部活動運動規程によると、全生徒を対

象に本人の希望や体育の授業や校内における長距離走大会の結果等を基に募集して設置す

るとあるわけです。例えば、こういう部分は今後どのようにして選んでいくのかというの

も、これは課題が残るんです。 

      先々は中学において部活動がなくなる方向で今動いているわけですよね、学校の部活動

が。だから、こういう部分も今後、陸上部というのは全国大会でも優勝していて歴史ある

部活なんです。ですから、そういうものも検討していただいて、どのようにすれば今後子

供たちのためにうまく移行できるかを考えてほしいんです。 

      その次に、地元の新聞によりますと、町スポーツ少年団の指導者ら１６人を委員に委嘱

したとあります。生徒の多様なスポーツの機会を確保するため、技術力、生徒指導力を有

する外部人材の確保ができるのか、伺います。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 吉岡町部活動地域移行検討委員会の委員に委嘱したスポーツ少

年団の代表をはじめといたしまして団の指導者は、長年にわたり子供たちの指導を行って

いるため、地域移行にご理解をいただき、協力していただきたいと考えております。加え

て、中学校部活動顧問、教職員の希望者にも、スポーツ少年団の指導に加わっていただけ

ればと考えております。 

      また、日本スポーツ少年団は、地域移行に向けて新たな指導者資格制度を整え、指導者

の研修につきましては、群馬県スポーツ少年団が群馬県スタートコーチ養成講習会などを

開催して、こちらのほうも積極的に活用するなどして、専門性や資質を有する指導者を確

保していかなければならないと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 
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４  番（嶋 隆君） 休日部活動の地域移行に伴い、地域のスポーツクラブにおける当番や費用

などの保護者負担と、指導者謝礼金やクラブ運営費の財源という課題について、町の関わ

りが必要と思われますが、どのようにお考えですか、伺います。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 民間のスポーツクラブ等では保護者負担が大きいと考え、吉岡

町では保護者負担が比較的少ないスポーツ少年団を地域部活動の受皿の核として、多くの

生徒の活動の場を確保していきたいとまずは考えております。 

      このスポーツ少年団の指導者は、指導者の謝礼金がなく、ほぼボランティアで子供たち

の指導を長年にわたり行ってくださっております。また、資格取得に関する経費も自費で

負担していただいていることから、町としては、まず指導者の資格取得や更新手続、こち

らに係る経費の補助などについて支援を行っていければと考えております。 

      今後、部活動の地域移行を進めていく上で様々な課題がございますが、ご指摘の費用、

お金などの面、こちらにつきましても町といたしましてどのような支援、取組ができるの

かを検討してまいりたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） これは全国的に大きな変化であり、国や県の支援が不可欠だと思います。

町長には、県内の市町村と一緒に強く県や国への働きをしていただきたいと思います。 

      次に、中体連、中学校体育連盟は、今年６月３日の理事会で、令和５年度以降の全中、

全国中学校体育大会へ、中学校単位だけでなく、中体連が認定した地域のスポーツクラブ

も参加できることを正式に決定いたしました。 

      そこで、２番、全中の参加資格緩和に対する教育長の所見を伺います。 

議  長（岩﨑信幸君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） 部活動の地域移行が進む中で、今、嶋議員のご指摘のとおり、全中の参

加資格の緩和に伴い、将来的にはクラブチーム等が参加することも考えられます。しかし

ながら、スポーツ庁の検討会議の提言などで、その方向性が今やっと示された状況であり

まして、町といたしましても、休日の部活動の段階的な地域移行に向け、具体的な取組を

今年度から開始したところであります。 

      この町の取組状況を、県の教育委員会では県内の自治体では先行的な取組であるとして

おり、このような現状において、私といたしましては、令和５年度からクラブチーム等が

中体連大会に出場するのは、まだ時期尚早だというふうに考えます。 
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      現実的には、特に中体連で郡市予選大会における大会運営や引率、出場する地域と出身

地域との整合性、また何より生徒の心情面への影響等、多くの課題を解決しなければなら

ず、その準備のための期間があまりにも短く、大きな負担となってしまうものと感じてお

ります。 

      いずれにいたしましても、今後も国や県、そして県の中体連の動向をしっかりと注視し

てまいりたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 次に、吉中では、休日部活動の段階的な地域移行について、１、２年の生

徒と保護者にアンケートを取りましたが、内容と結果について伺いますという質問につい

ては、ホームページにこれが載っておりますので、この質問は省略させていただきます。 

      次に、将来、学校の部活動はなくなり、地域の部活動のみになってしまうと考えられま

すが、これについてはいかがでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 国のスポーツ庁も検討会議の提言の概要などを公表しておりま

すが、その中で令和５年度から令和７年度までの３年間で、まずは休日の運動部活動の地

域移行を着実に進めた上で、次のステップといたしまして平日の部活動の地域移行に取り

組むことを基本とするとしております。 

      平日の地域移行に関しましては、具体的なことはまだ示されておりませんが、検討会議

の提言でも、中学校の学習指導要領の次期改訂時に、部活動について、学校は地域で行わ

れるスポーツ団体等と連携、協働を深めることを規定するなどの見直しを検討していると

のことでございます。 

      これら国の動向にも注視しつつ、現在、町といたしましては、休日の運動部活動の地域

移行を進めるため、できることから一つ一つ取り組んでいる状況です。 

      したがいまして、将来、学校の部活動がなくなり、地域の部活動のみになるのかという

ことに関しましては、現時点でここで言及することはできません。申し訳ございません。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 令和４年度、中体連に関する予算はおよそ幾らか、金額だけお答えくださ

い。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 
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教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 予算上５８０万円となっております。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 最後に、文化部活動の地域移行に関する検討は行われているのか、お答え

ください。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 休日の文化部活動につきましても、こちらは文化庁の検討会議

で、平成７年度末まで、地域移行を進めるとの提言をまとめております。 

      また、運動部と同様に、令和５年度から３年間を改革集中期間に位置づけ、全ての都道

府県に移行スケジュールを盛り込んだ推進計画をつくることを求めております。 

      町といたしましては、まず吉岡中の文化部で定期的に休日にも活動している吹奏楽部の

段階的な地域移行を運動部活動の地域移行とともに検討を進めてまいりたいと考えており

ます。 

      また、今回の部活動の地域移行を好機と捉え、今後、中学生が新たに町の文化協会に登

録している文化団体などの活動に参加し、多様な文化活動を体験できる体制を構築する方

向性を視野に入れております。 

議  長（岩﨑信幸君） 嶋議員。 

              〔４番 嶋 隆君発言〕 

４  番（嶋 隆君） 以上、４番嶋の一般質問を終了します。 

議  長（岩﨑信幸君） 以上をもちまして、４番嶋 隆議員の一般質問が終わりました。 

      ここで休憩を取ります。再開を午後１時といたします。 

          午前１１時５２分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後 １時００分再開 

議  長（岩﨑信幸君） 会議を再開します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（岩﨑信幸君） ２番冨岡栄一議員を指名します。冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君登壇〕 

２  番（冨岡栄一君） それでは、議長への通告に基づき一般質問させていただきます。 

      まず最初に、食料自給率関連についてご質問いたします。 

      最初に、町の食料自給率及び食料対策をお伺いします。 

      最初に、令和４年、今年の２月２４日に始まったロシアによるウクライナ侵略は、深刻
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な人道危機を招いているのみではなく、各国の経済成長にも大きな影響を与えている。中

でも両国の一次産業である小麦は世界全体の３０％、トウモロコシや無機質肥料、天然ガ

スの２０％、石油の１１％を占めています。一次産品の価格高騰は世界経済の成長を鈍化

させ、インフレ圧力を高めています。 

      今、輸入農産物の不足や高騰で国民全体の食生活に影響があります。食料を海外からの

輸入に頼るのではなく、少しでも多く生産して自給率を上げなければならないと思います。 

      そこで、吉岡町でも農産物の増産が必要かと思われます。今現在の農産物の生産状況は

どのようになっているのか、また食料自給率はどのようになっているのか、お伺いします。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 冨岡議員より、吉岡町の農産物の生産状況及び食料自給率に関しまして、

ご質問いただきました。 

      まず、農産物の生産状況ですが、農林水産省がまとめた２０２０年農林業センサスによ

りますと、販売を目的とした作付面積が全体で１３３ヘクタール、その主な内訳について

は、飼料米を除いた稲、米が４１ヘクタール、施設野菜が２ヘクタール、果樹が５ヘク

タールとなっております。 

      その他の作付作物としては、麦類、芋類、露地野菜などとなっております。 

      食料自給率につきましては、産業観光課長より答弁をさせます。 

議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） それでは、私からは食料自給率についてお答えをさせていただきます。 

      食料自給率には、カロリーベース食料自給率と生産額ベース食料自給率がございますけ

れども、以降につきましては、カロリーベース食料自給率で回答をさせていただきます。 

      農林水産省の資料によりますと、令和２年度の概算値になりますが、全国の食料自給率

は３７％となっております。また、同年度の群馬県の自給率は３２％でございます。 

      都道府県の自給率については、それぞれデータが公表されておりますが、市区町村別の

自給率についてはデータが示されていないところでございまして、吉岡町の食料自給率に

つきましてはお答えすることはできません。 

議  長（岩﨑信幸君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） それでは、次の質問を伺います。 

      先ほど、岸課長のほうからありましたが、私が調べた群馬県の食料自給率は、令和２年

度概算値、カロリーベースで３２％とあります。 
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      農林水産省が公表している食料自給力指数、日本国内でどれだけの食料を供給すること

ができるかによりますと、ふだんの食生活に近い形で、米や麦、野菜、果物などを組み合

せて農地をフル活用した場合の試算では、必要なカロリー、必要な量の８割程度しかでき

ないとあります。 

      そこで、日本国民１人の食料を賄うために必要な農地面積で、生命の維持に必要なエネ

ルギー量の確保を最優先し、芋類中心の作付で農地をフル活用した場合の試算では、労働

充足率、現在の労働力を加味した場合であっても、何とか国民全員に必要なカロリーを供

給することが可能であるとあります。 

      いまだに収束をしないロシアとウクライナの戦争のほか、今後、日本に関係する紛争が

いつ起こるか分かりません。そこで、国民の食料確保のために増産が必要かと思われます。 

      今、町の農業では、担い手の減少と高齢化、耕作放棄地が増加する中、ふだん利用され

てない農地で大豆や穀物類、飼料作物など生産拡大し、食料自給率向上の対策が必要かと

思われます。町としての考えをお伺いします。 

議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 昨今の世界情勢の変化によりまして、以前より危惧されておりました

世界規模の食料危機が、より現実のものとして直視せざるを得ない状況にあります。食料

自給率の向上は、吉岡町のみならず、日本全体の食料対策として大きな課題となっており

ます。 

      農林水産省が定めた食料自給率の目標については、令和１２年度に全国のカロリーベー

ス食料自給率で４５％を目指すとされております。 

      議員ご指摘のとおり、吉岡町の農業を取り巻く状況は年々厳しくなっておりますが、町

では農業委員会を中心に農地中間管理機構を活用した農地の集約や新たな担い手の確保、

耕作放棄地の解消に努めているところでございます。 

      また、大豆や穀物類、飼料作物の生産が進められるよう、国の経営所得安定対策事業等

の推進、事務手続のサポートや生産者への必要な情報の提供などを継続して行い、自給率

の向上に少しでも寄与できればというふうに考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） 次に行きます。 

      町内でも１９４ヘクタールの田んぼがあり、稲作が行われています。今、国民の人口減

少及び食生活の変化、コロナ禍で行った緊急事態宣言で外食店などの休業や営業時間短縮

で米の需要が減り、需要と供給のバランスが崩れ、米価が下がっています。そのため、稲
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作農家の人が採算を取れず、米作りをやめる人が出てきて、農地が荒れてしまうかもしれ

ません。 

      飼料高騰の中、今も飼料米の生産はしていますが、さらなる増産が必要かと思います。

町としての支援、対策はないのか。また、学校給食での米飯給食の増加はできないのか、

お伺いします。 

議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 飼料米の増産に対する支援とのご質問でございますが、吉岡町の水田

に作付されております稲、食用米につきましては、自己消費という比率が高いのはないで

はないかと思われます。また、食用米の全国の自給率は１００％以上と言われております

ので、どうしても米の価格が下がってしまうという状況になっているかと思います。 

      一方の飼料米の増産については、需要に合った生産や流通させるための仕組みなどが必

要ではないかと考えます。 

      いずれにしましても、吉岡町だけの取組でこの問題が解消できるとは考えておりません。

先ほどのご質問でもお答えしたとおり、町では遊休農地や耕作放棄地の活用を含めた農地

の集積や担い手の確保、国の制度を活用した作付転換などを継続して実施しながら、飼料

米の増産に取り組めるような施策が必要であると考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 私からは、米飯給食につきましてお答えをさせていただきます。 

      現在、町の学校給食では、週３回は米飯給食となるような献立を提供しております。こ

れは、文部科学省からの学校における米飯給食の推進についての通知の中で、米飯給食の

推進については、週３回以上を目標とするとされました。 

      これを受け、現在町でも米飯給食の提供を行っており、令和４年９月、今月の給食では、

提供回数２０回のうち１３回が米飯給食となる献立を予定しており、全給食提供回数のう

ち６５％が米飯給食となっております。 

      また、文部科学省の食に関する指導の手引などを参考に、食育充実の視点から、米飯の

ほかにも、昔から伝わる伝統料理や日本各地の郷土料理、季節、行事にちなんだ料理、ま

た諸外国の諸文化に触れてもらう献立など多様なメニューを組み入れております。 

      今後も、米飯給食を週３回は実施することを基本としつつ、米飯給食の推進も含め、一

層望ましい学校給食になるよう栄養士とも協力していきたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 
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２  番（冨岡栄一君） 次の質問に入ります。 

      ロシアのウクライナ侵攻の影響で食料価格が過去最高のペースで上昇し、中でも小麦市

場は特に影響を受けている。ロシアとウクライナの小麦輸出量は世界全体の３分の１を占

め、今年のウクライナの小麦生産量は前年に比べ３５％以上減少する見通しです。ロシア

産の小麦も西側諸国の経済制裁を受けている。ロシアとウクライナの小麦の穴埋めをする

形で輸出量を増産させていたインド産小麦は、熱波の影響でインド政府が輸出規制を検討

し、世界最大の小麦生産国である米国で、カンザス及び周辺州が厳しい干ばつに脅かされ

ている。 

      また、今年の夏は地球規模での猛暑とひでりが続き、中国、欧米、アフリカまでの各地

で干ばつ被害が起きている。中でも欧州は過去５００年間で最悪な干ばつに見舞われてい

る。干ばつの影響が著しいアフリカは、国連食糧農業機関（ＦＡＯ）によれば、エチオピ

ア、ソマリア、ケニアの一部で１，８００万人が深刻な飢餓に直面しているとある。 

      今、世界中の食料問題が起きており、海外に小麦を頼るのではなく、少しでも町として

遊休農地などを利用して小麦の生産の支援をし、自給率向上が必要かと思います。また、

地元産小麦によるうどんやおきりこみ、まんじゅうなどを作り、地元食品としての販売な

どをしてはと考えます。 

      また、群馬県では令和２年からパン用小麦、以前は品種でダブル８号がありました。そ

れから、ゆめかおりを奨励品種に選定され、製粉製麺業者によると、ゆめかおりはパン作

りの作りやすさで高い評価を得ており、パンはふっくらもちもちとした食感の香りのよさ

が特徴とある。このゆめかおりを使って、吉岡産の小麦で学校給食用パンなど、またふる

さと納税じゃないですけれども、特産品を作り販売し、町の小麦生産ができればと思って

おります。町は小麦生産に対して支援はできないのか、お伺いします。 

議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 世界有数の小麦生産国が与えた影響は、日本のみならず世界中に波及

しており、食料価格の高騰は人々が生活する上で大きな打撃となっております。 

      吉岡町で栽培されている麦につきましては、大規模な生産者が栽培する大麦、こちらが

その多くを占めており、小麦の生産の割合はあまり高くないのが現状であると思います。 

      小麦の生産拡大についてですが、やはりまず町で行えることは、担い手の確保、農地の

集積などを継続して行うことはもちろんですが、世界的な影響を鑑みますと、町の支援策

というよりも、やはり先ほどのご質問でお答えしたとおり、全国的な取組による生産支援

が必要なのではないかというふうに考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 冨岡議員。 
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              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） 次、２番の質問に行きます。生産資材など高騰による町からの農家支援を

伺います。 

      肥料の高騰による農家支援は。 

      １番目として、ロシアのウクライナ侵略により、食料生産に欠かせない肥料価格の上昇

が深刻な状況に見舞われている。世界銀行が算出する３月肥料価格の指数は前年に比べて

２．８倍に急騰した。原因として、ウクライナ侵略で制裁を受けた主要肥料生産国である

ロシアやベラルーシからの供給が停滞し、主要品種の塩化カリウムは前年に比べ２．８倍

となり、肥料の３要素の１つであるカリウムは、ロシアとベラルーシの生産が３割以上を

占め、両国からの西側諸国への輸出が激減しておる。日本もロシア産の塩化カリの輸入を

停止し、肥料原料となるアンモニアもロシア産が世界の１割を占めているのが、侵略後は

ウクライナの港から輸出が停止しているため肥料価格が高騰している。 

      農林水産省によると、肥料価格の高騰に苦しむ農家を対象に、肥料コストの上昇分７割

を国が補塡するとあるが、どのような支援なのか、お伺いします。 

議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 国が実施いたします肥料コスト７割補塡とは、肥料価格高騰対策事業

という制度になります。 

      昨今の世界情勢の影響により、化学肥料原料の上昇に伴う肥料価格の高騰を踏まえ、化

学肥料の２割低減の取組を行う農業者に対して肥料コスト上昇分の７割を支援するという

内容になっております。令和４年の秋肥から令和５年の春肥として購入した肥料を対象と

するというものでございます。 

      今後のスケジュールといたしましては、１０月の受付開始を目指し、県段階の申請窓口

設置等の体制づくりを進められているという状況でございます。 

議  長（岩﨑信幸君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） 今の話を聞きますと、２割減の７割減と。取りあえず補助はしていただけ

るけれども、全額はないですけれども、ちょっと少ないと思います。 

      その足らずめとして、町としての肥料価格の高騰に対し支援はできないのか、お伺いし

ます。 

議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 農産物の生産コストのうち、肥料費は１割から２割を占めると言われ
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ております。その肥料費は、今年６月からの秋肥価格では、春肥に対して５５％の値上げ、

昨年との対比では７０％程度の値上げとなっているようでございます。 

      今のところ町の独自支援は考えておりませんが、国が実施する肥料高騰対策事業の実施

状況を注視していくとともに、今後の世界情勢が与える肥料価格への影響や周辺の情勢な

どを見ながら検討したいというふうに考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） ２番目に行きます。 

      生産資材などの高騰による町からの支援はということをお伺いします。 

      農業を取り巻く情勢は、肥料高騰だけでなく、燃料や生産資材の高騰にもあります。日

頃から私たちの食料を生産していただいている農家の方々に対して、経営持続してもらえ

るようの支援はないのか、お伺いします。 

議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 世界情勢の変化によりまして、世界規模でその影響が広がる中、農業

にも大きな影響を与えているものと認識しております。 

      現在、町独自の具体的な支援については実施の予定はございませんけれども、先ほどの

答弁とも重複いたしますが、燃料や資材の高騰によって農業が被る影響に注視しながら検

討していきたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） それで、今朝の新聞を見てみますと県の補正予算が出ていました。園芸、

酪農、キノコ農家に８億４，０００万円、燃料、飼料高で農家支援と。原油高や物価高に

直面する県内農家の支援として、県は１日に発表した本年度一般会計９月補正予算案に、

農業関連３事業の事業費計約８億４，０００万円を盛り込んだとあります。県も考えてい

ただいていると。町も何とか農家支援に考えていただきたいと思います。 

      次、３番として、町民への物価高に対し支援はと。 

      ロシアがウクライナに侵略した関係で、国際経済が混乱している今、食料品はもとより、

電気、ガス、燃料、あらゆるものの値段が高騰し、町民の生活が逼迫しております。町民

に対して、町からの支援はないのか。ほかの町村でも、燃料費高騰による支援だとか、水

道料の料金の支援だとか、やっている町村があります。吉岡町は何か支援はできないのか、

お伺いします。 

議  長（岩﨑信幸君） 永井介護福祉課長。 
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              〔介護福祉課長 永井勇一郎君発言〕 

介護福祉課長（永井勇一郎君） 町民への物価高騰に対する支援についてお答えいたします。 

      先月、総務省が発表しました７月の全国消費者物価指数は、前年同月比２．４％の上昇

率を示しました。上昇は実に１１か月連続となります。 

      議員ご指摘のとおり、今回の物価高騰は日用品や食料品の価格上昇率が特に高いことが

大きな特徴と言えます。この物価高騰に対しまして、深刻なダメージを受けているのは、

やはり収入が少ない世帯です。一般的に収入が低ければ可処分所得や貯蓄も少なくなるた

め、収入に占める生活必需品の支出割合が必然的に高くなってしまうような状態に陥りま

す。 

      町では、このように経済的に厳しい状況が１年以上続いている世帯に対する独自支援と

しまして、令和３年度と令和４年度、２年連続で住民税が非課税である世帯に対して１世

帯当たり５万円の現金給付を行います。住民税の課税データから対象者を抽出し、来月に

は対象となる世帯の方に支給要件を確認してもらうための書類を発送したいと考えており

ます。返信書類によって確認が取れた世帯から、随時、口座への振込を開始いたします。 

      コロナ禍に加えて円安や原油価格高騰といった追い打ちが重なりまして、厳しい状態が

続いている世帯に対して、スムーズにこの給付金を支給できるよう取り組んでまいります。 

議  長（岩﨑信幸君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） よろしくお願いいたします。 

      次、２番として、ふるさと納税について質問をいたします。 

      最初に、町の住民税減額額は。 

      令和３年度のふるさと納税額は、吉岡町は群馬県内３５市町村で３０番目、下から６番

目、約１，４５３万円になっております。全国の順位で見ますと、１，７８０市町村で１，

５７０番目と、下から２１０番目になっております。このような状況を町長としてどのよ

うに思っているのか、お伺いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 群馬県内におけるふるさと納税受入額の状況について、県内でも下位の

ほうに位置していることは残念に思う面もあります。町としても、できる限りの策として、

新たな返礼品の開拓、ふるさと納税サイトの追加、クラウドファンディング型のふるさと

納税の導入等も実施しており、担当部署で日々努力し、多少でも増えつつあるということ

もご理解いただきたいと思います。 

議  長（岩﨑信幸君） 冨岡議員。 
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              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） ふるさと納税は、寄附を受け入れることにより恩恵を受けている自治体も

あれば、住民税収入が減り、行政サービスの低下につながる自治体もあるかと思います。 

      ちなみに全国の寄附額の１位は北海道紋別市で１５２億９，７００万円、住民税減収額

の１位は横浜市で２３０億９００万円とあります。群馬県で見ますと、令和３年度寄附額

が７８億５，３００万円で、それに伴う令和４年度の住民税減税額は５２億５，７００万

円とあります。差引き額はプラスの約２５億９，６００万円となっております。住民税減

税額では、４７都道府県で悪いほうから２０番目になっております。 

      吉岡町の状況はどのようになっているのか、お伺いします。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 

企画財政課長（米沢弘幸君） 住民税の控除額等の質問ということで、令和３年度の吉岡町のふるさ

と納税の状況ですが、先ほど来、議員のほうからもご指摘がありましたが、受入額として

は１，４５３万８，０００円、件数として１，０１７件となります。令和３年度課税にお

けるふるさと納税の吉岡町住民の住民税控除額については、２，０３８万１，０１６円、

６５２人という状況になりますので、差引きを単純にした場合は５８４万３，０１６円の

マイナス、赤字ということになっております。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） 今、課長から聞いたのと、私の調べたのがちょっと違うので確認します。

ふるさと納税に係る寄附金額控除額は、市町村別で見ると、吉岡町が１，１６９件、令和

３年度分の課税申告に適用されたものに対して６６１件で４，３００万円とあります。大

分住民税が、吉岡町も住民は増えてはいるのですが、住民によるふるさと納税における住

民税減額額、町の財産、収入が減っているかと思います。今聞いた金額でも、入ってくる

より出ていくほうが多いということになっているかと思います。 

      次に、ふるさと納税額の増額への対策はどのようにするのか。また、最低限でも出てい

く分以上に寄附額を増やす対策はないのか、お伺いします。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 

企画財政課長（米沢弘幸君） これまでもふるさと納税サイトの追加や返礼品の拡充、ふるさと納税

型クラウドファンディングの導入等、できる限り努力をしてきたところですが、今後の寄

附増額の対策ということで、現在ふるさと納税サイトとしては、ふるさとチョイス、さと

ふる、楽天を今までしていたところですが、今年の７月２５日からａｕＰａｙふるさと納
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税を新たに運用し、吉岡町のふるさと納税のアクセス機会の増加を図ってきました。それ

に加えて、今年の１１月から、ふるなびの運用開始に向けて現在準備中ということで、納

税のサイトを拡充するというのが１点です。 

      それと、今年度についてＰＲの充実として、インターネット広告を実施し、これを年末

の繁忙期にもまた実施したいというふうに考えております。 

      また、先ほど答弁しましたクラウドファンディングについてなんですが、今年も第２弾

として、上野田ふれあい公園の遊具設置のクラウドファンディングを予定しております。 

      また、効率よく納税額の増加が見込める強化充実策としては、返礼品提供事業者の開拓

による魅力的な返礼品の増加が必要だと考えております。今年に入ってからも積極的に事

業者の新規開拓を実施中で、４月以降なのですが、今１１事業者を新たに訪問しておりま

す。成果もぼちぼち出てきているところですが、これからも返礼品を追加していきたいと

いうふうに考えております。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） ふるさと納税受入額は県内下から６番目、まして住民税減税額のほうがふ

るさと納税受入額より多いと。町の財政に対して、少しでも、最低限出ていく分以上のふ

るさと納税寄附額の増額をお願いします。 

      次に、３番目として、特殊詐欺防止についてお伺いします。 

      特殊詐欺被害の現状と今後の対策はということで、特殊詐欺被害の県内の発生状況を見

ますと、令和３年中の発生事件数は２１７件、被害総額は４億５６０万円であり、令和４

年７月末時点では１２２件のプラス８件、被害総額は２億９，６１０万円、前年比プラス

約９，２９０万円。約１億円、被害額は増えております。 

      町内でも、令和３年３月に、７０代女性が息子を装う男から現金３００万円をだまし取

られ、今年２月には９０代女性が孫の同僚を装った犯人に現金１００万円をだまし取られ

る事件がありました。この２件以外に、特殊詐欺に遭われた人はいないのか、現状はどの

ようになっているのか、お伺いします。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 特殊詐欺被害の現状についてですが、県内での発生件数、被害総額につ

いては、議員ご指摘のとおり減少の傾向には至っておらず、今なお多くの方が被害に遭わ

れている状況であり、今後も効果的かつ継続的な対策が必要であると感じているところで

ございます。 

      なお、町内の実際に被害に遭われた方につきましては、議員ご指摘の２件以外には、町
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としても把握できておりません。 

議  長（岩﨑信幸君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） 取りあえず今現在はないと。その前の３年間は、吉岡町も特殊詐欺に遭わ

れた方はいなかったかと思います。 

      次に、特殊詐欺をなくすため、群馬県警では特殊詐欺電話対策装置貸出し事業を行って

おります。装置の貸出期間は原則１年、対象者は原則県内にお住まいの６５歳以上の独り

暮らし、６５歳以上のご夫婦のみの世帯の方です。 

      町も、令和３年度には特殊詐欺対策電話機等購入補助事業で２４名の方が利用したとあ

ります。この事業に該当する人数及び今までにこの事業を利用した総数はどのようになっ

ているのか。このほかにどのような対策をして、今後、被害者を町内から１人も出さない

などの対策はあるのか、お伺いします。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 特殊詐欺対策電話機等購入補助事業につきましては、令和２年４月１日よ

り開始しております。 

      この事業の対象者は、町内に住所を有する６５歳以上の方、またはその方が属する世帯

の方となっております。つまり６５歳以上の方全員が対象ということになりますが、令和

４年８月１日現在で５，０２２人となっております。 

      次に、これまでこの事業利用者の実績総数ですが、令和２年度が８名、令和３年度が２

４名で、合計して３２名の方が利用されています。 

      また、この補助事業以外での特殊詐欺被害防止対策ですが、吉岡町防犯委員会や渋川警

察署吉岡町交番が中心となっていただき、特殊詐欺被害防止のための啓発活動を行ってい

ただいております。 

      具体的には、高齢者が集まる機会に合わせて防犯講話の実施、商業施設や公共施設、町

内の金融機関での啓発物品の配布等、様々な方法で被害の防止を呼びかけております。 

      今後も、特殊詐欺被害の防止に向けて、町防犯委員会等の関係団体や渋川警察署等の関

係機関と連携、協力し、事業を進めていきたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 冨岡議員。 

              〔２番 冨岡栄一君発言〕 

２  番（冨岡栄一君） よろしくお願いします。 

      先ほど言いました県のほうの貸出しになりますと、電話をかけるとアナウンスで、この

電話は振込詐欺等の犯罪防止のため通話内容が録音されていますということで、県のほう
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はなっております。 

      各市町村の貸出しや補助金等の事業があります。吉岡町は補助金対象だと。中には貸し

出している市町村があります。電話機が買えない方、なるべくだったら補助金でお金を出

すのではなく、防災無線ではないですけれども、貸し出して、町民の人が１人でも被害に

遭わないようにと。 

      また、６５歳以上ではなくて、被害に遭われる若い人もいます。私も１０年ほど前なん

ですけれども、商品詐欺に遭われた方とお話をしたことがあります。結局は、電話がかか

って、取っ替え引っ替え人が替わり、もうかるよ、もうかるよと。それで、話を聞いてみ

ますと、最初は１００万円、次は２００万円。銀行振込とか、そういうものかなと思った

ら、宅急便で現金を送ると。今までそういうことを考えたことはなかったんですけれども、

たまたまその人は、最後のほうは自分でも分かってきたのか、数が、金額が増えていくに

つれて、どうもこれはもうかるという詐欺ではないかということで、最後は納得して、被

害は少し減らしていたということがありました。 

      結局は、最初は電話連絡があると。電話連絡で、６５歳以上とか言わずに、家庭になる

べく１台でも多く、被害に遭われないように、せっかく今までためてきた財産でございま

すので、取られないように対策をよろしくお願いいたします。 

      まだ時間は十分ありますけれども、以上をもちまして、２番冨岡、一般質問を終わりま

す。 

議  長（岩﨑信幸君） 以上をもちまして、２番冨岡栄一議員の一般質問が終わりました。 

      ここで休憩を取ります。再開を１４時１５分とします。 

          午後１時４２分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後２時１５分再開 

議  長（岩﨑信幸君） 会議を再開します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（岩﨑信幸君） １２番山畑祐男議員を指名します。山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君登壇〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 議長への通告に従い質問いたします。 

      最初に、駒寄インターチェンジ周辺の大型商業施設進出についてですけれども、午前中

の富岡議員の質問と重複する点もあると思いますが、よろしくお願いいたします。 

      駒寄インターチェンジ周辺の大型商業施設進出による周辺の道路対策及び交通対策につ

いてお尋ねいたします。今年の第２回議会でも質問しましたが、再度質問いたします。 

      第２回議会での交通の混雑に伴う対応策についての質問に対して、大型商業施設進出に
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伴う交通渋滞緩和策としては、大型商業施設ジョイフル本田北側に接続するアクセス道路

として、町道熊野・吉開戸線の道路改修工事及び県道南新井前橋線の南側に位置する町道

金竹西・吉開戸線付近の道路改良工事を進めている、令和５年春に事業完了する予定との

答弁がありました。 

      また、駒寄スマートインターチェンジ上り線側から大型商業施設へ直接アクセスができ

る道路についても、民間業者により整備を進める計画であるとの答弁でした。 

      それぞれの改良工事の進捗状況は順調なのでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 山畑議員のほうから、大型商業施設進出について質問いただきました。 

      駒寄スマートインターチェンジ東周辺については、令和元年１２月にスマートＩＣを生

かした良好で魅力ある商業集積を目的に、商業用途地域の設定を行っております。おかげ

さまで、大型商業施設の出店が相次いで計画され、既に上毛新聞ＴＲ住宅展示場は４月に

開業し、他の出店事業者の店舗建設工事も着々と進んでおります。 

      大型商業施設周辺での道路整備については、商業施設北側に接続するアクセス道路では、

町道熊野・吉開戸線の道路改良工事、南側では町道金竹西・吉開戸線付近の道路改良工事

を、令和５年春の完成に向け予定どおり進めているところであります。 

      また、駒寄スマートＩＣ上り線より、直接商業施設にアクセス可能な道路整備について

は、株式会社ジョイフル本田により、開発区域内における店舗建設及び造成工事などの整

備とともに、来春のオープンに向け進められている状況であります。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 工事は順調であると理解いたしました。 

      町は、大型商業施設進出に伴う交通混雑は想定していると思いますが、どのぐらいの交

通量を想定しているのでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 想定されます交通量でございますが、平成２９年１０月に、開発等に伴う

将来交通シミュレーション業務委託を実施しております。委託内容については、駒寄ス

マートインターチェンジ大型車対応化や周辺道路整備と大規模商業施設の開発が周辺道路

に与えます影響を分析したもので、平成３１年３月に報告書が完成されております。 

      調査は、県道南新井前橋線に商業用途を張った開発区域に対して、商圏を半径５キロ

メートルに設定して、方向別に４つのゾーンに分割し、各ゾーンの世帯数を基にゾーン別



 - 127 - 

来店比率などで試算をしたものでございます。 

      各ゾーンのくくりは、商業施設を中心に東西南北のゾーン設定をしておりますが、ゾー

ン全体での１日当たりの来店車両台数は、平日シミュレーションにおいて６，６８６台、

休日シミュレーションでは１万２，９８２台を想定しております。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 休日１万２，０００台、約１万３，０００台ということですけれども、１

０年前ですけれども、ジョイフル本田千代田店に議会で視察したときに、千代田店では土

曜日、日曜日にそれぞれ３万台から４万台の来客があるということです。かなり便が、田

舎のほうですけれどもね。それから想定すると、今お話しした数字では当然オーバーして

くると思います。多分、その３倍、４倍を想定すべきだと思います。 

      県道南新井前橋線の大松交差点から関越道の側道までは片側１車線であり、途中の信号

はありません。朝の通勤時間は高速インターに向かう車の渋滞はひどいものです。大型

スーパーツルヤ店に入る東側道路の交差点には信号がありません。西方向より来た車が右

折するのに、後続車が混雑する可能性が大きいです。 

      反対に、前橋方面から来てジョイフル本田に入るにも同じ現象が起こる可能性が大きい

と予測できます。ジョイフル本田の開店により、さらなる混雑が予想できます。交通混雑

は周辺地域の狭い道路も含めて、日常的に起こる可能性が想定できます。町は対策を考え

ているのでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 道路対策でございますが、県道前橋伊香保線吉岡バイパスと県道南新井前

橋線が交差します大松交差点付近の交通混雑については、特に懸念をしております。 

      平成３１年３月に作成しております大規模開発等に伴う将来交通シミュレーションでは、

交通混雑は生じるが、主要地方道による広域幹線のネットワーク形成や、都市計画道路漆

原総社線など周辺域の道路整備により、一定の交通分散が図られると見込んでおります。 

      しかしながら、シミュレーションを作成して３年以上が経過しております。商業集積も

順調に進んでおり、想定以上に商圏が広がり、来店車両も増加することが予想されます。

大型商業施設への来店車両の主な動線は、吉岡バイパス大松交差点から関越自動車道側道

手前の県道南新井前橋線に集中することは特に考えられるところです。 

      休日については多くの買物客が訪れ、慢性的な交通渋滞も予想されることから、交通渋

滞緩和策の一つとして、県道南新井前橋線の既存の右折レーンからジョイフル本田の店舗

敷地内に直接アクセスができるロータリー道路を２か所設置する予定で考えております。 
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      ロータリー道路を開発区域内に設置することで、県道南新井前橋線本線及び周辺道路の

交通緩和策も図れるものと考え、現在、関係機関と協議を詰めておるところでございます。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 今答弁があったように、大松からインターの高速までの間、信号が１個も

ないということで、信号をつける場合は公道ということが大前提だと思いますので、今ち

ょっと聞いたらば、ジョイフルの中に通じる道を造ってということだと思うんですけれど

も、その辺しっかりとした計画をお願いしたいと思います。 

      南新井前橋線道路の拡幅が、実際問題不可能だと思います。そうすると、あそこは渋滞

します。その大型商業施設、ツルヤ東側の道路と午王頭川に橋を架けて、交通の流れを変

えることができると思いますが、その辺についてはどのように対応を考えているか、お尋

ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 渋滞緩和策ということで、ツルヤ東側付近の一級河川午王頭川に橋梁整備

を計画するご意見ということでございますが、車両分散が見込まれ、交通環境改善の有効

策の一つということで考えております。 

      しかしながら、午王頭川に架橋した後に、効果的にアクセスする道路が現在ございませ

ん。現在ないということで、検討はしていない状況でございます。 

      大型商業施設出店後の周辺域の交通状況を踏まえまして、商業用途地域全体の有益な交

通ネットワーク構築の検討が今後必要であるということは当然考えるところでございます。 

      現状では整備コストが抑えられることから、大松交差点信号機を西に進み、県道南新井

前橋線から既設の右折レーンの活用により、ジョイフル本田の店舗敷地内に直接アクセス

をいたしますロータリー道路の設置を考えておるところでございます。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 趣旨としてはよく分かりますが、交通渋滞により来客数の減少、それに伴

いお店の撤退ということも考えると、町にとっても大分マイナスになると思いますので、

その辺も含めて不可能じゃなくて可能な方向で考えていただければと思います。 

      ジョイフル本田北側に、駒寄インターチェンジより産業道路まで道路の新設工事を行っ

ていますが、産業道路への交差付近は信号の設置はなく、さらに自由通路は現状のままと

のことですが、本当にこのままでよいのでしょうか。第２回議会でも質問しましたが、こ

の自由通路は農業用車両の通行を目的とした機能補償により整備された経緯があるとのこ
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とで、農用地等の出入りがあることから、目的以外での利用はできないとのことで、この

道路についての改良は難しいとの答弁でした。 

      大松の信号から北方向への信号までの産業道路西側での農地は僅かです。現状のままで

ジョイフル本田が営業を開始した場合に、交通の安全を確保できると町は考えているので

しょうか。 

      また、この自由通路にした目的を町は理解しているのでしょうか、お尋ねいたします。 

      この区間の３車線の改良に対して、町はこのままでよいと考えているのでしょうか。こ

れらについてお尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 議員おっしゃるとおり、自由通路の扱いにつきましては、農業用車両の通

行を目的に、バイパス整備の機能補償として整備をされた経緯がございます。 

      自由通路については、左右どちらにも通行できる利便性がある反面、車道からの左折車

両、また歩行者や自転車等の安全性の確保の観点から、通行方向を制限するなどの要望も

いただいておるところでございます。 

      道路管理者でございます群馬県渋川土木事務所に確認をしておりますが、周辺に農地が

存在し、少なからず農用地への出入りがあることから、現状では変更することが難しいと

考えられております。 

      しかしながら、バイパス沿線の土地利用の形態が変わった場合には、検討が可能になる

のではないかとも考えております。安全性に支障が生じる場合は、路面標示や看板などに

より注意喚起などの安全対応を強化してまいりたいと考えております。 

      また、バイパス沿線の自由通路の安全性の確保につきましては、ジョイフル本田につき

ましても、出入り箇所や場内通路において誘導や注意喚起の標示板などを設置し、安全確

保に配慮するとの回答を得ておるところでございます。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） この自由通路については、７月か６月に子供の交通事故があったと思うん

です。たまたま大したというか、それなりの大きいけがではなかったと思うんですけれど

も、これが死亡事故につながったら大変なことだと思うんです。その辺も含めてしっかり

と、駄目だじゃなくて、前向きに早期実現できるように尽力願いたいと思います。 

      また、さらにこの新設道路と産業道路との交差付近には信号がなく、新設道路と既設の

道路に挟まれた民家が１軒ありますが、道路に囲まれている状態です。民家からの何らか

の要望はなかったのでしょうか、お尋ねいたします。 
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議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） ご質問いただきました該当の民家の方からは、要望事項について確認はし

ております。その中には、自宅の宅地周りと南の畑に接する既設側溝が大雨の際にあふれ

てしまうことがあるため、側溝の布設替えの要望と、やはり大雨の際に畑ののり面部が浸

食されるおそれがあり、水路への土砂の流出等を懸念しているとのこと。そのほかに、官

有地の雑草対策についての要望を聞き取っておるところでございます。 

      町としましては、側溝の布設替えは早期には難しい旨を説明させていただいております

が、解決に向けて対策を検討してまいりたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 状況等はお分かりのようなので、早い対策、対応をお願いしたいと思いま

す。 

      駒寄インターチェンジ西側には前橋市が計画している大規模な工業団地造成が計画され、

着工が間近なようです。県道南新井前橋線の交通量、想像以上の混雑が想定されます。高

速道路を交差する新たな道路が必要になるのではないでしょうか。町は、この工業団地と

道路の関係をどのように認識しているのでしょうか。 

      駒寄インターチェンジを中心とした周辺は、今後大きく変わろうとしています。開発は

町にとっても重要な案件ではないでしょうか。無秩序な開発ではなく、将来を見据えた開

発が必要ではないでしょうか。 

      第６次吉岡町総合計画でも、駒寄インターチェンジ西側の大型の工業団地を示唆してい

ます。既に、前橋市は大規模工業団地を計画し、着手も間近であると聞きますが、これに

対して町はどのように対応しようとしているのでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 駒寄スマートインターチェンジ西側の大規模開発に係ります道路整備につ

いてでございますが、町の工業誘致エリアと前橋市の産業団地に通じるアクセス道路の整

備に関しては、前橋市と境界であります一級河川午王頭川に架かる橋梁整備などが重要に

なると認識はしておるところでございます。 

      具体的な道路整備については着手しておりませんが、これまでも吉岡町企業誘致調査研

究業務報告書をベースに、前橋市と意見交換を行い、課題や事業に関わる問題点を解消す

るための協議など情報共有を図っております。 

      前橋市の産業団地につきましては、首都圏整備法に基づきます工業団地造成事業により
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計画が進められ、新たな産業流通拠点の実現を図るため、既に土地利用や開発事業に必要

な都市計画法に基づきます手続を完了しており、今年度からは道路を含めた詳細設計業務

に着手することを確認しております。詳細をお聞きした上で、具体的な取組を進めてまい

りたいと考えておるところでございます。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） この工業団地は、吉岡町も含めると約４０町歩の大きなものになると聞い

ております。町の発展のため、明治地区の発展にもなりますので、しっかりと対応してい

ただきたいと思います。 

      それでは次に、進出企業と町の関係にはどのように対応するのかについて、お尋ねいた

します。 

      企業の進出は、雇用や経済の活性化につながり、町にとっても多くの面でプラスになる

のではないでしょうか。町にとっては大歓迎ではないでしょうか。町は企業との災害協定

を締結しています。今後も、町への進出企業に対して、ヤマダホールディングとの包括連

携協定のような企業の特色を生かした包括協定など、広い視野による協定等を締結するべ

きと考えますが、町の考えはいかがでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 

企画財政課長（米沢弘幸君） 現在、町では包括連携協定を６社と締結しています。この協定書の締

結に当たっては、事前に企業と話合いを数回にわたり行っています。 

      そこで、現時点でその企業が推進している事業や将来的に目標とし、目指している分野

などを聴取し、最終的に町と連携していくことで、互いに持つ知見やノウハウを最大限に

生かせる項目を設定しています。 

      そのため、今後、吉岡町へ進出する企業で、町と連携し社会的貢献や地域の発展に寄与

したいとの意欲がある企業、また町にとっても有益的な企業とは、率先して包括連携協定

を締結していきたいと考えています。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 企業の進出により、多くの雇用も創出されます。また、進出企業に対して

の町からの支援等も必要ではないでしょうか。町は、進出企業に対して町からの支援を考

えているのか、支援するとしたらどのような支援をすることができるのか、お尋ねいたし

ます。 

議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 
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              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 進出企業への支援はとのご質問でございますけれども、町では、これ

までに進出された企業に対する支援と言われるようなものは実施した経緯はないのではな

いかと思います。 

      自治体が行う、実際に実施されている支援といえば、固定資産税の減免などではないか

と思っておりますけれども、今現在、町では具体的な支援内容の検討に至っておりません。 

      今後につきましては、進出企業に対する公平な支援の在り方などについて、町の関係部

署において調査検討する必要性を感じているところでございます。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 他の市町村では、企業、大企業が来ることについては、それなりの企業に

対する支援を行っています。吉岡町の場合はたまたま企業のほうから来るということで、

支援策はないということですけれども、やはり時代の流れで、町としても支援をすべきか

と思います。今後の大きな町の課題だと思いますので、その辺も軽く見ないでいただきた

いと思います。 

      次に、子供たちを取り巻く諸問題についてお尋ねいたします。 

      学童保育についてですが、今、町に大型商業施設が進出しています。このことは、雇用

機会が大きく広がり、町にとっては喜ばしいことではないでしょうか。 

      しかし、働きたくても、子供の面倒を見なければならないために働くことができない人

もいるようです。安心して働ける環境づくりも、「子どもを育てるなら吉岡町」の町の支

援ではないでしょうか。学童保育の新設及び増設、さらに学童保育所の入所条件の緩和に

より、働くことを希望している皆様への支援ができるのではないでしょうか。 

      第２期吉岡町まち・ひと・しごと創生総合戦略でも、働きながら安心して子育てできる

環境整備で、学童クラブの充実、整備を取り上げています。学童保育に学校施設の開放を

行うことはできないでしょうか。入所条件の緩和を含めて、町の考えをお尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 学童保育の入所要件緩和については、母親の出産、保護者の疾病、家族

の介護、災害時などの緩和は行っておりますが、平常時については、低学年の児童や保育

の必要性を点数化して優先度の高い児童を決定し、対応しているところでございます。 

      入所要件の緩和については、施設の定員等もありますので、学童保育の整備とともに検

討していきたいと考えております。 

      また、学校施設の学童保育施設としての使用につきましても、その中で学校側の教室の
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利用状況等もありますので、教育委員会や学校とも協議、検討させていただきたいと考え

ております。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 学童保育の入所条件ですけれども、例えば同じ吉岡町にじいちゃんばあち

ゃんがいれば、届けても入れないという条件があると思います。おじいちゃんおばあちゃ

んがいても動けなければどうしようもないですから、そういったことも緩和すべきじゃな

いかと思います。 

      また、新しく今、学校のことをお話ししましたけれども、施設を造るよりも、既存の施

設の活用のほうが経費の面からも当然効率的だと思います。学童保育に学校の開放を行っ

ている自治体もあると聞きます。 

      ２０１９年に厚生労働省と文部科学省は、放課後子ども総合プランを策定し、学校の開

放を進めているとのことです。２０１９年から２０２３年までの５年間で、学童保育の定

員を増やし、新設する場合は８割近くを小学校内で実施するとのことですが、町はご存じ

かと思いますが、このことに対してどのような対応をしようとしているのか、考えを持っ

ていたらばお聞かせ願いたいと思います。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） そのような動きがあることは、教育委員会でも承知しておりま

す。 

      ただ、今、町といたしましては、当然、放課後、教室は空くわけですけれども、実際に

使っている教室が空くというだけで、空き教室だとか、実際に使用していない特別教室等

はございませんので、学校機能という形を最優先に、町としては、教育委員会としては考

えていきたいと考えておりますので、その辺はまた今後の検討課題とさせていただきたい

と思います。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 吉岡町の場合は児童数が増えていますから、今お話ししたように空き教室

がないというのが現実かと思います。ただ、駒寄小学校の場合、そばの学童保育が校庭を

使っていますよね。やっぱりそういう形で、いろいろ利用方法があると思いますので、そ

の辺のところも創意工夫するのがやはり町としての姿勢じゃないかなと思います。その辺

のところを今後、もう喫緊の課題ですから、しっかりと考えていただければと思います。 

      次に、中学校の課題についてですけれども、生徒数が増加している中学校では、生徒数
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の増加により、その都度、校舎の増築を行ってきました。その結果、適切な校舎の配置が

複雑になってしまったのではないでしょうか。 

      雨天時の登校時、生徒の様子を見たことがあるでしょうか。雨天の登校の場合、自転車

通学の生徒は、当然かっぱ着用で登校します。ぬれた雨具は校舎内に持ち込めないために、

規定された駐輪場に着くと、自身の自転車にかっぱをかけて駆け足で各自の教室に向かっ

ています。例えば、増設された東校舎の生徒は、教室に着くまでに雨に打たれ、衣服、か

ばんはぬれてしまいます。学校側はこのことについて対策を考えたことがあるでしょうか、

お尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 吉岡中学校では、近年、生徒数の増加に伴い、校舎を増築して

まいりましたが、増築位置などは学校とも協議しながら、その時々の最善の案を練り、結

果として現在の校舎の形状となっております。 

      ご指摘の駐輪場につきましては、主には体育館横の駐輪場であると認識しております。

基本的には、各学年のなるべく玄関口に近い場所に駐輪場の位置を設置しておりますが、

平成３０年度に、当時の自転車通学者数に対応するために、新たに体育館横に比較的大き

な駐輪場を増設いたしました。雨天の登校時の様子について、学校に確認したところ、議

員おっしゃるとおり、ご指摘のとおり、生徒が自転車置場から校舎までの移動中に雨に当

たってぬれてしまう現状はあるとのことでした。 

      しかしながら、これまで生徒や保護者から改善の要望等はなかったということですが、

現実的な現状を鑑み、今後どのように改善していくか、学校と具体的に検討していきたい

と考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 今答弁の中でそういった問題がなかったということですけれども、それは

なかったのではなくて、声が上げられなかったのだと思います。このことが今まで問題に

上がってこなかったことが問題であって、常に細部にわたり問題意識を持って対応するこ

とは望ましいことですけれども、完璧を求めることは難しいと思います。しかし、教育関

係者には誰もが敬意と期待を抱いています。「子どもを育てるなら吉岡町」、町にも大き

な責任はあるのではないでしょうか。 

      再度お尋ねいたします。雨よけの通路等はできないでしょうか。いかがでしょうか、お

尋ねします。 

議  長（岩﨑信幸君） 山口教育長。 
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              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） 雨よけの通路についても、今回、山畑議員からこの質問の予定をお聞きし

たときに、検討をさせていただきましたけれども、すぐにそれを造るということについて

は、地理的条件でも非常に厳しい状況にあります。 

      ただ、ぬれてしまっているという現状は、確かに今、答弁させてもらったとおりありま

すので、どういう方法が取れるか考えていきたいと思っております。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） いきなり言って、確かに、こうしますとはできないと思うんです。予算も

ありますからね。ただ、実際問題、ぬれて歩く距離が短くなると、例えば靴、そういった

ものを袋に持って廊下へずっと入っていけばぬれないですよね。それは例えばの話です。

そういったことで、もう少し創意工夫して、お金がかからなくてもできることがあると思

いますので、その辺しっかりと検討していただければと思います。 

      次に、学校の校庭についてですけれども、小中学校共に、生徒数の増加により校舎を増

築しましたが、その分校庭は狭くなりました。休み時間に、子供たちは思い切り外で運動

することを願うのではないでしょうか。全校生徒数に対しての適切な運動場の広さはどの

ように認識しているのでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 校庭、運動場の広さにつきましては、文部科学省が定める小学

校及び中学校設置基準があり、その中に児童生徒数に応じた面積がございます。その基準

からすると、現在、面積的には３校とも基準を満たしている状況であります。 

      しかしながら、小学校での休み時間の状況や中学校の部活動の状況などを見てみますと、

現実的に手狭になっているとの認識はございます。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 学校設置基準があると今お話ししていましたけれども、小学校、中学校で

１人当たりの面積はどのぐらいなんでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） すみません、今、１人当たりの面積というのはちょっと持って

いないのですけれども、例えば明治小学校で申しますと、６，２００平米に対して約９，

４００平米が実際にはある形ということで、そういうことで基準面積を満たしているとい
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う形になります。 

      ただこれも、実際に、例えば地積面積というのはあるんですけれども、建物が建ってい

るところ以外等々で判断しますので、そちらについては、現在実際に正確な測量をしてい

るわけではございませんので、要はピンポイントで落としてみて、ここは何平米だとかと

いうことなので、この面積についても実際のところは正確かと言われれば、ちょっとそう

ではないのですけれども、基準面積は満たしていると認識しております。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 正直言いまして、地方の学校というのは校庭が広いですから、学校設置基

準というのはあまり重視してない、はっきり言って意識していなかったと思うんです。で

もやっぱり、こうやって生徒数が増えてくれば、そういったものが基準になって、何かト

ラブルがあった場合にそれが出てきますから、その辺のところはしっかり精査して、数値

だけは把握しておいたほうが何かといいんじゃないかと思います。 

      例えば、専門学校なんか造る場合は、生徒と敷地の面積、それが合わなかったら許可に

ならないんです。公立の学校ですから許可になっていますけれども、その辺もしっかりと

検討していただければと思います。 

      明治小学校校庭、駒寄小学校校庭ともに、生徒数に対して適正な広さとは思えません。

今後も児童数の増加が想定されます。学校の校庭は災害時の避難所にも利用されます。広

過ぎることはありません。町は、各小学校の校庭の拡幅に対して、どのような方策を取ろ

うとしているのでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 校庭の面積につきましては、先ほど文科省の基準は満たしてい

るとの答弁をさせていただきました。 

      しかしながら、近年の児童数の増加や、それに伴う校舎の増築などにより、校庭が手狭

になっていると、再度になってしまいますけれども、町としても十分認識しているところ

でございます。 

      各小学校につきましては、駒寄小学校では、校庭拡張事業を進めるため、現在、地権者

等との交渉を進めているところであります。明治小学校につきましては、今のところ具体

的な拡張計画があるわけではございませんが、今後の児童数の推移を注視して検討してま

いりたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 
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１ ２ 番（山畑祐男君） 子供たちが休み時間に校庭で伸び伸びとしている、その顔を見ると、やっ

ぱりいいなというふうに思うんです。例えば明治小学校、運動会のときに東側の細長い校

庭で運動会をやっているわけです。皆さんも知っていると思うんですけれども、やっぱり

そうじゃなくて、もっと広いところで運動会なり、そういったものをしてもらって、喜ぶ

顔を見たいなというふうに思うの私だけではないと思いますので、その辺のところも含め

て、しっかりと町長もよろしく考えていただければと思います。 

      中学校でも、小学校と同様に生徒数は増加しております。中学校では校庭の南側の民家

の協力をいただき、校庭を広げることができるようですが、十分な広さでしょうか。校庭

を使用する部活動には複数の部があります。生徒には伸び伸びとそれぞれの部活動を行っ

ていただきたいと願うものです。 

      しかし、現実はどうでしょうか。グラウンドを使用する部活動は幾つかの種目の部が同

時に利用しているために、十分な練習ができているのでしょうか。むしろ危険と隣り合わ

せの練習ではないでしょうか。八幡山グラウンド改修の早期完成をすべきと思いますが、

町はどのように考えているのでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 八幡山グラウンドに関しましては、今年度策定する八幡山グラ

ウンド周辺基本構想において検討してまいります。その中で、令和元年度に議会で採択さ

れた請願や、昨年度開催されたスポーツ関係団体や自治会関係者、吉中関係者による八幡

山公園多目的屋外運動場の整備に向けた打合せ会等の意見も踏まえつつ、吉岡中学校の部

活動で活用するということも十分考慮してまいりたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） よろしくお願いいたします。話だけじゃなくてね。 

      それでは次に、学力テストとスマホについてですけれども、これは富岡議員の質問と重

なるところもあると思いますけれども、質問させていただきます。 

      過日、小学校６年生と中学３年生の全員を対象に実施した本年度の全国学力・学習状況

調査、全国学力テスト結果を新聞報道で見ました。群馬県下の結果は、全国平均程度の科

目が、小学校では国語と理科で、算数は平均を下回ったとのこと。中学校では、国語、算

数、理科の３教科とも全国平均を上回ったとのことでした。 

      反面、スマホと学習との関係が掲載されていました。学力テスト結果とスマホ利用時間

の関係では、スマホ操作時間が長いほど学力試験の結果は下がるとの内容が記載されてい

ました。 
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      町でも、全児童にタブレットによる授業が開始されています。午前の質問で答弁されま

したが、２０２４年度から、英語のデジタル教科書導入を中教審が了承したようです。そ

の他の教科書も、順次、デジタル教科書の導入を進めるようです。 

      タブレットが日常生活に浸透していく今日、その使用に対しての注意も必要ではないで

しょうか。学校では当然、タブレットの使用について注意すべき点については指導してい

ることと思いますが、家庭でのスマホやタブレットの使用については、なかなか十分な指

導は行き届かないのではないでしょうか。 

      小６の半数、中３の７割以上がスマホの交流サイトや動画視聴を１日１時間以上利用し

ているとのことで、学校ではこの関係をどのように理解し、対応を行っているのでしょう

か。また、学校の長時間のスマホ使用は目にも悪い影響があるようです。これらを含め、

子供たちには、スマホやタブレットの使用に対して、注意点を含めてどのような指導を行

っているのでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 本年度の全国学力・学習状況調査の結果につきましては、各校

にて分析し、結果を踏まえた学習を進めていきたいと考えております。 

      スマホ時間と学力の相関につきましては、学習時間が減れば、学力にも影響が出るのは

想定できる結果であります。スマートフォンは、保護者の方が考えて子供に持たせている

ものでございます。この使い方については、保護者の責任において、家庭でしっかり管理

監督していく必要があると考えております。 

      学校としては、家庭でのスマートフォンの使い方や使用時間について、親子で膝を突き

合わせて相談する機会の重要性、そういったものも伝えていければと考えております。 

      また、子供のタブレット使用に対する健康への影響につきましては、引き続き、文部科

学省から出されているリーフレット「タブレットを使うときの５つのやくそく」児童用、

生徒用や、さらに「－１人１台端末の時代となりました－ご家庭で気をつけていただきた

いこと」保護者用などを活用しながら、視力、今、議員もおっしゃったように目への影響

や、端末の安全な利用について、子供が主体的に考え話し合う場を設定するなどの対応を

考えております。 

      また、スマートフォンやゲーム機の利用時間についても、家庭や児童生徒に対して注意

喚起をしていく必要があると考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 各家庭への対応というのは非常に難しいと思いますけれども、その辺のと
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ころの注意点はしっかりと啓蒙をお願いしたいと思いますが、今、町の小学校のタブレッ

ト授業については、県下では大変注目を集めているようでございます。 

      タブレット授業でだけではなく、全ての点で全国のモデル校になるような、町長を筆頭

に関係各位の皆様の尽力が必要と思いますが、目指すものが大き過ぎるかと思うんですけ

れども、町長、お尋ねいたします。いかがでしょうか。町が、町の小学校が、中学校も含

めて、しっかりと全国の模範の学校となるように尽力していただきたいことについて、い

かがですか。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 模範となるかどうか分かりませんけれども、教育委員会と一体となって、

それを進めていけたらと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） いきなりですから、なかなか答弁できないと思うんですけれども、夢は大

きく、やはりそれに一歩一歩向かうことが、意欲が出てくると思うんです。したがって、

しっかりとそういった目標を、今後どこに持っていくか定めていっていただければと思い

ます。 

      次に、中学校の職員室の広さについてですけれども、これは以前にも質問しましたが、

再度お尋ねいたします。 

      以前の質問での答弁では、職員室の広さは問題ないとのことでしたが、本当に問題はな

いのでしょうか。クラスが増えれば、当然、教職員の人数も増えます。それに伴い職員室

の面積が増えるわけではありません。先生たちが思う存分、教鞭を執っていただくために

は、職員室の広さも適切な広さが必要ではないでしょうか。教職員室の改善はできないで

しょうか、再度お尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 教職員が増えた場合、職員室内の机や事務機器等の配置場所に

ついて、さらなる工夫が必要であるとの話も学校から聞いております。 

      教職員がさらに増加することで、工夫してもなお良好な職場環境が保障できなくなる、

そのような想定になった場合には、改善案として、職員室に隣接している用務員・印刷室

の内壁を壊して、職員室と一体化するなどの方法が考えられます。 

      いずれにいたしましても、今後、費用の面なども併せ検討していくことが必要だと考え

ております。 
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議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 今、お話だけではなくて、私が見て実際狭いと思うんです。だから、生徒

が呼ばれて、各先生のところに行くのも、本当に見ているとこちょこちょして行くと。や

っぱり先生が生徒に注意、いろんな話をするのも、すぐ隣に違う先生がいると、やりづら

いというのもあると思うんです。やっぱり先生も働きやすい環境で、よい教鞭が執れると

思うんです。 

      よりよい生徒の学びの場の提供は、町の大きな使命だと思うんです。それには先生の環

境も改善すべきかと思います。 

      再度質問しますが、職員室の改修は早急にはできないでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 先ほど申し上げさせていただいたとおり、当然、費用の面など

がございます。ただ、そちらのほうも早急に検討はさせていただきたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） これはやはり、また質問させていただきますけれども、もうちょっと明確

な対応策、そういったものを打ち出していくように努力願いたいと思います。 

      次に、町を取り巻く諸課題についてですけれども、町の人口についてですが、過日、吉

岡町は９年連続で人口増加しているとのニュースを見ました。県内での人口増の市町村は

数少ないとのことです。特に、吉岡町は将来にわたり人口増の町として予測されています。

県内でも人口増の予測がされている自治体は数少ないと理解していますが、なぜ吉岡町は

人口増なのでしょうか。人口増の要因が分かれば、人口減少問題で苦労している他の町村

に対して支援できるのではないでしょうか。 

      町での人口増の要因を調査していると思いますが、どのような要因で人口が増加してい

るのでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 町の人口増加の要因についてご質問いただきました。 

      議員ご指摘のとおり、吉岡町は県内のみならず、関東でも今後の人口増加が見込まれて

いるまれな町でございます。平成３年の町制施行時には約１万４，０００人であった人口

が、それから３１年後の令和４年９月現在では、約２万２，２００人を超えております。

これは、本町が前橋市、高崎市、渋川市などの経済圏に囲まれた立地のよさからベッドタ
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ウンとして発展してきたことが大きな要因の一つと考えられます。 

      また、以前からまちづくりを行ってきた議員、町長、関係各位、先人皆さん方のご尽力

により実現した平成１１年の上毛大橋の開通により、人口が大きく伸びたことがうかがえ

ます。 

      その後も、吉岡バイパスをはじめ、国道１７号前橋渋川バイパス、高崎渋川バイパスの

開通、駒寄スマートインターチェンジの大型車化供用開始など、交通基盤の整備に伴い、

大型商業施設の出店や分譲地の開発が相次いでもたらされたことが大きな要因であると考

えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 吉岡町の立地条件がよい、簡単に言えばそれが大きな要因であると、それ

以外にも要因はあるのでしょうけれども、そういったものをぜひ精査すべきではないかと

思います。 

      人口増のことを言って、今度次は減少のことを言うのですけれども、町でも２０４０年

頃を境に人口減少すると予測されています。今年５月には、世界の実業家の一人である

イーロン・マスク氏より、日本はいずれ消滅するとの発言がありました。日本はもちろん

世界にとっても大変興味のある重要な発言ではないでしょうか。 

      日本消滅の原因は、人口減少問題のようです。世界の人口も２０６０年代に減少に転じ

るとの予測がアメリカより出されています。町の人口減少が予想されるならば、その対策

を今から立て、人口減少を回避すべきではないでしょうか。 

      人口減少による損失は、その地域の経済活動だけではなく、あらゆる生活環境を一変さ

せてしまうほどの大きな影響をもたらします。町の人口減少問題に対する対策が有効であ

れば、多くの自治体が救済されるのではないでしょうか。効果をすぐに出せませんが、対

策は立てるべきと強く切望いたします。 

      人口減少対策には、人口増の要因を解析し、対策を立てる。それにより人口減少は回避

できるのではないでしょうか。人口減少問題に悩んでいる他の自治体は、いろいろな対策

を立てて実行しているようですが、なかなかその成果は出ていないようです。予測されて

いる町の将来の人口減少予測に対して、町はどのように対応すべきと考えているのでしょ

うか、お尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 

企画財政課長（米沢弘幸君） 本格的な少子高齢化と人口減少を迎えている中、吉岡町は右肩上がり

の人口増加を維持しております。町には子供が増え、活気にあふれた元気な町として成長
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しております。 

      しかし、この現象は今後数十年続くものと予測されていますが、いつまでも続くことは

なく、少子高齢化と人口減少の波は吉岡町にも必ず訪れます。だからこそ、原点に立ち返

り、将来展望をしっかり立て、一つずつ着実に事業を進め、足元を固めていく必要があり

ます。 

      それは、言い換えれば、第６次吉岡町総合計画に示された将来像や施策の大綱に沿った

事業を今後着実に進めていくことにほかなりません。また、同時に地方創生の観点から見

た、まち・ひと・しごと総合戦略をはじめ、各所属で策定する行政分野ごとの個別計画を

総合計画と整合性を取りながら推進していくことが、ひいては人口減少対策につながるも

のと考えています。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 人口問題については長い話で、今日言ってあした結果が出るというもので

はありませんけれども、少なくとも現時点においてそのきっかけをつくることは大事では

ないかと思います。 

      柴﨑町政のときに、そういったきっかけをつくっていただければ、町民もありがたいの

ではないかなというふうに思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

      次は、町の観光についてですけれども、町に観光課が設置されてから、まだ日は浅いと

思いますが、現在まで町の観光に対する新しいチャレンジはあったでしょうか、お尋ねい

たします。 

議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 令和２年４月１日から、町の機構改革に伴い、産業観光課が設置され

ました。しかし、その１週間後の４月７日に新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が発

令され、人が集まるイベント的な事業は実施が不可能となるなど、観光の事業に対する影

響は計り知れないものとなりました。 

      新しいチャレンジはとのご質問でございますが、イベントなどの事業は実施できない状

況でありましたので、昨年度は観光に関する情報を外部に発信する取組として、町の観光

スポットの春夏秋冬、そちらを季節ごとに紹介する動画を作成し、吉岡町ホームページで

の配信を行っているところでございます。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 今の答弁があったように、いきなりコロナで活動できなかったというのは
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非常に残念かと思いますけれども、逆にピンチがチャンスということわざがありますので、

しっかりとその辺は今後、発展することを考えて模索していただければと思います。 

      町には、東の利根川から西の榛名まで、変化に富んだ自然の中に歴史のある神社仏閣の

建物、さらに船尾滝と水沢街道、町なかには歴史ある旧家等、多くの名所旧跡があります。 

      坂東太郎と呼ばれている利根川のほとりの道の駅よしおか温泉は、利根川のほとりの自

然の中に位置しています。温泉を中心に、ケイマンゴルフ場、パークゴルフ場、物産館、

河川敷の散策路等があります。東の玄関口と位置づけられている道の駅よしおか温泉も開

業してから１５年近くを迎えようとしています。開業時から今までの来場者数は増加して

いるのでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 道の駅よしおか温泉につきましては、平成２２年３月のプレオープン

から１２年が経過しております。 

      来場者数の経過としましては、年間５０万人ほどから始まりまして、徐々に減少傾向と

なり、新型コロナウイルス感染症の発生前の令和元年度には４０万人ほどとなっておりま

した。その後、新型コロナウイルス感染症が流行した令和２年度が約２５万人、令和３年

度は少し持ち直しまして約２８万人となっております。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） コロナがあったので大変かと思いますけれども、やはり先ほど言ったよう

にいろんな創意工夫をして、ほかもやっていると思うんです。当然、吉岡町もやるべきだ

と思うんですけれども、物産館に景色が一望できる屋上があります。利根川の雄大な景色

が広がっています。絶景ではないでしょうか。しかし、その利用はごく少ないように見受

けられます。屋上への案内板がないために、初めての来場者にはほとんど利用されていな

いようです。 

      この屋上からの眺望は、利根川の豊かな自然を満喫していただける最高の観光スポット

ではないでしょうか。屋上の改修を含め、来場者に親切な案内板を整備できないでしょう

か。温泉の南には豊かな緑の公園が広がっていますが、この公園の利用増も改善をすべき

と思いますが、これらを含めて町の対応をお尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） まず、温泉の南にあります天神東公園ですけれども、この公園は道の

駅の登録時点から、道の駅の範囲に含まれているわけではございません。公園管理の部署
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としましては、建設課の管轄となっております。 

      しかし、現在、道の駅の運営管理を行っております吉岡町振興公社は、外部コンサルテ

ィングを活用した経営改善の取組を実施しており、今後の道の駅の在り方を検討していく

上で、この公園の活用方法や物産館の屋上の利用方法などについて触れられることも考え

られます。 

      提案のあった複数の改善策を同時に進めていくことは、財政的な負担や現場の負担が大

きくなることから難しい部分もあるのではないかと思っております。優先的に進めなけれ

ばならないことから着手し、公園については、道の駅の一部として利用者増の方策などに

ついて探っていきたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 一応、お金もかかることですから、簡単にはいかないと思うんですけれど

も、せめて物産館の屋上に行く案内板だけは、それはお金がかかりますけれども、大した

お金じゃないと思うので、その辺は至急できることだと思いますので、善処よろしくお願

いしたいと思います。 

      次に、ふるさと納税についてお尋ねしたいのですけれども、先ほどの冨岡議員の質問と

同じなものですから、これについては割愛させていただきたいと思います。 

      次に、町のゆるキャラについてですけれども、群馬県のぐんまちゃんは、数ある全国の

ゆるキャラの中でも、その知名度は高いです。多くの県をはじめ市町村には、その土地を

イメージするゆるキャラがつくられています。ゆるキャラの効果は既に承知のことと思い

ますが、ゆるキャラはその土地の知名度を高めてくれるほか、その地域の人々にも地域へ

の結びつきを強めているようです。 

      吉岡町も、町のゆるキャラを誕生させる気持ちはあるでしょうか、お尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 

企画財政課長（米沢弘幸君） ゆるキャラについてですが、町としては現時点ではまだ作成していな

いのですが、それにつきましては、群馬県のコンテンツであるぐんまちゃん、このぐんま

ちゃんについて、ご当地ぐんまちゃんというのがありまして、吉岡町のよしおか温泉にあ

った大型風車、これを模したぐんまちゃんを利用していたというような経緯があります。 

      ただ、それが版権等の関係で、令和３年度で廃止になってしまったというようないきさ

つがあって、今後は使用できないというような現状になっています。 

      そういったいきさつもあるのですけれども、現時点では、いわゆるゆるキャラブームと

いうのが今、低迷しているような状況なので、その辺の動向を踏まえまして、町としては、
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現時点なんですが、ゆるキャラの作成というのは考えていません。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） ゆるキャラのブームというのも、確かにおっしゃったように今下火になっ

ているようにもうかがえますけれども、先ほど言ったぐんまちゃんが風車を持っているの

を見ておりますけれども、あれは誰が見ても群馬県というイメージで、吉岡町とは思わな

いですよね。 

      遅くてもいいですから、やはり吉岡町独自のそういったものがあれば、またそれから第

２のブームが来る可能性もあります。そのときに、さてつくろうかじゃなくて、もう既に

吉岡町はあるというぐらいのことで、特に大きなお金がかかるわけじゃないと思います。

町の観光ということも含めて、ゆるキャラをつくるということ、あるいは町民の皆さんか

らアイデアを募集する、そんな行動が、また町の皆さんを奮い立たせてくれるんじゃない

かと思いますけれども、その辺のところは、今後は考える予定はないですか。再度お尋ね

します。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 

企画財政課長（米沢弘幸君） 先ほど答弁したとおり、現時点ということで、当然のことながら今後、

流動的でありますけれども、全くないということではないということでご理解いただけれ

ばと思います。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） その辺の答弁は想定していましたけれども、しっかりとまた、話だけでは

なく真剣に考えていただければと思います。 

      それでは、町の防災についてですけれども、吉岡町地域防災計画に基づき、災害時の対

応はきめ細かく定められていると思いますが、町の防災について幾つかお尋ねいたします。 

      災害時の情報収集及び連絡網についてですが、災害時の有線電話等は当然使用不可を想

定して、あらゆる手段を利用することが想定されています。当然かと思われます。 

      しかし、地域防災計画の中に、情報収集方法にドローンの活用記載がないように見受け

られますが、どのような位置づけで考えているのでしょうか。ドローン操縦資格を取得し

ている職員もいるようですが、面積の少ない吉岡町では、空からの情報収集により、素早

い災害への救済対応ができるのではないでしょうか。 

      以前、ドローンは委託業者に任せているとのことでしたが、災害時に委託業者が被災し

ていれば、ドローンの活用は不可能です。町として確保しておくべきではないでしょうか、
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お尋ねいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 災害時の情報収集方法につきましては、議員ご指摘のとおり地域防災計

画の中には記載がございませんが、ドローンの活用も有効な手段の一つであると考えてお

ります。 

      ドローンの確保につきましては、購入のための予算を令和４年度の当初予算で確保して

おり、現在、購入機種の検討を行っているところでございます。今後、購入、そしてその

活用に向けて進めていきたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） 時間もあと僅かです。まだ質問することがあるんですけれども、残りにつ

いては、また機会があれば質問させていただきたいと思いますので、これで私の質問を終

わらせていただきます。 

議  長（岩﨑信幸君） 以上をもちまして、１２番山畑祐男議員の一般質問が終わりました。 

      以上で、本日の会議で予定されていました一般質問は全て終了しました。 

      月曜日は、通告のあった７人のうち、残り３人の通告者の一般質問を行います。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

散  会 

議  長（岩﨑信幸君） 本日はこれをもって散会とします。 

          午後３時１５分散会 
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    令和４年第３回吉岡町議会定例会会議録第３号     

令和４年９月５日（月曜日） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議事日程 第３号 

   令和４年９月５日（月曜日）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問（別紙質問表による №５～№７） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 
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出席議員（１３人） 

  １番 小 林 静 弥 君    ２番 冨 岡 栄 一 君 

  ３番 飯 塚 憲 治 君    ４番  嶋   隆 君 

  ５番 富 岡 大 志 君    ６番 金 谷 康 弘 君 

  ８番 村 越 哲 夫 君    ９番 坂 田 一 広 君 

 １０番 飯 島   衛 君   １１番 平 形   薫 君 

 １２番 山 畑 祐 男 君   １３番 小 池 春 雄 君 

 １４番 岩 﨑 信 幸 君     

欠席議員 なし 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

町 長 柴 﨑 德一郎 君  副 町 長 野 村 幸 孝 君 

教 育 長 山 口 和 良 君  総 務 課 長 髙 田 栄 二 君 

企 画 財 政 課 長 米 沢 弘 幸 君  住 民 課 長 小 林 康 弘 君 

健康子育て課長 中 島   繁 君  介 護 福 祉 課 長 永 井 勇一郎 君 

産 業 観 光 課 長 岸   一 憲 君  建 設 課 長 笹 沢 邦 男 君 

税 務 会 計 課 長 中 澤 礼 子 君  上 下 水 道 課 長 大 澤 正 弘 君 

教育委員会事務局長 髙 𣘺 淳 巳 君    

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

    事 務 局 長  福 島 良 一     主      事  岸   美 穂 
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開  議 

          午前９時３０分開議 

議  長（岩﨑信幸君） 皆さん、おはようございます。 

      ただいまの出席議員は１３名です。定足数に達していますので、本日の会議を開きます。 

      先週金曜日に引き続き、本日も一般質問を行います。 

      本日は、通告のあった７人のうち、残り３人の通告者の一般質問を行います。 

      これより、お手元に配付してあります議事日程（第３号）により会議を進めます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１ 一般質問 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１、一般質問を行います。 

      ６番金谷康弘議員を指名します。金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君登壇〕 

６  番（金谷康弘君） それでは、議長への通告に従い一般質問を行います。 

      １、都市計画関連、カワチ薬品第２店舗についてです。 

      皆さんご存じのように、吉岡町は今現在、物すごい勢いで開発が進んでいます。特に、

駒寄スマートインターチェンジ東側、ジョイフル本田を核に、上毛ハウジング、長野県の

ツルヤ、また過日、上毛新聞ではヤマダ電機がジョイフル本田西側に出店との記事があり

ました。 

      吉岡バイパスの東側、カワチ薬品東、農地では、一時転用が下りたカワチ薬品第２店舗

の遺跡の調査が始まったようです。スシロー東では、南側店舗のネッツトヨタ群馬よしお

か店の店舗拡大の工事が始まっているようです。上毛ハウジングよしおかパークは既に

オープンしています。ツルヤは１０月１３日オープンとのことですからいいとして、工事

中のジョイフル本田の今後の進捗状況、ヤマダ電機の今後の予定及び遺跡調査が始まった

カワチ薬品の第２店舗、これについて、これからの予定で構いません。町の把握状況を柴

﨑町長、まずここからお尋ねしたいと思います。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 皆さん、おはようございます。 

      一般質問２日目、金谷議員から、都市計画関連についてご質問をいただきました。 

      初日、９月２日の一般質問において、富岡大志議員、山畑議員、お二人からも駒寄ス

マートインターチェンジ周辺の大規模商業施設の開業に伴う安全対策については様々なご

意見をいただいております。 

      ジョイフル本田の進捗状況、ヤマダ電機の今後の予定、株式会社カワチ薬品第２店舗の
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今後の予定など、具体的に町が把握している状況については建設課長に答弁をさせます。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） ジョイフル本田の進捗状況でございますけれども、山畑議員の一般質問で

も答弁しておりますが、車両交通に関する交差点処理計画などの交通安全対策につきまし

ては、警察等々関係機関と調整協議を残す状況でございます。 

      開発区域内での店舗建設や場内の造成工事などの整備は、株式会社ジョイフル本田、株

式会社ヤマダ電機ともに、工事施工計画に基づき、令和５年春のオープンに向け予定どお

り進められておるところでございます。 

      株式会社カワチ薬品第２店舗の進捗ですが、令和４年３月に吉岡町土地開発指導要綱に

基づきます土地開発事業計画事前協議書を提出いただいております。内容につきましては、

物販店舗及び駐車場の増設を目的に、当初計画においては来年３月末の完成を予定してお

りました。開発事業区域については、文化財金竹西遺跡の包蔵地内であることから、文化

財保護法に規定する発掘届に基づき試掘調査を行ったところ、文化財が確認されたことか

ら、発掘本調査を行い、記録保存が必要となっております。 

      発掘本調査は現在も行われており、完成及び店舗オープンに係る工事計画が遅れている

状況と伺っております。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 次に、カワチ薬品第２店舗について、町は既に開発等の協議をしていると

思います。この第２店舗の概要など、把握している範囲でいいです。変更などあるでしょ

うから、今現在の店舗の概要で構いません。お尋ねします。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） カワチ薬品の店舗及び駐車場の増設事業の内容になりますが、当初計画と

いうことで、敷地面積９，９３７．５９平方メートル、建物面積２，３６３．９９平方

メートル、駐車場面積６，３３４．３４平方メートル、緑地１９５．７３平方メートル、

その他が７４３．５３平方メートル、またこのうち駐車場台数につきましては、来客用１

６０台、障害者用５台、従業員用７２台、合わせて２３７台となっており、予定工期につ

きましては令和５年３月３１日となります。 

      店舗については、建物は敷地北側に配置しており、出入口については北側１か所、南側

が２か所、また計画変更により西側１か所追加となっております。 

      以上、概要でございます。 
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議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 次に、カワチ薬品第２店舗の来客の車の動線についてお尋ねします。 

      カワチ薬品第２店舗の周辺道路は、東は県道南新井前橋線、歯科医院のところ、手押し

信号から入る寺下の児童の通学路、西側は吉岡バイパス主要地方道前橋伊香保線、南はカ

ワチ薬品とスシローとの間の道路、吉岡バイパスから寺下の児童の通学路間、北側はカワ

チ薬品北側道路、吉岡バイパスと寺下の児童の通学路の間です。 

      フリップを用意しましたので、説明します。 

      これが吉岡バイパスです。これが南新井前橋線、ここが大松の信号です。これがカワチ

薬品。ここは東側がカワチ薬品第２店舗。スシローで、ここがネッツトヨタ、ここが西松

屋の信号です。道路的には、第２店舗の南、スシローとカワチ薬品の間、それとあと裏側、

それとバイパスと通学路、このような状況になっております。 

      車両の進入経路としては、一般的ですと、吉岡バイパスを北側から来た車両はカワチ薬

品第２店舗南側道路、北側道路の進入。吉岡バイパスを南から来た車両は、中央分離帯が

あるため、大松の信号を過ぎて西松屋の信号を右折、そして北側からの進入、もしくは大

松の信号を右折し、歯科医院の手押しの信号を左折し、寺下の児童の通学路からの進入と

なります。 

      県道南新井前橋線を西側から来た車両は、大松の信号を左折し、西松屋の信号を右折し

北側からの進入、もしくは、大松の信号を過ぎて、歯科医院の手押しの信号を左折し、寺

下の児童の通学路の利用の進入となります。 

      県道南新井前橋線を東側、上毛大橋側から来た車両は、歯科医院の手押しの信号を右折

し、寺下の児童の通学路にての進入、もしくは大松の信号を右折し、西松屋の信号を右折

し、北側からの進入となります。 

      吉岡バイパス北側からの進入以外は、寺下の児童の通学路への進入と考えられます。 

      説明しますと、北側から来た車両は、カワチ薬品の裏、南から入ります。南から来た車

両は、大松の信号を過ぎて、西松屋の信号を右折し、北側からの進入、もしくは右折し、

医院の手押しの信号を左折し、寺下の児童の通学路からの進入。 

      西から来た車両は、大松の信号を左折し、西松屋の信号を右折して、北側からの進入。 

      上毛大橋から来た車両は、歯科医院の手押しの信号を右折しての進入となります。 

      次に、カワチ薬品第２店舗から出る車両ですが、吉岡バイパスを北に向かう車両は、店

舗より北側に出て、西松屋の信号を右折。吉岡バイパスを南に向かう車両または県道南新

井前橋線を西側に向かう車両は、店舗の南北の道路に出て、吉岡バイパスを左折、もしく

は直進。県道南新井前橋線を東に向かう車両は、店舗南北の道路を利用し、寺下の児童の
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通学路を経て、歯科医院の手押しの信号を左折、これが一般的な動線かと思います。 

      説明しますと、出る車両は、北側へ向かうのは、北側の道路を使って西松屋の信号を右

折。南へ向かう車両は、南北の道路を出て真っすぐ、もしくは西へ向かう車両は大松の信

号を右折。そして、上毛大橋へ向かう車両は北南の道路を経て、通学路を経て、左折で上

毛大橋と。これが一般的な動線かと思います。どちらにしても寺下の児童の通学路を利用

することが考えられます。 

      通学路の利用は避けるべきと考えますが、町はカワチ薬品第２店舗側と車両の動線につ

いて、どのような計画にて協議をしているのでしょうか。通学路の安全対策をお尋ねしま

す。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 来店者の車両交通の動線でございますけれども、町としても、議員が説明

されたとおりの動線経路になると認識をしております。 

      平日と休日とでは、店舗の利用者数が大きく違うと想定されますが、何より児童の通学

路がございます。歯科医院手前、信号機から北に向かう町道金竹西・田端線を利用する車

両の増加については、当然危惧をしておるところでございます。 

      開発協議におきましても、協議確認書を通じまして、通学路の安全対策を最優先に事業

を進めていただくよう要望しておるところでございます。 

      安全対策における具体的な動線ですが、各地域、各方面から来店され店舗へ進入される

と思いますが、来春開業予定のジョイフル本田など大型商業施設の動線と照らし合わせま

すと、吉岡バイパス西松屋の信号から町道十二地区２号線を経由して新店舗の北側駐車場

に進入する経路を主に利用していただくように店舗設計を変更するように、事業者にお願

いをしておるところでございます。 

      カワチ薬品では、この協議により、店舗北からの来退店の車両誘導をスムーズにするた

め、現店舗と新設店舗との間、南北に設置された中群馬払下げの排水路になりますが、こ

の北側に延長約５５メートルのボックスカルバートを敷設して、北側出入口通路を広げ、

お客様のメイン出入口を北側に変更する整備計画に見直しをしていただいているところで

ございます。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） カワチ薬品とカワチ医薬品第２店舗との間、北側からの動線ですが、中群

馬用水路部分暗渠にて、道路で駐車場に進入とのことですが、車線道路幅とかの説明をお

願いします。 
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      またフリップでいったら、今５５メートルと言いましたけれども、ここはこんな感じで

５５メートル増やすという感じでよろしいんでしょうか。 

      では、道路幅だとか、車線だとか、そこのところの具体的な説明を求めます。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 道路幅ということでございますけれども、今回、カワチ薬品が整備するの

は、通路ということで整備をされます。水路を暗渠化した場合、おおむね６．８メートル

の通路幅が確保できることになります。これにより、店舗への進入車両につきましては３．

５メートルの幅、それから店からの退店通路につきましては３．３メートルの幅が確保で

きる見込みになります。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 分かりました。 

      では、第２店舗南側の駐車場から、中群馬用水の間を経て、ここで進入、あとは出ると

いうことで協議をしているということでよろしいわけですね。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 当然、入り口が南にもありますので、南から北へという経路、それから先

ほど申したのですけれども、なるべく北側から入っていただきたいということで、メイン

を北側のほうに設けて、北から北へ抜けていただくような形で協議はさせていただいてい

ます。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 分かりました。 

      県道南新井前橋線を東から来る車両、さくら歯科医院手押しの信号を右折して入ってく

る進入については問題があるので、後でまた質問しますけれども、中群馬用水を暗渠にし

た駐車場への取付け道路のようなもので、この工事自体はカワチ薬品第２店舗の工事とい

うことでよろしいんでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） この工事につきましては、カワチ薬品によります開発者事業の原因者負担

により施工していただいておるところでございます。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 
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              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 次に、周辺道路の幅員についてお尋ねします。カワチ薬品北側の道路は、

道路自体の幅はありますが、第２店舗北側の道路は狭いようですが、幅員をお尋ねします。

また、南側道路の幅員、寺下の児童の通学路の幅員もお尋ねします。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） カワチ薬品店舗北側、町道金竹西３号線ですが、既存店舗の裏側につきま

しては、幅員は６メートル、車線幅は５．５メートル、新店舗の裏側につきましては、幅

員が４メートル、車線幅が３メートルとなっております。 

      また、南側の道路ですが、町道金竹西４号線ですが、幅員は５．６メートルから６．１

メートル、車線幅４メートルとなっております。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 児童の通学路の幅員は分かりませんか。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 大変申し訳ないのですが、動線がかなり長いので、平均幅員ということで、

ちょっと確認をしてこなかったので、この場でお答えできません。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 次に、敷地内の排水計画についてお尋ねします。 

      駐車場は大分広いです。駐車場に降った雨水の排水計画をお尋ねします。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 敷地内の駐車場の排水等の計画でございますけれども、土地開発事業事前

協議申請書の増築計画におきましては、土地利用の増築分の開発面積９，９３７．５９平

方メートル、このうち駐車場の面積が６，３３４．３４平方メートルとなっております。

土地利用面積に占めます駐車場の比率については、６３．７４％となっております。 

      敷地内における雨水の排水計画については、地下式貯留槽、貯留量５９０．９７立米を

開発区域の南側駐車場下に設置して、ポンプにて西側の中群馬の排水路に放流する計画と

なっております。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 
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６  番（金谷康弘君） 今までの質問にて、大体、第２店舗の全容が見えてきました。 

      ここで、先ほど説明をいただいたカワチ薬品とカワチ薬品第２店舗の間、中群馬用水部

分の北側の約半分を暗渠にして、第２店舗の駐車場への接道ですが、北側半分でなくて店

舗南側までの道路までつなげたほうが、利便性はよいと私は思います。カワチ薬品とカワ

チ薬品第２店舗の並びに南北に走る道路は、東は県道南新井前橋線、歯科医院のところを

手押しの信号から入る寺下の児童の通学路、西は吉岡バイパス主要地方道前橋伊香保線し

かありません。 

      中群馬用水を全て暗渠にし、道路とし、西側の吉岡バイパスと東側の寺下の児童の通学

の間に１本道を設けたほうが、車両の流れがスムーズになり、また、ないと東側の通学路

に車両が流れ、通学路における事故につながりかねないと思います。 

      フリップを見ますと、この接道の道路を南側でつなげると、この通学路の安全性、また

この店舗の利便性が大分向上すると思うんですが、そのことについて町の見解を求めます。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 開発区域中央、南北に設置されております排水路について、南側も暗渠化

して開発区域内に新たな車両の動線を設けるということは、場内来退店の車両の誘導や分

散化においては、非常に有効な対策の一つと認識はしております。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 中群馬用水を暗渠にして、北側およそ半分だけを道路にして、南駐車場へ

の接道とすると、駐車場から店舗に出入りする正面が車道化し、買物に入りづらい、危険

性が増します。また、吉岡バイパスを北側へ向かう車両は、バイパスに中央分離帯がある

ため、最短距離ですと西松屋信号に出なくてはならず、中群馬用水の北側半分を暗渠にし

た駐車場の接道を戻る動線となります。もしくは駐車場北側出入口の利用で、店舗正面方

向に戻らなくてはなりません。必然的に店舗出入口が、買物に来る車両、帰る車両で混雑

します。なぜなら、南側が駐車場だからです。 

      フリップでいいますと、駐車場南側、来る車両、出る車両がみんなここに集まってきま

す。もしくは、ここにも出入口があるため、こう来てこうなります。当然、店舗の出入口

が混雑します。道路化します。非常に危険かと思います。町の見解を求めます。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 先ほども申し上げましたけれども、議員おっしゃるとおり、排水路の全面

暗渠化、駐車場の出入口箇所の誘導方法の変更につきましては、予想されます店舗内の交
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通混雑の分散や回避を図る上でも有益な対策というふうには考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） また、今現在、この接道を少し延ばすというような話があるようですが、

そこのところは今どうなっているのでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） これにつきましては、事前協議の確認書において、何度か協議をさせてい

ただいておるのですが、現状では北側半分のみということになっております。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 平成２９年第２回定例会で私が一般質問した狭隘道路、カワチ薬品北側の

中群馬用水沿いの道路ですが、吉岡バイパスを南から来たカワチ薬品に入る車両は、西松

屋の信号を右折し、この狭隘道路に進入してくる状況でした。また、帰る車両もそうでし

た。狭くて、南と北の入り口のところで、先に入った車両を待っていて、行かせて、入る

状況でした。 

      しかし、工事をしていただき、中群馬用水を暗渠にし、幅広く拡幅していただき、非常

に便がよくなりました。 

      この拡幅した道路の幅員、総延長はどのぐらいでしょうか。 

      また、この拡幅していただいた道路北側進入部分、大きなグレーチングのます、標識、

ミラーでバリカーが設置されており、進入路が狭くなっております。多分、標識がある関

係かと思いますが、非常に不便さを感じます。これについてもお尋ねします。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 昨年度、町道十二地区２号線外１路線道路改良工事として予算を頂き、施

行しております。 

      主な内容になりますけれども、施工延長につきましては１２５メートル、自由勾配型の

側溝５２メートルと幅６０ミリメートルの側溝６２メートル、平均幅員が７メートルとい

うことで施工しております。 

      バリカー設置の理由でございますけれども、道路の下に横断側溝など地下埋設構造物が

既に設置されていたため、既設の一時停止標識やカーブミラーの移設が不可能であること

から、この注意喚起ということで、保護のためにやむを得ずポストコーンを設置しており

ます。 
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議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） この拡幅した道路は、カワチ薬品とカワチ薬品第２店舗の間の道路に真っ

すぐ接続します。カワチ薬品南側の道路まで真っすぐに接続した方がよいと思いませんか。 

      南北の道路は、西側が吉岡バイパス、東側は寺下の児童の通学路しかありません。１本

広い道路が南北に抜ければ、利便性の向上、通学路の安全性が向上します。町の見解を求

めます。 

      図で見ますと、この広げた道路、西松屋の信号を入ったところから真っすぐ広い道路で

抜けます。非常に利便性、また児童の通学路の安全性が向上すると思います。これを真っ

すぐつなげる道路、いかがでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 議員おっしゃるとおり、利便性の向上につきましては有効な対策というふ

うに考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 野村副町長は、群馬県の県土整備部に長くいられまして、交通工学や都市

工学に見識が深いと思います。執行の中で一番明るいかと思います。この事案をどのよう

に思うでしょうか、お尋ねします。 

議  長（岩﨑信幸君） 野村副町長。 

              〔副町長 野村幸孝君発言〕 

副町長（野村幸孝君） 今、吉岡町が抱えている非常に大きな問題だと思っております。 

      この大規模店舗進出に伴います開発につきましては、いろいろと協議をされている中で

あります。実際に着工もされているところでありますが、交通量の問題、安全が第一でご

ざいますので、その辺も含めて事業を進める必要があると思います。 

      もちろん安全が第一ですので、通学路等についてはそういった認識を持っておりますの

で、そういったことを十分に検討しなければならないとは思っております。 

      交通量の問題とか、そういったものについては、今後も大規模店舗がオープンすれば、

実際の交通量を調査しなければならないこともありますし、それを見据えた形で、今後、

道路整備をしていく必要があるというふうに私は認識しております。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 以前、課長の回答にもありましたが、中群馬用水を暗渠にして駐車場への
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接道工事ですが、これはカワチ薬品第２店舗の工事とのことですが、もう少しカワチ薬品

第２店舗にお願いして、南まで延ばしてもらえるようお話はできないのでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 通学路の安全対策につきましては、最も危惧をしております。事業計画の

見直し等々、開発事業者のカワチ薬品には、吉岡町土地開発指導要綱に基づく事前協議に

おいても丁寧に対応していただいておるところでございます。 

      開発事業区域内の排水路暗渠化は、事前協議において、店舗周辺におきます車両交通の

分散化を目的に、町から事業者に対して要望しております。 

      当初は、要望は理解するけれども、多額の費用を見込むことから困難とのことでござい

ました。その後、協議を重ね、おおむね半分、北側の暗渠化についてご理解をいただいた

経緯がございます。さらなる費用負担をお願いすることは難しいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） さらなる要望は厳しいということですが、そうでしたら町の工事というこ

とでできないのでしょうか、お尋ねします。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 開発事業区域内での場内整備に係る工事ということになります。通常、工

事費用の負担区分につきましては、開発事業者にお願いをしておるところでございます。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 工事費用ですが、この道路の北側の狭隘道路にて拡幅した道路ですが、十

二地区２号線、この路線の拡幅の工事費はどのぐらいだったのでしょうか、お尋ねします。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 工事費用につきましては、１，０８１万３，０００円を要し、整備をして

おるところでございます。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 約１，０００万円。それで、カワチ薬品とカワチ薬品第２店舗の間、およ

そ半分を開発工事しても、残りの半分は、距離から見ますと拡幅した狭隘道路の工事費の

半分以下ではないかと概算で思うのですが、そこのところの金額的にはどうでしょうか。 
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議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 第２店舗の南側半分を暗渠化した場合の概算工事費が幾らぐらいかとのご

質問でございますけれども、現地の排水路調査も行っておりません。工事費の算出はでき

ておらない状況です。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 算出はしないということで仕方ないのですが、私は拡幅した狭隘道路の費

用より大分低いのかとは考えます。それでも町の工事では厳しいのでしょうか。金額には

大分低いような感じがするのですけれども、再度お尋ねします。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 考え方的には、開発事業者での工事負担ということでお願いしたいと思っ

ております。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 上毛ハウジングを取り巻く道路、金竹西・吉開戸線９メートル道路、これ

は幅が広く、結構な金額が、繰越事業なんですけれども約３，０００万円ぐらいかかって

いますけれども、これは単独事業だと思いますが、これは上毛ハウジングが開発にかかっ

ていないから単独でやったという解釈でよろしいのでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 南新井前橋線沿いの改良工事でございますけれども、ここにつきましては

町が商業用途を張らせていただきました。この関係での整備の一環ということで行ってお

るものでございます。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 分かりました。 

      柴﨑町長、予算立てをしてから後日考えるとかなんて言っていたら、後で工事ができま

せん。たとえ後日工事ができたとしても、今のまま現況が進んで、カワチ薬品とカワチ薬

品第２店舗間、中群馬用水の暗渠道路の認定は取れるのでしょうか。後からの工事で、現

況のまま進んだ感じで。お尋ねします。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 
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              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 将来、未整備の南側半分を町が道路整備した場合の認定についてというこ

とになりますけれども、南北を通して１路線で認定することは難しいと考えております。 

      今回、カワチ薬品が行う排水路の暗渠化でございますけれども、暗渠化により水路部分

を場内通路の一部ということで活用する計画になっております。工事そのものが公道を整

備するものでございませんので、道路構造令などに即しての整備ということではありませ

ん。特に、北側町道との交差部につきましては、既存の建物の擁壁もあり、基準の隅切り

等を設けることは現状では難しいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 町長、このように道路指定は不可能です。このことは喫緊の課題です。よ

く検討してから判断なんて言っている場合ではありません。この道路ができなくて、都市

計画道路漆原総社線なんて、おかしな話ではありませんか。 

      柴﨑町長、道路というものは、地域の将来または周辺に大きく貢献するもので、漆原総

社線を否定するものではありませんが、喫緊の課題を見ながら進めるものではありません

か。柴﨑町長、お尋ねします。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） ご意見につきましては、すぐに排水路の暗渠化工事を行うべきとのことで

ございますけれども、商業施設集積に伴い周辺地域全体で様々な課題も生じていることだ

と思います。特に、大松交差点信号機周辺での交通環境は間違いなく大きく変わるという

ふうに考え、認識をしておるところでございます。 

      多くの商業施設の出店が見込まれる沿線です。今後、適切な時期に交通量調査を実施し、

周辺環境の変化を把握した上で道路整備などを検討する必要が生じるものと考えておりま

す。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） よくよく吟味の上、対応をよろしくお願いします。 

      カワチ薬品第２店舗について、もう一つの大きなボトルネックについて質問します。 

      カワチ薬品第２店舗への進入ですが、上毛大橋方面から来る車両で、近道ですと、県道

南新井前橋線の歯科医院手押しの信号からの進入となりますが、対向車が来ると右折がで

きないため車両が上毛大橋まで渋滞してしまいます。なぜなら、２車線道路で、右折車線

がないためです。 
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      また、この右折で入る道路は寺下の児童の通学路です。 

      この２つの大きな問題を町はいかように考えているのでしょうか、お尋ねします。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 過日の富岡議員の一般質問においても答弁しておりますけれども、通学路

として多くの児童が利用します県道南新井前橋線、大松交差点の東付近のさくら歯科手前

の交差点でございますけれども、右折車両に起因する事故が度々発生しておるところです。 

      大型商業施設の集積により、今後も交通量の増加が予測されることから、通学路への車

両進入抑制を目的に、中央分離帯設置を渋川土木事務所長及び渋川警察署長宛てに提出を

しておるところでございます。 

      要望書につきましては、関係機関等のご意見を基に町の判断で提出しておりますが、該

当交差点の中央分離帯設置を含めた周辺道路の安全対策につきましては、今後、地元の皆

様と協議の場を設け、進めてまいりたいというふうに考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） この問題は、すぐに方向性は見いだせないと思います。右折ラインを設け

３車線にするのも大松の信号があり非常に厳しいと思いますし、時間帯の右折禁止にする

にもいろいろと問題があり厳しいかと思います。 

      それと、この寺下の児童の通学路ですが、最低限、歩道の整備が必要かと思います。車

も、交通量の増加とともに、交通事故の増加が懸念されます。 

      そしてまた、この通学路を利用する寺下の児童の数はどのぐらいでしょうか。把握はし

ているのでしょうか、お尋ねします。 

議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 児童数でございますが、今年３月の教育委員会学校部局との意見交換の場

では、１０２名ということで確認をしております。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 分かりました。 

      柴﨑町長、利便性、安全性の向上が図られる拡幅した狭隘道路のカワチ薬品第２店舗南

側道路までの延長を、できるできないでなく、どうしたらできるか模索し、検討をお願い

します。 

      １の都市計画関連カワチ薬品第２店舗については以上とし、２の機構改革、開発課の設
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置について質問します。 

      １のカワチ薬品第２店舗について質問してきて、また、人口が増加し、大型商業施設が

出店し、ますます変わっていく駒寄スマートインターチェンジ東側を見てきて、大きな箱

物は続々とできていますが、周辺の道路整備は何もできていないのに違和感を覚えます。

箱物ができても、周辺に何もなければ、後で道路はどうにもできますが、現状を見ますと

屋ごみになっていて既存の狭隘道路しかありません。交通渋滞を引き起こすだけで、駒寄

スマートインターチェンジ東側エリアを見て交通渋滞を危惧するのは私だけでしょうか。

町はただ成り行きに任せているように感じます。町の見解を求めます。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 駒寄スマートインターチェンジ周辺では、大規模店舗の進出が活発に行

われている反面、生活インフラである道路整備が遅れているとのご意見でございますが、

平成２８年３月に策定しております吉岡町都市計画マスタープランに沿って様々な施策を

進めているところでございます。 

      都市施設である道路でございますが、幹線道路では国道１７号や主要地方道高崎渋川線

バイパス、前橋伊香保線吉岡バイパス、南新井前橋線により骨格が形成されております。 

      また、令和３年７月には、駒寄スマートインターチェンジ大型車対応化が完了し、広域

的な道路ネットワークの強化が図られております。 

      一方、町内には狭隘な道路が多く、通学路などでは歩道整備が十分ではない路線が多く

あります。 

      骨格を形成する広域的幹線道路は整備が進んでいる一方、骨格を補完する道路は整備が

遅れている状況ですが、吉岡町は開発圧力が高く、宅地化は今後も続くものと予測され、

道路整備においては支障が生じることも多く、適正な土地利用の在り方が必要であると認

識しております。 

      土地利用行政の在り方については、高齢化や今後の人口減少による空き家や耕作放棄地

の増加など様々な課題を直視し、無秩序な開発を抑止しながら、これまで以上に適切に取

り組む必要があると認識しております。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 大久保周辺の開発はしばらく続くかと思います。住宅も次から次へと建設

されております。開発と同時に周辺の道路整備をしていかないと、将来どうしようもなく

なります。今現在でも遅過ぎます。町の行政の後手後手感が多分にあります。開発課を設

置し、地域の交通緩和の検討の必要性を感じますが、町の見解を求めます。 
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議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 

企画財政課長（米沢弘幸君） 機構改革ということで、私のほうから答弁させていただきたいと思い

ます。 

      先ほど来、議員が述べているとおり、駒寄スマートインターチェンジ付近の商業予定地

等への進出により、その周辺地域で予想される交通事情への懸念というのは当然あります。 

      そうした中で、現在町では、以前より開発事業を伴う土地利用に関して、庁舎内の所属

課長を集め協議を重ねることにより、起こり得る問題を事前に提起し、対応策や最善策を

導いてきました。今後もこの体制を継続していくことで、開発に特化した部署はございま

せんが、課の垣根を越え、横断的な業務連携を図ることで町の発展を進めていくことが可

能であると考えています。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 開発課がなくても、一応、部署間でいろいろ検討してということですね。

分かりました。 

      ８月２５日、上毛新聞。分譲企業募集。１２月から玉村側の工業団地、関越道高崎玉村

スマートインターチェンジ東の玉村町内では、県企業局が高崎玉村スマートインターチェ

ンジ北地区工業団地の造成を進めている。県は２３日、分譲企業を募集すると発表。周知

期間を経て１２月１日から受け付ける。同工業団地はスマートインターチェンジに近接し

ており、分譲面積は１５．４ヘクタール。全７区画あり、面積は約３，０００平方メート

ルから約３万６，０００平方メートル。１平方メートル当たりの分譲単価は３万円から３

万５，０００円。同局団地課は、東京圏をはじめ交通アクセスに恵まれた好立地。企業の

製造拠点やデータセンターを誘致したいとする。募集要項は県ホームページのほか、県東

京事務所や大阪事務所、玉村町都市建設課の窓口で入手できるとあります。 

      吉岡町の関越道駒寄スマートインターチェンジ西側の工業団地の関係の記事はいつ頃発

表される予定でしょうか。申し訳ないですが、町の工業団地の進捗状況は全く見えてきて

いない状況です。所管は産業観光課と思いますが、この事案は開発課を設け、そこにおい

て事を進めるべきと考えますが、いかがでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 

企画財政課長（米沢弘幸君） 先ほどの答弁と重複するところもあるんですが、土地利用委員会とい

うところで全庁的な場の議論を重ねています。 

      また、吉岡町では令和２年度に機構改革を実施して今の課体制になっているわけですが、



 - 164 - 

機構改革をした後でも、今年、令和４年度に事務分掌を一部変えて、室の配置を変えたと

いうこともあります。こういったことからも、今後はその時々に合わせて機動的に各室等

の事務分掌等を見直していきたいというふうに考えています。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 皆さんご存じのように、吉岡町は今、人口が増えております。若い世代の

流入が目立ちます。従来の住民、新しい住民、いろんな考え方があり、いろいろな状況の

方がいて、町役場にはいろんな要望等があるかと思います。それらの要望など各課で対応

となると、若い職員ではまだよく分からないので、室長が対応になるかと思います。そう

なると室長は、室長の本来の職務ができなくなるおそれがあると私は思います。 

      そのような要望、意見等の対応も開発課の担当にし、各担当課に振ったほうがよいかと

思います。そして、開発課はそれらの要望、意見を参考にして、地域の開発に役立てるこ

とができると思いますが、町の見解を求めます。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 

企画財政課長（米沢弘幸君） 開発課をというようなお話なのですが、先ほど来、答弁しているとお

り、現状は今の体制でいきたいというふうに考えておりまして、この先、事務分掌等は機

動的に見直していきたいと、同じ回答なってしまうのですが、このように考えています。

以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 分かりました。 

      ところで、一番多い自治会からの要望の窓口ですが、そこはどこで受けているのでしょ

うか。総務課ですか。まさか各課の担当の対応ではないと思いますが、お尋ねします。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 自治会要望の受付窓口についてですが、金曜日の嶋議員の質問にもあり

ましたけれども、令和２年度の機構改革前までは当時の自治会担当である町民生活課で受

け付けておりました。 

      しかしながら、受付時に、自治会長から現場の詳しい状況等をお聞きすることもありま

して、その後の対応をスムーズに行うため、現在では要望の相談と要望書の受け取りを各

課での対応とさせていただき、受け付けた要望に付番する集計作業や進捗状況の取りまと

め、各自治会や議員の皆様への報告に関しては、総務課協働安全室の自治会担当のほうで
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対応させていただいております。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 各課での対応ですと、話が一番分かりやすいのかと思っております。一番

利便性がいいかと思いますが、各課の対応ですと、ちょっと忙しくなってしまうのかなと

いう感じがあります。 

      また、開発課を設けても、他の部署から人材を回しても、職員の数が決まっているので、

庁舎内の状況は厳しくなるだけです。 

      そこで、お聞きします。町の職員の定数条例の職員数は何人でしょうか。そして、今現

在の職員数をお尋ねします。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 現在の定数条例上は１４６名ということになっております。 

      現在の人員数については、１３６名ということになっておりますけれども、第２次吉岡

町定員管理計画に基づきまして、令和３年度から令和７年度ということで、今推移してい

るところでございます。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 定数条例１４６名、令和３年から令和７年までの計画ですか。今現在１３

６名。町の人口からすれば、ちょっと少ないのかなと。実際、庁舎内に入ってみると、や

っぱり職員の人がみんながちがちで仕事をしているような感じを覚えます。 

      また、この定数条例の中には会計年度職員、再雇用の数は含まれているのでしょうか。

今現在の職員には、会計年度、再雇用の人数は何人いるのでしょうか、お尋ねします。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 会計年度任用職員については、出入りが激しいもので、正確な数は今お答

えすることができません。申し訳ありません。 

      定数の中には、会計年度職員は、カウントの中には入ってございません。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 町民サービスの向上、円滑な行政運営のため、機構改革、開発課の設置、

職員数の増強、職員を増やしても、皆さんご存じのように庁舎はがちがちです。庁舎の増

築などを含め検討をお願いしたいと思います。 
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      機構改革をしてまだ何年しかたっていないからとか、何年たたないとできないとかとい

うのではなく、朝令暮改、周囲の人を混乱するのはよくないですが、現状に即した対応の

朝令暮改は必要かと思います。 

      次の質問に移ります。 

      ３、福祉関連、里親制度です。 

      上毛新聞の記事、キャプション、伊勢崎市里子の自立支援、現金支給と運転免許。伊勢

崎市内で暮らす里子の要望を踏まえ、市は里親の元を巣立つ里子に対する自立支援事業を

始める。現金支給一律２０万円と運転免許取得支援の二本立て。同様の支援は、１２市で

は前橋市に続いて２例目。里親の元で暮らす男子生徒、当時高校２年生らが市役所を訪れ

市長に要望。生徒は、僕の後ろには困っている子供たちがたくさんいる。その子供たちの

ために僕は声を上げないとと思ったと、支援を求めたそうです。 

      前橋市の支援、タイガーマスク運動支援プロジェクト。児童養護施設や里親の元で暮ら

せるのは原則１８歳まで。自立を控えた子供に対し、新生活準備資金として２０万円を支

給するとともに、自動車運転免許取得の際の自己負担金を市内教習所と官民連携によりゼ

ロとする。前橋市では、この資金をふるさと納税による寄附金で実施していて、このタイ

ガーマスク運動支援プロジェクトは、地域活性化につながるふるさと納税の取組を表彰す

るふるさとチョイスアワードの大賞を受賞したこともあるようです。 

      要は、吉岡町でも里親の元を巣立つ里子に対する自立支援を始めませんかということな

のですが、まず里親制度について理解しなくてはならないので、中央児童相談所北部支部

に行って話を聞きました。 

      里親制度には、養育里親、１８歳未満の子供を家庭に戻るまでの間や自立するまでの間

の養育。養子縁組里親、養子縁組を結ぶことが前提で、特別養子縁組、ゼロ歳から１５歳、

離縁不可。普通養子縁組、離縁可。季節・週末里親、週末や長期休暇などに数日から１週

間ほど子供を養育。里親になるには審査があるようですが、養育に必要な費用は支給され

るようです。 

      中央児童相談所北部支部によると、人口減少で子供の数が減る中、親の病気や虐待など

様々な理由において、家庭で親と一緒に生活できない子供たちの数は横ばいだそうです。

絶対数が減る中で横ばいということは、増えているということです。 

      日本において、様々な理由により親と暮らすことができない子供たちが約４万５，００

０人いるそうです。群馬県の要保護児童の状況では、令和２年３月現在、児童養護施設入

所３５４人、乳児院入所４１人、里親委託６８人、ファミリーホーム委託２３人、国の方

針として施設入所から里親委託の普及に努めているそうです。なぜなら、子供たちの心の

ケアと健やかな成長には、家庭に迎えられ自分が愛されていると実感できることが大切だ
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からです。 

      県の中央児童相談所北部支部より、吉岡町での周知普及をお願いされたので、町の広報

やホームページの周知をお願いするものであります。柴﨑町長、いかがでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 里親制度は、ただいま議員の説明にもありましたが、何らかの事情によ

り家庭での養育が困難、または受けられなくなった子供に、温かい愛情と誠意をもって自

らの家庭で養育していただく制度になります。 

      里親登録などの業務につきましては、児童相談所で行っております。児童相談所では、

毎年、管内市町村で里親相談会を開催し、里親の募集、制度の周知、啓発、普及活動を行

っております。 

      吉岡町でも、毎年１１月頃になりますが、吉岡町保健センターを会場に相談会を開催し

ております。 

      今後も引き続き、児童相談所とも協力しながら、町広報紙、ホームページへの掲載、相

談会場の提供等、定期的、継続的な周知、啓発、普及活動に取り組んでまいりたいと考え

ております。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） ありがとうございます。 

      次に、前橋市におけるタイガーマスク運動支援プロジェクト。運転免許取得制度、新生

活準備支度金２０万円を支給。伊勢崎市による里子の自立支援事業、現金支給一律２０万

円と運転免許取得支援。 

      吉岡町でもどうでしょうかということですが、自立を控えた子供たちは、親等の支援が

望めず大きな不安を抱えております。吉岡町における里親制度の利用者数を把握している

わけではありませんが、里子の自立支援、前橋市、伊勢崎市と同様なものとは言いません

が、何かを始めてはいかがでしょうか。柴﨑町長、お尋ねします。 

議  長（岩﨑信幸君） 中島健康子育て課長。 

              〔健康子育て課長 中島 繁君発言〕 

健康子育て課長（中島 繁君） 児童が里親の元を離れ社会生活を始めるに当たり、親等からの援助

が望めず不安を抱えている子供たちがいるものと考えております。 

      児童相談所などと連携しながら子供たちの相談に応じ、公的支援などについての情報提

供、情報共有などを行っていきたいと考えております。 

      また、他の自治体で行っている里親の元を離れる場合の自立生活支度金や自動車運転免
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許取得支援制度の導入につきましては、財政的な面や他の支援制度の利活用など、教育委

員会や福祉関係等、関係部署とも協議しながら検討していきたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 金谷議員。 

              〔６番 金谷康弘君発言〕 

６  番（金谷康弘君） 吉岡町は人口が増えて、町民税、農家世帯からサラリーマン世帯、また農

地が宅地となり、固定資産税等が大分増えておりますが、人口が非常に増えて、子供たち

の数が非常に増え、子供たちにお金がかかっているのを私も決算書を見るとよく分かりま

す。そのような状況をよく分かっているんですけれども、吉岡町としても何らかの検討を

していただければと思います。 

      あと１問、地域の課題で、川原田山不動尊の東側斜面の質問があるのですけれども、残

り１分を切ってしまいましたので、質問できませんので、これは次回に回したいと思いま

す。 

      以上で、金谷の質問を終わります。 

議  長（岩﨑信幸君） 以上をもちまして、６番金谷康弘議員の一般質問が終わりました。 

      ここで休憩を取ります。再開を１０時５０分とします。 

          午前１０時３１分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午前１０時５０分再開 

議  長（岩﨑信幸君） 会議を再開します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（岩﨑信幸君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） ただいまの金谷議員からの一般質問の答弁内容について、私の答弁内容の

一部に誤りがございました。訂正させていただきます。 

      常勤の職員の数について、１３６名とお答えしましたが、現状１４２名になっておりま

す。 

      大変申し訳ありませんでした。訂正させていただきます。 

議  長（岩﨑信幸君） ただいま訂正がありました。それでよろしいですね。 

      １０番飯島 衛議員を指名します。飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君登壇〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） それでは、議長への通告に従いまして、一般質問をさせていただきます。 

      まず最初でありますが、マイナンバーカードに関してということで質問をさせていただ

きます。 
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      １番といたしまして、現状と対策はということでお尋ねいたします。 

      この制度は、２０１６年１０月から開始されております。そして、マイナンバーカード

に保険証としての機能を持たせる制度が昨年１０月から始まりまして、今年の１０月から

は初診時の窓口負担が３割負担の人は１５円安くなるとのことです。一時、マイナンバー

カードで使うと高くなるなんていうことがありましたけれども、安くなるということでご

ざいました。 

      また、政府は、医療機関や薬局に対し、マイナンバーカード保険証対応のシステム導入

を２０２３年４月から原則義務化し、２０２４年度以降は従来の保険証は廃止を目指すと

いうことでございます。 

      なかなかマイナンバーカードの普及が遅々として進まないような現状でございますけれ

ども、町の交付率についてお伺いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 飯島議員から、マイナンバーカードに関して、町の交付率について質問

いただきました。 

      マイナンバーカードについては、平成２７年１０月からマイナンバーの通知カードの送

付、平成２８年１月から本格運用をされております。 

      令和２年１２月に閣議決定されたデジタル社会の実現に向けた改革の基本方針において、

デジタル庁がマイナンバー、マイナンバーカード、公的個人認証等のマイナンバー制度全

般の企画立案を一元的に行う体制を構築し、市区町村等との連絡調整など実施事務を担う

総務省と連携して、令和４年度末にはほぼ全国民にマイナンバーカードが行き渡ることを

目指し、マイナンバーカードの普及加速化等を強力に推進するとされております。 

      現在の状況ですが、総務省ホームページに掲載されておりますマイナンバーカード交付

状況によると、令和４年７月末時点で、全国の人口に対する交付率は４５．９％で、群馬

県においては３９．０％、吉岡町は４０．７％となっており、県内市町村では３５市町村

中７番目となっております。 

      このように、吉岡町の交付率は県内では上位に位置しておりますが、群馬県の平均が全

国平均を下回っていることもあり、町ではさらなる周知を進めていきたいと考えておりま

す。 

議  長（岩﨑信幸君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） それでは、年代別の交付率はどうか、お伺いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 
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              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） 年代別の交付率といたしましては、令和４年７月末時点で、ゼロ歳から９

歳が約３２％、１０代が約３４％、２０代が約４２％、３０代が約４４％、４０代が約４

２％、５０代が約４２％、６０代が約４５％、７０代が約４２％、８０代が約３８％、９

０歳以上は約１８％となっております。 

      取得率については、６０代が一番高く、続いて３０代、７０代となっております。 

議  長（岩﨑信幸君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 今６０代の人の交付率がかなりいいという説明でありましたが、高齢者に

対する特段の推進を何かなさっているのか、お伺いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） 町では、広報よしおか８月号で大きく紙面を割いて周知を行ったほか、窓

口での写真撮影サービスの実施や、第１、第３月曜日に窓口延長サービスとして午後７時

３０分まで証明発行サービスなどを行っている中で、マイナンバーカードの交付事務等も

行っているところでございます。 

      また、群馬県と連携して、出張申請を希望する企業とのマッチング等で日程と条件がそ

ろった場合については職員が出向き申請の受付を行っているほか、１０月に予定されてい

るよしおかふるさと祭りにおきましては、マイナンバーカードの申請及び交付をする臨時

窓口を開設する予定であります。 

      議員のご質問、町として高齢者等に特化した特別な取組等はというご質問ですが、これ

については、町としては特に行っておりませんが、今後も住民の皆様の申請の機会を創出

するとともに、多くの皆様にマイナンバーカードを取得していただけるよう取り組んでい

きたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 高齢者に対する取組というのは特にやっていないということなんですけれ

ども、今、ロバロバのほうでスマホ教室とかをやっているということなんですけれども、

そういうのと連動したり、また窓口のほうに来てくださいと通知を出してもなかなか厳し

いものがあるんじゃないかと。先ほど、企業のほうへ出向いてということもありましたけ

れども、各地域にサロンとかがございます。そういったところへ職員の皆さんがちょっと

出向いていただいて、ぜひ１００％近く進めていただきたいと思います。 

      なぜなら、いずれ国のほうでも２０２４年度以降は従来の保険証は廃止を目指すという
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ふうに言っておるわけで、そのほか運転免許証なんかの一体化とか、そういうのもどんど

ん目指しておりまして、このカードは任意なんですけれども、そのときに本人が今度は保

険証が使えなくて困るなんていうことはあってはならないと。そうならないために、今か

らでも、できればあと半分、今６０代で４５％、７０代、８０代で４２％、３８％、この

辺を地域の催しとか、そういうところへ、通知を出して役場に来てくださいというのも分

かりますけれども、なるべく出向いて申請できるような体制を整えていただきたいと思い

ますが、いかがでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） 取得率の向上につきましては、先ほど申しましたとおり、お祭り等につい

ても予定しています。 

      また、地域に出かけていってという部分につきましては、今後検討させていただきます。 

議  長（岩﨑信幸君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 改めて、マイナンバーカードの利点などをちょっとお話しさせてもらいま

す。 

      災害時などに支援が必要な人へ現金給付を迅速に行える。病院で高額療養費制度を利用

する際、手続をしなくても限度額を超える一時的な支払いが不要になり、病院側は事務負

担を減らすことができる。本人が同意すれば医師や薬剤師も閲覧できるため、より正確な

情報による質の高い診療、薬剤処方につなげられる。国民健康保険や後期高齢者医療制度

の加入者は保険証の定期更新が必要だったが、更新が不要になる。運転免許証との一体化

になると、住所変更などの手続も警察に行かなくてもワンストップで済むようになるとい

うふうに、物すごく利便性があるわけでございます。 

      次に、今、マイナポイントとか、そういった形が付与されるということで大々的に宣伝

されておるのですけれども、高齢者の方がマイナポイントの恩恵を受けられるかどうかと

いうことが、多々問題になろうかと思います。 

      ちなみに、ある自治体では、マイナンバーカード取得で商品券交付を２万円にするとか、

要するにお金ですると言うと語弊がありますけれども、やはり高齢者のお宅へマイナン

バーのポイント取得というのは厳しいところがあれば、こういった形で高齢者限定の商品

券みたいなものを付与するということをやっている自治体もありますので、町長、その辺、

町としていかがでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 
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企画財政課長（米沢弘幸君） 金曜日の富岡大志議員の一般質問の中でもありましたが、マイナポイ

ント第２弾に合わせて、マイナンバーカードの取得率向上を目指して地域通貨を付与して

いるというような市町村もあります。そういった観点から、マイナンバーカード交付率向

上に向け、地域通貨とか、商品券とか、何かしらのインセンティブを活用するというのも

一つのやり方かなというふうに考えます。 

      ただ、それを行うに当たって相応の費用負担というのがやはり出ますので、そういった

ことを踏まえつつ検討していきたいというふうに考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） マイナンバー制度は、税や社会保障、災害対策の分野で、それぞれの行政

機関が持つ個人情報を必要に応じて連携させる政策であります。オンライン申請など、行

政手続を簡素化したり、公平正確な給付を実現したりできます。 

      コロナ禍で日本のデジタル化の遅れが浮き彫りになりました。特に、行政のデジタル化

を進めるには、マイナンバー制度の定着が重要な鍵を握っています。今後も、町民に対し

て、特に高齢者に対する推進をより一層推し進めていただきたいと思いまして、次の質問

に移ります。 

      安心・安全対策に関してでございます。 

      （１）といたしまして、予算の増額を望むがということでございます。 

      高渋バイパスが完成して何年か、２年ぐらいたつんですか。それに伴って、旧高渋線が、

陣場から小倉までが、そのバイパスの開通に伴って町道になったと思うんです。その町道

なんですが、信号のない横断歩道が４か所あって、かなりその線がもうほとんど見えない

ような状態のところが３か所あります。１つが陣場なんですけれども、私も前回、区画線

が吉岡町は少ないというので質問をさせていただきました。その辺、やはり安全対策、本

当に通学路の安全点検も兼ねて、安全対策として、横断歩道の早急の塗装を望みたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 旧県道高崎渋川線の歩道の塗装に関しての対策ですが、６月の一般質問

においても、町内各所の道路に引かれている白線ですが、外側線や路側帯が消えている現

状が多く見受けられるとのご質問をいただいております。 

      町では、毎年度、道路区画線等設置工事を実施しておりますが、道路区画線等について

は、おおむね５年から１０年で計画的に書換えを行っております。 

      道路の路側帯に引く白線については、歩行者エリアを保護するための大切な道路標示で
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ございます。 

      危険防止の観点からも、良好で安全な状態に保つよう維持管理に努めておりますが、今

後も道路パトロールや地域の皆様から寄せられた情報により必要な対応を行ってまいりた

いと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 交通安全の施設工事に関して、決算書で２０１１年から昨年の２０２１年

まで調べさせてもらって、反射鏡と区画線のみの金額を洗い出してみたんですけれども、

２０１１年が１５１万円、２０１５年が６１９万円、そして２０１７年が１，０１３万円

にいきまして、昨年が７６３万円。だんだん上がってきているには上がってきているので

すけれども、要するに白線とか横断歩道の線が消えているというのは、自治会長を通して

の意見がないと、これが塗装されないのか。そうなると、自治会長にその要望がないと、

ずっと白線が引けないというような形で、自治会の人にそういうことを言う人がいないと、

ずっと塗られない状況になるので、その辺、全て自治会から上がってきたら、ミラーとか、

そういうのが古くなったりしたものを交換とか、新設を、自治会長任せみたいな形でやる

と、意外と町民が、必ずしも、常にミラーを見て気にかけて、それで自治会長に言えばい

いんだというのを、理解しているかどうかが物すごく疑問に思うところなんです。 

      ですから、こういう陣場から小倉まで、昔、元高崎渋川線ですよ、県道。その道路の横

断歩道が消えていても誰も気がつかない。センターラインも消えていました。もうちょっ

と地元自治会長のオンリーで要望が上がってきたものだけを対処するんじゃなくて、やは

り見守っていただきたい。 

      実際に、交通安全施設の工事は、本当に毎年、何千メートルとか、すごい数をやってい

るのをよく見ます。本当にこの金額は、区画線とミラーだけなんですけれどもね。ガード

レールなんかは除いた金額なんですけれども、それでもやはり吉岡町の状態が、この状態

なんですよ。 

      だから、町長、これはその次に言うんですけれども、先に予算の関係で言いますけれど

も、補助金が大体これは特別交付金ということで、３００万円から４００万、毎年今来て

いるのです。それを除いたこの金額は、町負担の金額です。だからもう少し、吉岡町は新

しい団地ができたりすると、またそれが町道になって、区画線をつくったりとか、そっち

のほうに費用が行っているんじゃないかというふうに感じるんですけれども、ぜひ歩道の

線の薄くなったりとか、そういったところは、自治会長オンリーの申請じゃなくて、もっ

と真剣に担当のほうで町内を回っていただくとか、そういった方法も考えてはどうかと思

いますけれども、町長いかがでしょうか。 
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議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） ご指摘の事項でございますけれども、道路区画線等につきましては、通行

量にもよりますけれども、おおむね５年から１０年ということで、計画的に更新をしてお

ります。 

      そのほかにも、道路パトロールということで、随時、町内道路等の維持管理という観点

から行っておるわけですけれども、非常に安全上支障を来しているようなところにつきま

しては、随時対応しております。 

      また、地域の方、自治会もそうですし、地元の方からもご要望があれば、その都度確認

をしながら対応しておるというような状況でございます。 

議  長（岩﨑信幸君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） ぜひ今私が言ったところは、もう本当に歩道の線がかすれておりまして、

本当に大変な状況です。 

      次に移ります。 

      先ほど言った信号機のない横断歩道に、横断旗の設置を望むということなんですけれど

も、町長、見解いかがでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） 横断旗の設置についてですが、本町でも以前は幾つかの場所に設置された

といういうことが確認されていたかと思います。 

      しかしながら、近年では、道路や交通安全施設の新設、改修とともに、次第に設置され

なくなったのが現状でございます。 

      設置されなくなった要因として考えられるのが、道路交通安全上の配慮からでございま

す。横断旗は、歩行者の安全確保の一助となる一方で、設置してある横断旗を起因とした

交通事故発生のおそれもございます。適切に入っていなかった、はみ出したりとか、ある

いは飛んでいったりとかというところの危険がございます。 

      具体的には、歩行者目線で設置してある横断旗等が、車両にとっては、先ほど申し上げ

ましたけれども、通行の妨げになる場合がありましたり、横断旗の管理が不十分で経年劣

化や風雨の影響で車両や歩行者の通行の妨げになることもあり得るためでございます。 

      また、実際に横断旗等を設置する際に、道路上といえども民地に設置をする場合には、

当然ながらその土地の所有者の同意を得る必要があります。 

      以上のように、様々な要因があり、現在のところ以前のように積極的な設置には至って
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いない状況となっております。 

      なお、今後につきましては、安全上の必要とか、またご要望等いただきながら、関係機

関と十分に協議した上で、横断旗等の設置の可能性等も検討していきたいと考えておりま

す。 

議  長（岩﨑信幸君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 課長、やらない方向の答弁はしているんですけれども、そんなに障害にな

るようなものでもないし、子供が旗を持って渡るのにそんなに支障ないかと思います。費

用もそんなにしないかと思いますし、この横断旗を置く入れ物のところは、民地じゃなく

て、大体道路のところに置くので、なるべくやりたくない理由を挙げるんじゃなくて、何

とかやれる方向でぜひお願いしたいと思います。以上にします。 

      続きまして、八幡山グラウンドに関してです。 

      拡張計画のその後見直しということで、前にお聞きしました。その後について、お伺い

いたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 八幡山グランドの拡張計画につきまして、ご質問いただきました。 

      八幡山グラウンドに関しましては、今年度策定する八幡山グラウンド周辺基本構想にお

いて検討していきます。 

      その中で、令和元年度に議会で採択された請願や、昨年度開催されたスポーツ関係団体

や自治会関係者、吉中関係者による八幡山公園多目的屋外運動場の整備に向けた打合せ会

の意見等を踏まえつつ、八幡山グラウンド拡張事業の実現に向け取り組んでまいります。 

議  長（岩﨑信幸君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 町長、ちょっとお尋ねしますが、あくまでも八幡山グラウンドはスポーツ

をするためのグラウンドの拡張ということでよろしいでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） こちらは、先ほど町長申し上げたとおり、請願の内容であると

か、地元住民の方の打合せ会等の要望も踏まえまして、まずはそこから一つ一つ進んでい

こうと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 
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１ ０ 番（飯島 衛君） これからまた意見を聞いてやっていくという方向でよろしいですね。 

      今の子供たちのスポーツ離れがはやっているなんていうふうに聞いたものですから、ス

ポーツ庁のウェブ広報マガジンを調べたら、３０年後には運動部活動の生徒は半減すると

か、２００９年度から１３歳、１５歳の運動部活動が約３６．７％減少するとか、何かす

ごいことになっているんです。そして、球技などチームスポーツは２０４８年には半減し

てしまうんじゃないかと。特に、野球、サッカー、バレーボールなどチームスポーツに至

っては半減近くと推計されているなんていう、こういった形で、今物すごく子供たちは、

スポーツでも、野球とか、これはちょっと知り合いから聞いたんですけれども、剣道とか、

費用のするスポーツは物すごく減っていると、そんな話を聞きました。要するに、野球な

んかはユニフォーム代、スパイクも消耗品、グラブも消耗品、要するにお金がかかるス

ポーツがちょっと敬遠されているというような話も聞いたんです。 

      そういった中で、新たな八幡山グラウンドの利活用ということで、東京オリンピックで

皆さんもよくテレビを見たと思いますけれども、メダルラッシュが社会現象を巻き起こし

たスケートボードということで、今、スケートボードパークという形で、スケートボード

に特化したそういう公園みたいな、そんな施設がうんと増えていると、はやっていると。

要するに、今の子供たちは、もう旧態依然の野球とか、サッカーとか、バレーという今ま

でのスポーツじゃなくて、また新たな、オリンピックとか、こういうのをきっかけに、何

か新しいスポーツみたいなものをやり始めてきているかなと。そういった観点から、ス

ケートボードパークみたいなものを八幡山グラウンドに造ってほしいと思うんです。 

      それで、相変わらず町民は公園が欲しいという要望があります。榛東村に、ミニ鉄道を

ふるさと公園で走らせたりして、実に楽しそうなことをやっています。 

      八幡山グラウンド、以前私は、あそこへ吉岡中央小学校を建設なんて言ったことがあり

ますけれども、あそこは吉岡中央公園で、ぜひ八幡山グラウンド、そういうスケートボー

ドパークみたいなものを造ったり、また子供が遊べる公園を造ったり、そういった意見も

あってもいいんじゃないかと思いますけれども、いかがでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） スケートボードパークとミニ鉄道などのある公園ということで、

またご質問いただきました。そちらにつきましては、東京オリンピックでの日本勢の目覚

ましい活躍もあり、スケートボード人気が高まり、スケートボードパークが各地に整備さ

れていることは十分認識しております。 

      しかしながら、先ほど町長が申し上げたとおり、八幡山グラウンド拡張計画につきまし

ては、繰り返しになってしまいますが、まずは令和元年度に採択された請願の内容を踏ま
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えつつ、今年度は基本構想の検討に取り組んでまいります。 

      この基本構想は、将来の事業実現に向けた第一歩であり、その策定段階におきましては、

現実的にトラックの配置、サッカー場の整備に加えまして、駐車場の確保や吉中の部活動

利用、また用地や財源など様々な課題がございます。まずはそれらの課題を一つ一つ取り

組んでまいりたいと考えておるところでございます。 

議  長（岩﨑信幸君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 八幡山グラウンドに関しては、私なんか議員になった頃から話がありまし

て、費用がかかるけれども補助金がなくてどうするんだということで、当時、毎年５，０

００万円ずつぐらい使って少しずつ広げたいなんていう話があったんですけれども、この

八幡グラウンド、要するにいつ頃までに仕上げたいという、そういう何か、あれはあるん

ですか、腹積もりは。町長。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） そういった形で計画を立てるということが非常に重要だと認識

しております。 

      ただ、かなり大きな事業となります。それなので、今年度、まずは周辺基本構想という

ことで、拡張ということになると、今のグラウンドだけではなくて、その周りもどうしよ

うというところも含めて考えようという形で基本構想をつくっていくこともありますので、

今の段階では何年までにというのははっきり申し上げることはできません。 

議  長（岩﨑信幸君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 草ぼうぼうで、もったいないと思います。取りあえずコンパネか何かでス

ケートボードパークを、こうやって何かできるような雰囲気がするんですけれども、よく

あのガード下なんかで、ちょっとしたそんなスケートボードの練習をするようなものを造

ってやっている人はいるので。ただ話もまとまらない、それで草ぼうぼう。もったいない

と思います。仮でもいいですから、何か造って利用できるような施設にしていただきたい

と思います。 

      次に移ります。 

      健康福祉の観点からということでございます。 

      １番、帯状疱疹予防のワクチン接種に助成をということでございます。 

      新型コロナウイルス感染症が蔓延する中で、帯状疱疹を発症する高齢者が急増していま

す。帯状疱疹は水ぼうそうと同じウイルスで起こる皮膚の病気です。体の左右どちらかの
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神経に沿って、痛みを伴う赤い斑点と水膨れが多数集まって帯状に生じます。症状の多く

は上半身に現れ、顔面、特に目の周りにも現れることがあります。多くの場合、皮膚症状

が治ると痛みも消えますが、神経の損傷によって、その後も痛みが続くことがあり、これ

は帯状疱疹後神経痛と呼ばれ、最も頻度の高い合併症です。また、帯状疱疹が現れる部位

によって、角膜炎、顔面神経麻痺、難聴などの合併症を引き起こすことがあります。 

      加齢、疲労、ストレスなどによる免疫力の低下が発症の原因となることがあります。５

０代から発症率が高くなり、８０歳までに約３人に１人が帯状疱疹を発症すると言われて

います。疲労やストレスなども発症のきっかけになります。また、糖尿病やがんなどの免

疫力が低下する病気が原因になることもあります。 

      帯状疱疹は、多くの人が子供のときに感染する水ぼうそうのウイルスが原因で起こりま

す。水ぼうそうが治った後も、ウイルスは体内に、神経節に潜伏していて、過労やストレ

スなどで免疫力が低下すると、ウイルスが再び活性化して帯状疱疹を発症します。 

      帯状疱疹発症に対して、５０歳以上の方はワクチン接種で予防することができます。帯

状疱疹ワクチンには、不活化ワクチンと生ワクチンがあります。生ワクチンは、病原体と

なるウイルスや細菌の毒性を弱めて製造されています。不活化ワクチンは、病原体となる

ウイルスや細菌の感染力を失活もしくは病原体を構成する物質をもとにして製造されます。 

      帯状疱疹の予防接種は、生ワクチンは約７，０００円、不活化ワクチンは約４万円です。 

      地方創生臨時交付金の使途として、この帯状疱疹ワクチンへの助成が可能との見解があ

りました。この際、地域住民の帯状疱疹の発症を防ぐ意味から、一定の年齢層を対象に、

自治体で先行して帯状疱疹ワクチンへの助成を進めるべきと考えます。どうぞよろしくお

願い申し上げます。 

      また、不活化ワクチンは、免疫抑制薬などの薬を使っている人でも接種を受けられ、予

防効果も生ワクチンの５０％から６０％に対し、９０％以上あるとのことでございます。

５０歳以上で、特にがんや糖尿病など基礎疾患のある方にはワクチン接種を進めることだ

というふうに聞いております。 

      不活化ワクチンは４万円ですが、１回２万円を２回打ちます。こんなに高くては、誰も

ワクチンを打つ人はおりません。ちなみに渋川市では、４分の３補助するというふうに聞

いております。町長の見解をお伺いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 予防接種につきましては、法に基づいて行われる定期接種と、個人の判

断で行われる任意接種がございます。 

      帯状疱疹ワクチンは、５０歳以上の人が任意の予防接種として受けることができます。
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ワクチンは生ワクチンと不活化ワクチンがあり、効果や副反応、接種不適応者、費用等に

ついて異なる点が多々あります。 

      現在、国では帯状疱疹ワクチンの有効性、安全性及び費用対効果などについて情報収集

を行い、部会において検討を行っております。 

      帯状疱疹のワクチン接種の助成につきましては、国の動向や他の自治体の助成制度も参

考に、広域関係機関及び財政状況等を踏まえ、検討していきたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 本当に私の周りでも帯状疱疹にかかった方、若い３０代の方もおりました。

ぜひ高額なワクチンですので、助成をお願いしたいと思います。 

      次に移ります。 

      （２）公共の男性トイレにサニタリーボックスの設置をということでございます。 

      国立がん研究センターが２０１８年にまとめた統計によりますと、前立腺がんと診断さ

れた男性は９万２，０００人、膀胱がんは１万７，５００人に上るそうです。これらのが

んは、手術後、頻尿や尿漏れの症状が起きやすくなる。このため、手術を受けた男性は、

尿漏れパッドを着用することが多い。 

      しかし、公共施設などの男性トイレの個室にはサニタリーボックスの設置が進んでおら

ず、パッドを捨てる場所がないため、外出先から自宅までビニール袋などに入れて持ち帰

らざるを得ないということでございます。こういった取組が、全国でも相次いでおるわけ

でございます。 

      ぜひ吉岡町もサニタリーボックスを男性トイレの個室に設置することを進めていただき

たいと思いますが、町長の見解をお伺いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 

企画財政課長（米沢弘幸君） サニタリーボックスのご質問なんですが、議員おっしゃるとおり前立

腺がんや膀胱がんの患者の方が使用済みの尿漏れパッドを捨てるためのサニタリーボック

スということなんですが、全国的に広がってきていると。隣の埼玉県では、大分認知度は

上がっているというような状況です。 

      ただ、群馬県のほうでまだ認知度があまり高くなくて、仮に置いた場合、通常のごみ箱

と間違えて物を捨てられたりするというようなこともありますので、導入に当たってはそ

ういった周知、いわゆる啓発、そういったことを考えながら、近隣市町村といったところ

の動向と、施設管理者といったところと相談をして、設置に向けて検討していきたいとい

うふうに考えています。 
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議  長（岩﨑信幸君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 吉岡町の公共施設にも、町外から見えられる方がおるかと思います。ぜひ

啓発と、また設置をして、これはサニタリーボックスですよという形で設置していただけ

ればと思います。ぜひよろしくお願いいたします。 

      それでは、最後になります。 

      小中学生に貸与しているタブレット端末の使用についてということで、その対策はとい

うことでございます。 

      過日、７月７日の上毛新聞に、前橋市の教育委員会が長時間使用している児童生徒に改

善を求めた記事が載っていました。昔は有害図書などと言っていましたが今は、有害サイ

トが主でしょう。こうしたサイトに簡単にアクセスできてしまうのが現状であります。 

      タブレット端末の使用とスマホなどの使用に関して、フィルタリングなど、どのような

対策をしているか町長にお伺いするわけですが、前橋市の教育委員会が１７５人に改善を

呼びかけたということでございますが、利用状況を確認すると、娯楽目的で動画投稿サイ

ト、ユーチューブなどを長時間視聴していたケースが目立ったとあります。これは、教育

委員会が、通信料を多く使っている子供を調査したわけなんですけれども、吉岡町も小中

学生がタブレット端末を１台１台持っております。また、スマホも持っているかと思いま

す。 

      また、フィルタリングということで、２０１７年に座間市の９人殺人事件ということで、

ＳＮＳで知り合った９人の男女の人は、本当に死にたいということで接触して被害に遭わ

れたと。そういう事件がありまして、それをきっかけに、２０１８年に改正青少年イン

ターネット環境整備法を施行。携帯電話事業者が、契約者の年齢を確認したり、利用者が

１８歳未満の場合にはフィルタリング機能を有効にしたりすることを義務づけたというふ

うにあります。 

      こういったフィルタリングなど、どういうふうになさっているのかを、まずお伺いいた

しますが、いかがですか。 

議  長（岩﨑信幸君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君登壇〕 

教 育 長（山口和良君） 小中学生に貸与しているタブレット端末やスマホの使用に関してご質問い

ただきました。 

      教育委員会では、町が貸与した端末については、ネット閲覧先のログを自動的に記録す

るなど、安全に利用し学習ができるよう対策を取っております。 

      なお、詳細につきましては、教育委員会事務局長に答弁させます。 
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議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） まずは、児童生徒に学校から貸与しているタブレット端末と、

保護者がお子さんに持たせているスマートフォン等に分けてご説明をいたします。 

      ＨｉＢＡＬＩプランで町立学校の児童生徒に貸与している端末につきましては、フィル

タリング機能を備えております。また、有害サイトの閲覧制限以外にも、一部の機能には

制限を設け、家庭でも児童生徒が学習に集中できるような設定にしております。今後も、

学校とも連携し、児童生徒の利用実態に応じた端末利用の安全性と利便性を両立できるよ

うなフィルタリングの調整も工夫してまいりたいと考えております。 

      続きまして、各家庭が児童生徒に与えているスマートフォン等につきましては、先ほど

議員がおっしゃるとおり、青少年が使用する端末にフィルタリングサービスを提供する義

務が携帯電話事業者に課せられております。また、それらについては保護者の管理責任に

おいて適切に使用されていると考えております。 

      学校といたしましては、メディアの使い方や情報モラルに係る教室を定期的に行うなど、

情報メディアの扱い方について、正しい理解と高いモラルを深める教育活動を行うととも

に、群馬県の「おぜのかみさま」という合い言葉があるんですけれども、こちらは写真を

送らないの「お」、絶対に会わないの「ぜ」、個人情報を載せないの「の」、悪口などを

書き込まないの「か」、有害サイトを見ないの「み」、出会いを探さないの「さ」、ルー

ルを守るの「ま」について、おぜのかみさまリーフレット、こちらを県のほうが作成して

おりますので、その内容について話し合うとともに、家庭においても親子で話し合う機会

となるような工夫をしております。 

議  長（岩﨑信幸君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 今の局長の答弁で、保護者の管理の責任ということで言っていますけれど

も、このフィルタリングを要するにどのくらい設置しているかというのは、確認はできて

いるんですか。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 児童生徒が持っているスマートフォン、それぞれのご家庭で買

っているスマートフォンにつきましては、そちらがどのくらいフィルタリングをしている

かという情報は、こちらは持ち合わせておりません。 

議  長（岩﨑信幸君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 
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１ ０ 番（飯島 衛君） その辺は、小中学生、親の管理責任ということで、それは親に管理の責任

があるんだけれども、やはり今のスマホ、我々が小さいときと違って、物すごく本当にひ

どい情報があふれているような状況です。私なんかの頃は、本当に情報が少なくて、なお

情報がなかったから健全でいられたかもしれませんけれども、今は本当に、この前も、こ

れは８月１３日の新聞、東京の子供が、１７歳の少年が北九州まで行って、お母さんと高

校１年生の女の子を刃物で刺したなんて、こういう事件があるんです。そのきっかけは、

今のスマホにはいろんなアプリがあって、位置情報共有アプリなんていうので、これを共

有すると、要するに教育長が今どこにいるかみんな分かっちゃうんです。ちゃんと仕事や

っているかとか。全てもうリアルタイムで、動けば動いたなりに、本当にえらいアプリな

んていうものがどんどん出てきちゃって、こういった犯罪に本当にもっと真剣に取り組ま

ないといけないんじゃないかと思います。 

      ただの親の管理責任で任すのではなくて、フィルタリングをちゃんとやっていますかと

か、その辺、そういうふうに行政で言っても、やるのは親御さんだから完璧にはいかない

かもしれませんけれども、本当に今の時代はどんどんこういう新しい変なアプリが出てき

て、これは親子なんかの使い方によっては、子供がどこにいるか分かって、使い勝手がい

いアプリなんです。それが、悪用する人も出てきたりするわけです。 

      そういったことで、ただ局長が保護者の管理責任でなんてあっさり言うけれども、そう

じゃなくて本当に重大なことなんだよと、えらい時代に生きているんですよ、今の若いお

母さん方とか子供はということで、よく言って、その辺を口酸っぱく常にやっていただき

たいと思います。 

      また、今スマホを長時間使っている若者に増えているのは、スマホ内斜視なんていう、

目の酷使で物が二重に見える症状が起きてきている、そんな症状がはやっているらしいん

です。スマホの使い過ぎで体の不調を訴える人が増えています。物が二重に見える複視を

訴える急性内斜視、いわゆるスマホ内斜視というのはその一つで、本当にこれは日本だけ

に限らず、韓国だとか、インドだとか、そういうところでもスマホ内斜視の臨床研究が盛

んに行われ、実態が分かってきたというふうな記事がありました。 

      韓国では、２００９年から２０１４年に大学病院の小児眼科を急性内斜視の症状で受診

した１２人について調べたところ、全員が３０センチメートル以下の距離で、１日平均４

時間以上、４か月以上にわたりスマホを使用していたことが分かりました。１２人中９人

が、物が横にずれて見える水平複視を訴え、特に遠くを見るときに生じやすかったのです。

スマホの使用中止により全員改善しましたが、５人は手術が必要でした。 

      そういうことで、今、ある医者は、国を挙げて注意を呼びかける必要がありますという

ふうに言っております。本当に私なんかもついついスマホを見てしまうのです。それでパ
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ソコンも凝視すると、もう目がしょぼしょぼします。子供たちは本当に、電車なんか乗っ

てもみんなスマホ眺めているんだ。えらい時代になりましたよ。 

      子供たちは今、タブレットも使っていますよね。そのほかに個人的にスマホを多分皆さ

ん持っていて、やっている。その辺を注意深く、常に注意していただいて、実際、これは

質問にないですけれども、こんな症状がある子供はいますか。いかがでしょう。なければ

ないでしようがないですけれども。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 申し訳ございませんけれども、把握しておりません。 

議  長（岩﨑信幸君） 飯島議員。 

              〔１０番 飯島 衛君発言〕 

１ ０ 番（飯島 衛君） 今、本当に子供たちを取り巻く環境は物すごく急激に変化しているし、い

ろいろ大変なあれがあります。私たちの想像できないような事態も起きるかもしれません。

どうぞ教育行政にあっては、しっかりと常に口酸っぱく親御さんに注意喚起をしていただ

いて、子供たちにも啓発をお願いしたいと思います。 

      以上で、質問を終わります。ありがとうございました。 

議  長（岩﨑信幸君） 以上をもちまして、１０番飯島 衛議員の一般質問が終わりました。 

      ここで休憩を取ります。再開を午後１時といたします。 

          午前１１時４４分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後 １時００分再開 

議  長（岩﨑信幸君） 会議を再開します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（岩﨑信幸君） １３番小池春雄議員を指名します。小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君登壇〕 

１ ３ 番（小池春雄君） それでは、通告によりまして質問をいたします。 

      まず、第１点目でありますけれども、自治体におけるＳＤＧｓの取組についてです。そ

れぞれの自治体で取組が行われていますが、我が町の対応を伺うものであります。 

      ２０１５年、国連持続可能な開発サミットで採択された持続可能な開発のための２０３

０アジェンダを指します。自治体が取り組む意義は様々ですけれども、持続的に成長して

いける力を持ちつつ、人々が安心して生活ができるまちづくりを行うことであります。 

      自治体が取り組むメリットとして、貧困や食料不足、医療機関の充実など、住民の生活

の質が向上することで、その土地に住む満足度が高くなり、都市への人口流出を防げます。 
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      ２つ目のメリットとして、世界共通の目標に取り組むことで、様々な国や地方自治体と

比較ができ、強みや弱みを把握でき、進むべき道が見えてきます。このことを考えたら、

様々な問題が見えてくると思います。 

      行政として、今後どこに力を入れ、どのように進めていくのか。まさにＳＤＧｓ的発想

を持たなければならないと思いますけれども、これについての見解をお尋ねするものであ

ります。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 午後一番、小池議員より、サステーナブル・ディベロップメント・ゴー

ルズ、自治体におけるＳＤＧｓの取組、そして町の対応についてご質問をいただきました。 

      自治体によるＳＤＧｓへの取組は、地方における少子高齢化、地域の人口減少、またそ

れらによる地域経済の縮小などの課題に対し、自治体が持続的に成長していける力を確保

しつつ、住民が安心して生活ができるようなまちづくりを行うことであります。その持続

可能なまちづくりは、住みやすい環境の推進、住民生活の質の向上、結果としてその土地

に住む住民の満足度が高くなり、人口流出を防ぐことにもつながります。 

      今、日本各地で自治体ＳＤＧｓの概念が、自治体の策定する各種分野別の計画に取り入

れられるなど、その目標達成に向けた取組が行われておりますが、国もこの取組を後押し

することで積極的に推進しております。 

      本町として、策定した吉岡町第６次総合計画において、１７のゴールを施策にひもづけ

ることで、ＳＤＧｓとの関連性を明確にしております。普遍的な目標であるＳＤＧｓの

ゴールは、自治体の目標と重なる部分も多く、課題解決への道筋を明確に把握でき、解決

のための有効な手段を見つけることもできます。そのため、町での対応としては、総合計

画にのっとり、施策の立案、企画、実行等、各プロセスにおいて、ＳＤＧｓの理念に十分

配慮した施策運営に努めているところでございます。 

      なお、関係各課の取組及びその姿勢等について、順次、担当課長よりそれぞれ答弁をさ

せます。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙田総務課長。 

              〔総務課長 髙田栄二君発言〕 

総務課長（髙田栄二君） それでは、総務課より、今年度の施策を中心にＳＤＧｓに基づいた基本目

標のひもづけられた計画について、お話をさせていただきたいと思います。 

      まず、５番目のジェンダー平等を実現しよう、１０番目の人や国の不平等をなくそう、

この観点からパートナーシップ宣誓制度を実施し、性別にとらわれない個性を尊重する社

会の実現を目指すとしております。 
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      また、男女共同参画の実現のため、吉岡町男女共同参画基本計画に基づく取組を進める

とともに、２０２４年以降の基本的方針を定める第２期吉岡町男女共同参画基本計画の策

定に向けて、令和４年度、今年度より基礎調査を進めております。 

      また、１１番目の住み続けられるまちづくりをの観点から、本年度、令和４年度に災害

ハザードマップの見直しを行います。全世帯に配布することで、住民の防災意識の向上に

つなげます。また、自主防災組織への補助金による財政的支援を行うとともに、自主防災

組織が行う防災訓練等に防災専門員等を講師として派遣し、地域の防災力の向上を図りま

す。 

      また、多様化する犯罪に対応した防犯啓発活動を行うとともに、効果的な防犯カメラや

防犯灯の設置を進めるとともに、子供や高齢者の交通安全を推進するために、補助制度や

効果的な啓発活動の実施に取り組んでまいります。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 

企画財政課長（米沢弘幸君） 企画財政課としては、まず１１番目のゴール、住み続けられるまちづ

くりをということで、子ども・子育て支援の充実として高校生等公共交通通学支援や、道

路・公共交通の充実としてタクシー運賃等助成制度を行っています。 

      同じく１１番目のゴールとして、ふるさと納税の拡充により財源確保の進展を図ってい

ます。 

      次に、１７番目のゴールとして、協働のまちづくりの推進として、企業等と包括連携協

定を締結しています。 

      また、９番目と１１番目のゴール、２つに重なりますが、デジタル化の推進として、町

ホームページの閲覧数の増加や、ＳＮＳの導入を図りましたので登録者数を増やしたいと

いうふうに考えております。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） 住民課では、３の保健、５のジェンダー、７のエネルギー、１１の持続可

能な都市、１２の持続可能な消費と生産、１３の気候変動、１４の海洋資源の観点から、

取組を進めております。 

      主な取組としまして、まず健康増進の充実の観点からは、メタボリックシンドロームと

その予備群の予防・改善のため、特定保健指導及び生活習慣病予防教室の実施と特定健康

診査等の受診ＰＲ活動の推進に取り組んでいます。 

      子ども・子育て支援の充実における保護者の経済的負担の軽減を拡充する観点からは、

福祉医療制度として、子供の疾病の早期発見や重症化の予防、健全な成長と保護者の医療
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費負担の軽減の継続に取り組んでいます。 

      多文化共生社会の実現におけるＤＶ被害者の支援体制のさらなる充実の観点からは、研

修会等に参加または開催することにより、若年層を含めあらゆる世代への啓発を推進し、

ＤＶの防止に取り組むとともに、関係機関との連携強化、また相談支援体制のさらなる充

実に取り組んでいます。 

      環境問題への対応におけるごみ減量化の促進及び施策の充実の観点からは、資源ごみの

回収率を高めるため、資源ごみ回収補助金や収集場所整備補助事業を活用するとともに、

小型家電やインクカートリッジ、不要になった制服等の活用などについて、関係団体とも

連携しながら取組を進めているところでございます。 

      また、プラスチック等リサイクル可能なごみなどの対応につきましては、渋川広域市町

村圏振興整備組合を中心に、令和６年度からの開始に向けた協議を構成市町村の中で進め

ているほか、関係課との連携によりフードドライブなどの取組なども行っております。 

      気候変動対策の観点からは、事業所として温室効果ガスの削減に努めており、今後につ

いても住宅用太陽光発電システム設置整備補助事業の継続実施や、再生可能エネルギーの

導入促進等に取り組んでいきたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 中島健康子育て課長。 

              〔健康子育て課長 中島 繁君発言〕 

健康子育て課長（中島 繁君） 目標３の保健関係になりますが、各種健（検）診の実施や運動習慣

などのきっかけづくりのための各種教室、各種相談会や健康№１ダイヤルにある健康相談

事業、健康推進協議会を主体とした健康№１事業を実施し、各自治会での独自の健康づく

り事業を支援しております。 

      心の健康保持増進を図るため、ゲートキーパー研修などを実施しております。 

      また、母子保健関係では、令和３年度から実施している生後６か月前後の乳児を対象に

離乳食相談やベビーダンスを行うハーフバースデー事業、発達に心配のある就園前の幼児

を対象とした発達支援事業ホップ、就学前の幼児を対象に心理士が定期的な相談を行う発

達個別ケア事業ステップ、年中児アンケート等の結果に基づいて行うジャンプを行ってお

ります。 

      令和４年度から産後ケア事業を充実させ、自宅に訪問する助産師からケアを受ける訪問

型が利用できるようにしました。 

      今後につきましても、健康づくりの推進に努めてまいりたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 永井介護福祉課長。 

              〔介護福祉課長 永井勇一郎君発言〕 

介護福祉課長（永井勇一郎君） 介護福祉課からは、目標の１番、貧困対策と、目標の３番、人々の
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健康的な生活と福祉の促進に関する取組をご紹介いたします。 

      まず、コロナ禍における高齢者の生活を支える事業として、今年度からごみ出し支援を

開始し、買物代行サービスの事業も年内に開始されます。また、高齢者の集いの場と地域

でのボランティア活動を活性化するため、移動カフェを行うキッチンカーの導入に向けた

準備も進めております。 

      貧困対策としては、生活困窮者への食料支援と子ども食堂などを運営する支援団体の取

組を応援する吉岡町フードサポート事業の計画について、現在、関係各所と年内の実施に

向けて協議を行っております。 

      また、生活困窮世帯のお子さんへの学習支援としまして、リモート型学習支援事業の実

施を計画し、本議会に必要な予算を上程しております。 

      ほかにも、１０月９日に実施される予定のよしおかふるさと祭りにおいて、町の社会福

祉協議会が主体となり、町内の子ども食堂やＮＰＯ法人などの福祉団体と連携して、フー

ドロスやごみなどを削減してＳＤＧｓに貢献するためのイベントを開催する予定です。そ

の内容は、食料品や日用品、制服のリユースなど、各家庭で不要な品物を持ち寄っていた

だき、必要な人に無料で配布するものです。 

      今後も、町の福祉施策についてはＳＤＧｓの理念に配慮した事業を実施していきたいと

考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 岸産業観光課長。 

              〔産業観光課長 岸 一憲君発言〕 

産業観光課長（岸 一憲君） 産業観光課では、担当の様々な分野で７つの目標をひもづけておりま

す。 

      まず、農林業の分野ですけれども、もともと農業や林業は物質の循環機能を持っており

ます。農業については、その機能を生かした循環型農業、化学肥料や農薬を適切に使用し

ながら、畜産農家で発生した排せつ物を堆肥化し、圃場で活用する取組が行われておりま

す。しかし、農業の担い手が不足している現状は、農地の有効利用の観点からは大きな課

題となっております。 

      次に、商工業の分野ですけれども、まずは商工業の事業者の皆さんにＳＤＧｓの趣旨を

理解していただき、業種によってどのような取組が必要であり、かつ可能であるか等を研

究していただけるようなきっかけづくりが必要であると思っております。県や商工会と連

携し、研修会や業種間交流なども有効ではないかと考えております。 

      最後に、観光になりますけれども、観光は人々の体の健康や心の健康を維持、向上する

力を持っていると考えます。町の情報発信と魅力向上により、町を訪れる方々の満足度を

高める取組を推進したいと考えております。 
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議  長（岩﨑信幸君） 笹沢建設課長。 

              〔建設課長 笹沢邦男君発言〕 

建設課長（笹沢邦男君） 建設課のＳＤＧｓへの取組ですが、安全かつ強靱、持続可能な都市及び居

住の実現を中心に目標を掲げておりますが、今年度の具体的な取組について現状を申し上

げます。 

      総合計画の紡ぐ３、次世代につなげる生活環境の充実の観点から、ひとと、環境に優し

い住環境整備の推進のため、今回、９月定例会に吉岡町自然環境、景観等と太陽光発電設

備設置事業との調和に関する条例の議案上程をさせていただいております。 

      また、環境問題への取組に着目し、省エネや再エネに結びつくクリーンエネルギーの活

用として、農業用水を活用した小水力発電導入の可能性について調査を進める予定でござ

います。本年度は、全国土地改良事業団体連合会が主催する土地改良区体制強化事業、発

電指導研修に申込みをしております。内容は、小水力発電施設導入の可能性について専門

的知見を有する技術者のアドバイス等をいただく勉強会となっております。 

議  長（岩﨑信幸君） 中澤税務会計課長。 

              〔税務会計課長 中澤礼子君発言〕 

税務会計課長（中澤礼子君） 税務会計課からは、１１番目のゴール、住み続けたいまちづくりとい

うことで、健全な行財政の推進の観点から、確実な自主財源の確保が必要であり、適正か

つ公正な課税、徹底した徴収に基づいた厳密な債権管理に努めています。 

      その取組として、納付方法の充実を図り、住民の利便性向上とともに収納率の向上を進

めるために、スマートフォンアプリ決済を導入いたしました。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 大澤上下水道課長。 

              〔上下水道課長 大澤正弘君発言〕 

上下水道課長（大澤正弘君） ＳＤＧｓの６番目のゴール、安全な水とトイレを世界中にの項目にお

いて、上下水道課では安全・安心で安定した水道水の供給と下水道事業の推進に取り組ん

でおります。 

      今年度、老朽化した上野原浄水場の改修工事に着手したところでございます。さらに、

水道管などの設備についても計画的に更新を進めて、将来にわたって効率的な水道事業運

営を図るため、健全な経営に努めていきたい。 

      また、下水道事業に関しては、農業集落排水事業の公共下水道区域への統合などの広域

化、共同化や施設の計画的な改築・更新を行い、持続可能な下水道事業の安定した施設の

利用と経営に努めます。さらに、地域住民の汚水排水に関する環境保全が将来にわたり確

保できるよう、適切に事業を推進していきたいと考えております。 

      そして、９番目のゴール、産業と技術革新の基盤、１１番目のゴール、進み続けられる
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まちづくりにあるとおり、上下水道施設という住民の日常生活を支える地域の重要なイン

フラについて、適切な維持管理に努めていきたいです。 

      また、１３番目のゴール、気候変動に具体的な対策をとしては、水道事業では気候変動

に備えた適応策として、前橋市や渋川市と災害緊急時に相互応援協定を締結しております。

また、下水道ではそれに対応した下水道ＢＣＰの策定をしております。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 髙𣘺教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 髙𣘺淳巳君発言〕 

教育委員会事務局長（髙𣘺淳巳君） 教育委員会からは、ＳＤＧｓの目標２、飢餓をゼロにする、目

標１２、持続可能な消費と生産の視点から、給食残渣の減量や児童生徒へのフードロスに

対する指導などの取組について、ご説明させていただきます。 

      初めに、給食残渣減量の取組について説明いたします。 

      教育委員会では、毎年、小学生、中学生の特定の学年を対象に給食のアンケートを実施

しております。その回答の中で、給食を残す理由について、嫌いなものがあるというのが

多かったんですけれども、それに次いで多かったのが、量が多いという回答が多く寄せら

れました。 

      これを受け、今年度に入って、給食の汁物の量の見直しを行いました。これは１人当た

り１０ミリリットルとか、本当に小さい量なんですけれども、なおこの汁物の量を減らし

たことによる栄養価への影響はございません。それで、汁物の量の見直しを行った結果、

令和３年度の１日当たりの平均残菜量が７３キログラムに対しまして、本年８月３１日現

在の１日当たりの平均残菜量が７１キログラムで、約２キログラム減量されているという

結果になっております。こちらは、引き続き残菜量を注視しながら給食の提供を行ってま

いります。 

      また、調理に使用する食材、こちらは主に野菜になるんですけれども、これについて、

食材のカット、切り方や下処理の工夫を行って、調理の時点で食材の廃棄量そのものの減

量をするための取組も行っております。 

      続きまして、フードロスに対する児童生徒への指導についてご説明差し上げます。 

      教育委員会では、栄養教諭による食に関する指導を児童生徒に対し実施しております。

昨年度、令和３年度には、小学生を対象にフードロス、中学生を対象に学校給食と食品ロ

スについて考えようをテーマに講話を実施いたしました。 

      そして、令和４年度の給食アンケートの中で、給食を残すことはもったいないと思いま

すかという質問に対しまして、小学生の９９％がそう思う、中学生の９５％がそう思うと

の回答結果でした。これは、昨年度に実施した栄養教諭の講話など、今まで取り組んでき

た食に関する指導の効果が、少なからず児童生徒の食に対する意識の高まりに現れている
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ものと考えます。 

      ちなみに、今年度は、小学生には食べ物に感謝をテーマに、中学生には食品に感謝を

テーマに、講話を１１月に実施する予定です。 

      今後もこのような取組を継続することで、児童生徒が給食を通じて食べ物に対してより

関心を抱き、フードロス問題の重要性などを含めたＳＤＧｓへの意識の向上を図ってまい

りたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） 私が思っていた以上に、ＳＤＧｓに対する取組が十分にやられていたと、

今聞いて感想は得ました。先ほど町長のほうからありましたけれども、町の第６次総合計

画の中でも、このＳＤＧｓに向けての取組というものは示されておりましたけれども、私

は実際にどの程度までこれが実施されるかと、また町がどの程度の関心を持っているかと

いうところが、実はもっとレベルが低いんじゃないかというふうに思っていたんですけれ

ども、この１７のゴールについて、それぞれの担当課が責任を持って取り組んでいるとい

うことに対して、よくやっているというふうに思っています。 

      問題というか、大事なのはこれからなんですけれども、今述べられたことが、これから

住民にいかに理解されて、町と一緒にこれが進められるかということがポイントになって

くると思うんです。ただ、思ったものをそこらじゅうでやっているから、その経験は自分

のところだったらどんなものかというので書き出しただけじゃなくて、これをどのように

してつなげていくか、そのことが結果的にはいわゆる再生可能な、持続可能な社会の取組

で、この限られた資源の中で私たちが永久的にこの生活が続けていける、この地球を壊さ

ずして、そして同じレベルの生活ができるということは、同じレベルで皆さんが全て教育

も受けられる、貧困もなくなる、みんな平らになって、そして余分なものは出さない自然

環境に優しい社会をつくっていくということを網羅しているわけなんですけれども、そう

いう中で、先ほど言いましたけれども、今それぞれの皆さんの話を聞いて、これからこれ

をどのように実際に、まだ始まったばかりですから、でも先はもう決まっていますから、

早くこれをやらなければならないことなんですよね。 

      だから、これをどこまで、住民との対話であったり、参加であったり、そしてまずは住

民にこのことを、今皆さんが言ったことを、住民にまずは理解してもらう。理解をしても

らうことによって、住民と一緒に町が動くことによって、これが達成されるわけです。で

すから、そのための取組を今後どう進めていくかということが課題になるかと思うんです。

緒に就いたところだと思うんです。これから、こうやっていきたい、ああやっていきたい、

調査してみたらこうでしたと。これをどうつなげるかということが、これから求められる
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んですけれども、その点について、今後の進め方についてはいかがでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） そこが一番大変な課題になってくるかと思います。ただいま庁内各課の

事業展開により、持続可能な未来のまちづくりの様々な取組を進めるためには、よりよい

社会、多様性を大切にする社会によって、誰一人残さないという究極の目標に向かって、

諸事業を展開、模索していきたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） ここまでそれぞれの担当課で意見発表というかしていただいたわけですか

ら、今、町長がそのように申しましたけれども、これはそう簡単なことじゃないですよね。

だから、これを進めていく上での町の考え方として、検証というのがあります。今年度は

どこまで、この年度はどこまでできたかと。そうするとその次に、じゃあ次年度はどこま

でやろうかと。やはりそういう計画を持たないと中途半端になると思うんです。 

      やっぱり、これはもうここでいいというところはないんですよ、確かに。ゴールが見え

ていないんです。でも、そこに向かって進んでいこうということですから。それにしても、

大体、年次計画ぐらいで、先ほど皆さんが述べたところは、じゃあこの部分は、できれば

１０年計画でやりたいとか、そうすると今年の１年、２年はここまでやるとかという、こ

ういう計画をつくっていかないと、そこに達成は難しいと思うんです。また、それをつく

ることによって、その計画が進められるというのがありますから、その部分について答え

てください。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 

企画財政課長（米沢弘幸君） 小池議員質問の件なんですけれども、基本的には総合計画ということ

で、１０年間の計画になっています。それは基本構想ということになるんですが、その下

に５年ごとの前期計画と後期計画ということで、そこで基本計画を計画として立てます。 

      その下に実施計画という計画がありまして、これが３年ごとの計画なんですが、これを

毎年３年ごとに計画をローリングして、その後２年間どうするかというような形が立てつ

けになっていまして、今年は１年目ということでありますので、今年と来年度、再来年の

３か年の計画という形で実施計画を策定しています。来年になりますと、令和４年度の結

果が出ますので、その結果を見て、その次の３年間をどうするかというような計画になり

ますので、今年度に関しましては実績値がありませんので、この先３年間の計画という形

になりまして、来年度以降は毎年その前の年の結果が出ますので、その後の３年間の数値
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とか、目標とかというのを立てて、計画を立てて、基本的には総合計画の基本構想を成し

遂げるというような立てつけにはなっています。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） 今、課長が答えたのは総合計画ですよね。今、皆さんが答えてくれたのは、

またその総合計画の中にも入っていますけれども、ＳＤＧｓという持続可能な社会という

立場の中でのそれぞれの皆さんの意見が出たと思うんです。そのことは、じゃあこの総合

計画の中で網羅されているかというと、視点がちょっとずれているんじゃないかと思うん

です、総合計画とＳＤＧｓの年次計画と。今、課長が言ったのは総合計画ですよね。それ

はそれでいいと思うんです。でも、先ほど皆さんがお話ししてくれたのが、このＳＤＧｓ

というもの、１７のゴールというものがあって、そのそれぞれのゴールを担当課で振り分

けて、私のところはこの部分ですよと、環境の部分、貧困の部分であるとか、こうした中

で、総合計画というのはそういう分け方をしていないじゃないですか。 

      だから私は、総合計画は総合計画なんですけれども、ＳＤＧｓ的その発想というのは、

今皆さんが述べてくれたことというのは、今言ったことは、これからもずっと続くもので

あって、来年になったら皆さんが言ったことはまたみんなばらばらなことになってしまっ

ては、それはうまくないので、今言ったことが続いていくので、だから今言ったことをど

ういう格好で、どういう形で実現していくかという中で、先ほど言いましたけれども、こ

のことが住民との相互理解によって初めて進めていけるものなんです。だからその相互理

解というものをどのような形で埋めていくかという大きな作業が残っていると思うんです。 

      だから、大体でいいやというんじゃなくて、やっぱりある程度のところを決めることに

よって、しっかり自分たちの担当の課で締めるものはしっかりと締めて進んでいくのだと

思うんです。だからその辺がどうなっているか。総合計画は総合計画。しかし、今このＳ

ＤＧｓ、相互乗り入れしていることは確かなんです。町の総合計画の中で、その中にＳＤ

Ｇｓというものは中に入れながら計画を立てていると。でもそのＳＤＧｓという視点に立

った場合には、こちらには総合計画がありますけれども、こちらにはＳＤＧｓを主とした

形での持続可能な社会をつくっていくにはどうしていくかと。ちょっとニュアンスの違い

があるじゃないですか。 

      これと同じように、今言われたこの１７のゴールを進めていく中でのある程度の計画を

つくって、その計画の検証をしていく必要があるんじゃないかというふうに私は思うんで

す。そこについて再度お伺いしますけれども、いかがでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 
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企画財政課長（米沢弘幸君） 確かに総合計画のいわゆる目標とかがありまして、そこの目標はＳＤ

Ｇｓ側の１７のゴールのどこに当てはまるかというような形の組立てになっていますので、

小池議員おっしゃるとおり、ＳＤＧｓ側からの、何というか、その政策というような組立

てにはなってないというのが現実なのです。 

      それで、一応その目標等については総合計画の中で、ＳＤＧｓ側ではないんですけれど

も、総合計画側ではその目標の数値としては立てているというような、今そういうような

組立てになっています。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） だから、総合計画はそうなっているんだけれども、私はＳＤＧｓ的発想か

らの組立てが必要なんじゃないかということを言っているんです。ですから、私の質問に

対しては、自治体におけるＳＤＧｓの取組と。課長が先ほど言ったことだったら、町の総

合計画はと、その中にＳＤＧｓが入っていますけれどもと言うんじゃなくて、片やこっち

には総合計画というのがあるけれども、ＳＤＧｓ的発想というのは、ちょっと違うんです。

今、あちこちでされている自治体ＳＤＧｓというと、やっぱり町総合計画とは切り離して、

でもその中に重なるところはたくさんありますよ。しかし、やっぱり持続可能な成長をし

ていくと。貧困をなくすとか、町の総合計画の中に一部は入っているけれども、重なる部

分もあるけれども、ちょっと立ち位置が違うじゃないですか。 

      ですから、今聞いて分かったのですけれども、そうであればそうであるように、今、先

ほど課長たちが述べたことを、また片方で計画を立てて、それも片方には町の総合計画も

ありながら、こちらの視点でも両方で進めていくと。重なる部分はありますけれども。そ

ういう考え方があってもいいんじゃないかと思うんですけれども、どうですか。 

      そして、その中でまた検証を行いながら、私が心配するのは、それが、先ほど大変いい

ことを言ってくれましたから、そのことが絵に描いた餅にならないで進めていければこれ

ほどいいものはないんじゃないかと思いますので、その辺いかがでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 米沢企画財政課長。 

              〔企画財政課長 米沢弘幸君発言〕 

企画財政課長（米沢弘幸君） 当然、この計画になくても、町で様々な施策をしています。その施策

がこのＳＤＧｓのゴールのどれに入るかというのは、当然のことながら考えて、施策とい

うのは進めていかなければならないというふうに考えています。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） ちょっとどうかな。誰か答えられますか。総務課長でも、町長でも。 



 - 194 - 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） このＳＤＧｓと総合計画、本当にその中で吉岡町はひもづけて総合計画

を立てております。ですから、その計画に沿って町としては進めていきたい。 

      当然、先ほど話した各課の計画につきましては、これは絵に描いた餅ではなくて、実行

していきたいということで進めていけるかと思っております。 

議  長（岩﨑信幸君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） ですから、それを検証するのには、検証方法というのがあるじゃないです

か。目標があって、そうすると今年度はどこまでできたかなと。これがないと目標という

のは達成できないんですよ。だから計画と目標というのはやっぱり一つのものですから、

そうじゃないと検証できないですよね。 

      私が言ったのは、さっき皆さんがそれぞれ述べたことはいいことだと思うんです。その

ことに向かっていくわけだから。でも、向かっているんだけれども、じゃあ向かっている

その方向は見えましたと。先ほど、教育委員会でも、給食残渣の問題とか。これがじゃあ

目標はつくって、それでいつになったら達成できるんですかと。いや、目標だから、ずっ

と目標なんですでは困るので、目標があったら、達成できない目標では困るので。物によ

ると、そこまでいかないものもあるかもしれませんけれども、それをどこかチェックする

ところがないといけないですよ。それはどこで、だから何かそういうシステムをつくらな

いと、ただ置きっ放しになっちゃうので。そうじゃなくて、そこを何とか、ここまででき

たと、目標に対して。そこまでできなかったけれども、今年度はここまでできましたとい

う、何か見直しをするというだけじゃなくて、達成状況というのをやっぱり確認できるも

のがないと。 

      目標があったら、その目標というのを達成するために目標を立てるわけですから、どこ

かでそれを確認できるものが欲しいと思うんですけれども、いかがですか。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君発言〕 

町  長（柴﨑德一郎君） これは今後、毎年検証はしていくつもりでおります。 

議  長（岩﨑信幸君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） 時間がなくなっちゃうから、ぜひとも、今こう言われて、じゃあこうやり

ますとは言い切れないにしても、先ほどそれぞれの担当課が貴重な意見を言ってくれたの

で、本当にそんなふうに進めれば理想的な町になると、それをいかに住民と、理解しても
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らって進めていくかというところまでは私は分かりましたので、あとは先ほど言ったこと

が結果として２年、３年後には形が見えてくると。それはそうなることを願っていますけ

れども、どこかでその検証ができるようなシステムをぜひとも考えていただきたいという

ことをお願いしておきます。 

      それでは、同じ自治体におけるＳＤＧｓの取組の中の２番目でありますけれども、再度

同じことを伺いますけれども、広域組合最終処分場の問題ですけれども、様々な角度から

検討をする必要があると思いますが、この問題も全職員の英知を集め取り組む必要がある

と思いますが、あるべき姿、取組を伺いますというふうに質問を出しておりました。これ

も、金曜日に嶋議員からも同じ広域の最終処分場の質問がありました。 

      私は、先ほど言ったＳＤＧｓ的発想、あるいはカーボンニュートラルというものから考

えていくと、今、広域組合がやろうとしているのはクローズド工法というので、今までと

全く同じ考えなんです。もう何でも構わずみんな燃やすと。残飯でも燃やすと。それで、

屋根をかけて、そこのところで水をかけてその処理をすると、その中で塩が１日何キロ取

れましたとか、食品残渣が入っているから塩分がたくさん取れるというようなことを、ま

た同じことを繰り返そうとしているんですよ。 

      そうでなくて、この前の議会でも私は言ったんですけれども、渋川広域組合というのは

群馬県のリサイクル率も一番ケツのほうなんです。ですから、これを分別収集、リサイク

ルが進むことによって、ごみの持ち出し量の食べ物、食品残渣というのは大体４割ぐらい

と言われているんです、４０％ぐらいが。一般的な事業系のごみなんかを混ぜるとうんと

減ってしまうんですけれども、一般家庭ごみの４割ぐらい、４０％ぐらいが食料残渣だと

いうふうに言われているんです。だからこれの処分方法というのがそれぞれの自治体によ

って最近は変わってきていまして、これを分別収集して堆肥化するところも増えてきてい

ます。 

      また、今は刈った草なんかでもみんなごみ袋に入れて、砂もついたままみんな燃えるご

みとして集めて燃やしているのが実態なんです。これがプラスチックであるとか、紙であ

るとか、みんな分けると、燃やす量というのが、これを徹底的にやってしまうと大体ゼロ

に持っていけるんです。 

      前に、吉岡町の議会で視察に行った徳島県上勝町は、ごみゼロ運動ということやってい

て、ここは全くパッカー車が回りませんから。しかし、それを収集するところはあって、

そこのところで分別収集して、これが日本中に広まっていて、私たちが視察に行ったとき

も、東京都日野市であるとか、あちこちから視察に来ていました。そんなことは考えられ

ないと。しかし、その町は今でもごみゼロ宣言というのをやって、徹底した分別収集をや

っているんです。 
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      そういうことを考えれば、私は、今のごみの持ち出し量を１０分の１にもできますよ。

そこまでいかなくても、５分の１ぐらいにはできると思うんです。今、何でもみんな燃え

るごみにしてしまっていますから。 

      それから、先ほど言ったように、渋川広域組合というのは群馬県の中でもケツのほうに

ありますから、町長もその管理者の中の一員として、正管理者が市長で、副管理者が吉岡

町の町長と榛東村の村長ですから、この中で皆さんが真剣に考えましょうと。小野上に造

った処分場は３１億円ですから、分別収集にはその半分もかければ、もう本当に徹底的に

地域住民に補助金でも出せばごみの量は減ります。そういうことを広域組合の中で町長に

提案してもらって、そしてそういう中で町長がやっぱりこれだけ努力した結果、吉岡町の

番だからやむを得ないにしても、最終処分場で焼却残渣の量がこれだけ減らすことができ

ましたということは大事じゃないですか。 

      私はそのために、ぜひとも広域組合での、広域組合で駄目だったら、まずはいいですよ、

吉岡町だけでも徹底した分別収集と、そして広域組合の中で、今のこのやり方をもうちょ

っと工夫しましょうと、もっと減らしましょうよというのを、真剣になって、３人しかい

ない管理者ですから、この中で主張していただきたいと思うんです。いかがでしょうか。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） 吉岡町としてのごみの減量化への取組についてですが、従前からの取組と

しましては、資源ごみの回収事業や廃タイヤ、バッテリー回収、小型家電回収を実施して

おります。 

      さらなるごみの減量化に係る取組としましては、民間事業者との協働により行っており

ます使用済みインクカートリッジの回収や、今年よりまた再開しました電動式生ごみ処理

機及び生ごみの処理化の処理容器、いわゆるコンポスターの購入費用の一部を補助する生

ごみ処理容器等の購入補助事業を開始しております。 

      また、今年５月には、介護福祉課及び住民課により、フードドライブを試行的に実施し

ておりました。集まった食品につきましては、フードバンクを実施している団体に提供さ

せていただいたところでございます。今後も同様の取組が実施できればと考えているとこ

ろでございます。 

      また、現在、可燃物として排出されているプラスチック製品等につきましては、渋川地

区広域市町村圏振興整備組合及び構成市町村の取組としましては、令和６年度中に分別回

収が実施できるよう、現在調整を進めているところでございます。その際には、町民の皆

様のご協力を得られるよう、広報やホームページ、ＳＮＳ等を通じて、丁寧な説明を行っ

ていきたいと考えております。 
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      このような取組によりまして、最終処分場に持ち込まれる搬入量は、少なからず減少す

ると考えられますので、ごみの減量化に関する取組につきましては、今後の広域組合での

会議等の中で、構成市町村に対し、さらなる呼びかけを行っていきたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） 今言われたように、コンポスターとか、家庭ごみの処理機、最近の新聞な

んかも見たんですけれども、太田市はコンポスターも様々ありまして、機械的なものには

１５万円まで補助するなんていう記事が出て、記事も持っていますけれども、そういうこ

ともありますから、ぜひそういうことも参考にして、徹底した生ごみの分別収集をお願い

したいというふうに思います。 

      時間が迫ってまいりましたので、この問題について、すみません、この程度にしておき

ますので、ぜひとも。あと１点、町長、３Ｒをするための拠点として、これは千代田町と

か邑楽町で拠点づくりに予算化をしたなんていうのが新聞に出ていたんです。要するに、

皆さんがリサイクル、リユースするものを、常設のところがあって、そこのところへ持ち

込んで、今社協でやっているなんていう話もありましたけれども、リサイクル、リユース、

常時持っていけて、老人会みたいな、老人会じゃなくてシルバーの人とか、そういう人が

留守番をしていて、そこのところで集めてくれてリユースもできるというような拠点を、

ぜひともこれから考えていただきたいということだけお願いをしておきます。 

      それから、２点目になりますけれども、自治体カーボンニュートラルについてお尋ねを

します。 

      吉岡町の今後の取組と対応はどのように考えますかということで出してありますけれど

も、２０２０年に当時の菅首相が、２０５０年までに温室効果ガス排出量をゼロにすると

宣言した後、多くの自治体がそれに続く動きを見せております。東京都、横浜市など４６

１の自治体がそれに続く動きを見せています。人口規模では８７％に達するようでありま

すけれども、この自治体カーボンニュートラル、耳慣れない言葉かもしれませんけれども、

取り組んでいる自治体があるということで、このことについても、今後町はどのように取

り組んでいくつもりがあるのか、お尋ねします。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 自治体カーボンニュートラルの取組について質問いただきました。 

      カーボンニュートラルは、温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させることを意味し、

温室効果ガスの排出量の削減並びに吸収作用の保全及び強化を行う必要がございます。 

      令和３年６月に公布された改正地球温暖化対策推進法の中で、地方公共団体は自らの事
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務及び事業に関し、温室効果ガスの排出量の削減並びに吸収作用の保全及び強化のための

措置として、都道府県や市町村等に地方公共団体実行計画（事務事業編）の策定と公表が

義務づけられており、吉岡町では令和２年３月に策定された町地球温暖化対策実行計画

（事務事業編）に基づき、それぞれの分野において目標達成に向けた取組を進めていると

ころでございます。 

      なお、現在の、また今後の取組等、詳細につきましては住民課長に答弁をさせます。 

議  長（岩﨑信幸君） 小林住民課長。 

              〔住民課長 小林康弘君発言〕 

住民課長（小林康弘君） 町では、地球温暖化対策実行計画（事務事業編）に基づき、様々な取組を

進めており、具体的にはクールビズの運用や空調管理の適正化、勤務時間前後や昼休みな

ど必要な照明以外の消灯、パソコンやプリンターなどＯＡ機器の待機電力の削減、両面印

刷の徹底、コピー用紙の裏面の再利用、事務室や学校等へのＬＥＤ照明の導入などの取組

を行っております。 

      そのような取組によりまして、町公共施設等における令和２年度の温室効果ガスの総排

出量は１，６６９．６２トンＣＯ２となり、基準年度の平成３０年度と比較しますと２０

８．８トンＣＯ２、約１１．１％の削減となりました。この数字は、計画における年度別

の排出量、令和２年度目標としている排出量としましては、１，８５９．６トンＣＯ２を

達成したこととなります。 

      ただ、令和２年度につきましては、新型コロナウイルス感染症対策等による施設の閉鎖

や学校の休業などによる使用電気料の減少が発生したほか、車両の利用等につきましても、

会議等がリモートにより開催されたことや各種イベントが中止されたことなどにより、利

用が削減し、走行距離及びガソリン、軽油の給油量が減少となるなど、基準年度と単純に

比較できるような状況ではありませんでした。 

      このように、令和元年度末から現時点までの期間は、新型コロナウイルス感染症対策に

よる特異な状況であったことを認識した上で、引き続き町としては施設等におけるエネル

ギー使用の削減や環境負荷の軽減等に取り組むとともに、ごみの排出抑制やリサイクルの

促進等に関連する取組についても推進していきたいと考えております。 

議  長（岩﨑信幸君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） 先ほどのＳＤＧｓと似ている点、かぶる部分もあるけれども、ぜひとも自

治体のカーボンニュートラルという部分については、このことは多くの町民が興味を持っ

ています。やはり自分たちの地域で安心して住み続けるためには、このことは大事だと。

そして、自治体ができるところ、進んでいるところというのは、今使っているガソリンの
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自動車はもう少し減らしたほうがいいんじゃないかとか、電気自動車にすべきだとか、そ

ういう動きもあるようであります。ぜひそのことも念頭に置いて、自治体カーボンニュー

トラルにつきましては意識を持っていただきたいということだけをお願いしておきます。 

      時間が迫ってきましたので、５問目の質問が、ないようなものになってしまうのですけ

れども、教育環境の充実ということで、ソフト面での対応が大事だと思いますが、どのよ

うに考えますかということで出しておきました。 

      教育には、ハード、ソフト面がありますけれども、特に大きな懸案としては、ハード面

では八幡山運動公園の整備、これは十数億円かかると予想されております。補助金も見つ

からずに苦慮しているところであります。また、学校給食センターにも多額の予算が必要

となるでしょう。 

      ソフト面では、コロナ禍での収入減により、子供たちはつらい思いをしている方も多く

います。行政として、してあげられることは何があるのかと考え、対処していくことが大

事だというふうに思います。 

      福祉医療費の１８歳までの拡充は、私はこれは評価すべきだということで歓迎いたしま

す。「子どもを育てるなら吉岡町」と大きなアドバルーンを上げている以上、全ての先進

地事例を俎上に上げ、対応が必要と思いますけれども、まず見解をお伺いいたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 柴﨑町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 小池議員より、教育環境の充実、ソフト面での対応につきましてご質問

いただきました。 

      私も就任以来、通学バスの保護者負担の軽減や給食費の第３子以降の無償化などを実施

し、教育環境や子育て環境の充実を図るための事業に真剣に取り組んでまいりました。 

      また、本議会でも上程させていただいておりますが、来年度からは高校生までの入院費

用を含む医療費の無償化の実現に向け、現在準備を進めております。 

      今後も、先進地の事例なども参考にしつつ、「住み続けたいまち よしおか」の実現に

向け、できることから一つずつ着実に取り組んでまいります。 

      なお、学校教育でのソフト面については、教育長より答弁をさせます。 

議  長（岩﨑信幸君） 山口教育長。 

              〔教育長 山口和良君発言〕 

教 育 長（山口和良君） 私のほうからは、学校教育のソフト面に視点を当てて、実践していること

について説明をさせていただきます。 

      学校教育による学力保障についてということが、私はまず学校教育のソフト面で大事な

ことであると考えています。ＳＤＧｓの目標でいえば、質の高い教育を全ての人にという
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ことに関連いたします。 

      家庭環境や住んでいる地域に左右されず、学校に通う子供たちの学力が保障され、社会

の一員として自立し、その子らしさを存分に発揮して人生を歩んでいける力を育てること

が重要だと考えています。その一つの方法として、ＩＣＴを活用し、その特徴を生かした

教育活動の推進というのを挙げたいと思います。 

      議会の協力により、令和２年度、早期に整備した情報端末や学習支援ソフトを活用し、

児童生徒一人一人が進んで学習に取り組む、互いの考えや意見を知って交流する、学習内

容を深く理解できる。また、分からない内容を前の学年に戻って学習するなどの事業や、

自学自習できる環境を整えることができていると考えます。 

      個に応じた対応ということで、工夫の例を挙げますと、町で導入している学習ソフトは、

習熟度に合わせて自分に合った難易度の問題に学校内だけでなく家庭でも取り組むことが

できるようになっております。この特徴は、学習が苦手な児童生徒だけでなく、今までな

かなかできなかった、より高いレベルの課題を欲する児童生徒にも手がかけられるという

ことになります。学習塾に通わなくても学習できる方法を保障することにもつながるかと

考えます。 

      また、教員側に立てば、個別最適な学習を推進する際、全ての子に画一的な到達や成果

を求めるのではなく、単元の目標を実現する方向に児童を向かわせ、一人一人の成長ぶり

を評価する指導観に転換していくためにも役立つと考えております。 

      このようなことを基本にして、教育のソフト面の充実を図っていきたいと考えておりま

す。 

議  長（岩﨑信幸君） 小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） 質問しっ放しみたいになってしまいましたけれども、ちょっと時間がなく

なったもので、次の問題はまた次回にしたいと思います。ありがとうございました。 

議  長（岩﨑信幸君） 以上をもちまして、１３番小池春雄議員の一般質問が終わりました。 

      以上で、本日の会議で予定されていました一般質問が全て終了しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

散  会 

議  長（岩﨑信幸君） 本日はこれをもって散会といたします。 

          午後２時０２分散会 
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    令和４年第３回吉岡町議会定例会会議録第４号     

令和４年９月１４日（水曜日） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議事日程 第４号 

   令和４年９月１４日（水曜日）午前９時３０分開議 

日程第 １ 委員会議案審査報告（総務産業・文教厚生 各常任委員長報告） 

                              〔第２～第８・第１１～第２４〕 

                                （委員長報告に対する質疑） 

日程第 ２ 議案第４６号 吉岡町特別職の職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 

                                （討論・表決） 

日程第 ３ 議案第４７号 吉岡町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

                                （討論・表決） 

日程第 ４ 議案第４８号 吉岡町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及び吉岡町職

員の互助団体に関する条例の一部を改正する条例 

                                （討論・表決） 

日程第 ５ 議案第４９号 吉岡町議会議員及び吉岡町長の選挙における選挙運動の公費負担に関す

る条例の一部を改正する条例 

                                （討論・表決） 

日程第 ６ 議案第５０号 吉岡町福祉医療費支給に関する条例等の一部を改正する条例 

                                （討論・表決） 

日程第 ７ 議案第５１号 吉岡町自然環境、景観等と太陽光発電設備設置事業との調和に関する条

例 

                                （討論・表決） 

日程第 ８ 議案第５２号 吉岡町いじめ防止等のための組織に関する条例 

                                （討論・表決） 

日程第 ９ 委員会議案審査報告（予算決算特別委員会委員長報告）〔第１０〕 

                                （委員長報告に対する質疑） 

日程第１０ 認定第 １号 令和３年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について 

                                （討論・表決） 

日程第１１ 認定第 ２号 令和３年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                                （討論・表決） 

日程第１２ 認定第 ３号 令和３年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 
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                                （討論・表決） 

日程第１３ 認定第 ４号 令和３年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

                                （討論・表決） 

日程第１４ 認定第 ５号 令和３年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                                （討論・表決） 

日程第１５ 認定第 ６号 令和３年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

                                （討論・表決） 

日程第１６ 認定第 ７号 令和３年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定について 

                                （討論・表決） 

日程第１７ 認定第 ８号 令和３年度吉岡町下水道事業会計利益の処分及び決算認定について 

                                （討論・表決） 

日程第１８ 議案第５４号 令和４年度吉岡町一般会計補正予算（第４号） 

                                （討論・表決） 

日程第１９ 議案第５５号 令和４年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第２号） 

                                （討論・表決） 

日程第２０ 議案第５６号 令和４年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

                                （討論・表決） 

日程第２１ 議案第５７号 令和４年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

                                （討論・表決） 

日程第２２ 議案第５８号 令和４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

                                （討論・表決） 

日程第２３ 議案第５９号 令和４年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号） 

                                （討論・表決） 

日程第２４ 議案第６０号 令和４年度吉岡町下水道事業会計補正予算（第１号） 

                                （討論・表決） 

日程第２５ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２６ 総務産業常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２７ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２８ 議会広報常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２９ 予算決算特別委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第３０ 議会議員の派遣について 
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     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 
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出席議員（１３人） 

  １番 小 林 静 弥 君    ２番 冨 岡 栄 一 君 

  ３番 飯 塚 憲 治 君    ４番  嶋   隆 君 

  ５番 富 岡 大 志 君    ６番 金 谷 康 弘 君 

  ８番 村 越 哲 夫 君    ９番 坂 田 一 広 君 

 １０番 飯 島   衛 君   １１番 平 形   薫 君 

 １２番 山 畑 祐 男 君   １３番 小 池 春 雄 君 

 １４番 岩 﨑 信 幸 君     

欠席議員 なし 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

町 長 柴 﨑 德一郎 君  副 町 長 野 村 幸 孝 君 

教 育 長 山 口 和 良 君  総 務 課 長 髙 田 栄 二 君 

企 画 財 政 課 長 米 沢 弘 幸 君  住 民 課 長 小 林 康 弘 君 

健康子育て課長 中 島   繁 君  介 護 福 祉 課 長 永 井 勇一郎 君 

産 業 観 光 課 長 岸   一 憲 君  建 設 課 長 笹 沢 邦 男 君 

税 務 会 計 課 長 中 澤 礼 子 君  上 下 水 道 課 長 大 澤 正 弘 君 

教育委員会事務局長 髙 𣘺 淳 巳 君    

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

    事 務 局 長  福 島 良 一     主      事  岸   美 穂 
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開  議 

          午前９時３０分開議 

議  長（岩﨑信幸君） 皆さん、おはようございます。 

      ただいまの出席議員数は１３名です。定足数に達しておりますので、本日の会議を開き

ます。 

      これより、お手元に配付してあります議事日程（第４号）により会議を進めます。 

      本日は、委員会に付託した議案の委員長報告を議事日程第１と第９で予定しております。

各委員長におかれましては、よろしくお願いします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１ 委員会議案審査報告（総務産業・文教厚生 各常任委員長報告） 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１、委員会議案審査報告を議題とします。 

      総務産業・文教厚生の各委員会に付託した議案の審査報告で、議事日程第２から第８、

第１１から第２４までの付託した議案について報告をお願いします。 

      なお、予算決算特別委員会に付託した議事日程第１０の議案の審査報告は、議事日程第

９で行います。 

      それでは、総務産業常任委員会富岡大志委員長、委員長報告をお願いします。富岡委員

長。 

              〔総務産業常任委員会委員長 富岡大志君登壇〕 

総務産業常任委員長（富岡大志君） ５番富岡です。 

      総務産業常任委員会の議案審査報告を行います。 

      ９月１日に本会議にて議長より当委員会に付託されました議案について、９月９日午前

９時３０分より、役場２階大会議室において、委員全員、議長及び執行から町長、副町長、

教育長、課局長、室長の出席の下審査を行いましたので、その結果について報告いたしま

す。 

      議案第５４号 令和４年度吉岡町一般会計補正予算（第４号）は、歳入歳出それぞれに

関し、事項別明細書の款ごとに審査しました。 

      主な質疑答弁としては、歳入では、１８款寄附金１項寄附金２目ふるさと納税１節ふる

さと納税、企業版ふるさと納税では、企業版ふるさと納税の企業名と使途を問う質疑に、

企業名と東京の足立区に本社があること、使途については、保育士等確保事業に充当する

との答弁などの質疑答弁がありました。 

      歳出では、２款総務費１項総務管理費１目一般管理費３節職員手当等では、給与費の補

正額の合計が幾らなのか、あわせて、燃料費、電気料の補正の合計を問う質疑がありまし

た。 
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      ３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費１２節委託料、生活困窮世帯向けリモー

ト型学習支援委託料（コロナ関連）では、支援の具体的な内容を問う質疑に、講師と生徒

さんの自宅をリモートでつないで、学力の向上や家庭学習の習慣づけを目的とした学習支

援を行う事業となり、まずは少人数からスタートし、受験前の中学３年生から募集を始め、

少人数で試験的に行い、不登校や家庭に事情がある児童生徒についても支援の手を広げて

いきたいと考えているとの答弁などの質疑答弁がありました。 

      同じく３款民生費１項社会福祉費８目老人福祉センター費１２節委託料、老人福祉セン

ター指定管理料について、また、５目学童保育事業費１２節委託料、学童クラブ指定管理

料については、減額の理由を問う質疑に、人事異動による人件費の減額によるものが主で

あるとの答弁がありました。 

      ８款土木費２項道路橋梁費２目道路維持費１２節委託料、道路排水実施設計及び河川占

用許可申請書作成業務委託料では、どのような工事なのかとの質疑に、冠水が頻繁に起こ

る道路への対策として排水路の整備を行うもので、今回のこの補正においては２か所を想

定しているとの答弁などの質疑答弁がありました。 

      ８款土木費４項都市計画費２目都市施設費１４節工事請負費、遊具設置工事（上野田ふ

れあい公園）では、増額の内容や工事完了予定を問う質疑に、老朽化し危険であるという

判定が出たため令和２年度に撤去した木製の複合遊具の代わりとなる遊具の設置で、補正

については、ワークショップでの意見を基にしたベンチ付きのパーゴラ施設などの設置と

遊具の原材料高騰に対応するためのものである。また、できれば年度中に設置と考えてい

るとの答弁などの質疑答弁がありました。 

      １０款教育費６項給食センター費１目給食センター費１３節使用料及び賃借料、給食セ

ンター用地借地料では、その増額理由を問う質疑に、給食センターの敷地について、地籍

調査の結果、面積が２００平米ほど増えたことによるものとの答弁がありました。 

      以上が主な質疑答弁です。審査の結果、原案適正と認め、全会一致で可決です。 

      議案第４６号 吉岡町特別職の職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例に

ついては、減額前の特別職の給与額を確認する質疑答弁がありました。審査の結果、原案

適正と認め、全会一致で可決です。 

      議案第４７号 吉岡町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例については、

条文の表現について確認する質疑答弁がありました。審査の結果、原案適正と認め、全会

一致で可決です。 

      議案第４８号 吉岡町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及び吉岡町職

員の互助団体に関する条例の一部を改正する条例は、審査の結果、原案適正と認め、全会

一致で可決です。 
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      議案第４９号 吉岡町議会議員及び吉岡町長の選挙における選挙運動の公費負担に関す

る条例の一部を改正する条例については、単価が上がった理由を問う質疑に、公職選挙法

施行令の一部を改正する政令による単価の見直しによるもので、物価変動に対応するため

の改正との答弁。また、住民への周知への質疑に、１０月号の広報に掲載する予定で準備

をしており、併せてホームページでお知らせをしていく、分かりやすく表などを用いて表

現したいとの答弁がありました。審査の結果、原案適正と認め、全会一致で可決です。 

      議案第５１号 吉岡町自然環境、景観等と太陽光発電設備設置事業との調和に関する条

例については、その内容を問う質疑に、建築基準法で管理されていないおおむね５００平

米以上１，０００平米未満に抑えてしまう太陽光発電が多いので、これらを網羅するため

に制定するもの。また、山林や景観地区の太陽光発電の比率を抑制するものとの答弁など

の質疑答弁がありました。審査の結果、原案適正と認め、全会一致で可決です。 

      認定第７号 令和３年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定については、審査

の結果、原案適正と認め、全会一致で可決です。 

      認定第８号 令和３年度吉岡町下水道事業会計利益の処分及び決算認定については、審

査の結果、原案適正と認め、全会一致で可決です。 

      議案第５９号 令和４年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）は、審査の結果、原

案適正と認め、全会一致で可決です。 

      議案第６０号 令和４年度吉岡町下水道事業会計補正予算（第１号）については、水道

下水道事業会計について、もっと分かりやすい形式を用いて説明できないかとの質疑で、

今回の決算より、備考欄で一般会計に近い形で分かりやすいように表記しているとの答弁

がありました。審査の結果、議案適正と認め、全会一致で可決です。 

      以上をもって報告とさせていただきます。 

議  長（岩﨑信幸君） 委員長報告が終わりました。 

      委員長報告に対して質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      富岡委員長、自席へお戻りください。 

      続きまして、文教厚生常任委員会村越哲夫委員長、委員長報告をお願いします。村越委

員長。 

              〔文教厚生常任委員会委員長 村越哲夫君登壇〕 

文教厚生常任委員長（村越哲夫君） 文教厚生常任委員会からの報告を行います。 

      文教厚生常任委員会では、９月１日、本会議において議長より付託された議案１１件に

ついて、９月１２日月曜日午前９時３０分より、委員会室において、委員全員６名、議長、
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執行側から町長、副町長、教育長、関係課長、局長、室長の出席の下審査をいたしました

ので、結果を報告いたします。 

      議案第５０号 吉岡町福祉医療費支給に関する条例等の一部を改正する条例について、

医療費の一部を支給する対象者の年齢を拡大することによる医療費の増額見込みに対して、

約２，０００万円程度の歳出の増額を見込んでいるとのことでした。また、今まで入院費

を一部支給していた１６歳から１８歳までの者に対しての入院費支給額はとの質疑につい

て、令和３年度はゼロでしたということで、質疑、また内容を審査の結果、原案適正と認

め、賛成多数で可決しました。 

      議案第５２号 吉岡町いじめ防止等のための組織に関する条例について、いじめの防止

と対策は、発生事象をいかに取り上げ、検討協議等をしていくことが大事、この点につい

てどのように取り組むかの質疑について、今までもいじめ対策委員会を設置して取り組ん

できた。条例の中の３章が整うと、一層いじめ対策が充実すると思われています。その３

章の中で、第１章は総則でございました。第２章は吉岡町いじめ問題対策連絡協議会、第

３章は吉岡町いじめ問題対策専門委員会、第４章として吉岡町いじめ問題再調査委員会、

以上が３章とのことです。現在では児童生徒が嫌な思いを感じたらいじめとして捉えるこ

とが学校内の共通認識としてできている。月１回、子供たちからの申出調査を行っており、

先生、保護者からの情報も吸い上げ、事象をしっかり捉えている。拾い上げているいじめ

はどのくらいあるのかの質疑について、いじめ件数は、毎月３件から５件程度発生してい

るとのことでした。また、いじめの申告や情報を的確に取り上げられるのかとの質疑につ

いて、いじめ問題解決の最大の懸案は被害者の思いが学校及び教育委員会に十分に伝わら

ないことと捉えている。本条例は現在の仕組みを超えて、一層強固な体制が取れると思っ

ております。また、いじめ事象解決の専門委員会は５人だが、欠席者がいるときなどには

少数で大切な事柄も決定がなされてしまう心配がある、また定員が少な過ぎないのかの質

疑に対して、出席者は少人数とならないように配慮していくとのことでした。また、条例

の内容は必要に応じて検討していくということにしたいということでございます。また、

ヤングケアラーからの相談など、貸与されているタブレット端末を使用する方法は周知さ

れ実施されているのかの質疑について、タブレット端末を使用する方法は既に実施されて

いる。学校では子供たちをはじめ保護者にも十分連絡しているとのことでございまして、

審査の結果、原案適正と認め、賛成多数で可決しました。 

      認定第２号 令和３年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定について、給食

費の未納入金の納付対策の質疑に対して、支払い能力の有無にかかわらず納入は本人の申

出のみが現状とのこと。弁護士を通じて納入要請するなど、未納入金回収の実績が上がっ

ている例もあるということで、今後も続けていくとの説明がありました。審査の結果、原
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案適正と認め、賛成多数で認定されました。 

      認定第３号 令和３年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、

国民健康保険税の不納欠損額がどのような状況なのかの質疑に対して、生活困窮者、所在

者不明、所有財産なしなどの人で、現状では税の納付は望めない状況とのことでございま

す。審査の結果、原案適正と認め、賛成多数で認定されました。 

      認定第４号 令和３年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、貸付事業収入の収入未済額の状況の質疑に対して、返済要請は送付しているが返済

に応じていただけない状況、貸付金の徴収は財産状況を調査し滞納整理しているとのこと

です。また、全ての未返済者に返済通知書は届いているのかの質疑に対して、宛先不明者、

相続人不明者などがあり、返済要請が送付できない人もいるとのことでございます。未返

済者の整理はどのように解決していくのかの質疑に、返済に応じない人もいるが、相続人

の調査をし、粘り強く返済要請をしていくとのことでした。以上の質疑のほか、内容の審

査の結果、原案適正と認め、賛成多数で認定されました。 

      認定第５号 令和３年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、介護

保険料の収入未済額に関しての状況はとの質疑に、滞納者の状況は所有財産なし、生活保

護者、居住実態なし、死亡、差押え不能とのことでございます。収入未済額が令和２年度

に比べ大きく減少しているが理由はとの質疑に対して、戸別訪問、電話連絡などで、納入

要請に力を入れた結果とのことでした。以上の質疑のほか、内容の審査の結果、原案適正

と認め、賛成多数で認定されました。 

      認定第６号 令和３年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て、審査の結果、原案の適正と認め、賛成多数で可決されました。 

      議案第５５号 令和４年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第２号）については、

審査の結果、原案適正と認め、賛成多数で可決しました。 

      議案第５６号 令和４年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につき

ましては、審査の結果、原案適正と認め、賛成多数で可決しました。 

      議案第５７号 令和４年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）については、

審査の結果、原案適正と認め、賛成多数で可決しました。 

      議案第５８号 令和４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）につ

いては、審査の結果、原案適正と認め、賛成多数で可決しました。 

      以上で、文教厚生常任委員会の報告といたします。 

      なお、これは文教厚生常任委員会の要望についてでございますが、委員会の協議により

まして要望事項が決まりましたので、お伝えいたします。 

      １．コロナワクチン接種の適切な対応、また町独自の貸付けと給付等及び小中高校生の
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就学助成金の支援を求める。 

      ２として、児童生徒が生理用品をプライバシーに配慮した方法で自由に使用できる支給

を求める。 

      ３として、育児休業の保育要件の緩和を求める。 

      ４として、通学バス無料化の方向で検討を求める。 

      ５として、給食費、幼児教育・保育費の無料化を求める。 

      ６として、奨学金制度の創設を求める。 

      ７として、子供の貧困の実態調査を早急に求めるということで決まりました。 

      以上で報告とします。 

議  長（岩﨑信幸君） 委員長報告が終わりました。委員長報告に対する質疑を行います。質疑あ

りませんか。山畑議員。 

              〔１２番 山畑祐男君発言〕 

１ ２ 番（山畑祐男君） お願いなんですけれども、今の要望事項についてプリントを配っていただ

ければありがたいなと思いまして。継続審査は配付されていますけれども、要望事項が配

付されていないものですから、要望事項もできれば配付していただければありがたい。そ

れだけです。後でいいですから。お願いします。以上です。 

議  長（岩﨑信幸君） 委員長、それに対して、よろしいですね。（「はい」の声あり） 

      ほかにありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      村越委員長、自席へお戻りください。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２ 議案第４６号 吉岡町特別職の職員の給与の特例に関する条例の一部を改正

する条例 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第２、議案第４６号 吉岡町特別職の職員の給与の特例に関する条例

の一部を改正する条例を議題とします。 

      これより討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決を行います。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第４６号 吉岡町特別職の職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例を

委員長の報告のとおり可決することに賛成の方は起立願います。 
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              〔賛成者起立〕 

議  長（岩﨑信幸君） 起立多数です。 

      よって、議案第４６号は、委員長の報告のとおり可決することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第３ 議案第４７号 吉岡町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第３、議案第４７号 吉岡町職員の育児休業等に関する条例の一部を

改正する条例を議題とします。 

      これより討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決を行います。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第４７号 吉岡町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例を委員長の

報告のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（岩﨑信幸君） 起立多数です。 

      よって、議案第４７号は、委員長の報告のとおり可決することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第４ 議案第４８号 吉岡町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及

び吉岡町職員の互助団体に関する条例の一部を改正する条例 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第４、議案第４８号 吉岡町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に

関する条例及び吉岡町職員の互助団体に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。 

      これより討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決を行います。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第４８号 吉岡町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及び吉岡町職

員の互助団体に関する条例の一部を改正する条例を委員長の報告のとおり決することに賛

成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（岩﨑信幸君） 起立多数です。 

      よって、議案第４８号は、委員長の報告のとおり可決することに決しました。 
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     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第５ 議案第４９号 吉岡町議会議員及び吉岡町長の選挙における選挙運動の公費

負担に関する条例の一部を改正する条例 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第５、議案第４９号 吉岡町議会議員及び吉岡町長の選挙における選

挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。 

      これより討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決を行います。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第４９号 吉岡町議会議員及び吉岡町長の選挙における選挙運動の公費負担に関す

る条例の一部を改正する条例を委員長の報告のとおり決することに賛成の方は起立願いま

す。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（岩﨑信幸君） 起立多数です。 

      よって、議案第４９号は、委員長の報告のとおり可決することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第６ 議案第５０号 吉岡町福祉医療費支給に関する条例等の一部を改正する条例 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第６、議案第５０号 吉岡町福祉医療費支給に関する条例等の一部を

改正する条例を議題とします。 

      これより討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決を行います。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第５０号 吉岡町福祉医療費支給に関する条例等の一部を改正する条例を委員長の

報告のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（岩﨑信幸君） 起立多数です。 

      よって、議案第５０号は、委員長の報告のとおり可決することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第７ 議案第５１号 吉岡町自然環境、景観等と太陽光発電設備設置事業との調和

に関する条例 
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議  長（岩﨑信幸君） 日程第７、議案第５１号 吉岡町自然環境、景観等と太陽光発電設備設置

事業との調和に関する条例を議題とします。 

      これより討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決を行います。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第５１号 吉岡町自然環境、景観等と太陽光発電設備設置事業との調和に関する条

例を委員長の報告のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（岩﨑信幸君） 起立多数です。 

      よって、議案第５１号は、委員長の報告のとおり可決することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第８ 議案第５２号 吉岡町いじめ防止等のための組織に関する条例 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第８、議案第５２号 吉岡町いじめ防止等のための組織に関する条例

を議題とします。 

      これより討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決を行います。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第５２号 吉岡町いじめ防止等のための組織に関する条例を委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（岩﨑信幸君） 起立多数です。 

      よって、議案第５２号は、委員長の報告のとおり可決することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第９ 委員会議案審査報告（予算決算特別委員長報告） 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第９、委員会議案審査報告を議題といたします。 

      それでは、予算決算特別委員会飯島委員長、委員長報告をお願いします。飯島委員長。 

              〔予算決算特別委員会委員長 飯島 衛君登壇〕 

予算決算特別委員長（飯島 衛君） １０番飯島です。 

      予算決算特別委員会委員長報告を行います。 
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      去る９月１日、本会議におきまして当委員会に付託されました、認定第１号 令和３年

度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について、９月６日から８日の３日間にわたり、午前

９時３０分より大会議室において、執行より町長、副町長、教育長、関係課長、局長、室

長、議長、委員全員の出席の下、慎重に審査を行いましたので、報告いたします。 

      ６日より、歳入歳出の款項目の目ごとに審査しました。 

      歳入では、町税について、滞納差押えなどに多くの質疑がありました。土木使用料では、

本宿団地の空室状況、リフォームの進捗状況やアスベストに関して質疑がありました。民

生費県委託金では、老人クラブへの助成事業や老人クラブの減少について質疑がありまし

た。農林水産業費県委託金では国有農地の一覧表を、財産貸付収入では町有財産賃貸料の

資料の提出を求めました。ふるさと納税では、企業版ふるさと納税で４社とのことでした。 

      歳出では、一般管理費で、職員数や将来の人件費について多くの質疑があり、再任用職

員と短時間職員の人数などの資料の提出を求めました。財産管理費の除草作業委託料では、

除草業務の一元化の取組などの質疑があり、各課が受け持っている除草箇所の一覧表の提

出を求めました。老人福祉費では、シルバー人材センターの会員数や女性会員の増員につ

いて、また、配食サービスについても多くの質疑がありました。学童保育事業費では、明

治第２学童クラブの定員などに質疑があり、定員１６０名で１４２名の利用とのことでし

た。塵芥処理費では、委託先の所有車両の台数や随意契約に関しての質疑がありました。

観光費では、温泉施設改修工事で、ポンプの故障について保証期間などの質疑がありまし

た。都市施設費では、城山みはらし公園の補修工事について多くの質疑がありました。無

線放送施設設置事業費では、防災無線の設置率や若い世代の設置について質疑がありまし

た。文化財保護調査費では、文化財映像作成及び配信について多くの質疑がありました。

給食センター費では、調理業務委託料で、庁内職員の人数の推移などに質疑がありました。 

      最終日には総括質問を行い、審査の結果、賛成多数で認定可決されました。 

      なお、当委員会では、審査の過程で課題となった事案に対して要望書を提出することと

決定いたしました。 

      来年度の決算の決算書の作成及び令和５年度当初予算編成に関する要望書。 

      １．新型コロナウイルス感染症対策及び町独自の支援策を図られたい。 

      ２．ふるさと納税の強化充実を図られたい。 

      ３．決算書の説明資料のさらなる改善を図られたい。 

      ４．タクシー運賃等助成事業について、利用者の拡大と利用改善を図られたい。 

      ５．地域福祉交流拠点施設の西部地区の設置と有効活用のための人員配置、施設で実施

する事業の拡大を図られたい。 

      ６．除草作業の担当部署を一本化し、委託を指名競争を原則として徹底すること。 
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      ７．委託料と契約の適正化（随意契約も含む）。 

      ８．ＳＤＧｓの推進を図られたい。 

      ９．町道の整備の推進を図られたい。 

      １０．学童保育の入所条件の緩和を図られたい。 

      以上の要望書は、議員皆様に配付したいと思います。 

      以上、委員長報告といたします。 

議  長（岩﨑信幸君） 委員長報告が終わりました。 

      委員長の報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      飯島委員長、自席にお戻りください。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１０ 認定第１号 令和３年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１０、認定第１号 令和３年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定に

ついてを議題とします。 

      これより討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決を行います。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第１号 令和３年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定についてを委員長の報告のと

おり決することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（岩﨑信幸君） 起立多数です。 

      よって、認定第１号は、委員長の報告のとおり認定することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１１ 認定第２号 令和３年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１１、認定第２号 令和３年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題とします。 

      これより討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 
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      これより採決を行います。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第２号 令和３年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定についてを委員

長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（岩﨑信幸君） 起立多数です。 

      よって、認定第２号は、委員長の報告のとおり認定することに決しました。 

      ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１２ 認定第３号 令和３年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１２、認定第３号 令和３年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これより討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決を行います。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第３号 令和３年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定についてを

委員長の報告のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（岩﨑信幸君） 起立多数です。 

      よって、認定第３号は、委員長の報告のとおり認定することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１３ 認定第４号 令和３年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出

決算認定について 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１３、認定第４号 令和３年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別

会計歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これより討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決を行います。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第４号 令和３年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定につ
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いてを委員長の報告のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（岩﨑信幸君） 起立多数です。 

      よって、認定第４号は、委員長の報告のとおり認定することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１４ 認定第５号 令和３年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１４、認定第５号 令和３年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題とします。 

      これより討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決を行います。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第５号 令和３年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定についてを委員

長の報告のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（岩﨑信幸君） 起立多数です。 

      よって、認定第５号は、委員長の報告のとおり認定することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１５ 認定第６号 令和３年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１５、認定第６号 令和３年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これより討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決を行います。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第６号 令和３年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について

を委員長の報告のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（岩﨑信幸君） 起立多数です。 
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      よって、認定第６号は、委員長の報告のとおり認定することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１６ 認定第７号 令和３年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定につ

いて 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１６、認定第７号 令和３年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び

決算認定についてを議題とします。 

      これより討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決を行います。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第７号 令和３年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定についてを委員長

の報告のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（岩﨑信幸君） 起立多数です。 

      よって、認定第７号は、委員長の報告のとおり認定することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１７ 認定第８号 令和３年度吉岡町下水道事業会計利益の処分及び決算認定に

ついて 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１７、認定第８号 令和３年度吉岡町下水道事業会計利益の処分及

び決算認定についてを議題とします。 

      これより討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより採決を行います。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第８号 令和３年度吉岡町下水道事業会計利益の処分及び決算認定についてを委員

長の報告のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（岩﨑信幸君） 起立多数です。 

      よって、認定第８号は、委員長の報告のとおり認定することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１８ 議案第５４号 令和４年度吉岡町一般会計補正予算（第４号） 
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議  長（岩﨑信幸君） 日程第１８、議案第５４号 令和４年度吉岡町一般会計補正予算（第４

号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第５４号 令和４年度吉岡町一般会計補正予算（第４号）を委員長の報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 異議なしと認めます。 

      よって、議案第５４号は、委員長の報告のとおり可決することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１９ 議案第５５号 令和４年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第２ 

             号） 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第１９、議案第５５号 令和４年度吉岡町学校給食事業特別会計補正

予算（第２号）を議題とします。 

      これより討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第５５号 令和４年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第２号）を委員長の

報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 異議なしと認めます。 

      よって、議案第５５号は、委員長の報告のとおり可決することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２０ 議案第５６号 令和４年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

１号） 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第２０、議案第５６号 令和４年度吉岡町国民健康保険事業特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。 

      これより討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 
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      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第５６号 令和４年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）を委員

長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 異議なしと認めます。 

      よって、議案第５６号は、委員長の報告のとおり可決することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２１ 議案第５７号 令和４年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１ 

             号） 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第２１、議案第５７号 令和４年度吉岡町介護保険事業特別会計補正

予算（第１号）を議題とします。 

      これより討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第５７号 令和４年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）を委員長の

報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 異議なしと認めます。 

      よって、議案第５７号は、委員長の報告のとおり可決することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２２ 議案第５８号 令和４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算 

             （第１号） 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第２２、議案第５８号 令和４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。 

      これより討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第５８号 令和４年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）を委

員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 異議なしと認めます。 
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      よって、議案第５８号は、委員長の報告のとおり可決することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２３ 議案第５９号 令和４年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号） 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第２３、議案第５９号 令和４年度吉岡町水道事業会計補正予算（第

１号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第５９号 令和４年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）を委員長の報告のと

おり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 異議なしと認めます。 

      よって、議案第５９号は、委員長の報告のとおり可決することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２４ 議案第６０号 令和４年度吉岡町下水道事業会計補正予算（第１号） 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第２４、議案第６０号 令和４年度吉岡町下水道事業会計補正予算

（第１号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第６０号 令和４年度吉岡町下水道事業会計補正予算（第１号）を委員長の報告の

とおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 異議なしと認めます。 

      よって、議案第６０号は、委員長の報告のとおり可決することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２５ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２６ 総務産業常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２７ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２８ 議会広報常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２９ 予算決算特別委員会の閉会中の継続調査の申し出について 
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議  長（岩﨑信幸君） 日程第２５から第２９までの委員会の閉会中の継続調査について、吉岡町

議会会議規則第３５条により一括議題にし、採決はそれぞれ分離して行いたいと思います。

これにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 異議なしと認めます。 

      よって、一括議題と決しました。 

      各委員会の閉会中の継続調査の申し出についてを議題とします。 

      各委員会委員長から、吉岡町議会会議規則第７１条の規定により、お手元に配りました

調査事項について、閉会中の継続調査の申出がありました。 

      これより、この申出５件を分離して採決します。 

      まず、議会運営委員会委員長からの申出についてお諮りします。 

      委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 異議なしと認めます。 

      よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決しました。 

      次に、総務産業常任委員会委員長からの申出についてお諮りします。 

      委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 異議なしと認めます。 

      よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決しました。 

      次に、文教厚生常任委員会委員長からの申出についてお諮りします。 

      委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 異議なしと認めます。 

      よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決しました。 

      次に、議会広報常任委員会委員長からの申出についてお諮りします。 

      委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 異議なしと認めます。 

      よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決しました。 

      次に、予算決算特別委員会委員長からの申出についてお諮りします。 

      委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 
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議  長（岩﨑信幸君） 異議なしと認めます。 

      よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第３０ 議会議員の派遣について 

議  長（岩﨑信幸君） 日程第３０、議会議員の派遣についてを議題とします。 

      お諮りします。お手元に配付してあるとおり、議員研修のため議会議員を派遣すること

にご異議ございませんか。小池議員。 

              〔１３番 小池春雄君発言〕 

１ ３ 番（小池春雄君） ３番目にある議員の派遣というか、何というの、これは初めて見たんだけ

れども。 

議  長（岩﨑信幸君） どれですか。（「３番目。初めて見たんだよ」の声あり）派遣のほうの３

番目ですね。これは……（「議員さん集まったらこういうふうにしたんだってちゃんと協

議して、それで、どこの委員長とかどう派遣するという、そういう話があって、そんなこ

と言ってないじゃない」の声あり） 

      これに対してお答えします。 

      今回、３番目の相馬市表敬訪問に関しましては、目的が相馬市の表敬訪問となっており

まして、福島県相馬市になりますので、これは予定として令和４年１０月１７日の１日間

ということで、今回の派遣議員に関しては、議長及び議会運営委員会委員長、そして総務

産業常任委員会委員長という形になっておりますが、一応、これに対しては本当の表敬訪

問で、これからに対するいろいろと協議をする形になっておりますので、そこら辺の意見

交換会と言っていい形となっておりますので、一応そこら辺の了解を求めたいと思ってお

ります。（「議長、了解を求めるんだったら、大事なことなんだから、しっかりしかると

ころでちゃんと協議しないと駄目ですよ。別にしなきゃ」の声あり） 

議  長（岩﨑信幸君） 暫時休憩します。 

          午前１０時２５分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午前１１時０２分再開 

議  長（岩﨑信幸君） 会議を再開します。 

      先ほど、日程第３０、議会議員の派遣についてを議題といたしましたが、議員派遣につ

きましては、一度破棄させてもらいます。日程第３０で、改めて議会議員の派遣について

を議題とします。 

      お諮りします。お手元に配付してあるとおり、議員派遣のため議会議員を派遣すること

にご異議ございませんか。 
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              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（岩﨑信幸君） 異議なしと認めます。 

      よって、配付のとおり、議会議員を派遣することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

町長挨拶 

議  長（岩﨑信幸君） 以上で本日の日程が全て終了しました。 

      閉会の前に、町長の発言の申入れを許可します。 

      町長。 

              〔町長 柴﨑德一郎君登壇〕 

町  長（柴﨑德一郎君） 閉会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

      猛暑に見舞われた今年の夏も白露を迎え、空も幾分高くなり、朝夕に秋の訪れを感じる

今日この頃であります。暑さとともに猛威を振るった第７波とも言われる新型コロナウイ

ルス感染症の感染状況も、やや一段落したように思われます。 

      幸い、昨年や一昨年のような大規模な風水害が発生したニュースには接しておりません

が、ゲリラ豪雨や局地的な突風、降ひょうの被害は相次いで報告されているところでもあ

ります。 

      吉岡町でも、土砂災害や水害等に備えた対応を念頭に置き、新たな視点で危険箇所見回

り等の強化などを通じ、風水害をはじめとする防災対策に努めなければならないと思って

おります。 

      さて、本定例会の中で審議いただきました議案、認定及び同意案件につきまして、いず

れも承認及び認定、可決いただき、誠にありがとうございました。 

      令和３年度の決算認定に当たりまして、議員の皆さん方からたくさんのご意見をいただ

きました。 

      本年度は第６次総合計画の初年度でもあります。今後の町政運営において、実施計画に

おけるローリングにより、いただいた意見をできる限り反映させてまいりたいと考えてお

ります。そして、本会議における各議案審議の過程及び一般質問の中で賜りましたご指摘、

ご意見に対しましても同様に、町政執行の中で留意してまいりたいと思っております。 

      近年、補正予算等、臨時議会でお願いする機会が増えております。それだけ、年度当初

に想定できなかった突発的な情勢変化が増えているということでありますが、国では、臨

時国会において円安やウクライナ情勢における資源調達困難による経済対策というより、

新しい資本主義の具現化に向けた臨時補正予算が検討されているようであります。 

      したがいまして、情勢変化や情報提供、その他急を要する施策展開の必要性等で議員皆

様方にお集まりいただくことも想定されます。今後とも、議員各位の格別なるご協力をお
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願い申し上げます。 

      結びに、議員皆様に当たりましては、くれぐれも健康には十分ご留意の上、ご活躍くだ

さいますようお願い申し上げまして、閉会に当たりましての挨拶に代えさせていただきま

す。 

      大変お世話になりました。ありがとうございました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

閉  会 

議  長（岩﨑信幸君） 以上をもちまして、令和４年第３回吉岡町議会定例会を閉会します。 

          午前１１時０７分閉会 
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